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　　プロローグ







「ふぁっ!?」

　スーが叫さけんだ。俺おれはその襟えり首くびを引っ摑つかむ。間かん一いつ髪ぱつ。スーは轟ごう々ごうと流れ行く急流に落ちずに済んだ。

　スーはこれまで見たこともないような光景を前にして、きょろきょろと落ち着かなげだった。俺は、飛沫しぶきで濡ぬれた足もとに気付いた時から、こうなるような気がしていたのだ。

「……気をつけろ。滑すべりやすくなっている」

　俺はスーにそう言って支えてやった。スーが目を丸くして、俺を見上げてくる。

「あ、あの……はい……あ、ありがとうございます……」

　目を瞬またたいて、俺をまじまじと見ていた。妙な反応だ。俺は首を捻ひねり尋たずねる。

「足でも痛めたのか？」

「いや、そんな。大丈夫です。大丈夫ですけれど……」

　言い淀よどむスーに違和感を覚えていると、その言葉を引き継ついだのはミリアだった。

「貴き様さまも変わったな」

　長い黒くろ髪かみを揺らすように首を振り、

「スーを気き遣づかって、心配することもできるんだな」

　柔らかく微笑ほほえんだ。俺はついしかめ面になり、

「なんのことだ？」

「これまでの貴様なら、流れに落ちそうになったスーに文句の一つや二つつけていただろう」

「私もてっきり……なのに、私の足の心配までしてくれるなんてすみません」

　スーは感激したように目を輝かがやかせていた。

「本当に、ロストさん、変わりましたね。とっても優やさしく……」

「……そんなことはない。早く進みたかっただけだ」

　本当に優しいというのは半はん巨きよ人じんのハミンギャみたいな奴やつのことを言うのだ。他人のために、自分の魂たましいを犠ぎ牲せいにするような奴だ……。

　俺はあいつみたいにできるだろうか？　仲間のため、大事な人のために、身を投げ出すことが。……俺らしくもないかな。

「……それよりも、俺達の目的を忘れたのではないだろうな」

　俺に言われて、ミリアが表情を改める。

「ハミンギャが守ってくれたわたし達の世界を守る……ラグナロクを絶対に止めてみせる」

　そうだ。そのために、俺おれは炎の長おさスルト神を倒す。そのつもりだ。だが、気にかかることが思い出される。

　俺と同じくスルトを倒そうとしている男、アヴィ……奴はアールヴ族の復ふく讐しゆうのためにスルトを倒そうとしている。復讐は人の心を狂わせる……かつての俺もそうだった。復讐のためなら、なにを犠ぎ牲せいにしてもいい、皇こう帝ていを倒すためならなにを失っても構わないと思っていた。だが、大切なものを失ってまで復讐を遂とげることに何の意味があったのか……。

　アヴィは俺と似ているのかもしれない。だからこそ、今止めなくてはと思う。奴やつの復讐によって、きっと多くの大切なものが失われるだろう。それは、新たな復讐を生む火ひ種だねとなる……。奴自身もかけがえのないものを失うはずだ。

　俺は先を行くミリア達を見る。そして、目を閉じて心の中で呟つぶやいた。




　……フーリン……。俺は世界を……この仲間達を守る。




　思い出の中の妹は、俺の瞼まぶたの裏で無邪気な笑顔を浮かべていた。
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　　第一章　九界庇樹ユグドラシル







　俺おれの脇を、轟ごう々ごうと水が流れていく。

　それも下から上に遡さかのぼるように、だ。

　水音はどこかこもったような残ざん響きようをもたらしていた。

「……これが、世せ界かい樹じゆユグドラシルの中か」

　流れるような黒くろ髪かみの少女がそう呟つぶやく。

　正確には、俺達がいるのは世界樹ユグドラシルの中でも、末まつ端たんの根の中だが。ユグドラシルは清せい浄じようなる泉いずみ等などに根を伸ばし、そこから水を吸い上げているのだ。そうして吸い上げられた水がこのような水路──いや、大河か──を為なしている。

　空気は湿しめり気けを帯び、どこか冷え冷えとしている。流れる水が周囲から熱を奪うばっていっているかのようだ。

　少女は顔を上に向け、思し案あん顔がお。

「……まるで帝てい都との地下水路のようだな」

「帝都の地下水路はこんなにもだだっ広いのか？」

　俺の問いにその少女、翆すい葉ようのミリアは大きく息を吐はいた。

「いや……帝都の地下水路は少なくとも見上げれば天井があるのがわかるくらいの大きさだったな」

　ユグドラシルの根の中では、天井が見えない。闇やみに隠れて、どのくらいの奥行きがあるのか不明だ。水路の先も、俺達が立っている岸辺の反対側も、薄うす暗くら闇やみに紛まぎれてよく見えない。もっと明るい光源があれば見通すこともできるのだろうが。しかし、ここにある明かりは水だけだ。水路を流れる水が、どういうわけか、僅わずかな燐りん光こうを放っているのだ。なにか水中に光る虫の群れでも生息しているのか、それとも、これぞユグドラシルの魔ま力りよく、といったものなのかはわからない。ただ、いずれにせよ、その明かりは陽光のような目映まばゆさには遠く及ばなかった。薄ぼんやりとした光を提供するだけだ。俺にはそれが、どこか優しい光に思えた。

　足元から弱く照らされて、俺達の表情には影が差す。

　その僅かな光を反射し、ミリアの左腕がてらてらと光った。まるで、彼女の左腕を覆おおう緑の鱗うろこそれ自体が発光しているかのよう。

「それで、この流れをどれだけ行けば辿たどり着くんだ？　その、ホッドミーミルとやらに」

「うーん……この水路をいく船があれば速いんだろうけど……このまま岸辺を歩いていくとなるとどれくらいかかるか、ちょっとわからないかも……」

　ミリアにそう問われた少女が覚おぼ束つかなげに答える。豊かな髪かみに華きや奢しやな体の少女、橙とう果かのスーだ。

　俺おれ達たちは今、世せ界かい樹じゆユグドラシルの中を辿たどって、まずはホッドミーミルという場所を目指していた。ホッドミーミルはこの巨大なユグドラシルの内部にある国だという。そこを経由して、巨人達の住まう世界ヨトゥンヘイムに向かうつもりだ。

　そこへ行けばきっと防げるだろう。ラグナロクの再来を。

　俺達はまさに今、ラグナロクの瀬せ戸と際ぎわに立たされていた。

　大たい神しんオーディンの力が弱まったために、スルトに与くみする者達の力が強まっている。スルトは俺達の世界を滅ぼすために巨人の軍勢を遣つかわすだろう。その前に、奴やつ等らを叩たたく。そうせねばならない。大神オーディンの勢力を弱めたのは他ならぬ俺なのだから。俺にはその責がある。

　だが、その道程についたばかりだというのに、もう先行きが見えない。スルトや巨人達を叩くどころか、奴等がいる世界まで辿り着くのにさえどれだけの時間がかかるのかわかりはしないのだ。

　俺は延えん々えんと続くユグドラシルの水路の先を見み据すえた。

「……実際のところ、スルトを倒す以外にラグナロクを防ぐ方法があると思うか？」

　俺の問いに、ミリアが眉まゆを顰ひそめる。

「神の一ひと柱はしらを滅ほろぼすというのか？」

「それとも、巨人達を皆殺しにするか？」

　そうすればスルトには率ひきいる軍勢がいなくなる。

　ミリアが首を横に振った。

「……それが可能だと本気で思ってるのか？　わたし達の世界をラグナロクから守るのに、もっと現実的な方法を考えろ」

「お前にはその現実的な方法に心当たりがあるとでも？」

「そうだ。たとえば、奴等がわたし達の世界へ来られないように、奴等の船ナグルファルを破は壊かいするとか、だな」

「……なるほど」

　古いにしえの神話では、スルトは死者の船ナグルファルに巨人達を乗せて攻め込んできたという。確かに、船が無くては巨人達も俺達の世界にやってくることはできないかもしれない。

「もしくは、巨人達に抵てい抗こうしている他の世界の人達と協力するとかですね！」

　スーも口を挟はさんできた。

「それはお前の母親、アールヴ族のことか？」

　スーの母親はアールヴ族の女王だった。アールヴ族の世界、アールヴヘイムがスルトに焼き滅ぼされた際、俺達の世界へ逃れてきたという話だ。スー自身は俺達人間と何ら変わりがないように見えるが、その体にはアールヴ族の血が流れている。

「アールヴ族もそうですけれど、他にもラグナロクを望んでいない人達はいっぱいいると思うんです。そういう人達と力を合わせれば、きっと全ての世界の滅ほろびを防げると思うんです」

　スーは、力を込めるように拳こぶしを握にぎった。

「……だが、ナグルファルを沈めるにせよ、アールヴ族らと手を組むにせよ、ここをたらたらと歩いている内は机き上じようの空くう論ろんでしかないな」

　俺おれは先行きの見えない水路に目をやり、

「……大体、お前の母親はどのくらいの時間をかけてアールヴヘイムから俺達の世界まで来たんだ？」

　世せ界かい樹じゆユグドラシルはあらゆる世界に根を伸ばし、それらの世界を支えているという。すなわち、ユグドラシルの根を辿たどっていけば、どの世界にでも行けるということだ。ただし、それにかかる時間やどの根を通れば自分の望む世界へ辿り着けるのかなど、俺にはまったくわからない。スーの母親は実際にユグドラシルを通って俺達の世界に逃れてきたはずなわけで、スーなら少しはわかるのではないか。そう期待してみたものの、

「実を言うと、お母さんはあまりその時のことを話してくれなくて……」

　どうも頼りない。

「だが、この流れを辿っていけば、ホッドミーミルに辿り着くのだろう？」

「ええ、そのはずです。お母さんが船に乗ってホッドミーミルへ逃れ、そこからさらに私達の世界にやってきたのは確かなんです」

「船だと？」

「はい、ユグドラシル内を行き来できる船があるって聞きました。けれど、その詳細は……。それに船なら二、三日の距きよ離りでも歩きだと何日、何ヶ月かかるか……」

　それまでに世界が滅ぼされてしまえば終わりだ。俺達は急がなければならない。

「……だが、そのユグドラシル内を行き来できる船とやらはどこにあるんだ」

　俺は思わず呟つぶやく。そんなものをどこで手に入れるというのだ？　ユグドラシル内に入ってから、船はおろか人影すら見ていないというのに……。

「この水路を行く渡わたし守もりさんを呼び出したらどうでしょう？　お母さんはそうしたって言ってましたし……。その渡し守さんに頼んでホッドミーミルまで連れて行ってもらうというのは？」

　スーの言葉に俺は苛いら立だち、苦言を呈ていする。

「どうやって呼び出す？　のろしでも上げるのか？」

「呼び出す笛ふえがあるんです。それを吹いたら、すぐに船に乗った渡し守がやってきてくれたそうです」

「では、その笛とやらを……」

　スーはあやふやな顔になり、

「す、すみません、私は持ってないんです。お母さんなら持っていたんでしょうけど……」

　俺は膝ひざから力が抜けそうになる。

「くそ、俺おれ達たちは急がなくてはいけないんだ。そんなもの探している暇ひまはないんだぞ」

　俺はスーについきつく当たってしまう。そんな俺の言葉にミリアが俺を制するように手を差し出してきた。

「おい、そんなに苛いら々いらするな。せっかくスーが渡わたし守もりとやらを呼び出す方法を教えてくれたんだぞ」

「……笛ふえが無いのにどうやってその方法を試すというんだ」

「確かにそうだが……。笛は無いが、こうやって笛を鳴らすことはできる」

　そう言って、ミリアは口に人差し指と親指をくわえ、大きく口笛を鳴らした。

　轟ごう々ごうと流れる水路の上を、甲かん高だかい口笛の音が響ひびいていく。

　……。

　……。

　ミリアは至し極ごく真面目な顔で、

「すまない……やっぱりこんなことでは──」

「あ、あれ！　あれ見てください！　水路の先の方に！」

　俺達は、スーが指差す方向に目をやる。俺は眉み間けんに皺しわを寄せてやった。

「……なんだ、一体これは」

　船だった。白と黄色に塗られた小舟が波を蹴け立たててこちらに向かってくる。本当に、こんなことで船を呼び出せるとは思ってもみなかったが……。

「は、はは。ほらな、何事も試してみるものだ」

　そう言って、ミリアが自分でも驚いた風な表情を見せる。

「見ろ。魚釣つりのボート程度の小舟だ。あんな船で渡り切れるものなのか」

　本当に小さな船だった。俺達三人が乗り込んだら、かなりギリギリになるだろう。

「どうせなら、もっと大きな船を呼び出せばいいだろう」

　ミリアがやれやれと首を振り、

「なら、自分で呼んでみろ？　貴き様さまはさぞかし大きな船を呼んでくれるのだろうな？」

「いいだろう」

　俺も同じく指をくわえて、大きく口笛を鳴らす。より大きく、より長く。

「……どうだ……」

　俺は静かに水路の先を見た。

　本当に、巨大な船影が水路の先に浮かび上がってきたではないか。真っ黒な山のような船だ。詳細はわからないが、衝しよう角かくのついたガレー船のような格好だ。滑すべるように巨船は進んでくる。先を行く小舟を追うかのように。

「なんだあれは……おい、貴様はなにを呼び出したのだ」

「……さあな」

　やって来たのがなんであれ、俺おれ達たちをここから運んでくれればいいのだが。

　先程ミリアが呼び出した小舟が俺達の下へと近付いてきた。櫂かいで漕こいでいるわけでも、帆ほを張っているわけでもない。なのに、水路の流れとは逆に、俺達の方へと近付いてきた。流線形で、まるで何かの種のような形。蓋ふたのようなものが付いた小舟だった。

　俺達のすぐ傍そばに着岸する。小舟が岸に静かにぶつかると飛沫しぶきが上がり、俺達はいささか冷たい思いをする羽は目めになった。

「おい、誰だれかいるのか」

　その怪しい小舟に俺は叫さけび、警戒して構える。

　すると、その種が中から割れた。というより、扉が中から開けられたというべきか。

「おお！　我が最良にして最上の友よ、輩ともがらよ！　これはいかなる天の配はい剤ざいか!?　感謝せねばならぬな！」

　人間だ。男がいる。若い男だった。全体的に線は細いが、背は高い。身み形なりも清せい潔けつで、金糸をちりばめた白のマントが輝かがやくかのようだ。その整った顔立ちに、女達は黄色い声を上げるだろう。

　男は急いで船を降り、俺達のすぐ目の前に転がるように現れる。だが、表情だけはにこやかに喋しやべりかけてきた。

「天の助け、とはまさにこのこと！　もちろん私は諸君らの友情に期待していいのだろうね？　我が最良の友たちよ」

　いったい誰だ？　敵ではなさそうだが……。

　俺はミリアの方へ顔を向け尋たずねてみる。

「お前の知り合いか？」

「いや、わたしは知らない。スーはどうだ？」

「私も……」

　そう言ってスーが首を横に振る。

「どうやらここにいる誰かの知り合い……というわけではなさそうだ」

　そんな中、スーが、「あれ？」と首を傾かしげ、その男に話しかけていた。

「……あの、もしかしてあなた……アールヴ族の人……ですか？」

　小舟から出てきた男にそう問いかける。俺は、そのどこか浮うき世よ離ばなれした風ふう貌ぼうに、アヴィを思い出す。見れば、確かにその目はアールヴ族のものだ。普通の人間とは違い、目が全体的に赤みがかっていた。

　アヴィといい、こいつといい……アールヴ族というのは皆、胡う散さん臭くさいのか？

「アールヴ族、だと？」

　ミリアも、この男の瞳ひとみの色に気付く。

「あの男と同じ目の色だ……」

　だが、男はそんなことには構わず、スーの言葉に我が意を得たりとばかりに頷うなずいた。そして胡う散さん臭くさい口を開く。

「私のことをアールヴ族かとお尋たずねか？　そう、まさに然しかり！　我こそはその名も高き高こう潔けつの士、サイレンス・ノルドライ。アールヴ族の高貴にして冒おかすべからざる家柄ノルドライ家の血を引き、ホッドミーミルにあるアールヴ族の館ヴィーズブラーインの副館主を務める者。かくいう君も、アールヴ族かね？　おお、これは奇き遇ぐうな！　どうやら人間も混じっているようだが、このような危急の折に同族の者と出会えるとは、これは僥ぎよう倖こう！　私は諸君らに助けてもらう運命にあるようだ！」

　よく喋しやべる奴やつだ……俺おれは、こういうおしゃべりな奴を、どうしても信じられない。

「え？　え？　あ、はあ……」

　一気にまくしたてて喋る男の言葉を聞いて、スーも面めん食くらっていてまともな反応ができていなかった。スーと同族……か。アールヴ族というのは変わり者だらけだな。

　俺は男の姿をもう一度見て、大事なことを尋ねる。

「おい、お前は渡わたし守もりなのか？」

　俺達の笛ふえに呼ばれてやってきた……のだろうか？

　アールヴ族の男は、いかにも心外だ、という風に目を丸くして見せ言葉を続ける。

「渡し守？　この高貴なる私が艀はしけに棹さおさす船せん頭どうに見えるというのか？　ならば、友よ、輩ともがらよ。君は我が最良にして最も目の悪い友と呼ばねばなるまい」

　なんだこいつ。そう思いながら、俺は口調に険けんを忍ばせ、睨にらんだ。

「誰だれが友だ。俺はお前のことなど知らん」

「それは素晴らしい！　なぜなら、これから私達はお互いのことを更さらによく知ることができるからだ！　最良にして最上の友人と、これ以上親密になれるとは！　まさに僥倖、まさに幸福」

　いい加減こいつを黙だまらせるために口を塞ふさいでやろうか……と考える。だが、ここはこの男の話に乗って尋たずねてみる。

「……そうか。俺はお前の大事な〝友〟なんだな。なら、まずお前のその船をよこせ。大事な友達の頼みだ。断るわけないだろう？」

「この船を……かね？　なぜこれが必要なんだ？」

「俺達はホッドミーミルに行きたいからだ。あと、船だけもらってお前をここに置き去りすれば、俺達は静かに旅を続けられるからだ」

「ふむ、実に傾けい聴ちように値あたいする興味深い提案だ、我が最良にして最上の友よ。だが、その答えを言う前に、少しばかり我が頼みを聞いてくれないだろうか？　君も私のことを友と認めてくれたわけだろう？」

「船一いつ隻せきで買える程度の友になにを頼むというんだ」

「……まあ、些さ細さいなトラブルなのだが……」

　そこでミリアが鋭するどい声を上げた。

「……おい！　来るぞ！」

　重い物が着水したようなくぐもった水音が響ひびき、それに続けて喚わめき声が聞こえてきた。

「畜ちく生しよう！　冷てえ！」

　そして、岸辺に波が押し寄せてくる。

　見れば、小舟の後を追うように迫ってきていた巨船がすぐ傍そばまで近付いていた。

　真っ黒な船体の脇から櫂かいが何本も突き出ている。それも巨大な櫂だ。その太さは、大の大人でも抱えきれないほどだろう。そんなものをこの船の漕こぎ手はどうやって漕ぐのか。

　その疑問はすぐに氷解する。

「……いやがったなぁっ！」

　野の太ぶとい怒声が船の傍の小山から発せられた。いや、小山ではない。そのずんぐりとした姿は、確かに人のものだ。ただ……人とは思えぬほどでかい。この図ずう体たいなら、巨船のバカ太い櫂も手で握にぎるのに丁度いいだろう。

　と、巨船の上から黒い影が飛び降りてくる。そして、大きな飛沫しぶきと着水音。そうして降り立った黒い影はむっくりとその体を起こした。先に水中にいた者と同じくらい大きな人。

「ボッグ！　てめえ、独り占めする気かぁ!?」

　そいつは、先に水中に飛び込んだ仲間に険けん悪あくな声を上げた。それに対して、ボッグと呼ばれた方は歯を剝むきだす。笑っているのか、唸うなっているのか。

「うぅるせえぇ！　早いもん勝ちだぁ！」

「こ、こいつらは……」

　ミリアが首を伸ばすように見上げる。そうしないと全体を捉とらえられないからだ。半はん巨きよ人じんと呼ばれたハミンギャより頭一つはでかい。こんなでかい奴やつらはこう呼ばれてしかるべきだ。

「……巨人、なのか？」

　巨人のボッグとやらが野太く吠ほえた。

「アールヴ野郎は一人も逃がしゃしねぇ！」

　その乱らん杭ぐい歯ばだらけの口を歪ゆがめ、俺おれの横のアールヴ族の男を睨にらみつけている。

　アールヴ族の男は身を竦すくめた。そして、改めて俺のことを友と呼ぶのだ。

「さ、最良の友よ！　血のつながり以上の友よ！　実のところ、私は追われている。私が友である君達に頼みたいのは、ただ一つ。助けてくれまいか!?」

　こいつ、俺達を巻き込むつもりか。巨人達はスルトに従う連中だから、俺達の敵ではある。こいつらと戦うのに躊躇ためらいは無い。だが、知りもしない相手に友達呼ばわりされた揚あげ句く、巻き込まれるのは愉ゆ快かいとはいえない。

　それに巨人達の姿はやはり半巨人ハミンギャのことを連想させる。ハミンギャは恐ろしげな風ふう体ていだったが、いい奴だった。目の前の巨人達も、いかにも粗そ野やで恐ろしげだが……。

「……俺おれ達たちには関係ない。勝手に友達扱い……」

　するな、と言い終える前に、

「待て！　巨人達！」

　ミリアが叫さけんでいた。

「いかなる理由があって、このアールヴ族を追うのか!?　無む体たいなことをするのであれば、見み過すごすわけにはいかない！　まずは矛ほこを収めて、事情を話せ！」

　……こいつを忘れてた。厄やつ介かい事ごとに自分からすぐ飛びこむような奴やつだ。目の前で無法な行為が行われるなら黙っていられない、こいつはそういう奴だった。俺は頭を抱えたくなった。

　だが、俺は肩を竦すくめて、サイレンスを見捨てようとした自分の言葉を引っ込めることにした。しかし、巨人達は矛を収めようとはしなかった。それどころか、嘲あざけりの笑いを上げる。

「ほぉっ？　おい、バール。なぁんか小せぇのがキーキー言ってるぜぇ？」

「面倒くせえ。アールヴ野郎ごと俺が食ってやるよ」

　そして、巨人二人は水牛が川を渡るような水音を立てて、岸辺へと歩み寄ってきた。

「と、と、友よ、輩ともがらよ！　な、なんとかしてくれたまえ！　奴等は無体にもホッドミーミルを襲おそい、アールヴ族を片かたっ端ぱしから捕えているのだ！」

　こいつ、俺の背中に隠れるんじゃない。

　俺はアールヴ族を睨にらみつけてやったが、そうもしていられなくなる。岸辺に上がった二人の巨人が、腰こし帯おびに括くくりつけていた棍こん棒ぽうを抜いたからだ。棍棒といっても、俺達からしたら丸太のようなものだ。

　ボッグの方が俺（の後ろのアールヴ族）の方へ、バールとかいうのがミリアの方へそれぞれ、地面を揺らしながら歩み寄ってくる。

　巨体が近寄ってくるその圧迫感たるや凄すさまじい。俺達の周りが巨人の影で暗くなった。

　巨人の一歩ごとに起こる地じ響ひびき。体が揺れてしまう。

　それがピタリと止まった。

　俺は見上げる。

　笑っていた。醜しゆう悪あくな潰つぶれ顔に半月状の笑い。立ち止まった巨人ボッグは俺達を値ね踏ぶみするかのよう。その生なま臭ぐさい息が、体臭が、鼻につく。嫌な臭においだ。嫌けん悪おの念を抱かせる臭さ。人は危険なもの、有害なものに嫌な臭いを感じるようにできているという。

　ボッグは手にしていた丸太のような棍棒を軽々と振り上げて言ってくる。

「動くんじゃぁねえぇぞ！　一発で潰されねえと、かなり苦しいぜぇ？」

　その丸太を振るう音で空気が震ふるえる。かなり力の込められた重い風切り音だった。

　躊躇ためらいのない、いい振りだ。溢あふれんばかりの殺意をこいつは放っている。十分過ぎるほどわかった。同じ巨人族でも、ハミンギャとは全く違う。それなら、俺も躊躇う必要はない……剣を具現化し、棍棒に向かって振るった。

　すると、その巨人が振っていた棍こん棒ぼうが瞬しゆん時じに炎に包まれ、消けし炭ずみと化す。熱気に煽あおられたボッグは、仰のけ反ぞって喚わめいた。

「熱ぃいっ!?」

　俺はその巨人に向かって試すように喋しやべりかける。

「ほう……お前ごと燃やし尽つくしてやるつもりだったのに、運が良かったな」

　もっとも、燃やし尽くせなかったのは巨人が強かったからというわけではない。

　ボッグの両腕は紅ぐ蓮れんの炎に包まれ、燃えている。「わあああ」と叫びながらその腕を振り回し、狼ろう狽ばいした巨人が言葉を発する。

「な、な、な、なぁんだぁ!?　なにしたぁ!?　てめぇ、その剣は……いつの間にそんなもんをぉ？」

　俺に向かって目を剝むいた。いや、俺にではなく、俺の手の中にある剣に向かって、か。紅蓮の炎を纏まとったその剣は、ぴたりとボッグに向けられていた。

「……死と極ごつ寒かんの世界ニヴルヘイムに行ったら、自分は勝利の魔ま剣けんレーヴァテインに焼かれて死んだと周りの死者達に誇ほこれ」

　俺の怒りや敵意を糧かてとして燃えるレーヴァテインは赤い炎を上げている。剣の炎は、前に見せた青い炎ではなかった。

「ううぅがぁああっ！」

　乱らん杭ぐい歯ばを剝き出しにして、ボッグが俺を摑つかみに来た。両手は既すでに炎に包まれているのに、その根性は認める。

「……では、死ね」

　俺は神紋ルーンによって顕けん現げんさせたレーヴァテインを一いつ閃せんさせた。レーヴァテインの赤い刀身から劫ごう火かのように炎が噴き出す。今度は確実に、ボッグの体を炎が覆おおった。

　喚わめき声を盛大に撒まき散らしながら、ボッグは無ぶ様ざまな踊おどりを踊る。「熱ぃ熱いぃぃぃ消してくれぇぇぇぇ」と、じたばたと手足を振り回し、許しを請こうように仰け反り、屈かがむ。だが、次の瞬間、炎の中でボッグは黒い影となり、燃え尽きてしまった。

　あいつらは大丈夫か、と振り返ると、ミリアの方も片がついていた。

「なぁっ!?　なぁんで攻撃が当たらねえんだ!?」

　棍こん棒ぼうを振り回す巨人バール。その暴風の中を、ミリアは平然と進んでいく。棍棒の芯しんがミリアの頭を確実に捉とらえた。そう見えた瞬間、ミリアは海王の神紋ルーンを使って自らの体を霧きり状じようにしてしまう。単純に殴なぐったり切ったりするだけではミリアを傷付けることはできない。

「くっそがぁ！　ちょこまかと湯ゆ気げみてぇにゆらゆらしやがって！　逃げるんじゃねぇ」

「……避よけるばかりではないところも見せてやろう」

　そう言って、ミリアは剣を抜く。その剣には剣先が無い。折れた剣だ。バールが唾つばを撒き散らしながら笑う。

「ばははは！　このネズミ、そんな折れた剣でなにしようってんだぁ？」

　ミリアは言葉で答えなかった。代わりに答えたのは、彼女の鱗うろこの肌はだだ。緑の光沢を放つ左腕。その緑の鱗がさざめきながら蠢うごめきだした。美しい燐りん光こうを放つ蛍ほたるの群れが移動するように、ミリアの鱗が左腕から彼女の肩を通り、右腕に、更さらに剣の先へと進んでいく。そして、今やミリアの鱗は折れた剣を覆おおい、失われた剣先を形作っていた。

　巨人バールはそれを見て、狼ろう狽ばいする。

「な、なぁんだぁ、その剣……どういう手品だぁ？」

　ミリアの手には緑の剣が握られている。そして、落ち着いた声で言った。

「これは竜の鱗で覆われた剣・グラム。その鋭するどい刃やいばは竜すら切り裂き、倒す。もちろん、巨人とて例外ではない」

「はっ！　子供騙だましだぁ、そんなもんがなぁっ！　巨人の肌に傷をつけられるとでも──」

　巨人バールは両手で棍こん棒ぼうを握り、大きく振りかぶった。

「思ってんのかあぁ！」

　渾こん身しんの勢い。まともに当たれば、普通の人間など潰つぶされた西瓜すいかのように弾はじけ飛ぶだろう。

　だが、当然ミリアは神紋ルーンの力でそれを避よける。

「終わりだ」

　無む益えきにミリアのいた辺りを穿うがった巨人バール。その喉のど元もとで、霧きりから実体化したミリアはそう囁ささやき、緑の刃のグラムを閃ひらめかせた。

　紙が切られたようにあっさりと、バールの喉のどが開かれる。

　一いつ瞬しゆんの間の後。

　熱い音と共に、血が溢あふれてきた。

　バールは喉を搔かきむしりながら横転し、ごぼごぼと何事か呟つぶやいた。恐らくは乙女には聞かせられないような言葉だろう。

　そして、すぐに痙けい攣れんして動かなくなる。

「お、おおお……」

　俺の背後で震ふるえていたアールヴ族がわなないた。

「これは……これは、見事！　巨人二体を苦もなく倒してしまうとは！　友よ、我が最良にして最も猛たけき友達よ！　諸君らは鬼き神じんの類なのか？」

　その時、俺達は巨船の方から胴どう間ま声ごえが響ひびくのを聞く。

「はっはー！　小せえくせにやるな、おめえらぁ？」

　巨船の甲かん板ぱん部分に巨人が立っていた。髭ひげ面づらに分厚い胸板。革かわ鎧よろいに毛皮を纏まとった巨人だ。腹周りもかなりある。その髭面に、にやっ、と笑いを浮かべて話しかけてくる。

「ボッグとバールをあっさり殺しちまうたぁ。まぁ、甘く見過ぎた奴やつ等らの自業自得だがなぁ」

　俺は無言で睨にらみ返す。こいつ、仲間意識もないのか。

「お前もこいつらの後をすぐ追わせてやる」

　俺おれは巨人の死体と消けし炭ずみを顎あごで指して言った。

「できるなら……なぁ。こりゃぁ勇ましいチビすけだぁ。おい、おめぇは何者だぁ？」

「……俺の名はロストだ。覚えておけ。お前等巨人どもに死をもたらす者の名だ。スルトに与くみして世界を滅ほろぼそうとする奴やつは一人残らず殺す」

　船上の巨人は割われ鐘がねのような笑い声を立てた。

「ぶはっはっは！　そうかいそうかい！　そりゃぁ豪ごう気ぎなこったなぁ！」

「お前の名はなんだ」

「俺かぁ？　俺ぁ、巨竜の腹から生まれた男、虚きよ海かいを往ゆく者……んまぁ二つ名は好きなように呼んでくんなぁ。ただ周りからは『首くび攫さらい』ってぇ呼ばれてるがねぇ」

「クビサライ？　……おかしな名だな」

「いやぁ、俺ぁ、昔っから敵の首を取るのが好きでよぉ。目にも止まらぬ速さですぱぁっといっちまうのがたまらねぇ。自分の強さに自信があるそいつらが、自分の首が刈かられたのに気付いた時の顔といったらよぉ……見物だぜぇ？　はっはー！」

　巨人は思い出し笑いをし、自らの腹を叩たたいた。

「まぁ、でも俺ぁ強ぇ首を好む。だからこの首どもはちょっとしたもんなんだぜぇ？　え、どうだぁ？　おめぇも首どもの仲間に入らねぇかい？　強ぇ奴の首はそれだけ価値があるってぇもんだ」

「……なら、お前はどういう顔を見せるんだろうな。……自分の首がなくなった時に」

　俺は挑ちよう発はつするように、鋭するどい口調で言った。

　と、首攫いは天を仰あおいで額ひたいに手を当て、

「……ああ、いけねぇいけねぇ。ついやっちまうところだった。俺ぁそれどころじゃぁねぇんだった。本当はおめぇの首を攫いてぇところなんだけどよぉ、自分の趣しゆ味みにかまけて役目を忘れるほど間抜けじゃぁねぇんだなぁ、そこの奴らと違ってなぁ」

「役目だと？」

「ああ、そうよ。なぁ、チビすけ。お前は助けてやるから、そこのアールヴ野郎を大人しく渡しちゃぁくれねぇか？」

　アールヴ族の男の身が固くなるのが肌はだで感じられる。

「と、友よ……信義に厚く決して友情を裏切らぬ友よ、ま、まさか私をあのような蛮ばん族ぞくに渡したりはすまいな？」

　と、ミリアが声を張り上げた。

「彼を捕えてどうするのだ？　暴ぼう虐ぎやくなら見み過すごすわけにはいかないぞ」

　首攫いはまた、にっ、と笑う。

「おおぅ、そっちのねぇちゃんもいい首だなぁ！　バールの奴をさくりと殺したその力ぁ、この首たちの仲間になるのに十分な実力だぜぇ」

　首くび攫さらいは笑いながら自らの腹をぴしゃぴしゃ叩たたく。

「惜おしいけどよぉ。んじゃぁ、どうだい？　アールヴ野郎をタダで渡すのが嫌ってんなら……おめぇら全員、ホッドミーミルまで連れてってやろうかぁ？」

「お前を信用しろと？」

　俺おれは首攫いに言った。

「信じられないってか？　まぁ、それにしてもよぉ……そんなアールヴ野郎を庇かばうことはねぇだろうに」

　首攫いは、ぶっ、と唾つばを船上から水路に吐き捨てた。

「そいつぁ、仲間のアールヴ族が捕まってる時に、戦いもせず一人でさっさと逃げ出した卑ひ怯きような野郎だぜぇ？」

　首攫いに睨にらまれて、アールヴ族の男は身み震ぶるいする。そして、俺達に弁明するように大おお仰ぎような身振り手振りで、

「た、助けを呼ぶためだ！　そう、諸君らという頼もしき友に会い、助力を求めんがために敢あえて私は戦わずにホッドミーミルを抜け出したのだ！　友よ、真実を見抜き惑まどわされぬ心を持つ友よ、輩ともがらよ！　あのような下げ賤せんの輩やからの呟つぶやく世よ迷まい言ごとに耳を貸したもうな！　高貴なる者の言こそが常に重きものなのだから」

「なぁにが高貴だぁ？　そもそもおめぇはそのちんけな船で、裏じゃぁ密輸して小金を稼かせいでたそうじゃねぇか。悪あく食じきの奴やつが言ってたぜぇ。おめぇによろしくってなぁ。悪食と組んでヤバい品を流してたから、自分だけは助かると思ってたかぁ？　ざぁんねん、悪食はおめぇを食うことしか考えちゃいねえよ」

「そ、そんな……あれだけ協力したのに……私はホッドミーミルの平和のために……」

「その協力のお陰かげで、俺達ぁ、楽ぅ～にホッドミーミルをいただけたぜぇ？　はっはー！　殺すまでもなくくだらねぇ奴だぁ。俺の首どもの中に、おめぇみたいなアールヴ野郎の首はいらねぇなぁ」

「わ、私は高貴なる家柄で……そ、そう、今はお姿を隠された女王陛へい下かのただ一人の近親者なのだ！　私に何かあれば、高貴なる血筋が絶えてしまう！　それはアールヴ族の歴史が途絶えてしまうということなのだよ」

「え!?」

　それまで後ろで身を隠すようにしていたスーが声を上げる。

「あの……！　あなたは……お母さんの……女王の……ご家族、なんですか？」

「そうとも、小さき友よ。私は女王陛下の甥おいに当たる。私の母こそは女王陛下の妹で、ノルドライ家に嫁とつぎ私を生んだのだ。いわば、私こそが女王の血筋を引く唯ゆい一いつの……いや、待て。小さき友よ、君は今なんと言った……？」

「女王は私の母です」

「なんと！　なんという運命の巡めぐり合わせか！　では、君は、我が従妹いとこ殿どのに当たるというのだな？　……確かに、君のその面おも影かげは女王の一族を思わせる。……おや？　ただ……よく見れば君のその瞳ひとみの色は……アールヴ族の血を引いているようだが、それは人間の目にも見えるぞ？」

「それは、私のお父さんは普通の人間だから……」

「つまり、ミズガルズの者の血が混じっているのだな？　道どう理りで……」

　俺おれはそこで小首を傾かしげた。

「ミズガルズ？」

「自分達の世界の呼び名を知らないのかね？　諸君ら、人間が住んで統とう治ちしている世界のことをそう称するのだよ」

　アールヴ族の住んでいた世界をアールヴヘイムと呼ぶように、俺達人間の住んでいる世界をミズガルズと呼ぶということか。

　サイレンスは俺にそう告げた後、意い気き込ごんで今度はスーに向き直る。

「それで女王陛へい下かは？　今、ミズガルズにおわすのか？」

「お父さんに看み取とられて……きっと心安らかにこの世を去ったのだと思います」

「……そうか、それはお悔くやみ申しあげる……。いや、だがしかし！　これこそはまさに僥ぎよう倖こう！　我等アールヴ族が危き難なんの時に、女王の血を引く者が帰き還かんされたのだ！　女王の帰還！　これを知らば、全てのアールヴ族は心奮ふるい立たせることだろう！」

　アールヴ族の男は声を張り上げ、

「決めたぞ、我が従妹殿よ！　私は我等の新たな女王たる君に協力を惜おしまぬ！　いや、どうかその幕ばつ下かに加えてくれたまえ！」

「ば、幕下？　それはどういう……？」

「君は恐るべき手て練だれのグリームニルを二人従え、アールヴ族の栄光を取り戻しに来たのだろう？　我が従妹殿よ！　巨人達を打ち払い、我等に安住の地をもたらすために女王として立った……そうではないのかね？　覇は業ぎように乗りだした従妹殿にどうか我が微び力りよくを捧ささげさせてくれたまえ。鬼き神じんの如ごとき力を持つグリームニル達に私の知力が加わればきっと最強に見えることだろう！」

　ノルドライ家のサイレンスは実に口数が多い。俺は顔をしかめて言った。

「誰だれがこいつの手下だ。なにを勘かん違ちがいしている。むしろこいつが俺達のおまけみたいなものだ」

「う……た、確かにそうですけれども……」

　スーが萎しおれた花のように俯うつむく。

「やれやれ、おぉいアールヴ野郎。今度ぁ、そいつらをお友達にするってぇ寸すん法ぽうかい？　へっ！」

　船上から首くび攫さらいが鼻を鳴らした。

「気ぃつけろよぉ、チビすけさんよぉ。そいつぁ、とっても友達が多いんだぜぇ？　俺達の中でも鼻つまみもんの悪あく食じきとだって友達だもんなぁ？　……そいつぁころころと都合よく友達を変えるぜぇ？」

「なにを言う!?　信じてはいけない、我が最良にして最上の友よ！　あの蛮ばん人じんは我等の友情を妬ねたみ、その間に楔くさびを打とうと妄もう言げんを弄ろうしているだけなのだ！」

　俺おれは船上の巨人と傍かたわらのアールヴ族を見比べる。

　どちらもろくでなしという点では同じに見えた。

「……誰だれがお前の友だ。猫なで声で近付いてくるな」

　俺はサイレンスに吐き捨てた。

「と、友よ……きょ、巨人の言葉に耳を傾かたむけるというのか？」

　アールヴ族の男がおどおどと視線を動かし始めるのと対照的に、首くび攫さらいの笑い声が響ひびき渡った。

「はっはー！　ざまぁみやがれ！　おべんちゃら野郎は誰からも信じちゃもらえねぇ。さぁ、そのアールヴ野郎をこっちに渡してくんなぁ！　……それに、そっちのちっこい娘むすめもなぁ」

　そう言って、粘ねばっこい視線をスーに向けてくる。スーはしゃっくりでもするかのようにビクリとし、

「えぅ……わ、私も……？」

「おめえらの話じゃ、そいつもアールヴ族の血を引いてんだろぅ？　なら、いただいていかなきゃなぁ」

「調子に乗るな」

　俺は短く言う。

「俺はお前等に親切にするつもりもない。むしろ、敵だと知れ」

「なぁんだ、そうかい」

　首攫いは、にっ、と笑う。

「それならそうと早く言ってくれぇ。協力する気がないってかぁ。なら、これで遠えん慮りよなくおめぇの首を攫えるってぇもんだぁ」

　俺は身構える。首攫いがいつその巨体を躍おどらせて、俺に飛びかかってきても良いように。レーヴァテインから赤い炎が噴き上がった。それは俺の巨人達に対する敵意そのものだった。

　それに対して、首攫いは後ろを向いた。

「おおぉうい、おめえらぁ！　お客さんのお相手をするぞぉ！」

　と、首攫いの背後からまた別の巨人が現れた。それもぞろぞろと、みんな船べりに立ち、俺達の方を凶きよう悪あくな眼まな差ざしで睨にらんでくるではないか。

　もっとも、こいつら全員を殺すことになってもなんの問題も無いが。

「ボッグとバールの落とし前をつけねぇとなぁ」

「そうだ、おれにやらせてくれぇ首くび攫さらい。おれぁ、アールヴ野郎を食ってみてぇ」

　巨人達が口々に喚わめき始める。

　首攫いはその髭ひげ面づらを、はっはー、と揺らし、

「おおぉし！　でも、アールヴ野郎は食うんじゃねえぞぉ？　捕まえろって命令だからなぁ。他の連中は食ってもいいぜぇ。ただし、首だけは食うんじゃねぇぞぉ？　そこは俺んだぁ」

　巨人達は群れなして笑う。空気が震ふるえるかのような騒そう々ぞうしさだ。

　ふと見れば、サイレンスは完全に萎い縮しゆくしているようだ。

「も、もうおしまいか。おお、我が高貴なる魂たましいは巨人に囚とらわれ朽くち果てるのか……」

　と、ミリアと目があった。騒ぐ巨人の群れを前にしても取り乱す様子が無い。

「怖おじ気けづいてはいないようだな」

「貴き様さまと同様に、な」

　俺の問いに、ミリアは頷うなずいてみせた。そして、

「スーを攫おうなどと不ふ埒らちなことを考える連中に対して、躊躇ためらいやましてや怯おびえなど抱いている場合ではないからな」

「ミリアちゃん……」

　スーはミリアを見上げ、両手を握にぎりしめていた。まるでミリアに祈るかのように。

「でも、この巨人達はどうしてアールヴの人達を捕まえようとしているの……？」

「奴やつ等らの口から聞けばいいだけのことだ。……もっとも喋しやべることができる奴が残っていればの話だが」

　俺はレーヴァテインの剣先を首攫いの方に向けた。かかってこい、の合図として。

　首攫いはそれを察さつし、にっ、と笑う。そして、大口を開けて、

「かかれ……」

　と、号令を発しかけたところで制される。

「首攫いぃ！　命令だぁ！」

　黒い巨船の中から慌あわてふためいた声が響ひびき渡る。

「そいつらには手ぇ出すなってよぉ！」

「はぁ!?　どういうこったぁ!?」

　首攫いは目を剝むき、鼻び孔こうを広げて鼻息荒く、

「いいとこじゃぁねぇか！」

　だが、伝令の巨人から耳打ちされると、首攫いは盛大にしかめっ面になった。

「畜ちく生しよう、この船に乗ってると筒つつ抜ぬけになっちまうのが困りもんだぁ……」

　それから、のったりした声で周囲に号令。

「おめぇらぁ、船ぇ回せぇえ。あーあぁ、戻るぞぉ」

　周囲の巨人達がざわめく。

「どういうこったぁ？　首くび攫さらいぃ？」

「あんた、ビビったんかぁ？」

「俺おれが？　竜から生まれた時も平然としてたこの俺が、ビビるだぁ？」

　髭ひげ面づらの巨人は上を向いて、腹を搔かきながら呟つぶやく。

「俺の力は知ってんだろぉ？　なんでビビらなきゃならねぇんだぁ？」

「じゃぁ、やろうぜ！　ボッグとバールの分をやり返さなきゃあ……」

「旦だん那なの命令だぁ。こいつらの相手は自分でやりてぇんだとよぉ」

　俺は聞き咎とがめる。

　旦那？　この巨人に命令を下すような更さらに上位の者がいるということか。ならば、

「おい、その旦那とは何者だ？　なにを企たくらんでいる？」

　首攫いを睨にらみつける。だが、首攫いはそれに乗ってこようとはしなかった。

「知りたかったら追ってきなぁ。俺達はホッドミーミルにいるからよぉ……その時、仕切り直しだぁ。どうせ来るんだろぉ？」

　首攫いはそこで気を取り直したようだ。にっ、と笑うと俺に手まで振ってきた。

「じゃぁなぁ！　歓かん迎げいの準備しといてやっから、きっと来いよぉ？」

　それで終しまいだった。巨人達は船の中に姿を消し、すぐに巨船は岸を離れ出した。巨船の横腹から何本も突き出た櫂かいが、ぎぃぎぃと軋きしむ。その音と共に、巨船は滑すべるように水路を進んでいった。

「また会おぅぜぇ！　きっとなぁ」

　首攫いの声が最後に響ひびいた。

　遠ざかる巨船。それを見送りながら、俺はようやくレーヴァテインの構えを解く。そして、呟いた。

「……説明してもらおうか」

　もちろん、俺の背後に隠れるようにしていたアールヴ族の男への言葉だ。

「なにが起こっているんだ？」

　そうして、サイレンスの語ったことは俺達を驚かせるには十分だった。

「……スルトが巨人を率ひきいて攻め込んできた、だと!?」

「その通りだ、我が最良にして最上の友よ。炎の長、巨人を率いし者、焼しよう尽じんの神スルトは今、ホッドミーミルに君くん臨りんしているのだ。おお、なんということか！　スルトは我等のアールヴヘイムを焼き尽つくしただけでは飽あき足らず、今度はホッドミーミルをも焼き尽くすに違いない！　我等アールヴ族に安住の地は無いというのか……なんたる悲劇！　歌に謳うたわれしいかなる苦難も我等アールヴ族の辛しん酸さんに比べれば児じ戯ぎのようなものであろうよ」

　まさか、スルトがこんな近くにいようとは……！

　俺はその事実に驚きよう愕がくする。だが、それは事態が切せつ迫ぱくしていることを表していた。スルトは既すでにラグナロクのために行動を開始していたのだ。スルトに遭そう遇ぐうすることも想定しておくべきだったかもしれない。

　サイレンスが言うには、それは突然のことだったらしい。

　ユグドラシルの根を通じて各世界との交流で栄えていたホッドミーミル。その船着き場に、前まえ触ぶれもなく巨大な船団が乗り入れてきたのだ。それこそはスルト率ひきいる巨人達の艦かん隊たいだった。

「従うならば良し。さもなくば全てを焼き尽つくす」

　そんな巨人側の要求に対し、ホッドミーミルの支配層はうろたえ戸と惑まどった。これまで巨人達とは交こう易えきを通してそれなりの交流があったからだ。ホッドミーミルに暮らす巨人も多い。ホッドミーミルの守備を司つかさどる防人さきもりも、多くは雇やとわれた巨人だ。巨人達がこんな不ぶ躾しつけに戦いを挑んでくるとはホッドミーミル側は予想もしていなかった。

「全てはスルトだ。スルトがこのような事態を招いたのだよ、友よ」

　サイレンスは自分の顔の前で、三角形を作るように指先を合わせた。

「大たい神しんオーディンの勢力が弱まったのを機に、スルトは巨人達を糾きゆう合ごうした。それまで必ずしも統一されていたとは言えない巨人達が今ではスルトの旗はたの下もとまとまっている。信じられるかね？　我がホッドミーミルに暮らす巨人達も、今やこぞってスルトの軍勢に加わっている有様。おお、友よ。昨日までの隣りん人じんがホッドミーミルにスルトを招き入れ、今や我等アールヴ族を追い回しているのだ」

　ホッドミーミルを守るべき防人達さえもがスルトに従うというのだ。こうなっては否いや応おうも無い。ホッドミーミルは苦も無く巨人達の手に落ちたという。

　そうしてホッドミーミルは地獄と化した。ホッドミーミルの住人は全て巨人達の奴ど隷れいや財産のように扱われているという。

　特にアールヴ族はスルトの命令で全て捕らえられてしまった。

「……もちろん、私以外の、という意味だがね」

　サイレンスは深刻そうに視線を落とした。

「たまたま私はこの『友情号』で逃げ出すことができたが……友よ、我が最良にして慈じ悲ひ深ぶかき友よ、想像できるかね？　今のホッドミーミルは巨大な監かん獄ごくと化しているのだ。実際、今あそこでなにが起きているのか、私にはわからない。我が同どう胞ほうたちが酷ひどい目にあわされていなければよいのだが……」

　一人逃れたサイレンスだったが、それも束つかの間ま。すぐに巨人達の船に追われてここまでやってきたところで俺おれ達たちと出くわしたのだという。

　俺はサイレンスの話を聞いて、思う。

　スルトがホッドミーミルに降こう臨りんしている。それが本当なら、俺の目的は半分がた為なされたも同じだ。スルトの居場所がわかったなら、後は殺しに行くだけなのだから。

「なぜだ？」

　ミリアが眉み間けんに皺しわを寄せながら言った。

「スルト神はなぜホッドミーミルに現れた？　なんのためにホッドミーミルに……。誰だれかが呼びだしたのか？　そもそも神は天てん上じように……いや、アースガルズに住まうものだろう？　そんな存在がどうしてユグドラシルの中に……」

　世界はいくつもあると言われている。俺おれ達たちの住んでいた世界ミズガルズもその中の一つに過ぎなかった。ミズガルズより上にある、神々の世界。それがアースガルズだ。

　世せ界かい樹じゆユグドラシルの根はやはりアースガルズにも届いている。スルトはそこから根を辿たどってホッドミーミルに現れたのか。

　と、ミリアはちょっと考えこんで、

「……いや、スルトは炎の民の長おさだったな。なら、住んでいるのはムスペルヘイムか。それとも、巨人を率ひきいるのだからヨトゥンヘイムに住まうのか？」

　燃え盛る大地ムスペルヘイムも巨人の国ヨトゥンヘイムも俺達の世界であるミズガルズとは別の世界だ。

　だが、そんなことはどうでもいい。と、俺はその思いを口にする。

「スルトがどこから来たか、などどうでもいいことだ。問題なのは奴やつが今どこにいるか。それだけだ。それさえわかれば、後はこの剣が終わらせる」

　俺の言葉にミリアは渋しぶい顔をする。

「……神であるスルトをそんなに簡単に倒せるのだろうか」

「忘れたのか？　神話の存在であったニーズホッグもレーヴァテインの炎の前には燃え尽つきた」

「あれは顕けん現げん体たい、影のようなものだっただろう。……このホッドミーミルに現れたスルトもその同類なのかもしれないが」

　そんなミリアの言葉に対し、サイレンスは異いを唱となえた。

「しかし、友よ。彼は古いにしえの神話の如ごとく巨人達を率いて現れた。それも死人の爪で作られたというナグルファルを先頭にした大船団を組んで。神話の再来、ラグナロクの始まりのように。そんなことができるのはスルト本人としか言いようがないではないか」

「あの……あの……」

　それまで縮ちぢこまるように話を聞いていたスーが声を振り絞しぼる。

「あの……それで……アールヴ族の皆はどうなってしまったんですか……？」

「我が従妹いとこ殿どのよ、新しき女王よ。あなたの心を傷付けるのは本意ではないのだが、私はあなたを安らかにする言葉を持たない。私も逃げのびるので精一杯で……。ホッドミーミルのミズガルズ人やドヴェルク族は比ひ較かく的てきマシな方だが、我等アールヴ族はまるで目の仇かたきのように狩かりたてられている。スルトの前に引きだされ監かん禁きんされているらしい。どのような目に遭あっているのか、考えるだけで我が身は震ふるえるというもの」

「……そんな」

　スーは肩を落とす。

「……つまり、スルトはアールヴ族を狩かるためにホッドミーミルに現れたということか？　一人残らずアールヴ族を滅ほろぼすために？」

「それだけではない、と私は思うね」

　サイレンスは首を横に振った。

「巨人達は今、船を集めている。ホッドミーミルにあった全ての船を接せつ収しゆうしてしまった。それも虚きよ海かいを航行できるだけの力を持つ船を」

「虚海？」

　聞き慣れぬ言葉に問い返してしまう。

「虚海とはユグドラシルの外に広がる、なにもない海のことだよ。アールヴヘイムやミズガルズといった各世界を隔へだてているもの、それが虚海だ。生なま身みで虚海に出れば、その者はすぐに虚うつろに飲まれてしまう。虚海を越えない限り、世界間を移動することはできない。ユグドラシルの根を伝っていくのでなければ、ね」

「船を集めて……虚海を渡ろうとしている……」

　俺おれは呟つぶやき、その内容を鑑かんがみる。それはどう考えても……。

　サイレンスはしたり顔で言う。

「スルトの真の目的は、巨人の軍船を率ひきいて虚海を渡り、どこぞにあるという世界へ直接攻め込むこと……。比ひ較かく的てき安全なユグドラシル内を通っていくのではなく、ね。ユグドラシル内を通っては辿たどり着けない世界があるのかもしれない」

　それはつまり、ユグドラシルの根が封じられていて出入りできない世界ということ。

「……俺達の世界、ミズガルズへの遠えん征せいのための船を集めているのか……」

　俺はスルトと巨人達の手が喉のど元もとに迫っているかのように感じた。













　　第二章　匿衛城市ホツドミーミル







　ユグドラシル内の水路は俺おれ達たちの常識とはかけ離れている。

「ホッドミーミルに向かうなら、友よ、それは容た易やすいことだ。船を持っていればだがね。流れに乗っていけばいいだけなのだよ。ユグドラシルの根が吸い上げた水は全て、まずはホッドミーミルのある洞ほらの海に流れ込むのだから」

　サイレンスはそう言った。そしてその言葉通り、サイレンスの船、友情号とやらは水路の流れに乗って素晴らしい速度で進んでいく。低い所から高い所へと遡さかのぼるように。

　垂すい直ちよくに切り立った滝のような場所も、やはり下から上に水が流れている。船はそこも遡った。

「洞の海でいったん集められた清せい浄じようなる水は、その後更さらに上へと登る。世せ界かい樹じゆユグドラシルの更に高い場所へ、幹みきを通り、枝へと向かう。ユグドラシル全体を潤うるおすためにね。諸君らもユグドラシルの上方へと向かう水柱を見るといい。寄り集まった水自体が更に光り輝かがやき、それこそ陽光のような目映まばゆさだ。ユグドラシルの外では太陽が我等を照らすが、ユグドラシルの中では水柱が我等を照らすのだよ」

　水の砕くだける音と共に、波を割って船は進む。

「そんな光景が見られるんですか。すごい、魔ま法ほうの国みたいです」

　スーが目を輝かせた。だが、俺は眉まゆを顰ひそめる。

「吞のん気きなことを。俺達は風ふう光こう明めい媚びを求めてここまで来たわけではないのだぞ」

　俺達は巨人達の攻こう撃げきを防ぐためにここまで来た。俺達の世界を守るために。……何一つ守ることのできなかった俺が、たった一つ、世界を守るという望みを叶かなえるために。妹フーリンの生きた世界を守るのだ。その目的のためなら、どんなことでもする。そう、

「……ホッドミーミルにいるスルトを倒す……命に代えてもな」

「……貴き様さま、最初から死ぬつもりで乗り込むつもりか？」

　ミリアの言葉に俺は言い返す。

「お前はそんな覚悟も無いのにここまで来たのか？」

「……貴様はよく『覚悟』という言葉を口にするな」

「それがどうした」

「死ぬ覚悟がある、といえば聞こえはいいが、貴様のそれは他人を気にせず、生きることを放ほう棄きしているだけではないのか」

「……どういう意味だ」

「どうせ自分は死ぬのだから後のことなどどうでもいい、と放棄している……。誰だれかが悲しむということも考えずに。違うか？」

　俺おれは押し黙だまる。それから、ゆっくりと言葉を選んだ。

「……命を捨てることでしか為なせないことも、ある。それに……俺の命一つでなにかを救えるなら……それは安い代だい償しようだ」

「命を粗そ末まつにするな！」

　ミリアの鋭するどい声と目は、俺を射い竦すくめるかのよう。それが、ふ、と悲しげに揺れた。

「……貴き様さまが死ぬことによって悲しむ者たちがいる。それに、貴様のかつての仲間も浮かばれない。貴様のことを思いやっていたからこそ、貴様のために死んでいったんだ……だから、その命、大事にしろ」

　スーも子犬のように真しん摯しな眼まな差ざしで俺を見つめてくる。

「そ、そうですよ。ロストさんが死んだりしたら……ミリアちゃんや私がどんな悲しい気持ちになるか……考えてみてください」

　……俺の死が悲しい……？　そんなこと、考えたこともなかった。そんなことがあるわけない、と……誰だれかが俺のことを悲しんでくれるなど……。諭さとすようなミリアの眼差し。これが仲間を思いやる心……ということなのか。

　と、サイレンスが横から口を出してきた。

「まあ待ちたまえ、我が最良にして最上の友たちよ。その心意気に私は深く感じ入るものだが、その前に私の提案を聞いてはくれまいか？　命を捨てるという覚悟は誠に尊とうとい。だが、やはり命は無駄にしていいものでもない。……その命、無む闇やみ矢や鱈たらに捨てるではなく、生かしてみてはどうだろう？　考えがあるのだ」

　サイレンスが船の舵かじを操あやつりながら言う。船自体の魔ま力りよくと水路の流れで、船は風のように進んでいる。その分、船を操るのは手間になるらしい。

「どんな考えがあるというのだ。言ってみろ」

「アールヴ族を解放するのだ」

　サイレンスは短く言う。だが、すぐに言葉をべらべらと継つぎ足し、

「スルトに囚とらわれたアールヴ族達を救い出したまえ、我が友よ、輩ともがらよ。こちらの新しき女王スー様を押し戴いただいてね。女王が帰き還かんしたとなれば、全てのアールヴ族はきっと立ち上がるだろう。その御姿を目にした者達は感かん涙るいし、大きな力を得るはずだ。おお、偉大にして高貴なるアールヴ族が今、遂ついに復活する！　アールヴ族皆の力を合わせれば、巨人達の軍勢といえども手こずるに違いない。そう、我等アールヴ族に必要なのは立ち上がることなのだよ！　アールヴヘイムが焼かれて以来、アールヴ族は消しよう沈ちんし下を向く生き方ばかりしてきた。耐たえ忍しのび、隠いん忍にんする日々……だが、それも終わりだ！　新しき女王は我等の上に立ち、導くだろう！　そして、その女王を見み出いだした私の功こう績せきも長く語られることだろう！」

「え、あの、女王とか、その、私には絶対無理です……」

　スーは、あわあわと口ごもる。それに対して、サイレンスはこれでもかというくらいへりくだってみせる。

「なにを仰おつしやいます、スー様、スー陛へい下か！　女王の御子ということであれば、当然そのお力も受け継ついでいらっしゃるでしょう？　愛と豊ほう穣じようの女神フレイヤからの恩おん寵ちようである慈じ愛あいの神紋ルーンを。アールヴヘイムの女王は代々、慈愛の神紋ルーンをその身に宿したと伺っております」

「た、確かに私は慈愛の神紋ルーンを使えますけど……」

「なればこそ！　慈愛の神紋ルーンを使えることこそが我等アールヴ族の女王であるという確たる証あかし！　その力で巨人どもの心を操あやつり、滅ほろぼしてしまいましょう！」

「そんなことできません！」

　スーは頭を振った。

「できるだけ……私の神紋ルーンを戦いに使うとか、したくないんです……」

　サイレンスは目を丸くして、

「なぜそのようなことを？　その神紋ルーンの力は素晴らしいものです。素晴らしいものですが、使わなければ持っていないも同じこと。使ってこその神紋ルーンではありませんか！」

「人の心を捻ねじ曲げて、全てを自分の意のままにして……そうして得られるのは孤こ独どくだけです。誰だれもいなくなってしまう、とお母さんはそう言ってました」

「そんなものは神紋ルーンの力を使えばなにも問題ないでしょう。自分から離れるな、傍そばにいろ、と慈愛の神紋ルーンで支配してしまえば、決して一人ぼっちになることはありますまい」

「そうしてたくさんの人に囲まれての孤独こそが最も辛つらい孤独だってお母さんは言ってました……もし、私が神紋ルーンの力でたくさんの友達を作ったとしても、きっと辛いだけ。それはミリアちゃんやロストさんとは全然違うんです」

「スー……」

　作り物の友とは全然違う友。そんなことをなんの照れも無く言われたミリアは感じ入ったように呟つぶやいた。けれど、俺おれはただ、

「ふん……」

　と、呟いてそっぽを向き、目を逸そらすだけだ。

　サイレンスは首を傾かしげた。

「ふうむ、私にはまったく理解できぬことではありますが……スー様。きっと下しも々じもには慮おもんぱかれぬ事情があるのでございましょう」

　そこでミリアが唸うなるように言った。

「あまりスーを困らせないで貰もらえるか？　スーはただ世界を救うことを願っているだけだ。女王など望んではいない」

「おお、友よ。我が最良にして最も麗うるわしき友よ。私はスー様を困らせるつもりなど毛もう頭とうないのだ。ただそのお力を讃たたえているだけだよ」

「だが、そんな力を持つ女王でもアールヴヘイムがスルトに攻め込まれた際には、俺おれ達たちの世界へ避ひ難なんせざるを得なかった」

　そうして、俺はじろりとサイレンスを見つめた。奴やつの調子のいい本音が透すけて見える。

「まるで慈じ愛あいの神紋ルーンの力が万能であるかのようにスーを祀まつり上げても無益なことだと思うがな。女王の再来だとか焚たきつけても、他のアールヴ族達がそれを認めるとは思えない」

　サイレンスは俺から目を逸そらした。

「し、しかし、慈愛の神紋ルーンを持つ者がアールヴ族の統とう率そつ者しやとなる資格を持つのは事実。私が祀り上げる等などという問題ではないのだよ、我が最良にして最上の友よ。私がスー様を女王にしたいのではない。スー様は既すでに女王なのだ」

「では、慈愛の神紋ルーンを持つ者が他にいたらどうなるんだ？　別に女神フレイヤがその恩おん寵ちようを与えた者はスーだけとは限らない。他にも慈愛の神紋ルーンを使う者はいるだろう。ならば、その者もアールヴ族の王もしくは女王になれるのか？　……たとえば、俺はどうだ？」

　サイレンスは笑いだした。

「素晴らしい！　君はユーモアのセンスがあるな、友よ！　そうかそうか、君は慈愛の神紋ルーンを使えるというのか。それは考えてもみなかった冗談だな」

「……そう思うか？」

「たとえそうだとしても友よ、我が最良にして最も愉ゆ快かいな友よ。アールヴ族を治めるのはやはりアールヴ族でなければいけないよ。……もしや、君、更さらにこの上自分はアールヴ族だと言い出すのではあるまいね？」

「違う」

　俺は素そっ気けない声で返す。

「そうだろうそうだろう。君のその優ゆう雅がさより粗そ野やに近い性質はアールヴ族というよりはドヴェルク族に似ているからね」

　なんか失礼だな。

「冗談だよ、冗談。もちろんね。……さあ、話している内にいよいよホッドミーミルだ。まもなく洞ほらの海に出るよ。しっかりつかまっていてくれたまえ」

　船は急流に乗っていた。風の如ごとく進む。いや、進むというか落ちているというべきか。それも下から上に向かって。

　頭を揺さぶるかのように、船が揺れた。船の横腹に大だい蛇じやヨルムンガンドが体当たりでもしてきたかと思うほどだ。上下の感覚までおかしくなってくる。もっとも、水路を進んでいる時から上下の感覚はおかしくなっていたのだが。

　速度がさらに上がった。俺は後方へ引っ張られるのを防ぐように足を踏ふん張る。スーは転がりそうになって、危うくミリアに摑つかまれていた。

「水路を抜けるぞ、友よ！」

　サイレンスが叫さけんだ。一ひと際きわ大きく船が揺れ、一いつ瞬しゆんの浮遊感。下腹がふわっとして不快を覚える。

　と次の瞬間、激しい音と衝しよう撃げきが一緒に来た。強く押されたようにつんのめってしまう。水音も高く、船は着水したようだった。

　転ばずに済んだのは僥ぎよう倖こうだ。

　しばらくの間ゆらゆらとした後、今度は噓うそのように静かになる。

「船の外を見るといい」

　サイレンスの言葉と共に、船内の壁に四角く線が入った。そこが音も無く開く。その開閉部から顔を覗のぞかせたスーが、

「……わあ」

　言葉を漏もらした。

　俺おれも見る。

　僅わずかに発光する水面に浮かぶ俺達の船。そこから遥はるか遠くに、光の柱が突き立っていた。柱はどこまでも上に伸びている。まるで光の塔とうだ。

「あれが世せ界かい樹じゆユグドラシルの上部へと吸い上げられている水の柱だ。私達は光の道と呼んでいるがね」

　サイレンスはどこか自慢げに言う。

　俺は柱を見上げた。光る水柱の先がどうなっているのか、目では捉とらえられない。だから、聞いた。

「あの光の道を登っていけば、ユグドラシルの更さらに上に行けるということか」

「行った者はいないがね。あの道を行くには、こんな船よりももっと大量の、それも遥かに桁けたの違う魔ま力りよくが必要らしいのだよ。ユグドラシルの上になにがあるのか、それを目指した哀れな男の話もある。光の道を行くための船を作った男だ。彼は船の魔力を得るために自分の妻の魂たましいを使ったが……結局戻ってはこなかった。噂うわさでは光の道の途中で魔力が尽つきて永遠にその場に囚とらわれてしまったとか、妻の魂が男を船に閉じ込めて決してユグドラシルの上に何があるのかを見せようとしなかったとか……まあ、未知を求めて道を失うということだ、友よ。君は今、光の道の先よりも、もっと別のことを気にした方がいい」

　そうして、サイレンスが指し示す指の先にそれはあった。

「あれがホッドミーミルだ」

　それは巨大な城のようにも、どっしりした塔のようにも見えた。僅かに発光する海にぽつんと浮かぶ島。そこににょっきりと生えている巨大な建造物。光の道に照らされて、影が伸びている。

「洞ほらの海に浮かぶ、世界の中ちゆう継けい地ち。交こう易えきのための自由都市。あの建物全体がホッドミーミルという国であり、都市であり、要よう塞さいなのだよ」

　そして、そこにスルトが君くん臨りんしている……。

「よし、早くあそこへ船をつけろ。俺が片を付けてやる」

　そう言う俺おれに、サイレンスは片かた眉まゆを上げる。

「ふむ？　我が最良にして最も勇気溢あふれる友よ。その意気は高く評価するが、あまり急せくのはお勧すすめしないね」

「なぜだ？」

「ホッドミーミルは既すでに巨人達の手に落ちている。平時なら、私もこの船をホッドミーミルの港、つまり建物の最下層の部分だがね、そこへ乗り入れるのに躊躇ためらいは無い。しかし、今は……みすみす巨人達の手の中に入り込むのは愚ぐ策さくではないかね。私の船を押収でもされたら大変だ。君等もホッドミーミル内で袋の鼠ねずみと化すだろう」

「なら、どうしろと？　どうやってあの中に入り込めばいい？」

　すると、サイレンスは自信ありげに頷うなずいた。

「任せておきたまえ、友よ。人目に触ふれずにホッドミーミルに入りこむルートを、私は百通りは知っている。昔取った杵きね柄づかというものだ」

「……それは、人目に触れずにホッドミーミルになにかを持ち込んだりした経験が豊富ということか？」

　そういえば、悪あく食じきとかいう巨人と組んでなにかやっていたという話だった。

「……もしかしてお前、密輸業者なんじゃ……」

「おお、我が最良にして沈ちん黙もくこそが金きんと知る友よ！　そんなことはいいじゃないか！　それより私の知識を活用したまえ！　ホッドミーミルはああ見えて、実は大きな島だ。その地形を私は知り抜いている。岸がん壁ぺきにあいた裂け目、隠れた入いり江え、飛び石伝いに横断できる海の道……それらの場所を私ほど知る者はないだろう。その内の一つに船を隠し、こっそり上陸。そのままホッドミーミルの中へと紛まぎれ込むことなど造ぞう作さもないこと」

　その言葉の通り、サイレンスは友情号を岸壁に開いた目立たぬ裂け目へと向かわせた。裂け目の奥は広くなっており、友情号ほどの大きさの船ならすっぽりと隠れるスペースがある。

「ここは私のお気に入りの場所でね」

　サイレンスは船を岸にもやいながら言った。

「この裂け目からホッドミーミルまで、抜け穴が掘られているのだよ。人目に触れることなく、ホッドミーミルの中に潜もぐり込むことができるというわけだ」

　俺達はサイレンスに案内され、その抜け穴とやらを行く。俺は先を歩くサイレンスに問いかけた。

「……スルトはホッドミーミルのどこにいるか、わかるか？」

「さて、ね。実のところ、私はすぐにここを離れたのでスルトの姿も目にしていないんだ」

　サイレンスは肩を竦すくめ、

「すぐに離れたからこそ、他の連中のように捕まらずに済んだわけだが」

　サイレンスの話ではホッドミーミルは階かい層そう状じようになっているという。最下層は船が乗り入れられる船着き場となっていて、港こう湾わん設せつ備びが整っているそうだ。巨人の乗るような巨大船用の桟さん橋ばしが何本もあり、そこにはあらゆる船が列を為なしている。たくさんの櫂かいを備えた軍用ガレー船、横腹の膨ふくれた商用カラック船、小回りの利く小型のキャラベル船などなど……。

「それらのそこにある全ての船が、今や巨人達に接せつ収しゆうされてしまったようだがね」

　サイレンスは言った。

「今頃、巨人達はそれらの船を自分達の艦かん隊たいに組み入れるために改修したり、訓練している真っ最中だろう。そうしてそれが終わった時、巨人達の大だい規き模ぼ遠えん征せい艦隊ができあがるという訳だ」

　その上の層は下層と呼ばれ、商しよう取とり引ひきの中心となっているそうだ。商館や倉庫が置かれている。船荷などを水みず揚あげするための人にん夫ぷや港を守る防人さきもりが多いため、元々巨人の多い地区と言える。

「我等アールヴ族の商館ヴィーズブラーインが置かれているのがこの地区だ。他にもドヴェルク族の商館やアースガルズ、ヴァナヘイムの商館もある」

「アースガルズにヴァナヘイムだと？　どちらもアース神族やヴァン神族が住むという、神々の世界じゃないか。ホッドミーミルにはそれらの世界から来た神がいるのか？」

「いや、それらの商館にいるのは神々の僕しもべとなった人間達だけだ。……もっとも、巨人達の侵攻と同時に、神々の僕からスルトの僕に鞍くら替がえした連中が多そうだがね。他にも、死者と極ごつ寒かんの世界ニヴルヘイムからでさえもごく少数の死者が派は遣けんされてきている」

「死者が？　ここでは死者が普通に生活しているのか？」

　死んだ者が蘇よみがえる……そんなことは神話の中だけの話ではないのか？　俺達の世界ではあり得ないことも、世せ界かい樹じゆユグドラシルの中では普通なのか？

　サイレンスはこともなげに口を開く。

「ああ、普通に死んでいるよ。意志を持って人のように動くがね。もっとも……その姿を見ることはほとんどない。彼等は死者であることを示すために灰色のマントを被かぶっている。だが、決してそのマントの奥を覗のぞこうなどとしてはいけないよ、我が友よ。どんなおぞましいものがそこにあるか、わかったものではないからね」

「死んだ者が生き返って、ホッドミーミルでなにをしているのだ？」

「さて、ね。生き返るというのは正しくないのかもしれない。その死者達は冥めい府ふの女おんな主あるじヘルからなんらかの使命を課かされて特別に生を得ているらしいが……友よ、私が思うにこれは使命というより、呪のろいだね」

「どういうことだ？」

「おお、我が最上にして最も問い多き友よ。私の聞いたところだと、ヘルに課された厳しい条件を果たせた死者だけが蘇ることを許されるのだという。その厳しい条件を果たせる死者はほとんどいないそうだ。だが、そうやってようやく蘇ったのに、結局はヘルのためにこき使われるというのだよ？　死の安息も得られずに、あの冷酷で半身が青黒い死者でできているおぞましき異い形ぎようの神の命令に従うばかり。これは呪のろいと言っても過言ではないだろう？」

　俺おれはなぜだか、冥めい府ふの女おんな主あるじと呼ばれるヘル神のことを、そこまでおぞましいとは思えないでいた。むしろ、まるで知人が悪く言われているような奇妙な居心地の悪さすら感じていた。

「……本当にそうだろうか……そうは思えないが」

　思わずそう漏もらしてしまい、口を閉じる。この気持ちはなんだろう……。なにか大切なものを忘れているような……。

　だが、俺の言葉などサイレンスの耳に入らなかったようだ。ホッドミーミルについての講こう釈しやくを続け出す。

「さて、その他にも更さらにもっと少数ながら、地下世界スヴァルトアールヴヘイムからデックアールヴ族が来ている……ようだ。詳しくはわからないが」

「デックアールヴ族？　アールヴ族の親しん戚せきか何かか？」

「黒くろ妖よう精せいと呼ばれる連中だ。土の中に住むという。ドヴェルク族と同じような連中さ。黒いんだろう」

　ホッドミーミル下層の一つ上の層が中層。歓かん楽らく街がいだ。

「友よ、我が最良にして最も大胆不敵な輩ともがらよ。諸君らはまずそこ、イザヴェルと呼ばれるこの歓楽街に行くべきだと思うね」

　サイレンスは訳わけ知しり顔だ。

「イザヴェル街こそが最もホッドミーミルらしい地区。あらゆる階層のあらゆる種族が集まる場所だからだ。諸君らが紛まぎれこむのに一番都合がいいだろう」

　娼しよう館かん、見み世せ物もの、飲食、珍品、闘とう技ぎ場じよう、競技場、戦車レース……数々の遊ゆう興きようがそこには揃そろっているらしい。

「もし余裕があるのなら、是ぜ非ひとも諸君らにイザヴェル街を案内してあげたいところなのだが。その名も高きイザヴェルの淑しゆく女じよ達をご存知かな？　私はその中でも〈人魚の娘むすめ〉と知り合いでね。彼女はイザヴェルの淑女の中でも最も優れた技術を持つと評判なのだよ」

　サイレンスは自慢げに言うのだ。

「へえ、その人は有名な役者さんかなにかですか？」

　スーが問いかける。

「ふうむ。まあ、確かに全ての女性は役者であるかもしれませんな、我が従妹いとこ殿どのにして我が女王陛へい下か。イザヴェルの淑女達と共に舞ぶ踏とう会かいや祝しゆく宴えんや観かん劇げきに行くのはこの上もない名めい誉よであるのですよ。淑女達を巡めぐって血の気の多い者なら命いのち懸がけの決けつ闘とうを繰り広げたり、歌に謳うたわれるほどの美び貌ぼうですからな」

「へえー、そんなに綺き麗れいな人達なんですか」

　スーはあまりよくわかっていないようだった。素直に目を輝かがやかせている。

　スーの勘かん違ちがいに俺おれは肩を竦すくめた。歓かん楽らく街がいには裏の顔がある。それを知ったからといって、何か役立つ情報になるとは限らないだろう。

　その歓楽街イザヴェルの上に当たる層が、上層と呼ばれる地区になる。ホッドミーミルの支配階級である豪ごう商しよう、ギルド長、船ふな大だい工く組合、金貸し等が住み、行政や軍事を司つかさどる庁舎が立ち並んでいるという。

「つまり、ホッドミーミルで最も豊かで良い思いをしている連中が住むところだよ。ホッドミーミルを運営している評議会もある。その評議会議長のグロッソはドヴェルク族でホッドミーミル一の金持ちだ。巨人達の侵攻に対して、ホッドミーミルがほとんど無む抵てい抗こうで降伏したのはグロッソが保身を図はかったためだと私は睨にらんでいるがね」

　グロッソ達支配者層には手を出させない代わりに、アールヴ族をスルトに差し出したのではないか。そう、サイレンスは疑念を抱いているようだった。

「ともかく、スルトがいるとすればこの上層だろう。ホッドミーミルで最も豪ごう勢せいな建物グラーバ宮きゆうがある。そこは外世界からの客人等をもてなすのに使われる宮殿でね。洗練された調度、美しい眺め、素晴らしい調理人が揃そろっている。諸君らもグラーバ宮に招かれることがあれば、その輝かしさに心動かされることだろう」

「で、そのグラーバ宮に揃っているのは椅い子すや窓や飯めし炊たき人だけか？　警けい護ごの兵士はどんなものなんだ？」

　俺がグラーバ宮とやらで気にするとしたらそれだけだ。

「スルトを殺すのに、邪じや魔まな連中はどれだけいる？」

　そう聞いて、ミリアが眉まゆを顰ひそめた。

「またか。本当に、短たん絡らく的てきな行動ばかりだな、貴き様さまは。わたしはそれより巨人達の船ナグルファルをどうにかする方がまだ現実的だと思うが」

「話に聞いていた死し人びと船ぶねナグルファルを沈めるだけでは済まないことになっているようだが？　ここにある全ての船を沈めなければ遠えん征せいは止められない。それよりは、スルト一人を倒した方がいい」

「……船を全部沈めることについて、不可能とは言わないのだな、貴様は」

　やろうと思えば、できる。レーヴァテインで港ごと燃やし尽つくせばいいだけだ。ただ、それでは目的のために手段を選ばない連中と同じになってしまう。俺達の世界を守るために他の世界を滅ぼしてもいい、という考え……安易にそちらへ流されるのは嫌だった。今は。

　サイレンスが両手を上げて俺達を制してきた。

「まあ待ちたまえ、友たちよ。グラーバ宮に潜もぐり込むのにどの程度の障しよう害がいがあるのか、巨人達の艦かん隊たいを破壊するのにどれだけの手間がかかるのか、いずれにせよ実態を調べてみないことには決められない話だと私は思うがね。そのためにも、身を潜ひそめるのに都合のいい中層のイザヴェル街へまず行くことをお勧すすめしたい。また、私のように巨人達の手を逃れたアールヴ族もイザヴェル街に隠れているかもしれない。彼等の協力が得られれば、情報も得られるだろう」

「……そんな戦わずに逃げ隠れしているような奴やつ等らが俺おれ達たちに手を貸してくれるのか？」

「おお、友よ。我が最良にして最も疑り深き友よ！　手を貸すに決まっているではないか！　なにしろ、こちらには女王陛へい下かがいるのだからね。女王の血筋はアールヴ族を立ち上がらせるに決まっている」

　そう言ってサイレンスは自信ありげに頷うなずいた。

　こうしてサイレンスからホッドミーミルの各層について話を聞きながら進む内に、抜け穴が行き止まりになる。

「ここからはホッドミーミルの中になる。くれぐれも軽けい率そつな行動を取らないでくれたまえよ」

　サイレンスが行き止まりの壁をなにやら探る。と、腹に響ひびくような重い音がして、壁が軋きしり始めた。小こ雨さめのように小石が落ちてくる。壁はもったいつけて開き、最後には人一人が潜くぐり抜けられるくらいの穴が開いた。

　やはりサイレンスが先せん導どうし、俺達は壁の中に入り込んだ。薄うす暗ぐらいが暗くら闇やみではない。壁内のあちこちから水がしみ出していて、その水が例の燐りん光こうを放っているせいだ。狭い階段が上へと向かっているのが見えた。

「ここから更さらに中層まで上がる。ついてきたまえ」

　そうしてどれだけ上ったことだろう。スーは息を切らせて、ふらふらだ。だが、その上り階段もようやく終わろうとしていた。

　階段の途中で、サイレンスが再び壁面を探りだしたのだ。と、やはり重い音がして壁が軋り出す。

「さあ、これから諸君が目にするのは最も栄えて最も爛ただれた街まちイザヴェル街だ。どうか驚きのあまり半口開いてバカになってしまわぬよう気をつけてくれたまえよ！」

　別に自分の持ち物でもないだろうに、サイレンスは得意満面。壁に開いた穴を指し示す。

　俺達はその穴を通って、広場に出た。イザヴェル街とやらの端はしの方、壁面にくっつくようにして建てられた銅像の台座部分が開口部分になっていたようだ。

　そして、目の前に巨人の群れがいた。それぞれが斧おのや棍こん棒ぼうを手にした、むくつけき巨人達。口を歪ゆがめ、唾つばを吐き、険けわしい眼差しを俺達に向ける巨人達が。

　サイレンスが半口を開けて、息を漏らす。

「……な、なぜ……ここは密輸業者しか知らぬ秘密の出入り口なのに……」

「よぉ～、ご無ぶ沙さ汰ただなぁ、アールヴ野郎ぉ」

　一ひと際きわ大柄な巨人が、ずい、と前に出てきた。ダルマのような体。ぶくぶくと太った巨人だ。

「首くび攫さらいから話を聞いて、お前が戻ってくるとしたらここだと踏ふんでたんだぁ。なにしろお前、こっそりホッドミーミルに入る時はここがお気に入りだったらしいからなぁ？」

「あ、悪あく食じき……お、おお！　我が最良にして最上の友よ！」

　サイレンスは表情を改め、にこやかに言った。

「盛大なるお出迎え痛み入る！　いくら私が君の最も誠実な友だからといって、こんなに大勢で歓かん待たいしてもらっては気が引けるというものだ！　本当にありがとう。君の変わらぬ厚い友情に私はいつも感謝しているよ」

「へっ。だーれが友達だぁ？　お前はもう用済みなんだよ。あとぁ、おいらが美お味いしくいただくってぇだけだ」

　悪あく食じきという名の巨人は、だらだらと涎よだれを垂たらし始めた。

「儲もうけさせてもらってた時から、いつお前を食えるか楽しみでしかたなかったぜぇ」

　そこで、サイレンスは世にも情けない顔をして俺おれ達たちを見た。

「す、すまない、ばれていた……ど、どうしよう？」

「……イザヴェル街を案内してくれるんじゃなかったのか？　まあいい。こいつらを倒せばいいだけだからな」

　俺はこともなげに言う。だが、サイレンスは俺の言葉を信じなかった。小刻みに震ふるえて、

「む、無理だ！　いくらなんでもこの数を……諸君らがいくら強くても……」

　と、その顔が狡こう猾かつに歪ゆがんだ。そして、悪食に向けて、

「そ、そうだ！　じ、実は私は我が最良にして最も丈たけ高たかき友に、贈おくり物を持ってきたのだよ！　こ、この男は大それたことに君等を害そうと考えている！　わ、私は脅おどされただけなんだ！　どうか彼を捕まえて君の手柄とするといい！」

　サイレンスの指は俺を指している。

「な!?　なにを言いだすのだ!?」

「サイレンスさん!?」

　ミリアとスーがまじまじとサイレンスを見た。信じられぬものを見るように。

　俺は静かに呟つぶやくのみだ。

「……そうか、やっぱりお前の本ほん性しようはそれか」

　そう言われても、サイレンスは笑顔を曇くもらすことなく悪食に訴うつたえた。

「諸君ら巨人族への反抗を事前に防いだという功こう績せきをもって、私の君への厚い友ゆう誼ぎは確認できたことと思う。我が最良にして最上の友、悪食よ」

　太った巨人は薄ら笑いを浮かべた。

「ああ？　そいつが俺達をねぇ？　じゃあ、そっちのアマっこ達ぁどうなんだ？　その女達も俺達の敵かぁ？」

「い、いや、彼女達は……その……」

　と、サイレンスはおたおたし、

「彼女等は違う。と、特にこちらの小さな少女は何の関係もない。故ゆえに、友である私の顔に免めんじて手を出さないでいてくれれば、友よ。君は私から永遠の信頼を得られるだろう」

　その言葉を聞いて、ミリアの表情が険けわしくなった。むっとした様子。そして、口を開く。

「私はミズガルズの者、翆すい葉ようのミリアだ。貴き様さま等らがミズガルズに仇あだ為なすというのであれば、わたしは貴様等の敵となろう。こちらのロストに全てを被かぶせて知らぬ振りをするような、わたしはそんな卑ひ怯きよう者ものではないぞ！」

「へぇ、やる気満々だなぁ？」

　悪あく食じきの薄笑いは最早涎よだれ交まじりだ。

　サイレンスは棒で殴なぐられたような顔になっていた。

「な、なぜそんな……事を荒あら立だてぬように……女王陛へい下かの安全を考えてもらわねば……」

　俺おれはミリアに呟つぶやいた。

「……やるぞ。後おくれを取るなよ」

「貴様、誰だれに言っている。わたしだってむざむざ巨人達に囚とらわれるつもりはない」

「……なら、一暴れするか」

　俺は偽ぎ神しんの神紋ルーンを発動させ、手の中にレーヴァテインを呼び寄せようとする。ミリアは折れた剣を抜き、その腕の鱗うろこをざわめかせ始める。

　と、その時だった。

「その必要はないよ。そんなものは仕し舞まっといてくれないかな～？」

　唐とう突とつに場違いな声をかけられた。

「なにか勘かん違ちがいしちゃってるねー。僕等は君達を歓かん迎げいしにここへ来たんだけど」

　巨人達が一いつ斉せいに二手に分かれる。道ができた。その道を悠ゆう然ぜんと歩いてくる者がいる。

　鋼こう鉄てつ製せいの兜かぶとをした男だ。兜は顔全体を覆おおっている。そして、俺はその兜に見覚えがあった。

　──ミーミルの首。

　身につけた者に力を与えるという神しん具ぐ。大たい神しんオーディンがウルズの泉に隠し、そのウルズの泉を封印してまで守っていた兜だ。そして、それを手にして姿を消したのは……。

「アヴィ、か？」

　俺は眉まゆを顰ひそめた。

「お前……どうしたんだ？　なぜ巨人達の中に……」

　スルトへの復ふく讐しゆうを誓ちかっていたアールヴ族の男、アヴィ。そのアヴィは今、背後にうっそりとした巨人と華きや奢しやな少年を連れていた。巨人の方は大剣を手にした醜みにくい男で、顔の半分が潰つぶれたようになっている。少年の方は軽装で、一いつ瞬しゆん女の子かと見み紛まがうほどに美しい。その少年が竪たて琴ごとのような声を上げる。

「お控えください。我等が主あるじ、アヴィ様の御ご前ぜんです。無礼な物言いは許されません。お前、などと気安い言は慎つつしまれますよう。必ず、様、をおつけください」

　そして、俺に対してじっと厳しい視線を向けてくる。

　それで気付いたが、この小こ僧ぞう、アールヴ族だ。赤い瞳ひとみをしている。

　そのアールヴ族の小こ僧ぞうをアヴィがたしなめた。

「ああ、いいよゲイン。彼等は、ちょっとは僕に貢こう献けんしてくれたことも無きにしも非あらずの人達だから。そんなことにはこだわらなくていい」

「しかし、アヴィ様……」

　ゲインと呼ばれた小僧は上品に顔をしかめ、

「我等が主あるじ・アヴィ様に対してあのような物言い、巨人達にも示しがつきません。アヴィ様が軽く見られてしまいます」

「いいって。だって……僕のことを軽く見たらどうなるか、みんなもうわかってるだろう？　ねえ？　潰つぶれ顔？」

　アヴィは背後に控える大剣を手にした巨人に告げた。その醜みにくい巨人は唸うなるように、

「……はい、アヴィ様」

「やれやれ、君は本当につまらない巨人だなあ、潰れ顔？　もっと面白いこと言ってよ」

　潰れ顔と呼ばれた巨人は目を伏せて、黙だまりこんだ。

　アヴィは尊そん大だいな男だ。神々の番人ヘイムダルのグリームニルとして貴き賤せんの神紋ルーンを使い、他者から力を奪うばう。それに、いつも人を小馬鹿にしたようなふざけ方をしていた。だから、アヴィが傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振ふる舞まうのはいつものことといえる。しかし、それに対するこの巨人達の態度は……。まるでアヴィを怖れているかのようだ。

　俺おれはアヴィに尋たずねる。

「お前が、巨人達の主だと？　……どういうことなんだ？」

「どうって……やだなあ、忘れちゃったの？　スルトが君達の世界に攻め込む前に、僕がスルトを殺してあげるよ、ってウルズの泉で言ったじゃないか。僕はそれを守っただけさ」

「それはつまり……」

「うん、スルトは僕が殺しておいた。で、奴やつの率ひきいていた巨人達は今や僕の配下さ」

　アヴィはそう言って笑い声を上げる。

「ははは。君もスルトを殺しに来たらしいけど……なんていうか、遅かったね」

　では……俺達の世界は既すでに救われたのか？　巨人の遠えん征せい軍ぐんは最も早はや瓦が解かいしたというのか？

　ミリアが眩暈めまいでもしたかのように頭を振る。

「まさか本当に神を倒したというのか……信じられん。どうやって倒したのだ？」

「ああ、全力を出すまでもなかったね。拍子抜けするくらい弱かったよ。僕とこのミーミルの力の前では、ね。でも、詳しい話は僕の館やかたでしようか？　宴うたげの準備をさせよう。ゲイン、やっといて」

　ミーミルの首に、そこまでの力が秘められていたのか。こんな小さなものに……。

「仰おおせのままに、アヴィ様」

　言われて、アールヴ族の小僧がかしこまった。どうもこの小僧はアヴィの付き人というか副官のようなことをしているらしい。唐とう突とつなアヴィの命令に嫌な顔一つせず従っている。そこはちょっと偉いものだ。

　しかし、俺おれはそれよりもアヴィの言葉に引っかかった。

「お前の館やかただと？」

　ホッドミーミルに館を持つような身分なのか、こいつは。そう思う俺に向かって、アヴィは笑う。

「ああ、丁度いい家を見つけてね。君達も知ってるかな？　ヴィーズブラーインっていう館なんだけど。そこを僕のものにした」

「そ、それはアールヴ族の商館で……それをどうして自分のものに……」

　目を白黒させていたサイレンスがたどたどしく呟つぶやく。それをアヴィは嘲あざ笑わらった。

「あの商館はアールヴ族のためのもの、なんだよねえ？　なら、問題ないでしょ？　僕はアールヴ族なんだから」

　そして、俺達に顎あごで気安く指図してくる。

「ま、ついてきなよ。悪いようにはしないからさあ」

　俺達は顔を見合わせた。アヴィはいつものことだがどこか胡う散さん臭くさい。それでも、

「……詳しい話を聞く必要があるのではないか？　……巨人達と手を結んでいるらしい、奴やつの話を」

　ミリアの言葉に、俺は頷うなずいた。ミリアにとって、アヴィは友人である半はん巨きよ人じんハミンギャを傷付けた相手だ。そう容た易やすく心を許したわけではないだろう。それでも、アヴィの話を無視することはできない、と判断したわけだ。

「ところでアヴィ様。食っちゃいけませんか、このアールヴ野郎」

　と、それまで控えていた悪あく食じきが涎よだれを垂たらしながら声を上げた。その目はひたすら、サイレンスを追っている。

「こいつにぁ昔から目を付けてたんで」

「ま、ま、待て、友よ！　そんな……私は新しん鮮せんではないし、病気を持っているぞ！　感かん染せんしてしまう！　友である君に私の病やまいを移すなど心苦しい！　やめたまえ！」

　アヴィは首を振り振り、

「悪食くんさあ？　僕、言ったよね？　アールヴ族は君のおやつじゃないんだよって」

「へぇ。すいません」

　その言葉に、サイレンスは目に見えて安心したようだ。

「おお……アヴィ様……どうか、我が親愛なる友の中の友、と呼ばせてくださいませんか？　このご恩は一生……」

　アヴィの被かぶっているミーミルの首。その鋼こう鉄てつの中の目の部分が冷たく光ったように見えた。

「……その無責任な逃亡者には然しかるべき報むくいを受けてもらう。戦わずに利を貪むさぼることしか頭にない、そんなアールヴ族は必要ない。その報むくいの時まで、丁てい重ちように生かしておいてやるように。僕が直じき々じきに処刑してやる」

　アヴィの指示に悪あく食じきが頭を下げる。

「へぇい。我が主あるじ様さまのご命令のままにぃ」

「え？　いや、ちょっと、待って……！　と、友よ！　我が最良にして最上の友よ！」

　その目は俺おれを見ていた。

「どうか助けて！　後ご生しようだ！」

「……お前のたくさんいる友達とやらに頼め。俺はお前の友じゃない」

　俺は引き摺ずられていくサイレンスを見送った。サイレンスは必死に縋すがる。今度はスーに向かって必死に縋っていた。

「我が従妹いとこ殿どの！　どうかこの場をあなた様のお力で……私はあなたの忠実なる臣しん下かであり友人です！　どうかどうか」

　その言葉が、おろおろしていたスーの心を決めたのか、

「あ、あの……あの人はそんな悪い人じゃ……」

「黙だまれ」

　アヴィがぴしゃりと言った。

「あのアールヴ族はアールヴヘイムの滅めつ亡ぼうにも恥じることなく、ここホッドミーミルで安あん穏のんとしていた奴やつだ。失われた世界や死んでいった同どう胞ほうに何ら心を傾かたむけず、自分達だけ逃げた卑ひ怯きよう者もの……復ふく讐しゆうも忘れて、犠ぎ牲せいになったアールヴ族の無念を晴らそうともしなかった……」

　怒ど気きを含みながらも悲しそうな声を上げるアヴィ。

「そんな奴を……どうして僕が許すと思う？」

「う……」

　アヴィの頑かたくなな態度に、スーが言葉を失う。その肩にミリアが手を置く。

「スー……あの男はロストを売ろうとした。残念だが、信用には足らぬ男だ。アヴィの気持ちを考えると、少しだけわかる気がする。それに……今すぐ処刑されると決まったわけじゃない。誰だれかを裏切れば自分に返る、あの男には少し反省が必要だろう」

「ミリアちゃん……でもでも……」

　ミリアはスーの耳元に口を寄せ、何事か囁ささやいた。スーは一いつ瞬しゆんミリアを見つめ、それから小さく頷うなずいた。

「……わかった」

　というスーの呟つぶやきが俺の耳に届く。

　巨人達に連れ去られるサイレンスの声が次第に遠ざかり、聞こえなくなった。

「まったく、よく囀さえずる男だったねー。ま、あんなのはほっといていいよ。それより、君達の歓かん迎げいの宴うたげだ。……話もあることだしね」

　アヴィの声に薄笑いが混じる。その笑いの裏に何があるのか。

「……こっちもお前に話がある」

　俺おれ達たちはアヴィに率ひきいられるようにその後ろについて行った。

　ヴィーズブラーインは巨大な建物だった。おそらく白い大理石のような建材を壁に使っているのだろう、その白い壁が緑の隙すき間まから僅わずかに見てとれた。その壁面や柱の多くは緑が支配していた。壁にはツタが這はい絡からまっていて、全体を緑で覆おおっている。それは最も早はや濃淡のある緑の塊かたまり。遠くから外見だけ見ると、森に見み紛まがう者もいるかもしれない。かなり巨大な森だ。

　建物だけでなく、その敷地内にも草木が茂っている。特に鮮あざやかな色の花々が咲き乱れていた。鮮せん烈れつな赤や黄色、紫が目に痛いほどだ。ご丁てい寧ねいに、野鳥の声まで付いてくる。それが延えん々えんと続くのだ。

　見れば、俺達と同道する巨人達もその木々の中に紛まぎれてしまっていた。木々の陰かげからひょっこり頭などが出てきたりする。この敷地内になら、奴やつ等らが千人隠れ潜ひそむことも可能だろう。

　俺の鼻び孔こうが濃厚な香りに満たされた。草花のむっとするような匂い。それは圧倒的な生命の匂いだ。だが、俺はその溢あふれんばかりの生の香りの下に腐ふ敗はい臭しゆうも感じた。命多き所では、死もまた多い。

　ヴィーズブラーインに辿たどり着くまで、そんな広大な敷地を歩いたのだ。建物内に入った時は、思わず息を吐いてしまった。ようやくゴールだ。ホッドミーミルという閉へい鎖さ空間の中だというのに、まるで本当の森林地帯を来たかのように錯さつ覚かくする。

「ここ、ヴィーズブラーインは、今は無きアールヴヘイムを模もして造られているんだってさー」

　宴えん席せきについてから、アヴィがへらへらといった。どうやら、アールヴヘイムとは自然に溢れた美しい世界だったらしい。

　俺達は今、アヴィから歓かん待たいを受けている。ヴィーズブラーインの広間に設しつらえられたテーブルには数々の料理が並んでいた。ゲインというアールヴの小こ僧ぞうは、短い時間で完璧なもてなしを整えていたようだ。

　広間は大きく、巨人達も十分立てるスペースがあった。壁際に並んで直立している巨人達は衛えい兵へいなのだろう。

「……最早滅んでしまったアールヴヘイムを懐なつかしんで、せめてもの思い出に浸ひたっていたんですね……」

　アールヴ族の血を引くスーは、これを見て思うところがあるようだ。

「……アールヴの人達は、決してアールヴヘイムのことを忘れたりはしていなかったんですよ。大切な思い出だったに違いありません」

　その言葉を聞いて、アヴィは肩を竦すくめてみせる。

「そんな感かん傷しように浸って、ぐじぐじうじうじしていたのがここのアールヴ族だった、てことだよ。こんな上辺だけアールヴヘイムを真似て、ほんっとうにバカじゃないかと思うよ、僕は」

「そんな……思い出を大切にするのは大事なことだと思います」

「思い出？　思い出なんかに逃げ込んで、自分達の傷きず口ぐち舐なめて可哀想可哀想、って慰なぐさめ合ってた屑くずどもだよ、ここの連中は。いくら綺き麗れいに飾ったところで、ここはアールヴヘイムじゃないんだよ？　そんなことしてる暇ひまがあったら、アールヴヘイムを滅ぼした連中へ報むくいを受けさせるべきだったんだ。……アールヴヘイムを真に取り戻すために立ちあがるべきだったんだ」

　いつの間にか、アヴィの声こわ音ねから薄笑いが消えていた。酷ひどく冷たい声。

　俺おれはどうにも気に入らない。アヴィの態度もそうだが、巨人達に囲まれているので居心地の悪さがある。そういう気分から、俺はアヴィの言葉に訴うつたえかける。

「アールヴヘイムを取り戻すために立ちあがれと言っても、そこはスルトに燃やし尽つくされてしまったのだろう？　失われてしまったものを取り戻すことはできないと思うが」

　と、アヴィは再び薄笑いを声に忍ばせて言葉を返してくる。

「そこなんだよねー普通だったら失ったものは元には戻らない。でも、僕が君達に話があるって言ったのにはすっごく興味深いことがあってね。君達にも一枚嚙かませてあげようと思うんだ」

「……また、俺達を利用しようということか？」

「いやいや、スルトはもういないんだよ？　今度こそとてもいい話なんだ。君達も喜んでくれると思うけどなー」

　アヴィは俺達の反応を窺うかがうように、チラリと一いち瞥べつ。その仕草で、俺の勘かんが警告を発した。

「……お前の持ちかけてくる話にはいい思い出が無いんだが……。俺もお前に聞きたいことがある。スルトを倒したというのは、本当なのか？　だとしたら、どうしてお前はスルトの手先のはずの巨人達に傅かしずかれている？」

「なーんだ。そんなことがまだ気になってるの？　……ま、いいよ。順を追って話すよ。スルトはね、もちろん……」

　そこでアヴィは急に声を落とし、独り言のように続け出す。

「……もちろん倒してやったさ。あの巨人の肉の一片までも残らぬよう、僕の渾こん身しんの一いち撃げきでね……」

　ミリアが首を振りつつ尋たずねる。

「一撃で？　俄にわかには信じ難いが……どのようにして事を為なしたのだ？」

「単純な話だよ。スルトが巨人達を率ひきいているって聞きつけたから、僕はその軍勢の中に乗り込んだ……。簡単だったね。ミーミルの首を身につけている僕は、あらゆる神紋ルーンを完璧に使いこなせるんだから」

　と、アヴィは頭に被かぶった兜かぶとを、指先でとんとん叩たたく。

「ミーミルの首を使って強化された光神バルドルの太陽の神紋ルーンを使えば、虚きよ像ぞうで巨人達の目を惑まどわすのなんかお手のもの。そうやって奴やつ等らを混乱させてやった。スルトもまるで木で偶くの坊ぼうさ。一ひと際きわでかい巨人のくせに護ご衛えい達を前に立たせて、玉ぎよく座ざに座ってふんぞり返っていた……。僕がその背後にこっそり迫っていることなんか気付きもせずにね。その間抜け面に、僕は全ての神紋ルーンの力を叩たたきこんでやったんだ」

　アヴィは陰いん惨さんな忍び笑いを立てた。

「神紋ルーンの力を凝ぎよう縮しゆくして一点に集中させたっていうのかな。僕の全力の一いち撃げきだからね、間抜け面だけふっ飛ばすつもりが、全身一発で消し飛んで、跡あと形かたもなくなったよ」

「神が一発？　そんなあっさり終わったとは……」

　俺おれは思わず言葉を失う。今のアヴィはそんな圧倒的な力を誇ほこっているのか……。アヴィは構わず話し続けてくる。

「僕もそれについては忸じく怩じたる思いでね。一発であっさり殺してしまうなんて、楽な死なせ方をしてしまったと後悔してるんだ。……あいつは、もっともっと苦痛と恐怖を味わってから死ぬべきだった……。あの時は怒りで我を忘れていたからね、失敗だったよ……もっと苦しめてやりたかった。だって僕の一族が受けた苦しみはこんなもんじゃなかったんだから……」

　そこまで話すと、アヴィは口調を改めた。

「……とスルトは、こんな感じでね。あとに残ったのは巨人達。この巨人っていう生き物は力に従う連中だからさー逆らうなら、スルトの後を追わせてやるって言ったら、どいつもこいつも簡かん単たんに膝ひざを屈したよ。まーったく、誇りも忠誠心も無いデカいだけの能のう無しの連中さ、巨人ってのは。ねー？　潰つぶれ顔？」

　アヴィが言葉を投げつけた。広間の端はしで立っていた半分潰れた顔の巨人が、それに反応する。潰れ顔は俯うつむいて目を伏せ、

「……はい、アヴィ様」

「だーかーらー！　もっと気のきいた面白いこと言ってよ。ほんとに能無しだなー」

　アヴィはやれやれと首を振った。

　俺はその様子を見て、挑ちよう発はつするように告げる。

「……巨人達はスルトに従っていた敵だろう。どうして殺さないんだ？」

「おやおや？　ロストくんは随ずい分ぶん血に飢うえてるねー？　そんなに殺しが好きなのかい？」

　からかうようなアヴィの言葉を捨て置いて、俺は続けた。

「……なぜこいつらを助命する？　それどころか、自分の配下にしただと？　……なにを企たくらんでる？　こいつらを使ってなにをしようとしている？　もう、お前の目的であるスルト討とう伐ばつは果たされたのに、これ以上なにを望むんだ？」

「それそれ！　気になるよねー。それが本題なわけ！」

　アヴィは手をすりあわせる。

「スルトへの復ふく讐しゆうは果たされた。確かにね。だから僕は次の目的を果たす」

「次の目的？」

「そうだよー。復讐だけじゃ終われない。僕にはまだやりたいことがある。大きなことだ。ま、この志こころざしは皇こう帝ていへの復ふく讐しゆうだけで満足しちゃったロストくんにはわかんないかもねー？」

　アヴィは俺を見下し、薄笑いと共に言った。

「僕はね……アールヴヘイムを蘇よみがえらせようと思うんだ」

　俺おれは片かた眉まゆを上げた。

「……失われた世界を復活させようというのか？」

　そんなことが可能なのか？

「そんなこと……できるのか？」

「もちろん、方法があるんだよ。世界を取り戻す方法がね。いや、正確には〝世界をやり直す〟と言った方がいいのかなー？」

　アヴィは、もったいぶって顎あごに手を当てながら話す。

「でさ、どうかな？　君等、僕の部下にならない？　ミーミルの首を手に入れられたのも君等のお陰かげだし、そんな君等の力があれば、これからの〝やり直し〟が捗はかどるからねー。そうなれば、アールヴヘイムも君の故こ郷きようも、その他いろいろこれまで失われてしまったあらゆるものを復活させて、やり直すことができると思うけど。どうかなー？」

　俺の故郷、ノルンの里も、だと？

　俺達は顔を見合わせる。

　……もしそれが可能なのだとしたら……俺は、ノルンの里を、里のみんなを取り戻すことができるのだとしたら……。

『──お兄ちゃんは大きくなったらなにになるの？』

　思い出の中から、フーリンが俺に問いかけてくる。

　俺は、里の巫み女こを守る戦士となって、里を、お前をずっと守ってやる。今度は誰だれも殺させはしない……。

　お前を蘇らせることができるのだとしたら……お前が立派な巫女となるのを見届けることができるのだとしたら……。

　奪うばわれた命を、盗ぬすまれた未来を取り返せるというのは、俺の目にはなんとも魅み力りよく的てきに映る。そして、俺が取り返したいものはフーリンやノルンの里だけにとどまらなかった……。

『──……あなたは私の命を盗んだ』

　アメジスト色の瞳ひとみの白い肌の少女が俺を見つめている。

『──私はあなたからその分の命を取り返さなくてはいけない……さあ、名前を言って。その者の命を盗まれた私の命の代わりに、ヘルの元へ返さなければならないのだから……』

　そうだ、フュアリー。俺はお前の命を盗んだ。だから、今こそお前を蘇らせることで、命を返す……。そして、死んでいった他のメンバーたちも全て……。

「あの……」

　スーがおずおずと口を開くのを聞き、俺ははっと気付く。瞼まぶたの裏に浮かんでいたフュアリー達が消えた。

「あの……本当に……アールヴヘイムが復活するんですか？」

　スーはアヴィに真しん摯しな眼まな差ざしを向けていた。

「……お母さんの話ではアールヴヘイムは丸ごと燃え尽つきたって……」

「ん？　……そういや、君、やけにアールヴ族のことに詳しかったねー？　君のお母さんって……あれ？」

　アヴィの首が傾かしげられる。

「……君、もしかして……でも、その瞳ひとみは……？」

　だが、アヴィの訝いぶかしげな声にスーは気付かないのか、

「わ、私、アールヴヘイムが元に戻るのなら、お手伝いします。アールヴ族の人達がまた平和に暮らすことができるようになれるんだったら。……きっとお母さんもそう願っていたはず」

「ふぅん？　……まあ、いいけど。僕の役に立ってくれるなら歓かん迎げいしようじゃないか。で、そっちの鱗うろこの子はどうかなー？」

「あらゆることをやり直せる……そう言ったな？」

　ミリアが難しい顔をしていた。

「それは……失われた人でも蘇よみがえらせることができるということか？」

「うん、まあ、そーだねー」

　アヴィは視線を逸そらしながら答えた。ミリアはそれをじっと見つめ、

「……本当にそれが可能なら……母を……ハミンギャを……。だ、だが、そんなことをしていいのか……死人を蘇らせるなんてそんなこと……。それに、ハミンギャは決意をもって魂たましいを捧ささげたのに、あの気け高だかさを無にしてしまっても……」

「何悩んでるの？　まー、難しく考えること無いんじゃない？　死んだ人とまた出会えるなんてハッピー！　その人も幸せだし、それでいーんじゃないかなー？　ねえ、ロストくん？」

　俺おれに話を振るアヴィ。

「君も、妹さんや仲間に会いたいだろ？　皇こう帝ていに滅ほろぼされた故こ郷きように帰ってみたいと思わない？」

「何で知ってるんだ」

「僕は何でもお見通しだよ？」

「お……俺は……」

　妹のフーリンに両親……フュアリーやソロウ……その他にも……。

「僕の部下になって、世界の復活のために力を尽くすのが一番いいことじゃないかなー？　君達も失われたものを取り返せたら嬉うれしいだろ？　きっと僕に感謝するよー？」

　アヴィのそんな軽けい薄はくな口調にもかかわらず、俺ははっきりと拒否もできずに迷っていた。それが本当なら……いや、本当だと信じたいから、迷ってしまっていた。

　と、そこでスーがきょろきょろと周りを見回し、

「あの……それと、気になっていたんですけれど」

「んー？　なにかなー？」

「ここってアールヴ族の集う館やかた、なんですよね？　でも、中まで入ってきても誰だれもアールヴ族の人達を見かけないんですけど……どこにいるんですか？　アールヴヘイムが蘇よみがえると聞けば、ここにいるアールヴ族のみんなも喜んでくれると思うんです」

「ああ、彼らねー」

　アヴィは手の爪をいじりながら、

「みんな殺したよ」

　あっさりと言った。

「……え？」

「み・ん・な・殺したんだよ。だって、僕に従おうとしなかったからねー」

　そう言いながら、アヴィはやれやれといった風に首を振る。

「そんな計画には協力できない、とか言っちゃってね。バカだよねー。こっちは協力してくれ、なんて頼んでないのに。王として〝命令〟してるのに。何を勘かん違ちがいしちゃってるんだか。だからまあ、さくっと死んでもらうことで僕の役に立ってもらうことにしたんだ」

　スーは顔色を青くした。

「え？　え？　……うそ、ですよね？　だって、あなたもアールヴ族なのに……。なんで」

　すると、アヴィは不ふ貞て腐くされたように呟つぶやいた。

「……うるさいなー。邪じや魔まになりそうだったから殺したんだよ。なんか文句あるの？」

　まるで、悪戯いたずらを見つけられて叱しつ責せきされている子供のような態度。だが、スーは震ふるえだす。

「なんで……」

　言葉も震えていた。

「なんでそんなこと……」

　その声が大きくなった。

「……同族同士でなんで!?」

　最も早はや叫さけび声になる。

「なんで、そんなことできるんですか!?　あなたがずっと大事に思っていたアールヴ族の仲間でしょう？　なんでなんで！」

　普段は静かなスーが、こんな声を出せるとは。俺おれはその勢いに思わず、身を引きかける。

「せっかく、生き残っている人たちがいたのに！　同じ思いをして生きてきた仲間をどうしてそんな殺すだなんてことができるんですか!?」

　アヴィの吹き出す声が聞こえた。

「仲間ねー……はははっ！　仲間、仲間ねえ？」

　アヴィは笑っていたが、兜かぶとの目の部分が恐ろしく冷たい光を放ったように見えた。

「僕が奴やつ等らの仲間だというなら……奴等はどうして僕を、僕の一族みんなを助けなかったんだろうねー？　仲間なのに？　同族なのに？　どうしてどうして？　僕等を残して見殺しにして、自分達だけさっさと安全なホッドミーミルに逃げたんだろー？　わっかんないなー」

　アヴィの体からどろりとした気が滲にじみ出てきているように感じる。それはどこまでも黒く濁にごっていて、おぞましい。もちろん、目に見えたわけではない。だが、うす暗く重く濁ったその想おもいをそう感じたのだ。

「……お前……何に取り憑つかれている？」

　俺おれは思わず口走っていた。奴の悪意というか憎悪に、皮ひ膚ふがじりじりと焼かれるようだ。この黒いものは当たり構わず周囲に発散され傷付ける。これはそういう類のもの……。触さわらずに、目を逸そらして、そいつが通り過ぎるまで息を殺した方がいい……。

「お前は……一体誰だれなんだ？　前のお前はそこまでの奴じゃなかった」

　俺は黙だまっていられなかった。アヴィの軽けい薄はくで尊そん大だいな態度。その裏に逸いち物もつ隠し持つ胡う散さん臭くささ。そういうものはあったが、今のこいつはなにかが違う。憎しみが透すけて見え過ぎている。

「……僕はなにも変わっちゃいない、今までもこれからも」

　アヴィは俺に顔をひたりと向けてきた。

「……アールヴヘイムが焼かれた時、僕の一族も一緒に焼かれたんだ。子供だった僕以外のほとんどがね。僕の一族が盾たてになって他のアールヴ族達を逃がしてやったんだ。……人が生きながら焼かれる様ってどんな感じなのかわかるかな？　僕の父や母はその身を犠ぎ牲せいにして、仲間を生き長らえさせたんだ」

　そして、今度はスーをひたりと見つめる。

「そうやって無事逃れたアールヴ族達は、一体何をしたか？　……アールヴヘイムを焼いたスルトへの復ふく讐しゆうを誓ちかって血の涙を流していた？　それともアールヴヘイムを取り戻すためならと禁忌の知恵に手を伸ばすのを厭いとわなかった？　…………いや、正解はね、なーんにもしていなかった。何もだぞ？　復讐もせず、ただただ安あん穏のんと平和を貪むさぼっていた。仲間の想いも気にせず、その無念も晴らさずにね。だから、同族であろうが、君にこの気持ちが少しもわかるわけないんだよ……逃げ出した女王の娘むすめ風ふ情ぜいが！」

「う……」

　その悪意に満ちた言葉を聞き、スーは蛇へびに睨にらまれたカエルのよう。息を吞のんで、身み動じろぎもできない。

「君、アールヴ族の血を引いてるんだろ？　……君が慈じ愛あいの神紋ルーンを使う時点でピンと来るべきだったんだよなー。……で、どう？　ミズガルズで何の苦労も無く育った女王様は？　アールヴヘイムのことやそのために犠牲になった僕達一族のことなんか、全くなーんにも考えずに食べてたご飯は美お味いしかった？　暖かい場所でぬくぬくして毎晩ぐっすり眠れてた？　悲しみも憎しみも知らない綺き麗れいな綺麗な心を持った女王様？」

「わ、私はそんな……」

　アヴィの悪意をぶつけられて、スーは怯おびえていた。

「やめろ！」

　ミリアが一いつ喝かつした。

「自分が不幸だったから、その悪意をぶつけて許されるとでも思っているのか？　そういうのを逆さか恨うらみというのだ！」

　アヴィは乾かわいた声で笑う。

「ははは。逆恨み。いいよいいよ、僕が間違ってるとでも言うんだね？　みんなのために犠ぎ牲せいになった滅ほろびた同族のことも考えないで、ただ生き残っていただけのアールヴ族どもの方が正しいってことなんだよね？　……ねえ、教えてよアールヴ族のゲイン。君は僕の方が間違ってると思うかい？」

　アヴィは傍かたわらに顔を向け、そう呼びかけた。アヴィの付き人であるアールヴ族の少年は、神しん妙みような顔をして、

「いえ。アヴィ様に間違いなどあるはずがありません」

　手を合わせて跪ひざまずく。まさに神に祈るかのよう。

「スルトの傍そばで奴ど隷れいとされていた僕を救ってくださったのはアヴィ様です。巨人族に虐しいたげられ、同族にも見捨てられていた僕をただ一人助けてくれたアヴィ様……。他のアールヴ族達は僕のことなど気付いてもいない。忘れていたんだ……。僕は今、アヴィ様のお陰かげで生きる意味というものを本当に知ったんです。そんなアヴィ様に仕えることこそが、僕の生きる理由なのです。同族を助けてくれた優しいアヴィ様の仰おつしやることに、どうして異いを唱となえることがありましょうか。そのお言葉は常に正しいのですから」

　アヴィの腰こし巾ぎん着ちやくの小こ僧ぞうは、崇すう拝はいの眼差しでアヴィを見上げる。

「アヴィ様は正しいことをなさっています。アヴィ様の新たな目的であるアールヴヘイムの復活こそ何よりも優先されること……アールヴ族ならそれを望まぬ者などいないはず。それに異議を唱える者は最早アールヴ族ではないのです。いいえ、それどころかアールヴ族の敵以外の何者でもありません！　ああ、アヴィ様！　どうか僕達アールヴ族の願いを、悲願を叶かなえてください！　僕はそのためならこの身も心もアヴィ様に捧ささげます！」

　熱のこもった声と視線。それを受けて、アヴィが高らかに笑い出した。

「はははは、そうそう、これ、これなんだよ！　これこそが僕の望んでいた今のアールヴ族のあるべき姿……正しい想おもいってものなんだよ！　僕の言うことを信じてくれる、認めてくれる……」

　アヴィは跪くゲインの頭に手を乗せ、それから頰ほおを撫なでた。子犬のように為なされるがままのゲイン。アヴィはそれを見下ろしつつ、呟つぶやきだす。

「……僕はね、アールヴヘイムを蘇よみがえらせると誓ちかった。そのために身も心も捧げろと命じたのに、他の連中は拒こばんだんだ。……つまりその連中はアールヴ族じゃなかった。はははっ、殺されて当然だったんだよ。でも、そんな無む駄だな命でも、その魂たましいをこのミーミルの首に捧ささげれば少しは僕の糧かてになるんだよ……それって素敵だと思わない？」

「……貴き様さま」

　ミリアが慄りつ然ぜんとしたように呟つぶやいた。

「何をしたのかわかっているのか？　貴様の一族が命いのち懸がけで救ったアールヴ族の同どう胞ほうを、貴様自身の手で殺してしまったんだぞ？　だったら……貴様の一族は、何のため滅ほろんだというのだ……」

「いや……いいんだよ。殺されたって、またやり直せるんだから」

　アヴィはどこか吐き捨てるように言った。投げやりに、というべきか。

「言っただろ？　失われた世界を蘇よみがえらせる方法があるって。ここでアールヴ族達が何人死のうと、世界が復活すれば死んだ連中もその世界の中で復活するさ。……多分ね」

　俺おれは問わざるを得ない。

「そもそも、お前の言う世界の復活とはなんだ？　どうしたらそんなことができるというんだ？　世界を作り出すなど大たい神しんオーディンにしかできないことではないのか？」

「……いいよ。教えてあげようじゃないか」

　アヴィは薄笑いを忍ばせて俺に囁ささやく。

「そういう魔ま法ほうの品があるんだよ。レーギャルンの箱、という禁きん呪じゆの箱が」

　そう聞いて、ミリアが首を傾かしげた。

「それは聞いたことがあるが……確か、古いにしえの神話で魔剣レーヴァテインを封じていた箱のことではないのか？　それが世界の復活とどういう関係があるのだ？」

　レーヴァテインを封じていた箱？　何物をも焼き尽つくすはずのレーヴァテインに焼かれること無く、それどころか封じることができる力を持つ箱だというのか。しかし、確かにミリアの言う通り、それがどうして世界を蘇らせる力に繫つながるのか。

　アヴィはミリアに一いち瞥べつをくれる。

「それはレーギャルンの箱に施ほどこされた、ある仕掛けと関係があるのさ。レーギャルンの箱はレーヴァテインですら封じてしまう強大な魔力を持った箱だ。それには厳げん重じゆうな九つの鍵かぎがかけられている。もし、その九つの鍵が解かれたなら、レーギャルンの箱の力が発動する。それは、その箱の中にどんなものでも封じることができるという力なんだ。魔剣だろうが、呪のろわれた品だろうが、箱の中に封じられて何の力も及ぼせなくなるっていう感じでね。この世界から存在すら消えてしまうなんて、恐ろしいよね」

　アヴィは一いつ旦たん言葉を切り、俺達の様子を窺うかがう。

「さて、レーギャルンの箱が強力な魔法の品だというのは理解してもらえたかな？　で、この九つの鍵っていうのはさ……九つの世界のことなんだ。人間の世界ミズガルズ、アース神族の世界アースガルズ、ヴァン神族の世界ヴァナヘイム、アールヴ族の世界アールヴヘイム、巨人族の世界ヨトゥンヘイム、極寒と死の世界ニヴルヘイム、燃え盛る炎の世界ムスペルヘイム、地下世界スヴァルトアールヴヘイム、そしてここ世せ界かい樹じゆユグドラシル、全部で九つの世界にね。そして、ここが肝かん心じんなんだけど……レーギャルンの箱にかけられた鍵かぎは世界が滅ほろぶたびに一つずつ開いていくってことなんだなー」

「なんだと」

　俺おれは眉み間けんに皺しわを寄せる。

「世界が滅ぶことで開かれる鍵、お前まさか……」

「そう、鍵を開けるには滅ぼす必要があるのさ。アールヴヘイムが滅んだ今、レーギャルンの箱の鍵は残り八つとなったわけだね」

　アヴィは歌うように言った。

「九つの世界全てが滅べば箱は開き、何物をも封じる力が得られる。そして、なにかを封じればまた九つの鍵がかかり、それとともに新たに九つの世界が誕たん生じようする。そうして新たに生まれ変わった九つの世界は、レーギャルンの箱に封じられた物が存在しない世界になるんだって。これ、わかるかなー？　レーギャルンの箱は封印するだけの箱ではないってこと」

「九つの世界を滅ぼすだと……？　いや、もしその与よ太た話ばなしが本当だったとして、貴き様さまは自分の世界を滅ぼしてまで、何をレーギャルンの箱に封じて消し去りたいんだ？」

　ミリアの険けわしい目つきにもアヴィは全く動じる様子は無い。

「んー……神々でも封じようか？　そうすれば、新たに蘇よみがえる世界の中に神々は存在しなくなる。これってすごくいいことだと思わない？　僕達の運命を捻ねじ曲げ弄もてあそぶ連中が消えてなくなるんだよ？　世界はきっと今よりずっとましになると思うなー」

　アヴィは、へらへらと笑い言葉を続ける。

「でも、僕は別になにかどうしても封じたいものがあるわけじゃない。……そんなことよりも、レーギャルンの箱に新たになにかが封じられて鍵がかかる時、同時に鍵に対応した世界が誕生するってことの方が大事なんだ。わかる？　レーギャルンの箱を使えば、アールヴヘイムを再生することだって可能ってことだよ」

　俺は思わず目を見張った。

「お前……意味がわかって言っているのか？　アールヴヘイムを蘇らせるには、他の八つの世界を滅ぼさないといけないんだろう？」

「でも、それで残りの世界が滅んでも、いらないものがなくなってまた再生されるんだからいいんじゃない？　だーれも損しないと思うなー」

　アヴィは肩を竦すくめ、

「むしろ、邪じや魔まなものを消し去って全ての世界を滅ぼさないと損じゃない？　アールヴヘイムだけこのまま滅んだままだなんてさー。こんな間違った世界はさ、一度全部滅ぼして、やり直した方がいいんだよ。これまで失った大事な物を取り返すんだよ」

「アヴィ、お前の言うことは間違っている……」

「おっと！　口の利きき方に気をつけようよ、ロストくん？　この館やかたにいたアールヴ族達は、僕の話を聞いても理解しないバカだから殺しちゃったんだよね。アールヴヘイムの復活のために他の世界の人々を苦しめるわけにはいかない、とかなんとか言ってさー。世界がよりよく再生されるんだって何度説明しても、ぜーんぜんわからなかったみたい。どうしてだろ？　大バカなのかな？」

「彼らが拒こばんだのはその愚ぐ鈍どんさ故ゆえだけではありません。アヴィ様に逆らうアールヴ族はもはやアールヴ族ではなかったというだけのことです」

　アールヴ族のゲインが跪ひざまずきながらアヴィに囁ささやく。

「アールヴヘイムの再生には耳を傾かたむけず、ここホッドミーミルでの権けん益えきを保持することのみが存在する目的……そんなゴミは全て殺してしまって何の問題もございません。むしろ、存在するだけ無む駄だな者達だったわけですから」

　アヴィはその言葉に頷うなずいて見せた。

「ま、そういうこと。さて、じゃあそろそろ返事を聞かせてもらおうかな？　僕の部下になって、その力を僕のために、アールヴヘイムの再生のために使おうよ？　ここの巨人達のようにさ」

　アヴィは広間に並ぶ巨人達を指し示す。

「彼等はみな僕のために戦うと約束した。アールヴヘイム再生のために他の世界を滅ほろぼす、その戦いの尖せん兵ぺいとなることを誓ちかったよ。そうだろう？　潰つぶれ顔？」

「……はい、アヴィ様」

　大剣を手にして立像のように聳そびえ立つ巨人はぼそりと呟つぶやいた。

「だからつまんないって！　もっと忠義に溢あふれた勇ましい誓いの言葉なりなんなりさー」

「……俺は詩人じゃないんで」

　目を伏せて俯うつむき加減になる潰れ顔に対して、アヴィは舌打ち。

「……まあいいや、巨人なんてこんなもんだ。でも、君は違うだろう？　ロストくん？　僕に身も心も捧ささげると、その決意を百万の言葉を用いて誓いなよ。感謝の念と共にね。それに……偽にせ物ものの女王の娘むすめ、君もだ」

　アヴィはねばついた視線をスーに向けていた。それはなにか飢うえた畜ちく生しようのような眼差し。

「さあ、僕がアールヴ族の救世主だと認めなよ、崇あがめなよ。アールヴの女王にはできなかったことを僕がやってやる。女王の娘である君には、それを讃たたえる義務がある。僕が正しかったと、君は認めなくてはいけないんだ。僕を認めて、感謝して、これまでの僕への冷れい遇ぐうを後悔して詫わびる……それこそが僕の望む、正しいアールヴ族だ！　そして、僕はそれらを許してあげると誓うよ。寛かん大だいな僕の対応に、アールヴ族はみんな頭こうべを垂れるがいい！」

　そう言って笑いだすアヴィ。言われた方のスーは震ふるえ声で、

「そんな……自分達の世界のために、他の世界を犠ぎ牲せいにしようだなんて…………どうして……どうしてなんです？　あなたも誇ほこり高いアールヴ族の一人だったはずなのに……」

「口の利きき方に気をつけろ、臆おく病びよう者ものが！　……おい、潰つぶれ顔。この娘むすめにちょっとお仕置きを」

　潰れ顔は動かなかった。

「どうした？　僕の言うことが聞けないのか？」

「……俺おれのこの大剣は……小娘に使うものじゃありません。勇ゆう敢かんな敵に使うものです」

　ぼそぼそとその巨人は呟つぶやいた。アヴィの声が割れる。

「お前……言ってる意味わかってる？　その無事な方の顔も潰してやろうか？　このうすのろの巨人野郎が！」

　激しく罵ののしった。それを目にして、俺は言う。

「お前こそわかってるのか？　お前のやっていることはまるで……」

　そこで俺は言い淀よどんだ。俺の達した結論に自ら躊躇ためらってしまったからだ。

「アヴィ……お前……そこまで堕おちたか。よく見てみろ、お前こそがスルトなんだよ。巨人達を率ひきい、世界を焼き滅ほろぼしてしまう……お前はスルトだ。……そして、俺はスルトを倒さなければならない」

　俺は手の中にレーヴァテインを顕けん現げんさせる。こいつを倒さなくてはいけないのか……。
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　　第三章　古ア妖ー精ル種ヴ







「ははははっ！」

　狂乱の笑い声。

　アールヴ族の商館だったヴィーズブラーインは、中庭に緑溢あふれる庭てい園えんを備えた美しい館やかた……だった……先程までは。

　鮮せん烈れつな花々が咲き誇ほこる見事な庭園は今、無む惨ざんに掘り返され、土くれの山ができていた。

「どうしたのかなー？　勇ましく剣を出した割に、もうダウンかい？」

　庭園を囲む館の壁。その一面に大きな穴が開いていた。俺おれが先程吹き飛ばされてきたところだ。そこから、ゆらりと人影が現れる。

　俺は衝しよう撃げきで未いまだ揺れる頭を振りながら、意識をはっきりさせようとする。ぼやけそうになる焦しよう点てんを穴の開いた壁の方へ合わせる。

　そこに見えたのは、銀色に輝かがやく兜かぶとを被かぶったアヴィだ。その体は兜と同じく、銀色に輝く全ぜん身しん鎧よろいに覆おおわれている。すらりとした姿形だったはずのアヴィは、そうやって鎧を纏まとうとごてごてして見えた。重戦士そのものだ。

　俺は、剣を具ぐ現げん化かし、攻こう撃げきを仕掛けたはずだ。だが、一撃も当てることができなかった。確かに斬きったはずが何かに弾はじき飛ばされていた……その場面を思い出し、舌打ちする。

　一いつ瞬しゆんだった。俺がレーヴァテインを振るおうとしたその瞬間、アヴィの体が一瞬にして鋼こう鉄てつで覆われたのだ。アヴィが頭に被っていた兜、ミーミルの首。そこから、耳みみ障ざわりな金属の軋きしりと共に金属が伸び、鎧の形を成したのだ。

　そして、その鎧を目にした瞬間、俺は何かの力で弾き飛ばされていた。その際、背中に衝撃を受け息が詰つまる。俺の体が壁を突き破った衝撃だった。

　同時に壁の瓦が礫れきが噴火したかのように撒まき散らされたのだ。それらは雨あられと降り注ぎ、中庭庭園のあちこちを抉えぐっていた。

　重い、金属の軋み。重厚な音を立てながら、鋼鉄の塊かたまりが土くれの上に踏ふみ立つ。

「君の魔ま剣けんは……僕には届かない」

　アヴィは言った。その声はくぐもっている。体と同じく、その顔もまた鋼鉄で覆われていたからだ。以前見た通りのミーミルの首を、そっくりそのまま頭に被っている形。まるで、ミーミルの首それ自体が言葉を発しているかのよう。

　俺は叫さけんだ。

「……世界を滅ほろぼそうとするなら、お前は敵と見なす！」

　誰だれであっても世界を滅ほろぼそうとするのなら殺さなければならない。俺おれの敵意、憎しみが紅ぐ蓮れんの炎となって、レーヴァテインに絡からみつく。

　燃え盛る炎を前にして、アヴィの全ぜん身しん鎧よろいが赤く照てり映はえた。レーヴァテインの熱気は俺の肌はだを焼くかのようだ。

　俺はその熱の塊かたまりを振り下ろした。

　熱された空気のざわめきと共にレーヴァテインから炎が放たれる。それは鋼こう鉄てつすらも溶かし、触ふれたもの全てを燃やし尽つくす赤い蛇へび。莫ばく大だいなエネルギーの奔ほん流りゆうが、アヴィに襲おそい掛かる。

　だが結果は違っていた……。

「……なに？」

　俺は肌で感じる。あり得ない違和感を。それまでの熱気が消滅し、うすら寒ささえ覚えたのだ。レーヴァテインの紅蓮の炎がアヴィに届く前に弾はじけて消えていた。赤の奔流が散り散りに砕くだけ、儚はかなく失せる。

　まるで、見えない壁に阻はばまれたかのよう。しかも、その壁は恐ろしく硬かたく、分厚い。そんな風に感じ取れた。

「どうしたのかなー？」

　くぐもった声でアヴィが嘲あざ笑わらう。

「炎の魔ま剣けんレーヴァテインは何物も燃やし尽くすんじゃなかったっけ？」

　ミーミルの首を頭にした重装備の鎧戦士。そんなものが俺の前に立ちはだかっている。声やその態度はまさしくアヴィだが、どうしても目の前のこれが以前のアヴィだとは思えなかった。

「……お前、何をした？」

　俺は思わず呟つぶやいてしまっていた。

　俺がそれまで持っていたアヴィへのイメージ。それが今のアヴィの戦い方とかけ離れている。極めて曖あい昧まいな印象でしかないのだが、それが妙みように引っかかるのだ。

　小こ賢ざかしく、不意を打ち、背後から短剣で刺さす。それがアヴィのやり口だ。以前、奴やつは俺をウルズの泉に呼び出して、不意に貴き賤せんの神紋ルーンで俺から力を奪うばった。そういうのがアヴィの戦い方だったはず。

　汚い奴だが、逆に言えば勝利のためならなんでもするという、執しゆう念ねんの表れとも言えよう。なのに、今のこいつは少し違った。俺のレーヴァテインの炎をわざわざ受けて立った。余裕をもって楽しむかのように……。

　そこにあるのは、自分の持つ力への絶対的な自信か。

　ウルズの泉での奴なら、手加減して相手の反はん撃げきをむざむざ受けるような甘いことはしなかっただろう。

「……なぜ、俺にレーヴァテインを使わせた？」

「これは過か信しんじゃない。事実として、君の攻撃が僕には届かないとわかっていたからだよ」

　アヴィはミーミルの首の下で、くっくっ、と笑っているようだ。

「僕は僕自身を守る、この僕の最強の力で！　もう、誰だれも、僕を傷つけられない……」

　アヴィのような男は、わざわざ相手の攻こう撃げきを受けて立ったりしないはず。そんな自分の力を楽しむような真似をするとしたら、そこにはなにか意図があるのではないか。相手の弱さを嘲あざけることはあっても、そのためだけに自分を不利にするようなことはしない……。なのに、今のこいつは……。俺おれが今のアヴィに覚える違和感はそこから出ているようだ。

　何かが違う。

　そんな俺の思いを見透かしたのかどうか、アヴィは堂々と俺の前に立ち、言った。

「なんでレーヴァテインの炎が僕に届かなかったのか、わかる？　僕が最強っていうのもあるけどね、それ以前に君が弱くなったからなんだよ」

「……な、に？」

　こいつの貴き賤せんの神紋ルーンは他人の神紋ルーンの力を奪うばい取る。

「……俺に貴賤の神紋ルーンを使っていたということか」

「違う違う」

　アヴィは鎧よろいを軋きしませながら、首を振った。

「魔ま剣けんレーヴァテインは想おもいの強さが現れる剣。で、君ご自慢のレーヴァテインは今、僕を焼くこともできず霧む散さんした。これって、前も似たようなことなかったかなー？」

　アヴィの言葉に、俺は押し黙だまる。心当たりは……あった。

　俺は相手への敵意や憎しみの想いを糧かてにして、レーヴァテインを燃やす。その想いが弱まった時、怒りや憎悪を人に向けるのを躊躇ためらう時、俺の炎は力を失う。

　ということはつまり……。

「君は僕に敵意を向けるのを躊躇っているんだ。僕の言うことが正しいと思っている。僕に共感している。はははっ！　なーんだ、君、僕の臣しん下かになることを心の中では望んでるじゃない」

　アヴィの言葉に、俺は顧かえりみる。

　アヴィへの憎しみは、奴を焼き尽つくすほどのものではなかった、と……。俺はアヴィに同情しているのか？　俺と同じように故こ郷きようを滅ほろぼされた奴やつの想いに共感して……今度は失われた故郷を取り戻そうとする奴の願いに、俺は同調しているのか。

　そんなはずはない。俺はアヴィを敵だと、世界を滅ぼす敵だと知っている。

　俺の妹が生きた世界を消してしまう相手だと……フュアリーやソロウの生きた証あかしとして今ある俺達の世界ミズガルズ、それを根本から無かったことにしようとしている敵だと……俺はわかっているのではなかったのか？

「まあ、君の心は本当はわかってるんだろ？　僕の言う通りに世界を全て滅ぼして、やり直してしまうことこそが正しい、と。そんな君が僕を倒せるわけないだろ？　僕の考えが正しいと認めてしまったんだから」

　アヴィが答えを示すように言った。

　まさか……。

「惑まどわされるなっ！」

　ミリアの叫さけびだった。穴のあいた壁から、よろめきながら出てくる。

「思い出せ！　貴き様さまがニーズホッグに振るった炎を！　貴様は、何のために戦っているんだ!?」

　俺おれは思い出す。呪じゆ竜りゆうニーズホッグの黒い腐くされ息。何物をも腐らすその毒の息をも切り裂き焼き尽つくしたのは、レーヴァテインから放たれた青き炎……。

　あの時、俺は守りたいと思っていた。

　半はん巨きよ人じんハミンギャがウルズの街を守るために立ちあがり、また、ミリアを守るために自ら死を選んだ悲しみ、覚悟……。

　大切な誰だれかを、大事な何かを守る。

　そういった、怒りや憎しみ以外の想おもいが込められた時、俺のレーヴァテインは青白き炎を纏まとったのだ。

　ミリアの声が響ひびく。

「炎がかき消えたのは、貴様の想いが弱まった所せ為いではない！　貴様の想いは日に日に強くなっている。わたしにはわかる！　仲間だからな！」

　俺はその直接的な言葉に苦笑いを浮かべて、

「……くだらないことを言うのはやめろ」

　そして、アヴィに向き直る。

「だが……俺がアヴィの妄もう執しゆうに共感しているわけではない、というのは確かだ」

「ちぇー、残念だなー。これで屈くつ服ぷくしてくれればよかったのに」

　アヴィは子供のように、頭の後ろで両手を組んだ。

「結局、君もここのアールヴ族と同じかー。滅ほろぼしたって、また再生するんだから別に気にすること無いってのにねぇ？」

「お前！」

　俺の声に、アヴィは鎧よろいの軋きしむ耳みみ障ざわりな音を返しつつ、心の内を語った。

「心をぶっ壊こわして、何も考えずに楽にしてあげようと思っていたのにさ……まあ、しょうがないか！　心の壊し方はまだいくらでもあるしね！」

　わざわざ俺に手を出させてレーヴァテインの炎を受けてみせたのも、それが目的か。俺の炎が弱まったのだと、俺のアヴィへの敵意は薄れたのだと、俺に思い込ませるため。俺がアヴィの側に落ちるようにとの小細工というわけだ。

　しかし、こんな小細工は自信が無いとできない。レーヴァテインの炎を敢あえて受けるなど、正気の沙さ汰たではない。それほどの力をこいつは得たというのか。

　と、アヴィは俺が自ら膝ひざを屈するよう求めるのではなく、その圧倒的力を使って無理やり俺の膝ひざをへし折りに来た。

「じゃあ、もっと簡かん単たんなやり方で、君の心を壊こわしてあげるよ！　力の差っていうのを目まの当たりにすると、人は絶望して抵抗しても無む駄だだと思い知るからねー。それで、僕に従う他ないって、そう思わせてあげるさ。心だけじゃなく、君をも壊しちゃいそうだけど……」

　アヴィはミーミルの首の下からくぐもった声で言った。

「……戯ざれ言ごとは終わったか。俺ももう一度試してやる」

　俺おれは再びレーヴァテインに炎を纏まとわせた。その炎の熱で、赤い刀身がゆらゆらと揺れるかのよう。

「んー、手加減してあげようかな。何やっても無駄だから。で、手加減した僕に手も足も出ない自分に絶望するといいよ？　……ここのアールヴ族達は弱すぎて、選せん択たく肢しも与えずに殺しちゃったんだけどねー」

「本当は……」

　よろよろと、壁に開いた穴からスーも出てきた。壁に手をつき、肩で息。そして、呻うめくように呟つぶやく。

「……本当は噓うそ、なんでしょう？　仲間を、アールヴ族のみんなを殺すだなんて……できないですよね？」

　どこか縋すがるような眼まな差ざし。それはまるでアヴィの無実を信じたいかのようだ。そんな目で見られて、アヴィの声が不機嫌に軋きしむ。

「……ちっ、またその繰り返し？　なんか、それすっごくムカつくんだよねー……君にそんな資格も力も権限もありはしないのにさ」

　アヴィの声同様、鎧よろいが軋んだ。アヴィが屈かがんで、地に手を伸ばしたからだ。

「どこまで頭がお花畑なんだ、君は？　……これを見ても、まだそんなこと言えるかなー？」

　そう言うと、アヴィは無造作に地面に手を突っ込んだ。もぞもぞと探り、一気に引き抜く。その手に持っていたのは鮮やかな花の根付いた土の塊かたまりだった。だらりとぶら下がるそれは……。

「……骸むくろか」

　俺は言わずもがなのことを言う。

　手足のぶら下がった土くれなどあるわけがない。

　土に塗まみれ、体中に根の纏わりついた死し骸がい。

「ここの連中、自然が好きだったみたいだからねー。その望み通り、自然に返してあげたよ。死し人びと花ばなの養分となれてきっと本望じゃないかなー」

　死人花。死者の骸を苗床として育ち、その骸の生前の行いによって咲く花の色や形が変わるという花だ。

　俺は一面の花畑だった中庭に目を巡めぐらしながら、思う。

　この壮そう麗れいさを思えば、ここのアールヴ族達が邪じや悪あくに染まっていたとはとても思えない。

　スーが目を見張っていた。

「まさか……まさか、この庭てい園えん全てにアールヴ族の人達が……」

「僕のやり方に反対する者は全て、裏切り者さ。裏切り者は粛しゆく清せいしなきゃねー」

　アヴィはまったく悪びれた様子が無い。

「自分の意に適かなわない者は皆殺しか。まさしくスルトのような所しよ業ぎようだな」

「スルトはもういない、僕が殺したんだから」

　俺おれの呟つぶやきはアヴィには届かなかった。

　スーが祈るように両手を握にぎりしめる。

「目を覚ましてください……！」

「スー、無む駄だだ。奴やつは邪じや悪あくに染まっている。もうわたし達の声など届かない……この所業を見ればわかるだろう？」

　ミリアがスーの肩に手を置く。その表情は険けわしい。だが、スーは頭を振った。

「いいえ、駄目だよ、ミリアちゃん。だって、あの人は……あの人も私と同じアールヴの血を引いている、仲間なんだよ？　仲間が間違えた時は……言ってあげなくちゃ、関わらなくちゃ。そうでないと誰だれも助けられない……最後まで味方でいてあげなくちゃ……」

　俺はスーの態度に妙みように心動かされる。驚きだった……。こんな悪事を働いたアヴィを、まだ見捨てないというのか？　まだ信じる、と？　邪悪な奴だと、切り捨てたりしないのか？　それは……それはまるで家族のような……母親のような……。

「……慈じ愛あいか……」

　俺は呟いていた。

　だが、アヴィは吐き捨てる。

「いい加減わかれよ、君は……」

　ミーミルの首の下からでも明らかに不機嫌になっていた。その顔が仏ぶつ頂ちよう面づらになっているのが目に見えるようだ。

「女王の娘むすめである君にも、女王の罪は継つがれているようだね……〝無能〟という罪がな！」

　アヴィの鋭するどい声に、スーは打たれたようになる。

「お母さんが……どんな罪を犯したというんですか？」

「アールヴヘイムにスルトが攻め込んで来た時、女王達は不自然なほど戦いを避さけた。話し合いで解決しようとか言いながら。スルトに揉もみ手てで媚こびを売って得たのは何だった？　貴重な時間を浪費しただけだったよ。巨人達懐かい柔じゆうのための労力は全て無駄だった……結局は攻め込まれることになったのにさ。なのに、女王達は、まだ戦おうとはしなかったんだ！　それどころか逃げ出した。臆おく病びようにもほどがあるとは思わないのか？」

「それは……き、きっと、戦いでの被害を避けようと……」

　スーはたどたどしく呟く。それをアヴィは聞き逃さない。

「避さける？　女王の逃走でどれだけ被害が避けられたんだい？　アールヴヘイムが焼き尽つくされるだけの致ち命めい傷しようで済んだってことか？」

「……ア、アールヴヘイムが滅ほろんだとしても、アールヴ族の命だけは……みんなさえ残っていれば……」

　スーの言葉に、アヴィは激した。自らの右拳を近くに聳そびえていた樹木に打ち付ける。鈍にぶい音と共に、その木は中程から裂け、倒れた。

「生き残れば、だって!?」

「……生きてこそ、じゃないですか。死んだら、悲しい……どんなに理由があっても死ぬのは悲しいことなんです」

　アヴィの罵ば声せいが容よう赦しやなくスーに降りかかる。

「そういう逃げの考え、まさに女王の血だね！　君の母親はまさしく卑いやしい獣けものだったよ！　まさしく自分が生き残ることだけ考えて、アールヴヘイムを売り渡して平然としていたんだから。いや、獣の方がまだ上等だ！　君の母親は仲間を、同どう胞ほうを捨て石にして、自分が逃げる時間稼かせぎをさせたんだ！　……それも自分達より下級の一族にみんなの盾たてになることを押し付けた！」

「盾、だと？」

　俺はアヴィの言葉で、眉み間けんに皺しわを寄せる。他の仲間を助けるために、自ら犠ぎ牲せいになった……そういうことなのか？

　だが、アヴィは、はは、と乾かわいた笑いで自じ嘲ちようする。

「……僕の一族はアールヴ族の中でも身分が低かったから、君ら高貴な一族は僕等を捨て石にするのに何の躊躇ためらいもなかったんだろうねー。僕等は貧乏くじを引かされ、蔑さげすみの対象にされた。そういうことさ」

「そんな……！　私のお母さんは、自分達の身を犠牲にしてみんなを逃がしてくれた英雄達がいたって話してくれました！　そんな人達を蔑んだことは一度も……ひゃっ!?」

　その時、風が起きた。爆風と言っていい。スーが吹き飛ばされそうになる。俺達の身につけている衣服がバタバタと鳴った。その爆風の中心地にアヴィがいた。

「黙だまれっ！」

　アヴィの怒りが波動となって噴き出したかのよう。

「口では何とでも言える！　口ではな！」

　ミーミルの首の奥のアヴィの目が見えるようだ。きっと、ぎらついた目を光らせている。

「何もかも綺き麗れい事ごとだらけ……耳みみ障ざわりなんだよ！」

「き、綺麗事だなんて……」

「じゃあ、証明してみろ。僕等犠牲になった一族のために、スルトを倒して仇かたきの一つでも討うったら、君の言うことは綺麗事じゃないって認めてやる」

「え？　でも……」

　スーが自信なさげにもじもじしたところで、

「やめろ！　貴き様さまは無理なことを言ってスーを困らせたいだけだろう」

　ミリアが険けわしい声で割って入った。

「スルトは既すでに貴様自身が倒したのではなかったか？」

「そうさ！　そういうことだ！」

　アヴィはいきり立ち、我が身を見よとばかりに大手を振った。

「結局、倒したのは僕だ！　復ふく讐しゆうを遂とげたのは僕！　蔑さげすまれていた僕！　他の連中は何もしなかった、なのに、今いま更さらになって何を……！」

　アヴィは今初めて気付いたかのように、先程自らが掘り出して投げ捨てたアールヴ族の遺い骸がいを見る。ゆっくり足を上げ、それから踏ふみにじった。

「自分達だけ安あん穏のんとして、昔散って行った僕等一族のことなどまるでなかったかのようにしてたくせに……！　僕達にだけ手を汚させ、自分達は平和主義で綺き麗れいな体のつもりでいやがった！　こいつらは言ったよ、私達は争いを好みません、ってね。ふざけるな。誰だれがこんなアールヴ族どもを許してやるものか！　絶対だ！」

　死体を蹴けりつける。

「死んで当然だ！　こんなクズども！」

　アヴィは今度は、遺骸に怒りを向けていた。

　こいつ……尋じん常じようではない。先程からアヴィの情じよう緒ちよが不安定過ぎる。アヴィの態度のちぐはぐさが気になるのだ。

　スーが意を決したように前に出る。

「……あなたは……アールヴヘイムを取り戻して、どうしたいんですか？」

「やり直すんだよ。失われた故こ郷きようを取り戻したいと思うのは当然のことだ」

　そういうアヴィの言葉は湿しめっていた。どこか粘ねん着ちやく質しつを感じさせる。

「……君のその自分だけ綺麗なままでいるような態度、反へ吐どが出る。無む垢くな魂たましい、純粋な気持ち……君のそういうところ、僕はズタズタにして穢けがしてやりたくて仕方がないんだ。人の善意を信じ切っている幼おさな子ごのような魂を蹂じゆう躙りんしてやりたい……。恋の呪まじないや良い子にしてたら贈り物を持ってきてくれる精せい霊れいの存在を信じる子供に、そんなものは本当はいないんだと教えてやるんだ。そうやって真実を知り失望する！　世界の真実を知って、世界に失望する……その時、人の魂は穢れるんだよ。だから、君にこれから世界がどんな悲ひ惨さんなことになるか、ずっと見続けさせてやる。僕の横の特等席でね！　残酷で、神々の悪意に満ちたこの世界。それらを目まの当たりにした時、どんな顔をする？　生きたまま焼かれる子供達を見て、君の心が闇やみに染まるのを僕は見たい。ははは！　きっと楽しいだろうなあ！」

　ミーミルの首の下で、アヴィは再び哄こう笑しようしだした。

　狂っている。スーを穢けがしてやりたい。奴やつのそんな歪ゆがんだ欲望が垣かい間ま見みえた。

　スーは、首を横に振りながら呟つぶやきだす。

「……そうやって世界をやり直すということは、良いものも悪いものをも受じゆ容ようするのではなく、自分に都合のいいことだけを選ぶということ……。でも、そうして自分に都合のいい世界を作ったとして、もし、その新しく作り直した世界でも受け入れ難いことが起きたらどうするんですか……？　また、世界を滅ほろぼしてやり直すの……？」

　スーの眼差しはアヴィに真まっ直すぐ注がれている。

「それでは、いつまで経たっても繰り返しです。……あなたにとって、なにもかもがうまくいく世界。それは誰だれもが、いいえ、人だけでなくあらゆる出来事や現象全てが、あなたの言うことを聞いてくれる世界……。でも、そんな世界は孤こ独どくな世界なんです。慈じ愛あいの神紋ルーンで他人を支配する者が孤独の毒に冒されるのと同じように……きっとあなたは満足しない。ずっと不幸な気持ちを抱えたままになってしまいます。だから、その道を選ばないで。あなたがきっと味わうだろう辛つらさを思うと私……」

　スーは言葉を途切れさせ、身を震ふるわせた。

「……うるさい」

　アヴィがそう吐き出す。

「うるさい、うるさい、うるさいうるさい！　女王の娘むすめ！　……いちいち僕をいらいらさせる……貴き様さまは黙だまれぇっ！　僕は間違ってない！」

「……あっ！」

　風を切る音がして、空気が震えた。スーの髪かみが一ひと房ふさ、宙に舞まう。金糸がきらめきながらばらけるかのように。アヴィの周囲から、空気の塊かたまりのような物が打ち出されているようだ。

　連続して風切り音がして、スーの周囲が穿うがたれていく。スーは身を竦すくめて、

「あっ、わ、ひゃっ!?」

「なにをする!?」

　俺は鋭するどく叫さけぶ。が、

「僕を否定するな！　肯定しろ！　僕は！　僕の一族は……！」

　ミーミルの首の下で、アヴィは喚わめき散らすばかりだ。その時、ミーミルの首の目がかしゃりと開く。

「……やれやれ」

　それはアヴィの声ではなかった。疲れたような老人の絞しぼり声。

「いよいよ心が壊こわれてきたか……今までよくもった方だが、長いこと正気を保たもつというのは、それだけ苦しみが長引くということ。まったくなんのために正気を保つのか……。無む駄だに苦しむことも無いだろうに。我を身につけた先に待つのは破滅なのだから」

　ミーミルの首だった。首が今、言葉を発している。

　その時、俺おれははたと気付いた。

　……ミーミルに知識を請こうた大たい神しんオーディンはその片目を差し出した。知識を求める者はその代だい償しようを支払わねばならない……。

　そんな古いにしえの神話の伝承。

　そして、今俺の目の前にいるアヴィは神紋ルーンの知識を我が物とするためにミーミルの首を自らその身に纏まとった……。

「……このアヴィに対する違和感の原因はミーミルの首か……。ミーミルの首を被かぶっている所せ為いで不安定になっている……」

　俺はようやく得とく心しんする。

「アヴィの奴やつ、心を……全てを売ったな……」

　俺の独り言に対して、ミーミルの首は地獄耳だった。

「まぁ人にしてはもったほうだ。だが、人とは愚おろかで弱いものだということが、また証明されてしまった。ただそれだけのこと」

　かしゃり、とミーミルの首の目が瞬またたく。

「けれど、私がそうさせたわけではない。私はこの者の心を破は壊かいしたいなどとは思っていない。だからといって、この者の心を助けたいとも思わない。私はそういう風に作られているだけなのだ。呪のろわれた品としてな」

「……だが、お前を被った所為でアヴィは壊こわれた。それは事実なんだな？」

「私に問うか。知識の泉の番人たるこの私に。なら、応こたえよう。私を使う者はその代償として目を差し出さねばならない。それは人を見る目、物事を正しく見る目、噓うそ偽いつわりを見抜く目を失うということだ。それらを失った者は、大事なものを全て失う。道理や物事を判断する力がなくなるのだから当然のこと。私にかけられた呪いとはそういうものだ。だが、気にするな。そもそも最初から人というものは曇くもった目しか持っていないのだから」

　ミーミルの首はかしゃりと目を閉じた。

　それまで棒ぼう立だちだったアヴィが体をよろめかせた。

「う……？　なんだ？　感覚がおかしい……立ちくらみが……」

「おい、アヴィ。……今すぐそれを外はずせ」

　俺は探るように視線を上下させた。

「お前は正常じゃない」

「僕が？　どこが？」

　アヴィはせせら笑うようにして応えてくる。

「僕は正しいことをしている。なにも間違っちゃいない」

「……確かにミーミルの首の言った通り、その目は曇っているようだな……。自分を見る目が曇ってやがる」

　俺おれは一いち縷るの望みをかけて説得する。

「お前はもうすぐ全てを失う。その首の所せ為いだ。だから、それを外はずせ」

「は？」

　アヴィは馬鹿にしたような生なま返へん事じ。

「そいつは呪のろわれし兜かぶとなんだ。このままだと……お前、自分というものを失うことになるぞ」

　アヴィは笑いだした。

「なにを戯ざれ言ごとを！　そんな言葉で僕からミーミルの首を外して弱体化させようとでも思ったのか？　呪いなどあろうが、僕は恐れない。復ふく讐しゆうを成し遂とげるためなら……いや、スルトを討うった今となっては、全ての世界を正常に蘇よみがえらせるためなら、何を失おうとも構うものか」

　この考え方は、以前の俺と同じだ。復讐のためなら仲間を犠ぎ牲せいにしてもいいと思っていたあの頃の俺……。

「……お前、ミーミルの首の言葉が聞こえていなかったのか？　今のお前は正気を失って……」

　アヴィは馬鹿にしたように頭の横で人差し指をくるくる回す。

「ミーミルの首がなにか喋しやべったって？　こいつは静かなものだよ。幻げん聴ちようが聞こえたんだとしたら、イカれてるのは君じゃないかなー？」

「……ミーミルの首の目が開いている時、お前の意識は無くなっていたということか」

　かしゃりとミーミルの首が開いた。深く落ちついた、しかし疲れたような声が響ひびく。

「そういうわけでもないぞ。炎を宿した者よ。私と混じり合いながらも、ぼんやりとした意識はある。まあ、人は元々不確かなものだからあまり変わらないとも言えるな。ただ、この者が正気を失えば失うほど、私が姿を現すことが容た易やすくなるのは確かだ。だが、できれば、ずっと眠らせておいてほしいものだ。悪夢の方が、こうして見るお前等の現実よりいくらかましなのだから」

「あなたが……あなたがこの人を操あやつって、酷ひどいことをさせたんですか？」

　スーはアヴィに、いや、ミーミルの首に訴うつたえかける。

「今すぐ、そんなことは止めさせてください！」

「また会ったな、狭きよう量りような小娘よ。そして、相変わらず狭量なようだ。私がこの者を操ったわけではないと言っただろう。この者が勝手に狂ったのだ」

「アヴィにスルトの真似ごとをさせている原因はお前だろうが。お前を被かぶった所為で、こうなったのだから」

　俺の言葉に、ミーミルの首はかしゃりと瞬またたき。

「この者の意思は、この者の中から生まれてきたものだ。私が植うえ付けたわけではない。スルトは誰だれの心の中にでも巣す食くっているし、誰でもスルトに成り得るのだ。たとえば、お前もな、スルトという炎を宿した者よ」

　俺はそう言われて思い出す。俺のことをスルトの代理人と呼んで死んだ焼神閥団バンズコンパニオンのヴァルテ・ル・ミウのことを。

　……俺おれも同じなのか。自分達の世界を守るために、他の世界を犠ぎ牲せいにする。言われてみれば、今のアヴィと大して変わりはない……。

　かしゃり、と音がした。

　見れば、ミーミルの首の目が閉じていた。

「……もういい」

　それはアヴィの声だった。くぐもってはいるが間違いない。

「これから僕の実力を見せる。君等に力の差を教えてあげるよ。そして、学ぶといい。僕に従わないのなら死しかない、と」

「……お前はいつも寝言を言うんだな」

　俺はレーヴァテインに再び紅ぐ蓮れんの炎を纏まとわせていた。

　アヴィがやれやれと肩を竦すくめる動作をする。

「またそれ？　さっきやって効かなかったのに」

「次は違う」

「何度やっても同じだよー。まあ、何度も試して、何度も絶望するのもいいかもねー。その方が絶望の深度がより深い……」

　俺はアヴィの言葉が終わる前に、レーヴァテインを振るっている。

　赤い炎が鞭むちのようにしなって飛んだ。炎はごうっと叫さけぶ。

　だが、その勢いは維い持じできない。先程と同じだ。目に見えない壁に激突して、霧む散さんした。

「……だから無む駄だなんだって……」

　俺はアヴィの後こう背はいに目をやった。僅わずかに頷うなずく。

　ミリアもそれに目で返してきた。既すでにミリアは跳とんでいる。体をしならせ、手にした緑の刃やいばのグラムで必殺の一撃を放とうという体勢。

「……炎が届かないのなら、直接剣けん撃げきをぶつけてやる……！」

　ミリアの剣威が迸ほとばしる。竜の鱗うろこでさえ穿うがつ緑の刃のグラムの刃先にミリアの勢いが乗せられ、断ち切れぬ物などない。そう見えたが……。

「浅はかな……」

　アヴィの背後に、巨大な顎あぎ門とが突とつ如じよ現れた。乱らん杭ぐい歯ばだらけで涎よだれを撒まき散らす、口だけの化け物。俺達はこれを知っている。

「フェンリルの顎門……！」

　ミリアのその声は絞しぼり出すかのよう。

　魔ま狼ろうフェンリルのグリームニルに授さずけられし困こん苦くの神紋ルーン。その神紋ルーンの力で顕けん現げんされるこれ、フェンリルの顎門は何物をも嚙かみ切り、飲み込んでしまう。

　その顎門が大きく口を開けていた。今まさに、その口の中に飛び込もうとしているミリアを受け止めるように。

　避よけられない。避けようがない。

　フェンリルの顎あぎ門とがミリアを吞のみこんだ。そして、喉のどを鳴らす。飲み下した。

「ミリアちゃん……！」

　スーが絶句する。

「……大丈夫だ」

　俺おれはスーに声をかけてやった。

　果たして、ミリアはフェンリルから離れたところで実体化した。海王の神紋ルーンを使うことで、ミリアはその身を霧きり状じようとして顎門から逃れたのだ。

「……うぅっ」

　だが、無傷とはいかなかったようだ。膝ひざをつく。

「……すまない。避けきれなかったようだ」

　ミリアの体に欠けつ損そん部分はない。だが、霧状になった時に、その一部がフェンリルの顎門に飲み込まれてしまったようだ。その分だけ、ミリアの体にダメージがある。

「僕が君等を近付けさせるわけないだろう。無理に来ようものなら、こいつが君達をこの世から消し去る」

　アヴィは、背後で生なま臭ぐさい息をしているフェンリルの顎門を親指でぐいっと指し示した。

　やはりミーミルの首を身に纏まとったことで、アヴィは幾いくつもの、いやもしかしたら全ての神紋ルーンを自在に操あやつれるようになったのかもしれない。

「さあ、わかったかな？　近づけないし、攻こう撃げきも効かない。全てが無む駄だなんだよ」

　アヴィは自分の被かぶっているミーミルの首をこつこつ突いた。

「しかも、僕はこいつの力を完全に引き出している」

「なんだと？」

　アヴィは胸を叩たたいた。板ばん金きん鎧よろいに覆おおわれた体が鈍く鳴る。

「この鎧もね、ミーミルの首の力なんだよ。教えてあげるけど、その効果は神紋ルーンに対する絶対的防御能力。僕を害そうとする神紋ルーンの力は全て、僕に届く前に弾はじかれてしまうんだー」

「……俺のレーヴァテインが効かなかったのは……」

「この鎧のおかげさ」

　レーヴァテインの力すら打ち消すとは……本当にそんなことが可能なのか。何物をも燃やし尽つくすレーヴァテインの炎なら、どんな鎧でさえも、絶対的防御能力を持っていようとも糧かてとして燃やし尽くしてしまうはずなのに。

「……お前、それだけの力をどうやって手に入れた？　ミーミルの首とはそんなにも強力な代しろ物ものだったのか？」

「結局はさ、魂たましいの大きさなんだよ」

　アヴィの声はにやけているように聞こえた。にんまりとした笑いを含んだ声。

「ウルズの泉に至るための扉とびらの封印を解く、または封じるには、強力な魂たましいが必要だったよね？　また、グリームニルになる人の多くは苦難や絶望の果てに神々からそういった力を授さずかっている。これって、魂を鍛きたえ上げて、その結果として人をグリームニル化させてるってことなんだよ。魂こそが大きな力を生む源みなもとなんだ」

　そうして、アヴィは自らの体を誇こ示じする。

「これも同じ！　魂の力を注ぎ込むことで、首の力を引き出すことに成功する。本当に、随ずい分ぶん沢たく山さんの魂を捧ささげたよ」

「……では、その鎧よろいは……」

「そう。アールヴ族どもの魂を使って引きだした物だよ。あんな役立たずどもでも、魂の糧かてにはなる」

　アヴィはまるで悪びれずに言った。人の命を糧にして作られたもの……アヴィは自らの力を増すために、同どう胞ほうであるアールヴ族達を食い物にしたということだ。

「そうまでして力が欲しいのか……」

　俺おれはレーヴァテインを両手で握にぎり締しめる。その刀身に己おのが思いを込めて燃えあがらせた。

「今の俺に、フェンリルは通用しない……！」

　そう言って、俺は一気にアヴィとの距離を詰つめようとする。

　瞬しゆん間かん、生なま臭ぐさい風が俺に向かってくるのを感じた。

　フェンリルの顎あぎ門とだ。それが大口を開けて、俺に正面から迫っている。

　その顎門を薙なぎ払う。即座に顎門は炎に包まれ、燃やされていく。

　黒い影となって消えていくフェンリルの顎門の横をすり抜け、俺はアヴィに迫ろうとするが……。

「……っ!?」

　俺は足を取られて、転倒していた。そこへアヴィの小馬鹿にした声。

「君がくだらないことを言ってる間に捕まえたよ？」

　見れば、俺の脚に鎖くさりが絡からみついていた。ぎっちりと食い込んでいる。

　更さらに何本もの鎖が俺に迫ってきていた。地を這はう蛇へびが獲え物ものを狙ねらうがの如ごとく。

「……フェンリルの顎門に意識を向けさせている間に……」

　これはグレイプニルだ。戦神の神紋ルーンによって顕けん現げんされる鎖の神具グレイプニル。敵を拘こう束そくして無力化するようにできている。締め上げる力も強い。

　グレイプニルが俺の首にかかる。ぎゅっと絞めつけられ息が詰まった。

「く……」

　これでは、レーヴァテインを振ることもままならない。

　神紋ルーンの力を弾いてしまう今のアヴィを倒すには、直接剣を叩たたきこむしかない。なのに、剣を振るえないではどうしようもなくなる。アヴィの面つらにレーヴァテインの赤き刀身を叩たたきこんだら、さぞやすっきりするだろうに。

「そろそろ殺そうかな？」

　アヴィは勝ち誇ほこる。

「……く……そ……」

　俺おれは喘あえぐように呟つぶやく。

「……それともこれで死ぬ？」

　アヴィの手に、鉄の塊かたまりが顕けん現げんしていた。山のような存在感。

　ミョルニルだ。俺の血誓兄弟フオースブレーズだったソロウの得え物もの。雷らい神じんトールの神具にして、その破は壊かい力りよくは並び立つ物もない。ソロウが己おのが筋きん力りよくを誇るのに、よく振り回していた。

　それを、ソロウのものを、こいつがまたも使うというのか。

「やっぱり……一思いにやるのは勿もつ体たいないからね……まずはこいつで腕の一本から潰つぶしていこうかな？」

　アヴィはすごい勢いでミョルニルを振りまわし、俺めがけて投げつける。

　ごう、と迫る超重量の塊。頰ほおでその圧力を感じる。俺の体に食い込んだグレイプニルがじゃらじゃらと鳴った。手に、足に、首に絡からみつく鎖くさりの束……。

「……ソロウ、悪いな……」

　俺は一言呟く。そして、レーヴァテインの炎を最大限に燃えあがらせた。それは地獄の劫ごう火かとも見み紛まがうような火力。炎は丁ちよう度ど、俺とミョルニルの間に防壁のように燃えあがった。

「……お前の自慢のミョルニル、消し去って……」

　レーヴァテインの炎に飛び込んできた鉄の塊は瞬しゆん時じに溶解し、霧む散さんしてしまう。

　ミョルニルは消えていた。辺りにツンとする金臭いにおいだけを残して。もっとも、また誰だれかがミョルニルを顕現させる時には元の形を取り戻していることだろうが。

「へー！　レーヴァテインもやるねぇー。ミョルニルをも溶かしちゃうんだ？　やっぱり普通の神具じゃ駄だ目めってことかー。でもグレイプニルは逃がさないみたいだよ？」

　レーヴァテインの炎を解き放ったお陰かげで、俺に絡みついていたグレイプニルの束も溶け落ちていた。だが、グレイプニルはまだいくらでも伸びてくる。じゃら、という音。しつこく俺の周りに屯たむろし、俺の体を拘束しようと機会を窺うかがっているようだ。

　一方の俺は、一気にレーヴァテインによって炎を放出したせいで気力を失いかけていた。

　レーヴァテインは想おもいの力で強さが定まる剣……少しでも迷いが出たら弱まってしまう。強い憎しみや愛情を抱き続けるには大きなエネルギーが必要なのだ。

「無駄な足あ搔がきはもうやめようよ？」

　アヴィは俺を煽あおるように問いかけてきた。

「僕は、まだいくらでも神紋ルーンを使うことができる。今度は、光神バルドルの太陽の神紋ルーンを使おうか？　君がようやく僕に近付けたと思ったらそれは光の作り出した虚きよ像ぞうでした、みたいながっくり感を味わってみる？」

　ちっ、これではこちらが疲労するばかりだ……。

　俺おれの力では勝てない……のか？

　俺の心に差し込むそんな疑ぎ念ねん。それほどミーミルの首をつけたアヴィには弱点が無かった。

　そもそも、この時点でも奴やつは手加減している。奴の使っている神紋ルーンは全て直接的に俺達を攻こう撃げきする類のものだけだ。もし、俺達を負かすことだけを優先するなら、慈じ愛あいの神紋ルーンで俺達を支配したり、貴き賤せんの神紋ルーンで俺達から力を奪うばうなりしてもいいはずなのに。それを敢あえてしないというのは……。

「俺を嬲なぶって楽しんでいるのか……？」

「違う。君達が自ら膝ひざを屈するよう、思い知らせるためだよ」

　アヴィは泰たい然ぜんとしたものだ。

「簡かん単たんにやっちゃったら、君達が屈くつ辱じよくを感じる暇ひまもないと思ってねー。じっくり自分達の無力さを感じさせること。それこそが僕の狙ねらいさ」

　俺達にいくらでも攻撃させて、それをことごとく無む駄だに終わらせる。俺はむざむざ相手の望み通りに行動していたわけだ。踊おどらされていた……。

　頭を巡めぐらし、俺は周囲を見る。何か良い手はないかと探るように。

　アヴィの向こう側に、肩で息するミリアの姿を捉とらえる。先程フェンリルの顎あぎ門とに食われたダメージはかなり大きいようだ。……とても戦える状態には見えない。だが……ミリアが回復したとて、アヴィを倒す術すべがあるのか？

　俺の中で無力感が広がっていくが、ぐっと力を込めて、萎なえる足を踏ふみ止まらせる。

　アヴィの思おも惑わく通りに、膝を屈してたまるものか。

　……だが、このままでは為なす術がない……。

「話を……話を聞いてください！」

　その時、声を上げたのはスーだった。スーの慈愛の神紋ルーンも、全てを無効化するミーミルの鎧よろいの前では無力なはず。そんな無力な小こ娘むすめがなにをするというのか。

「……もう君の戯ざれ言ごとは聞きたくないんだけど？」

　スーは庭園の中へ、よろめきつつ足を踏み入れる。アヴィに立ち向かうように、一歩一歩歩あゆみを進めながら、

「……お母さんは言ってました」

　胸に手を当てた。そして、大事な思い出を思い返すようにして、呟つぶやく。

「自らアールヴヘイムに残った人達のことを。その一族は誰だれに言われたからでもなく、自らアールヴヘイムに残ると決めたのだと……とても勇敢で気け高だかい人達だったと……」

「……ちっ、うるさいんだよ……今すぐ黙だまるように殺してやろうか？」

　アヴィのぞっとするほど冷たい声。だが、スーはそれに怯ひるまなかった。あの臆おく病びようでミリアの陰かげに隠れているだけのような娘むすめが、だ。

「……どうか、そんな人達のことを蔑さげすまないで、自分の一族のことを愛してください。あなたはその勇敢で気け高だかい一族の一人なんですから」

　どうしても言わなければならない。彼等の名めい誉よを守るために。

　そんな使命感がスーの言葉の端はし々ばしに垣かい間ま見みえた。その思いが、スーの心から怯きよう懦だというものを消し去ったのか。

「バカなのか？　口を開けば一いつ辺ぺん倒とうの綺き麗れい事ごとばかりじゃ、能のうが無いんだよ！　僕が一族のなにを蔑んでるっていうんだ？　僕が本当に蔑むのは君みたいな奴やつだけだ」

　アヴィが罵ののしる。だが、これは逆にスーに対して強く反応しているということ。スーの言葉にアヴィの気持ちが揺さぶられていることの表れ……。

　スーは言い続ける。

「……あなたの一族が残ると決意したのには、きっと逡しゆん巡じゆんや恐怖があったはず……それらを意志の力で乗り越えてようやく下した決断なんです。誇ほこり高い一族だったはずです」

「……ふん、僕の一族が自分の意志で残っただと？　そんな話、信じられるわけがない」

　スーはきっぱりと言った。

「信じられます。あなたを見れば……あなたと同じ一族なら、きっとそうしたんだと信じられるんです」

「な、何を言ってる？」

「あなたが滅ほろぼされたアールヴヘイムのためにどれだけ努力してきたか、自分を犠ぎ牲せいにしてきたか、見てきました。あなたはそういうことができる人なんです。そして、そういうあなたを育てたあなたの一族も、また同じく自分を犠牲にできる人達なんだって……私、信じます。あなただから、信じられるんです」

「ば、馬鹿なことを……」

　スーに押されたかのように、アヴィはたじろいだ。

「そんなわけ……そんなわけないだろ。絶対、強制されたんだ。命令されたか……そうでなければ、僕の一族だけ取り残されるわけがない」

「……あなたも……信じてあげてください。自分の一族のことを」

「そんなはずない。違う、違う……」

　アヴィは一いつ旦たん口を閉ざし、それからせせら笑う。

「残る以外に選ぶ道がなかったんだ。選せん択たく肢しはなかった……それを後からおためごかしで、名誉のために自ら残ったとか誤ご魔ま化かされたんだ。……そうだ！　……女王が僕の一族を見捨てて逃げ出した罪を誤魔化すために言ってる戯ざれ言ごとなんだよ」

　スーが萎しおれたように肩を落とす。

「どうして……どうして自分の一族の名めい誉よを信じてあげないのですか……」

「名誉だとか誤ご魔ま化かしている奴やつは汚い奴だ。その話、君の母親が言ったことだろう？」

「そうです……」

「なら、女王が自分に都合のいいように言っているに決まっている！　本当は嫌だったはずだ。死ぬんだから！　それをさも僕の一族は望んで死を選んだ、みたいに都合よく言って、見捨てた自分達の罪を軽くしようとしているに違いない！」

　と、それまで肩で息をしていたミリアが口を開いた。鋭するどい口調。

「……都合のいいように言っているのは貴き様さまの方だとなぜわからない？　貴様の一族はスルトの軍勢と戦わざるを得なかったのだと貴様が勝手に決めつけている。自分の都合のよいように決めつけているだけだ」

「は？　なにを言ってる？　僕がそう思ってるだと？」

「貴様の一族は押し付けられて戦ったのだとした方が、女王や生き残ったアールヴ族達を憎む理由ができて、貴様には都合がいいだろう？　貴様がアールヴ族を大勢殺した、その言い訳にもなるものな。自分達にスルトの軍勢を押し付けて逃げ出した憎い連中だ。殺したって構わない、と。……貴様は自分のしたことから逃げているだけだ」

　アヴィは黙だまりこむ。

　ミリアはそれから、ちょっと溜ため息混じりに付け足す。

「……それに、さっき貴様は死にたい奴なんかいないと言ったな？　それは間違いだ」

「……」

「わたしは自分の命を平気で捨てようとする奴を知っている。……世界を守るためなら死んでも構わないと思っている奴だ」

　そう言って、ミリアは俺の方を見た。

「わたしは……そんな奴等に死んでほしくはない……」

　アヴィは未いまだに沈黙している。その様子を見ていると、俺達の声がまるで聞こえていないかのようだ。だが、スーはなおも言い募つのる。

「……お母さんから聞いた、あなたの一族の話はまだあります」

　アヴィになにかを伝えようという強い意志がそこにはあった。

「アヴィさんの一族……彼等の言い遺のこした言葉も……。それは、生き残った者達には、決してスルトへの報ほう復ふくなどしないで欲しい、という言葉でした」

　それを聞いて、アヴィが身み動じろぎするのがわかった。

　スーは優しい手つきで両手を組みあわせた。祈るような格好になる。

「あなたの一族は、報復を求めていなかった……願っていたんです。……自分達だけでもう報復の連れん鎖さを止めようとして……。そんなことを言える人達はなかなかいません。でも、彼等はそれを実行したんです。……だから、私は信じます。あなたも争いの連鎖を断ち切れる人だって……」

「ふざけるなっ！」

　突然の大だい音おん声じようだった。アヴィは仁に王おう立だちになり、今にもスーに摑つかみかからんばかり。

「殺されたんだ！　……よくもそんな作り話を！　僕の一族がそんな腰抜けのはずがない！」

「で、でも、これは本当の話なんです。あなたの一族は覚悟を決めていました。仲間を生き延のびさせるためにスルトと戦う、と。だから、生き残った者は静かに幸せに暮らして欲しい、と……」

　アヴィは哄こう笑しようし、それから怒りの色も露あらわに叫さけんだ。

「……そんな、そんな言い草があるか！　そんなのは狂った平和主義だ！　やられたらやり返さなければ、いつまでもやられ続けるんだ！」

「ち、違います。戦うこと自体が悪ではなくて……何のために戦うか、が大事なんだと思います」

「平和主義の次は、また説教か。報ほう復ふくはするに決まっているだろう」

　俺おれはそこではたと思いつく。

　アヴィの一族がスルトへの報復を望んでいなかったのかどうか、確かめる手段はある。ここ、ホッドミーミルなら可能かもしれない……。そして、それを証明できればアヴィはこれまでの自分の行為が無む益えきなものだったと思うかもしれない……。自分のやってきたことが間違っていたと思い、世界を滅ほろぼす意欲を失うかもしれない……。

　つまり、これは俺達からアヴィの心へ訴うつたえかけなければならない。

　俺は二人のやりとりに割り込み、言葉を紡つむぐ。

「お前の一族は自らの死に誇ほこりを持っていた。なのに、お前が勝手に彼等の気持ちを代だい弁べんして無用な争いを起こしている……本当に、お前の一族はそんなことを求めていたのか？」

「しつこい！　死んだ者の言葉などもう聞けないのだから、その一族の生き残りである僕が彼等を代弁するのは当然だ！　それに、僕は辛つらい思いをしたんだ！　親兄弟を失い、一族を失い、当てもなく彷徨さまよった！　僕には無念を晴らす義務がある、権利がある！」

「……死んだ者の言葉を聞く方法は……ある」

　俺は確信が無かった。だが、考えたことを素直に伝える。

「お前の死んだ一族から、直接教えてもらったらどうだ？　お前の言うようにスルトへの復ふく讐しゆうを望んでいたのか、それともスーの言うようにスルトへの報復を望んでいなかったのか」

　アヴィは押し黙だまった。そして、ようやく返ってきたその口調は疑り深いものだった。

「……なにを企たくらんでる？　時間稼かせぎか？」

「確かめるのが恐ろしいのか？　もしかして、本当はお前の独ひとりよがりに過ぎなかったと知ることが……」

　アヴィは俺の言葉を遮さえぎった。

「僕の復ふく讐しゆうは正しい。それが結論だ。……もし、そうでないというなら、今すぐそれを証明してみせろ」

「いいだろう。どちらの言い分が正しいか、確かめるとしよう。だが、そのためには少し時間が必要だ。交こう渉しようする必要が……」

「やっぱり時間稼かせぎかい？　じゃ、駄目だ。でまかせだな」

　アヴィはあっさり拒否した。

「死者の言葉なんて聞けるわけがない。僕はなにも間違っていない。スルトを討うったのだって一族の皆が望んだことなんだ」

　このままでは、アヴィの心に届かない。自分が正しいと押し通すだろう。間違っているのではないか、と自らを顧かえりみることは無い。ミーミルの首をつけた無敵の状態のまま、全ての世界を滅ほろぼす戦いを始めてしまう……。

　なんとか、なんとかして死者達を呼び出さねば。冥めい府ふの女おんな主あるじヘルに話をつけることさえできたら……。

「……おいぃ！　今ぁ取り込み中だぁ……！」

「……そいつら、止めろぉ……」

　騒さわぎが起きていた。ヴィーズブラーインの中で巨人達が騒いでいる。

　そういえば、俺おれ達たちが中庭に出ている間、巨人達は誰だれもここにやってこなかった。巻き込まれるのを避さけたのか。自分達の首しゆ領りようであるアヴィが戦っているのに、薄はく情じような連中だ。

　だが、俺のそんな思いはすぐにどこかへ行ってしまう。

「……ぐぇあ！」

　巨人が一人、ヴィーズブラーインに開いた穴から吹き飛んで来たからだ。丁ちよう度ど、スーがいる辺りにゴロゴロ転がってくる。地面が揺れた。

「ひぅ……!?」

　身を竦すくませて立ち尽つくすスー。

　俺は舌打ちする。そして、駆かけだした。

「……っ！」

　俺は間かん一いつ髪ぱつで抱きかかえたスーを片手に、転がりくる巨人から身を翻ひるがえした。

　俺達の鼻先で巨人はようやく止まる。巨人はどういうわけか全身が霜しもで覆おおわれていた。

　スーは今、俺に抱きかかえられて尻しりを叩たたかれる子供みたいな恰かつ好こうだ。荷物みたいに足がぶらぶら。で、顔を赤らめ、

「あ、あの……ありがとうござい……」

　俺は礼を言われ終わる前に、スーを手放した。ひゃん、とスーは地面に這はいつくばった。

　少し離れたところにいたミリアが安あん堵どの息を吐くのが聞こえた。本当なら、こういうのはミリアの役目のはずだ。だがなぜか……体が勝手に動いてしまっていた。

　アヴィがイラついた声で叫さけぶ。

「なんだ？　邪じや魔ますればお前らも殺すぞ？」

　凍こおりついて転がる巨人の体を軽く蹴けった。

「申し訳ございません、アヴィ様。灰色マントどもがアヴィ様方に用があると押し入って参りまして……」

　壁の穴から、アールヴ族の小こ僧ぞうゲインが姿を現し、アヴィにかしこまって平へい伏ふくする。

　その脇を、音も無く、一歩ずつ歩んでくる者達がいた。

　三人。全員灰色のマントを身に纏まとい、顔はフードの奥に隠れている。

「……なんだい、君達？　僕は今忙しいんだけどなー」

　アヴィが剣けん吞のんな口調で問い質ただす。

　と、灰色マントのうちの一人、最も小柄な者が前に立った。

「……我が女おんな主あるじから、あなたへの贈おくり物ものを預かって参りました」

　その声はひどく静かだった。落ち着いた、というか起伏のない口調。なのに、聞き流すことができない存在感がある。耳を傾かたむけざるを得なくなるような声こわ色いろ。

　俺おれはその声、その女の声を聞いて、心がざわめいた。彼女の声のトーンとは裏腹に。

　……まさか……まさか……。

「贈り物ー？　ふーん？　僕がホッドミーミルを制した後、今まで挨あい拶さつにも来なかったのにどういう風の吹きまわしだい？　今いま更さら贈り物でご機嫌とり？　ニヴルヘイムの連中はここがどうなろうと我われ関かんせずじゃなかったのかなー？」

　アヴィは揶や揄ゆする。

「……私は冥めい府ふの女主ヘルの命に従うのみ。極ごつ寒かんと死者の国、ニヴルヘイムよりの贈り物をあなたに届ける……あなたの機嫌など与あずかり知らない、どうでもいいこと」

　淡たん々たんとした言葉だった。

　アヴィは気分を害したようだ。刺とげ々とげしい声で、

「おい、死人ども。口の利きき方に気をつけろ。君達がホッドミーミルにいられるのは、僕が君達のことを放っておいてやっているからなんだ。その気になれば、ホッドミーミルにいる灰色マントどもをみんな捕まえて、その魂たましいをミーミルの首の糧かてにしてやってもいいんだぞ」

「……したければそうすればいい。無に帰ることができるのを喜ぶ死者もいるだろうから……でも、私は違う」

　そして、その灰色マントは俺の方を向いた。

「……私はまだ無に帰ることはできない。私の盗ぬすまれた命をあなたから返してもらうまでは」

　その灰色マントはフードをめくった。その顔が露あらわになる。美しく白い肌はだ、アメジスト色の瞳ひとみ。それは俺の見知った顔。

「……フュアリー！　お前だったのか!?」

[image: ]

　それは血誓兄弟フオースブレーズの仲間だった少女、フュアリーに他ならなかった。氷ひよう霜そうの神紋ルーンを使うグリームニル。俺おれと共に神紋演武ルーンレゾナンスに参加し、そして皇こう帝ていとの戦いで命を落とした……。

「……お前、どうして……」

　そう言いかけた俺を、フュアリーは押し止める。

「……私たちの話は後……今の私は冥めい府ふの女おんな主あるじから、スルトへの贈おくり物ものを届ける役目を果たさなければならない」

　そう言って、フュアリーはアヴィへと向き直る。

「おい、誰だれがスルトだ？　僕はそのスルトを倒したんだぞ。贈り物？　なんだそれは？　命いのち乞ごい？　それともご機嫌取りかい？」

　アヴィが文句を垂たれつつ、ミーミルの首の下で、不敵に笑うのを感じる。

　だが、フュアリーはにこりともしない。ああ、確かにこれはフュアリーだ。

「……いいえ。あなたへの贈り物は、彼」

　フュアリーは背後に控ひかえていた残りの灰色マントの内の一人を指差した。長身で大柄だ。

「……彼がニヴルヘイムであまりにも大きな未み練れんを抱えて荒野を彷徨さまよっていたのを、冥府の女主が拾い上げたの。……未練が大きければ大きいほど、死者は極ごつ寒かんの荒野で長く彷徨い苦しみ続ける。……それを哀れに思ったのか、それとも他に意図があるのか……ヘルの御み心こころはわからないし、どうでもいいこと。ただ、彼はあなたにどうしても伝えたいことがあるそうよ」

　フュアリーが言い終わると、その長身の死者は顔を露あらわにした。瘦やせて厳しい顔つきをした男。俺の記憶にはない顔。だが、見覚えが無いわけでもない。その瞳ひとみは真っ赤で……。

「……ち、父上……」

　アヴィが喘あえいだのが聞こえた。

「……そんな……アールヴヘイムと共に焼け死んだ……父上！　僕は貴方あなたのことをひと時たりとも忘れたことは……」

「アヴィよ……」

　長身のアールヴ族は静かに呟つぶやいた。

「見違えたぞ、我が息子よ。お前と死に別れたのは随ずい分ぶんと昔だ……幼おさないお前を残して、スルトとの戦いに赴おもむいた恥ずべき父を許して欲しい……」

「なにを仰おつしやいます、父上！　許すだなどと！　父上は、いいえ、僕等の一族は被害者ではないですか！　許しを請こうのは女王や他のアールヴ族達で……」

　長身のアールヴ族の顔が歪ゆがんだ。苦く悶もんの表情。

「……ああ、違うのだ。息子よ……元はと言えば、スルトの侵攻を招いた原因は我が一族にある……我等が、女王や他のアールヴ族のための盾たてとなったのは、せめてもの罪つみ滅ほろぼしでもあったのだよ……」

「な、なんのことです!?　僕等一族は女王の無理な命令によって、死地に残された……」

「違うのだ。私達は志願して残った。女王は誰だれ一人ひとりアールヴ族を見捨てるわけにはいかないと仰られたが……我等が時間を稼かせがねば、もはや誰一人逃げ延のびられぬ。それくらい追い込まれていたのだ……」

「……そんな……」

　アヴィは絶句した。だが、すぐに気を取り直したように、

「し、しかし、父上！　ご安心ください！　スルトは既すでに僕が打ち倒しました！　父上や一族の仇かたきは取ったのです！　もうニヴルヘイムで大きな未み練れんに囚とらわれ苦しむことはありません！　どうか心安らかに……」

「ああ……ああ、アヴィよ……もしそれが真なら……駄だ目めだ、罪を重ねてはならぬ」

「は？」

「スルトに手を出してはならなかったのだ……それは罪深きこと……我等一族はその罪深きことに手を染めてしまった……アヴィよ、お前だけはせめて……」

「……スルトへの報ほう復ふくを求めないというのですか？」

「そうだ。そんなことをしてはいけなかったのだ……我等一族は誰も報復など望まない……アールヴ族が逃げ延びた先で争いなく生きてくれれば……」

「……うそだ」

　アヴィはぽつりと言った。

「……うそだ、うそだうそだ……噓うそだ！」

　すぐに激げつ昂こうして喚わめき散らしだす。

「こんな話信じられるか！　どんな神紋ルーンだ？　偽にせ物ものだろう!?　僕を騙だまそうっていうんだな！　今いま更さらそんな……そんな話があるものか！」

　光が走った。それは俺おれ達たちをかすめてすっ飛んで行き、しゅっ、という音を残した。俺は光の飛んだ方へ頭を巡めぐらす。

　長身のアールヴ族、アヴィの父の胸に光の矢が突き立っていた。

「アヴィ……我が息子よ……どうか罪を重ねることのなきよう……」

「……偽物め……！」

　そう呟つぶやくアヴィの手には、光でできた弓矢が握にぎられている。

　引き絞しぼって放つ。

　過あやまたず、光の矢はアヴィの父親の頭を貫つらぬく。

　長身のアールヴ族の頭が、ぼろり、と崩くずれ落ちた。土くれだ。その男の体は肉ではなく、冷たい土でできていた。

　アヴィが引きつった笑いを上げる。ヒステリックな甲かん高だかさ。そして、

「……は、は、はは！　やはり偽物だ！」

　狩しゆ猟りようの神紋ルーンで顕けん現げんしていた光の弓矢は既すでに消えている。

「こんな土人形で、僕を謀たばかろうとしたって無む駄だだよ！　ははっ！　死人ども！　僕を動揺させようって魂こん胆たんか？　ニヴルヘイムは僕を敵に回すことに決めたようだね？」

「……魂の入れ物としての肉体が失われていたのよ。実体を持つには土くれでもなんでも、仮かり初そめの体を作らなければならなかった……」

　フュアリーが淡たん々たんと言う。

「……あなたは間違いなく、今、自分の父親と話していたのに……父親の魂たましいと……」

「あれが、あれが僕の父上だって？　は、ははっ、馬鹿なことを！」

「……彼の魂はニヴルヘイムの荒野に戻って、より多くの苦しみを味わうことになるかもしれない……息子に許しを請こうたのに、弓矢でもって拒否されたのだから……我が女おんな主あるじは死者をより苦しめるためにここへ導みちびいたのか……」

　フュアリーが沈ちん鬱うつな口調で呟く。が、アヴィはそっぽを向いていた。

「そんな、そんなわけ……僕は一族の復ふく讐しゆうのためにこれまで生きてきたんだ。それをそんな……！　あんなのが父上のわけがない！　よしんば、父上だったとしても……もうあんなもの父でもなんでもない！　戦いを望まないなんて、復讐を望まないなんて……そんなのもう親でも一族でもなんでもないさ！」

　そう口で言いながら、アヴィは酷ひどく取り乱して見えた。

　ぶつぶつと、僕は間違っていないだの、復讐を認めるべきだだのと漏もれ聞こえる呟き。そして、はっと意識を取り戻したかのように背せ筋すじを伸ばし、

「………アールヴヘイムの再生は正しいこと……！　これはアールヴ族の誰だれもが望むべきこと……！　そうだ、これだけは誰にも否定できない！」

　アヴィはぐるうりと周囲を見回し、ひた、と止まった。獲え物ものを見つけた猛もう禽きん類るいのように、じっと視線を注いでいる。その視線の先はスーだ。

「さあ、今こそ……僕に賛同しろ、ひれ伏せ、敬え、女王の娘むすめ。アールヴヘイム再生を目指す僕の行いを認めて、僕が正しいと、僕こそがアールヴ族を導く者だと言え！　滅ほろんだ故こ郷きようを取り戻す、これだけは誰にも文句をつけられない正しい行いだ！」

　スーは震ふるえていた。アヴィに怯おびえ、怖れていた。だが、その言葉はきっぱりしたものだった。

「できません」

　さらに、ごくりと唾つばを吞のみこんで続ける。

「アールヴヘイムを再生するために他の世界を全て滅ぼすことを、アールヴの人達は望みません。ここの人達もそうだったでしょう？　……きっと、あなたのお父さんだって一族の人達だって全世界の滅びなど望まない……お願いです、どうか、どうか目を覚まして……」

　アヴィはふらついた。両手で頭を抱え、

「違う……僕はアールヴ族のためを思って……でも、これじゃあ、なんのために……」

「アヴィ様。アヴィ様は正しいのです。どうか惑まどわされずに、アヴィ様の定めた道をお行きください。僕は何があってもアヴィ様についていきますから」

　アールヴ族の小こ僧ぞうが訴うつたえかける。励はげますように。だが、アヴィは煩はん悶もんしうめき声を上げるばかりだった。

　……あのアヴィの姿は未来の俺おれの姿かもしれない。

　俺達の世界ミズガルズを守るために、俺はなんでもするつもりだった。そう、他の世界を滅ぼすことになろうとも……。俺とアヴィで、どこが違うというのだろう……？

　そんな漠ばく然ぜんとした思いを抱いていると、かしゃり、という音を耳にした。アヴィのつけているミーミルの首からだ。

　ミーミルの首の目が開いていた。疲れたような声が発せられる。

「一応警けい告こくしておいてやろう。どうせ無む駄だだがな。この男はもう駄目だ。これから神紋ルーンの力を解放して、暴発するだろう。生き残りたいならさっさと逃げろ。今からでは逃げ切れないが」

　そしてミーミルの目が閉じた。

「……小こ賢ざかしい……」

　その声はアヴィのものだった。

「……なにもしてこなかった娘が、賢しげに僕の行いを否定するのか……！　もういい……！　だったら……だったら僕が全てを導みちびく神になる！」

　アヴィの手の中に、赤い刀身の大剣が現れる。それは紅ぐ蓮れんの炎を宿し、赤々と燃えあがりだした。

「今この場で、全て燃やし尽つくしてやるよ！　はははははっ！」

「……俺おれと同じ……偽ぎ神しんの神紋ルーンか……！」

　俺と同じく、レーヴァテインを手にするとは。

　こちらからの神紋ルーンを使った攻こう撃げきは全て無効化され、直接剣で斬きりつけようとしても神紋ルーンの連続攻撃で近寄らせてくれない。この上、更さらにレーヴァテインまで手にして……。

「お前……この場でラグナロクでも始めるつもりなのか？」

　俺がそう呟つぶやいても、アヴィは哄こう笑しようするばかり。

「はははっ、はははははっ、はははっはーっ！」

　かしゃり、とミーミルの首の目が開いた。

「こいつの意思はもう無くなる。私はお前らと関わり合いになどなりたくないのに。この男の正気を保たもつよう、もっと努力しろ」

　ミーミルの首は出で来きの悪い子供を前にした指導者のように叱しつ責せきしてきた。

「……人に言うだけでなく、自分でもなんとかしたらどうだ」

　俺は毒づく。

「どうしたら、神紋ルーンを無効化するお前の力を打ち消して、アヴィを攻撃できるというんだ」

「また私に問うたな。知識の泉の番人たるこの私に。なら、応こたえよう」

　ミーミルの首の目がかしゃりと瞬またたく。

「私の力を打ち消したいのなら、私を破は壊かいすればいい。簡かん単たんなことだ。そして、私は言うだろう。私を破壊するにはこの男を倒せばいい、と。さらに私は答えよう。この男を倒したいなら、私の力を打ち消すがいい」

　ミーミルの首は疲れた声で促うながす。

「……以上だ」

　……くだらない言葉遊びか。

　と、俺は眉まゆを顰ひそめる。

　ミーミルの首の目が開いている間、アヴィは俺達を攻撃してこなかった。意識がはっきりしていないのか。ということは……試してみるか。

　俺は即座にレーヴァテインに炎を纏まとわせる。轟ごう々ごうと燃えあがらせた。

「おい、何をするつもりだ!?」

　ミリアが目ざとく俺のレーヴァテインに気付く。

「こいつには神紋ルーンは通用しないんだぞ……」

「今度は大丈夫だ」

　俺は遮さえぎった。

「ミーミルの目が開いている。アヴィの意識が揺らいでいるからだ！　今なら……奴やつの精神の綻ほころびが見えている今なら、あの防御フィールドを貫つらぬけるかもしれない！　……いくぞ、俺おれの攻撃に合わせろ！」

　叫さけびと共に、俺は炎をしならせた。

　だが、かしゃり、とミーミルの首の目が閉じる。

「……邪じや魔まなんだよ！」

　アヴィも叫び返してきた。

　アヴィの全身を俺の炎が包み込もうとする。が、アヴィは両手を前に突き出していた。炎を押し止めるかのように。

　瞬しゆん時じに、俺の炎がバラバラに弾はじけ散る。

「……ははっ！　無駄無駄無駄無駄無駄ぁぁぁ……」

　そのアヴィの顔を影が覆おおう。はっ、と察さつしたアヴィ。頭上を、ばっ、と見上げる。

　黒い影が舞まっていた。それはくるりと回転し、その勢いのまま斬ざん撃げきを繰り出した。緑刃が鈍にぶく光る。

　ミリアだった。頭上からのアヴィ急きゆう襲しゆう。

　俺の意を汲くんだミリアは、アヴィが神紋ルーンを無効化している隙すきに、神しん速そくともいえる素早さで距離を詰つめていたのだ。

「……くっ！」

　かろうじて、ミリアの一いち撃げきを避よけるアヴィ。更さらに続く連撃。そこには声も無い。空気の切り裂かれる鋭するどい音だけが、どこか緊きん迫ぱくした静けさを際きわ立だたせている。そんな刃やいばの波の中、アヴィはその身をのけぞらせ、ミリアはその分踏ふみ込んで、まるで両者は踊おどるよう。ステップを踏み違えれば首が落ちかねない死のダンス。

　だが、そんな命のやり取りの最中に、アヴィが声を上げた。ふっと余裕の見える声。

「……こういう時は、君の神紋ルーンって便利だよね？」

　アヴィの体をミリアが貫つらぬいた、かに見えた瞬間、アヴィはその姿を消している。

「海王の神紋ルーン……！」

　気付いたミリアが唸うなるように呟つぶやいた。

「君達が使えて僕に使えないわけないだろう？」

　アヴィは少し離れた場所で、霧きり状じよう態たいから実体化した。

「これで僕には直接攻撃も通用しない……！　ははは！　神紋ルーンの力も、いかなる刃も、僕を傷付けることはできないんだよ！」

　よし、今だ。奴やつが、自分の無敵さを誇ほこっている今なら……。

「ミリア、こっちへ来い！　お前の力を貸せ」

「なに？　どうする気だ？」

「……お前のグラム……その竜の鱗うろこを、俺のレーヴァテインに合わせるんだ」

　ミリアが片かた眉まゆを跳はねあげた。

「なにを言っている？　そんなことをしてなんの意味が……」

　俺おれはじっとミリアを見た。俺の意図が通じるように、力を込めて。

「今の奴やつは俺のレーヴァテインもお前のグラムも通用しない……だが、俺達の力を合わせたらどうだ？　俺のレーヴァテインをお前の竜の鱗うろこで覆おおい、神紋ルーンの力と何物をも切り裂く刃やいばを合わせるんだ。奴を倒せるとしたら、これに賭かけるしかない」

「しかし、そんなことが……それに、わたしの竜りゆう鱗りんで貴き様さまのレーヴァテインを覆ってしまったら、緑の刃のグラムを維い持じできない。わたしに攻撃手段はなくなってしまう……」

　言いかけて、ミリアの目が僅わずかに見開かれた。問いかける目。

「俺を信じろ」

　俺はミリアの言葉にではなく、目に対して、小さく頷うなずく。ミリアの目がすっと鋭するどくなった。

「……わかった、貴様に託たくす。この竜の力を」

　今なら……これなら合わせられる。それは確信だった。俺のやろうとしていることをミリアは理解し、共有している。

　……これが信頼。今、俺はミリアを信じている。心強い、背中を預けられるパートナーとして。

　俺達の話を聞いていたアヴィがそこに割り込んでくる。

「僕には何も効かないんだよ。どんな力も無む駄だだ」

「……いや、わたしにもわかる」

　俺の手に、ミリアが手を重ねていた。さわさわとミリアの手から緑のきらめきが俺の手へと移ってくる。美しい光こう沢たくのある甲こう虫ちゆうの群れのようだ。それが俺の肌はだをくすぐりながら、手から指先、そして、レーヴァテインの赤い刃へと流れていった。

「……任せるぞ」

　竜鱗を失い、ただの折れた剣へと戻った刺突剣レイピアを片手に、ミリアは俺の目を覗のぞきこむように見てきた。まだ俺達の手は重なっている。俺はその手を握にぎり、そして放した。

「ああ」

　そうして、俺のレーヴァテインは緑の刃で覆われた。しかも、膨ふくれ上がるように巨大な剣と化す。竜の鱗に覆われて、内部に炎を溜ためこんでいるといった風。

「……ここまで強化されたレーヴァテインなら、たとえなんであろうと……！」

　俺がわざと大きな声を上げると、アヴィは失笑した。

「剣が大きければいいってもんじゃあない」

「……なら、その身で確かめてみろ」

　俺は冷然と言い放つと、その巨大化した緑のレーヴァテインを構えた。

　アヴィの正面に立ち、アヴィの真ん前で告げる。俺のレーヴァテイン以外、奴の目には入らないよう突き付けて、

「一いち撃げきで、終わらせる」

「ははっ、撃うってこい。無力だと知った時、君が死ぬんだよロスト！」

　アヴィも先程自ら顕けん現げんさせたレーヴァテインを構えて見せた。

　瞬しゆん間かんの静せい寂じやく。対たい峙じする俺おれとアヴィ。その場にいるのは俺達二人だけになる。肌はだがちりちりと焦げるような緊張。呼吸が止まる。鼓こ動どうが止まる。そして、俺の中の鼓動が一拍鳴なり響ひびきかけたその時。

　うねる空気。

　分厚い空気を押しのけるようにして、俺はレーヴァテインを振るっていた。

　緑の巨大な斬ざん撃げきが弧こを描いて、アヴィの肩口から胴どうの脇までを両断する。そして、緑が弾はじけた。レーヴァテインを覆おおっていた竜の鱗うろこが剣から外はずれて、中から溜めこまれていた炎が噴き出したのだ。アヴィの体は瞬しゆん時じに炎に包まれ、燃え尽つきた。……かに見えた。が、

「残念」

　俺のすぐ脇で声がした。アヴィだ。アヴィは当然の如ごとく、その身を海王の神紋ルーンで霧きり状じようにし、斬撃を避よけていたのだ。

「それじゃあ、死ね！」

　俺の脇に実体化したアヴィは、その手の中のレーヴァテインを燃え上がらせていた。俺を攻撃するのに、霧状のままでは手が出せないということだ。そして、レーヴァテインは轟ごう々ごうと猛たけり狂い、俺めがけて放たれる……。

　と、金属と金属が軋きしり合う鈍にぶい音がして、

「……え？」

　アヴィの呆ほうけたような息が漏もれた。

「ようやく届いた」

「……な、な……に……？」

　アヴィの顔に、剣が突き立っていた。いや、ミーミルの首に、と言うべきか。

　ミーミルの首の右目の部分に短い刃やいばが刺さし込まれている。それは折れた剣だ。ミーミルの首の右目は、折れた剣が刺し込まれたせいで無理やり開いていた。

　アヴィの体から力が抜け、棒ぼう立だちの状態になる。

「ロストの攻撃は目くらましに過ぎない」

　ミリアは折れた剣をこじいれるようにしながら立っていた。

「わたしのことを貴き様さまの意識から逸そらさせるために、な」

　そして、ミリアは風に吹き上げられたかのように浮き上がる。まるで重さを感じさせない跳ちよう躍やく。その背後から、俺はレーヴァテインを振るっていた。ミリアがそうやって避けるのをわかっていた上での全力の横よこ薙なぎだ。再び竜りゆう鱗りんを纏まとったレーヴァテインで、今度こそアヴィの体を薙なぎ払った。

　ミーミルの目をこじ開けられたことで意識の混こん濁だくを起こしていたアヴィに、海王の神紋ルーンを使う術すべもない。

　重い金属がぶつかり合い、割れた音を響ひびかせる。

　アヴィの体がくの字に曲った。そして、宙を舞まう。衝しよう撃げきに回転しながら、破は砕さいされた鎧よろいを撒まき散らす。地に叩たたきつけられ、二度ほどバウンド。そして、ようやく止まった。

　俺おれは横薙ぎに払い終えたレーヴァテインを構えたまま。足を踏ふみ出し、腰を落とした姿勢のまま。そして、アヴィに告げてやる。

「俺達の、勝ちだ」

　俺一人の力じゃない。二人の力だ。

「……う……」

　地に伏したまま、アヴィが呻うめく。

「……なんで……こんな……？」

「……お前が海王の神紋ルーンを使って直接攻撃を避よけるのなら、それを使わせなければいい。お前はミリアを取るに足らない相手と判断して、意識から除外した。そこで勝敗は決まっていたんだよ」

「だまれ……」

「だから、ミリアが折れた剣を突き立てた時も、お前は海王の神紋ルーンを使おうなんて意識すらしていなかった。俺に対して勝ち誇ほこることばかりに気を取られてな。だから、届いた」

　アヴィは息も絶たえ絶えだが、しかし、笑いだした。

「……あんなもの、僕の体にまで刃やいばも届いてなかったのに……ぐ……」

　アヴィが咳せき込む。

「……なんで海王の神紋ルーンが使えなかったんだ……こいつを身につけていれば、どんな神紋ルーンだって扱える……そのはずだったのに……」

　俺は呼びかける。アヴィではない。ミーミルの首に向かって。

「おい、出てこい。右目がこじ開けられてるんだ。起きてるんだろう？」

「なにを……言って……？」

　アヴィの声があやふやになった。そして、小さく消え入る。

　すると、ミーミルの左目がかしゃりと開いた。沈ちん鬱うつな声が語りだす。

「私の目を開いたか……これでこの男が失った目を取り戻せるなら良いものを。もっとも取り戻したところで、お前等に殺されるのだから無む駄だだな」

「あ、あの……？」

　それまで頭を抱えてしゃがみ込んでいたスーが、おずおずと顔を上げ、

「これって一体……？　どうなってるんですか？」

　身に纏まとっていた鎧よろいを破は壊かいされ、神紋ルーンへの絶対防御の力を失って横たわるアヴィ。そのアヴィに向けて、怖こわ々ごわと、だが、目が離せぬ様子で視線を向けていた。

「……アヴィさんはどうしたんですか？」

「ミーミルの首の目が開いている時、アヴィは体の自由が効かなくなる。ミーミルの首の方がアヴィの体の支配権を握にぎるのだろう。……だから、無理やりミーミルの首の目を開けさせた」

「え……でも、そんなことミリアちゃんと少しも相談しなかったのに、まるで示し合わせたみたいに二人がかりで……」

　それに対して、ミリアが力強く言った。

「言葉に出さずとも、ロストの狙ねらいは目で通じた。なんの問題も無く、な」

　俺おれも信じていたとも。ミリアが絶好のタイミングで折れた剣を使ってくれることを。

　スーは目を丸くし、それから微笑ほほえんだ。

「そっか。以心伝心、ですね」

「本当はミーミルの首ごと断ち切ってやりたかったのだがな」

　ミリアはミーミルの首に折れた剣を刺さし込んだまま言った。それに対し、ミーミルの首は深い溜ため息と共に応こたえる。

「それは良い考えだ。そして、良い考えほど実行されずに先さき延のばしされる」

　俺はレーヴァテインを構え直した。

「……では、もっと悪い考えを、今すぐに実行しよう」

　アヴィの首筋の、兜かぶとと鎧の残ざん骸がいの間に隙すき間まがあった。

　俺はその首筋に赤い刀身を添そえる。そして、振りかぶった。

「え……まま待ってください!?」

　スーが慌あわてて、早口になる。

「あの、どうするつもり、なんですか？」

　俺は短く答えた。

「首を刎はねて殺す」

「な、なんで!?　もう勝負はついたじゃないですか！」

　なんでそんなびっくりしたような顔をするのか。そんな顔をされるこっちの方がびっくりだ。

「……こいつをこのままにしておいたら、悲ひ劇げきが繰り返される。だから禍か根こんをここで断つ」

　それから言い添えた。

「……それに、首に捧ささげられたアールヴ族達の魂たましいを解放するためにも、な」

　ミリアも俺と同じ意見のようだ。

「この男はこれを被かぶったままだと呪のろわれたまま、狂ったままだ。一生解放されない」

「だ、だったら、ミーミルの首を外はずせばいいだけじゃないの、ミリアちゃん。意識を失っている今の内に。殺すまではしなくても……」

　スーに言われ、ミリアは一いつ瞬しゆん考えたようだ。そして、

「……外はずせるのか？」

　と、ミーミルの首に尋たずねる。

「問われたならば答えよう。本人が外すことを強く望めばな。しかし、一度手に入れた知恵を人が手放すと思うか？　知恵を捨てることこそが最も知恵ある行為と知ってなお、人は知恵を捨てられぬものだ」

　勝手には外せない、ということか。ミーミルの首は呪のろいのかかった兜かぶとのようだ。……そして、その呪いは最も早はや、解除できないのだ。

　俺おれは言った。

「……たとえミーミルの首を外せたとしても、こいつの心は既すでに憎しみに染まりきっている。生かしたところで、また人々を殺あやめるだろう。だから、殺す。それしかない」

「そ、そんな……そんなこと……」

　スーは一いつ瞬しゆん項垂うなだれ、だが、意を決したように頭を上げた。

「きっと、そんなことないです！」

　スーはお願いをするように両手を組み合わせ、それをぎゅーっと硬かたく握り合わせていた。

「アヴィさんはずっと迷ってたんです。最初から……ずっと迷い続けてました。決して、憎しみに染まりきっているわけじゃないと思います。アールヴヘイムを再生するために他の世界を滅ほろぼすことにも迷いがありました。だから、今なら……今ならわかってくれるはずです。先程までの話でアヴィさんもわかってくれたはずなんです……他の世界を滅ぼしてまでアールヴヘイムの復活を目指すべきではないということを」

　俺はしかめ面をしてしまう。

「アヴィには他の世界を滅ぼすことへの迷いがあったというのか？　そんな素そ振ぶり、俺には全く感じられなかったがな」

　アヴィの態度を思い返してみる。何度も、全ての世界の破は壊かいとその後の再生を語っていたアヴィ。それは実に熱意に溢あふれていた。歪ゆがんだ熱意だったが。

　だが、スーは自分の意見を曲げなかった。

「アヴィさんがすぐに勝負を決めず、私達の心を折ろうとしてきたのはなぜでしょう？　それはアヴィさんが正しいと、私達の口から言わせたかったからです」

「ああ、しつこいくらいにな」

「それって、自分のやっていることに自信が無いから、だと思うんです」

　スーは視線を落とした。

「……他人から自分のやっていることを認めて欲しかった。特に、私から……アールヴ族の女王の血族という存在から認めてもらえれば、自分の行為をアールヴ族全体から認めてもらえたことになるとアヴィさんは思ったんじゃないでしょうか。だから……だから……」

「……アヴィのことを悲しんでいるのか？」

「……誰だれかに自分のやっていることは正しいと言ってもらわなければぐらついてしまう、そんなあやふやな土台の上で、アヴィさんはそれでも一いつ生しよう懸けん命めいに砂さ上じようの楼ろう閣かくを作っていたんです。いつ崩くずれるともしれない塔とうを、これで正しいんだと自分に言い聞かせて懸命に努力して高くしてきた。そして、塔は高くなればなるほど不安定さを増して、ぐらついて……必死にそれを支えようと更さらに無理をして更に取り返しのつかない犠ぎ牲せいを出した末に、全て失ってしまったんです。塔は崩壊しました……」

　スーは俺おれ達たち全員に訴うつたえかける。

「これ以上、アヴィさんを苦しませないでください。もう十分、苦しんできたはずだから……妄もう執しゆうは取り除かれ、アヴィさんは自分からミーミルの首を外はずせるようになるはずです」

　俺は意外な気持ちだ。

「……アールヴ族の血を引くお前がアヴィを庇かばうのか。仲間を殺したアヴィをお前が一番憎むのかと思っていたが」

　そして、ミリアが呟つぶやく。

「アヴィの行いは許されないことだ。多くの人を害したのは事実。罪は償つぐなわなければならない」

「ミリアちゃん……」

「だが、その償いの道を本人に選ばせるのも一つの考え方だとわたしは思う。本当にスーの言う通りだとしたら……きっとこの男は自らどう償えばいいか考えるはずだ」

　そして、遠い目をする。

「……だが、スー。それは、死ぬよりもずっと苦しい道だ。これからずっと後悔を抱えて生きていくことになるだろうから……」

　その時、不意に囁ささやかれた言葉。

「……殺さないのですか？」

　それは俺達全員の耳に届いた。悪意に満ちた声。

「ふふふ、アールヴ族どもで殺し合ってくれるものとばかり思っていたのですが……ふふ」

　その笑いの源に俺は目を向けた。

「……じゃあ、その男はもう用済みですね……壊こわれてしまったのなら捨てなければ」

　アールヴ族の小こ僧ぞう、ゲインが巨人達を周りに引きつれていた。まるで巨人達の王が如ごとく。

「なんだ、お前は？」

　その異様な雰ふん囲い気きに、俺の肌が粟あわ立だつ。こいつ、今までの小僧とは思えない。別物だ。

　俺は目を凝こらした。そして、気付く。ゲインの周囲に漂う黒い瘴しよう気きのような物。禍まが々まがしいなにか。悪意と苦痛と憎しみに満ちた何かだ。

　ゲインが手を差し伸べる。と、アヴィの体が浮かびあがった。なんだこれは？　神紋ルーンの力なのか？

「何をする気だ……？」

「ふふ……」

　ゲインの指先がアヴィを指すように伸びる。そして、閃せん光こうが周囲を圧あつした。空気が塊かたまりとなって俺おれ達たちを打つ。同時に、耳の奥を震ふるわす重い響ひびき。そして、爆散した。

「な……!?」

　黒煙に紛まぎれて、アヴィの体が落ちてくる。その身に纏まとっていた鎧よろいは、最も早はや欠片かけらも残っておらず、ミーミルの首自体も割れていた。アヴィの顔の一部が露あらわになっている。

「アヴィさん!?」

　スーが叫さけび、その体に駆かけ寄っていった。

「……貴き様さま、アヴィは自分の主あるじじゃなかったのか……」

　ミリアの言葉に、ゲインの口が三日月のようにつり上がる。

「スルトの紛まがい物ものには退場してもらいました。……次はあなた方にもご退場願いましょうか？」
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　　第四章　焼尽炎神スルト







　混乱は、この一言から始まった。

「殺しても構わないですよ、皆さん」

　ゲインは面白がっている風だった。

「そろそろ本来の目的を楽しもうじゃありませんか。……略りやく奪だつと殺さつ戮りくを」

　狒ひ々ひのような猥わい雑ざつな喚わめき声、それがヴィーズブラーインの中庭に溢あふれた。最も早はや、中庭に緑はない。踏ふみ荒らされ、巨人の群れで埋めつくされている。その居並ぶ顔は一際醜しゆう悪あくだった。

　醜みにくい巨人達──ねじくれた体の巨人。右目だけが巨大な顔。尖とがった禿はげ頭。

　片腕がゼンマイのように捩ねじれ巻きついている巨人。腹や胸に螺ら旋せんのような模様のついた紫むらさきの肌はだ。こいつはグルグル巻きがトレードマークなのか。耳は穴だらけで、それに金属の輪を幾つもぶら下げている。ぎざぎざで不ふ揃ぞろいな歯が口のあちこちから飛び出ていた。

　背に瘤こぶができて前屈みになっている巨人もいた。鉄製の巨大な槌つち鉾ほこを肩に担かつぐようにして構えている。歪いびつで、不ふ均きん衡こうだ。右肩だけが異様に盛り上がっているが左腕はひょろ長い。人の体を悪意をもっていじくったような不均衡。

　どいつもこいつもが歪ゆがんでいる、背中が曲がっている、手足が曲がっている。

　とにかく一目見るとその体のバランスがおかしくてつい魅み入いられてしまう。見てはいけない物を見てしまったような感覚。そういう人目を引く醜さというものがそこにはあった。

　そして、奴やつ等らは濁にごった眼で射い竦すくめてくる。これは邪じや眼がんの類だ。醜さのあまり目が離せなくなってしまう。

「見るな、引きこまれるぞ」

　俺おれはミリア達にそう声をかけた。

　それら巨人達の筆ひつ頭とうに立つのは潰つぶれ顔と呼ばれていた巨人だった。顔の半分が凹へこみ、潰れていたあいつだ。大剣を胸の前に捧ささげ持つようにして構えている。

「……俺の剣は戦士にしか振るわない」

　潰れ顔はミリアにそう宣言していた。

「それが女でも、剣を持つなら戦士だ。そして、俺は戦士なら殺せる」

　俺は加勢に向かおうかとしたが、もう遅かった。何人、何十人の巨人達が俺達の間に割って入り、取り囲み、威い嚇かくの叫びを上げてくる。

　こいつら、アヴィが戦っていた時は奴の近くのどこにもいなかったくせに。

　俺はレーヴァテインの炎を燃えあがらせた。

「燃え尽つきたい奴やつからかかってこい」

　もっとも、この大群の中ではかかってこなくても紅ぐ蓮れんの炎にまかれることになるだろうが。

　しかし、醜みにくい巨人達は歯を剝むき出して唸うなるばかり。怖れる様子も無く、手にした武器を振りかざして俺おれに向かってきた。

　俺は舌打ちする。どうやら、道は自分で切り開かねばならないようだ。怖れてどいてくれれば楽だったものを。

「死ねぇえぇあぁぁぁ！」

　そう叫さけんだ巨人が、ごうっ、と盛大に燃えあがる火ひ柱ばしらとなった。髪かみの焦こげるような嫌な臭においを撒まき散らして地じ団だん太だと踊おどる。

　火柱に照らされて、肌が熱い。

　炎の赤々とした光を受けて、巨人達の顔はより一層陰いん惨さんなものに見えた。炎えん熱ねつ地じ獄ごくの獄ごく卒そつどもとでもいった風ふ情ぜいだ。

「取り囲めぇえぇ！」

　そう叫んだ巨人の足を、俺は薙なぎ払い、切断した。

　そいつは炎に包まれ、転げまわる。それに巻き込まれて、小柄な巨人が転倒。その後、一緒に炎に包まれた。足を失った巨人がもがくように、その小柄な巨人に縋すがりついたせいだ。

　俺がレーヴァテインを振るうたびに悲鳴と断だん末まつ魔まが響ひびき渡る。斬きられ飛ぶ頭の上半分が燃える流星のようだ。炎に包まれながら、腹から零こぼれ落ちる内臓を後ご生しよう大事に抱えて蹲うずくまる巨人。

　耳に聞こえる響きも目に見える光景も臭いも全てが死で満ちていた。肌触りさえ死だ。

　なのに、巨人達は怒りの声を上げ、濁にごった眼を見開いて、俺に向かってくるのだ。引っ切り無しに、際限なく。

　と、俺の袖そでがくいっと引っ張られた。巨人に摑つかまれたか。と、俺は振り向きざまにレーヴァテインを一いつ閃せんさせ、

「……おっ、っと……危ないだろう」

　刃やいばをぎりぎりで止めた。

　俺の袖を引いたのは灰色マントの人影。

　フュアリーだった。

「……早くこっちへ。ここを離れなければ」

「逃げろというのか？　フュアリー、俺がこんな木で偶くの坊ぼう達相手に後おくれをとるとでも思ってるのか？」

「……ここで巨人相手に、時間を無む駄だにする必要はない」

　そう言いながら、フュアリーは突然呟つぶやく。

「……朽くちさせよ、氷ひよう霜そうの神紋ルーン。冥めい府ふの女おんな主あるじにして虜りよ囚しゆう、ヘルが嘆きを我が手に」

　周囲が凍こおりついていく。神紋ルーンの力を得るための祈りの言葉、神しん言ごんだ。

　丁ちよう度ど、フュアリーを背後から叩たたき潰つぶそうと大おお木き槌づちを振り上げていた巨人が凍こおりつく。ずるり、と手にしていた木槌が手から滑すべり落ち、凍りついていた自身を粉々に打ち壊こわしてしまった。

「……あなたはミズガルズを、世界を守りたいのではないの、ロスト？　なんのためにここにいるの？」

「……しかし……」

　俺おれは口ごもる。ミリア達をこのまま巨人の群れの中に放置して、自分達だけ去れというのか。

「……心配なの？　……その……彼女、のことが？」

　フュアリーが躊躇ためらうように尋たずねてきた。俺はそれに答えようと口を開く。そこで、声をかけられた。切迫した声。

「こっちだ！　今なら抜けられる！」

　ヴィーズブラーインの壁に開いた穴。そこから一人の灰色マントが手を振って俺達を呼んでいた。丁度、そこまで向かうのに邪じや魔まになりそうな巨人達の壁が途切れている。一いつ瞬しゆんの隙すき間ま。殺さつ到とうしてくる巨人達の間に生じた裂け目。

「……走って！」

　フュアリーが短く叫さけび、俺の手を取った。冷たい手。小さく滑なめらかな、だが冷たい手だった。それはまるで死人のようで……。

　俺は急せかされるまま、フュアリーと共に駆かけていた。

　うおっ！　などと喚わめいて巨人達が追いすがってくる。

　俺達は間かん一いつ髪ぱつ、壁の穴を潜くぐり抜けた。

「……こっちだ！　ついてきな！　こっちからは危険な臭においがしない」

　先程の灰色マントは既すでに先行していて、ヴィーズブラーイン内の廊ろう下かの先で手を振っていた。

　その灰色マントはまるでヴィーズブラーインを熟じゆく知ちしているかのように、迷いのない足取りで先を行く。俺とフュアリーはそれに遅れぬようついていくのが精いっぱい。

「どこだぁぁぁ？」

　背後から巨人達の喚き声が追ってきた。このままではいずれ追い付かれるだろう。なにしろ、

「……おい、どんどん建物の奥に入り込んでないか？」

　俺は眼つきを険けわしくしてしまう。

「このままだと袋のネズミだ」

「……大丈夫」

　傍かたわらのフュアリーがそっと囁ささやいてきた。

「……彼女はとても鼻が利きくの」

　その言葉通り、先を行く灰色マントは一瞬立ち止まり、くんくんと鼻を鳴らす。犬のようだ。そして、

「……この部屋だ。巨人の臭いがしない」

　と、廊ろう下か沿いにあった扉とびらの一つに駆かけこんでいった。そこは衣い裳しよう部べ屋やのようで、大量の衣服が吊つり下げられている。

「これでしばらくは時間が稼かせげる」

　その灰色マントは言いつつも、更さらに鼻をひくつかせているようだ。なにを嗅かぎまわっているのか、部屋のあちこちをうろつく。

「おい、お前、なにをやっているんだ？　こんなところに逃げ込んでも、いずれ見つかる……」

「黙だまってな！」

　鋭するどい一言。

「……あたしは本当なら、あんたを殺しこそすれ助けたりなんか絶対したくないんだからね。あたしをイラつかせて、あんたを死なせてもいいかなとか思わせたりするんじゃないよ、皇こう帝てい殺ごろし」

　そこへフュアリーが冷然と告げる。

「……もしロストを死なせるのなら、あなたは二度と生きた妹達に会うことはできない。それを忘れないことね、ヴァルキリー」

「……ちっ」

　その灰色マントはフードを頭からはずし、顔を露あらわにした。

「この方が鼻が利きく」
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　その赤毛の女はそう言って、再び鼻でクンクンしだした。

　俺おれは眉み間けんに皺しわを寄せる。

「……なんでお前までここに……？」

　そんなに見知った相手でもない。むしろ敵だ。一度、俺を仲間と共に襲おそってきた女。皇こう帝ていに仕えていた間かん者じやで、戦いくさ乙女おとめヴァルキリーと称されていた連中の一人。

「確か、サキ、とか言ったな」

「……気安く名を呼ぶな、皇帝殺し」

　赤毛の女は吐き捨てる。それから、嫌な臭においでも嗅かいだように顔を顰しかめた。

「くっそ……やっぱりあんたが一番嫌な臭いだ。あんたの傍そばにいると危険な臭いがする」

　俺は疑問を口にする。

「……しかし、どうやってホッドミーミルに来たんだ？　ミズガルズにあるウルズの泉は今は閉じられているはずだ。どこか他にユグドラシルの根と繫つながっている場所がミズガルズにあったのか？　いや、それよりも」

　俺はフュアリーの方を向いた。

「俺が一番聞きたいのはお前のことだ、フュアリー。お前、生きてたのか？」

「……いいえ、死んでいる。こちらのヴァルキリーと同様に、ね」

　フュアリーは淡たん々たんと自らの死を口にする。

「……私達は今、仮かり初そめの肉体を与えられているに過ぎないの……。この仮初めの体を容いれ物ものにして存在している。……既すでに魂たましいはニヴルヘイムに囚とらわれているのよ」

「……じゃあ、お前も本当は死んでいるのか？　死んでニヴルヘイムに囚われた魂を今、仮初めの体に封じて動いているとでもいうのか？」

　俺はサキを見つめる。普通に、生きているようにしか見えない。

「なぜ死んだ？　なにがあった？」

「……あんたにそんなことを教えてやる必要はないね！」

　サキは憎々しげに俺を睨にらんでくる。

「でも、結局はあんたのせいさ！　あんたが皇帝陛へい下かを殺した所せ為いで……これでもし妹達まで死んだら、あたしがあんたを殺してやる。祟たたってやるよ！」

　その言葉に、フュアリーが冷たい声を出す。

「……約束を忘れたの？　ヴァルキリー？　なんのために仮初めの肉体を手にしたのだった？」

「……」

　サキは押し黙だまった。

「……妹達を救いたいという、大きな未み練れんをあなたは抱えていた。……本来なら、その未練を抱えたままあなたはニヴルヘイムの荒野を彷徨さまよう亡もう者じやになるところ……。あなたに蘇よみがえりの機会を与えてくれたヘルの意志に従いなさい。それが済んだら……妹達を救うでもなんでも好きにして、未み練れんを断ち切るといい。でも、それまでは使命を忘れることは許されない」

「……わかったよ。あたしはあたしの仕事をやる。……だから、その皇こう帝てい殺ごろしの忌いま々いましい口を閉ざしておいてくれ。皇帝殺しが口を開くたびに、あたしは気が散って臭においを嗅かぎ取るのが難しくなるんだ」

　そして、ふん、とそっぽを向いた。それから、俺おれの方など一いつ顧こだにしない。

　俺はフュアリーに向き直った。白い肌はだに美しい瞳ひとみ。生きていた頃と何ら変わりない。これで本当に死んでいるというのか？

「なあ、お前、本当に死人だというのか？」

「……もう一度、触さわってみる？」

　フュアリーはそっと呟つぶやいた。俺は感触を思い出す。彼女のひんやりとした冷たい手……。

「……私の体は冷たい土くれ……こんな死に穢けがれたおぞましい体……」

　そう言って、僅わずかに身を遠ざけるフュアリー。俺はその手を摑つかんだ。引き寄せる。

「ロスト……!?」

　狼ろう狽ばいした声が上がる。だが、俺は意に介さない。

「お前の体が土くれだろうとなんだろうと……もう一度お前に会えて良かった」

　俺はフュアリーの瞳の奥を覗のぞきこむ。

「ずっと言いたかった。ずっと謝りたかった。お前を守れなくて、すまなかった……もう俺は二度と仲間を……お前を失いたくない」

「……ロ、ロスト……」

　たどたどしくフュアリーは俺の名を呟く。

「……で、でも、私はこんな冷たい体なの……」

「そんなの関係あるか。もう二度とお前を死なせたりしない！」

　俺の言葉に、フュアリーはつと目を逸そらした。

「……あなたの温かさが、逆に私を追い詰つめる……」

　独り言のように呟くフュアリー。

「……私はあなたを温めてあげられない……温かい血の通う肉の体……それを容いれ物ものにできれば……きっと……」

「おい？　どうしたんだ？」

　俺が強く問いかけると、フュアリーははっとしたように息を詰め、

「……別に……なんでもないわ」

「しかし、どうやって生き返ったんだ？　ニヴルヘイムから、なぜここに来た？」

　フュアリーは肩を竦すくめてみせた。

「……あなたに盗ぬすまれた命を取り返すためよ」

「どういうことだ？」

「……あなたが泣いてくれたから私は生き返ることが……いいえ、あなたが泣いた所せ為いで、私はこちらへ戻ることになったのよ。仮かり初そめの生とはいえ……。冥めい府ふの女おんな主あるじヘルの元から私の命を盗ぬすんだの、あなたは。……だから、私はあなたに盗まれた分の命を取り返さなければならない。あなたが殺したい者の名を言いなさい。私がその者の命を奪うばって、盗まれた命の代わりに女主の元へ送る……」

　俺おれはなんだか懐なつかしい。このよくわからない言い分は確かにフュアリーのものだ。だが、

「俺が泣いた？　ヘルから命を盗んだ？　なんの話だ？」

　フュアリーはまじまじと俺を見つめてきた。吸すい込まれそうなその瞳ひとみも、生きているようにしか思えない。

　と、

「……覚えていないのね。あなたがニヴルヘイムに来た時のこと……」

　俺がニヴルヘイムに行った？　その言葉に首を傾かしげてしまう。なんのことだ？

　フュアリーは、ふぅ、と小さく息を吐はき、

「……いいの。私は覚えているから……」

「すまない……俺にはわからない」

「……私がここに来たのはあなたを助け……ヘルの導みちびき、よ。あなたをここで殺させてはいけないというのが我が女主の意向。それを叶かなえるためにここに来た。ヘルはあなたにまだニヴルヘイムへ来ることを許していないようね」

　俺は更さらにわけがわからない。

「冥府の女主が俺を助けろと命じたのか？　どうして俺を？　俺はヘルになんの関係も無いのに」

　なのに、わざわざフュアリーを遣つかわせて俺を窮きゆう地ちから救わせたのか。フュアリーがアヴィの元へあのアールヴ族の男を連れて来なければ、アヴィは妄もう執しゆうに凝こり固まったままだっただろう。俺達はアヴィを倒せなかったかもしれない。俺が連れて来られればと願っていた男を、まさに連れてきてくれた。

「……ヘルにはあなたになにかさせたいことがあるということ」

　フュアリーの眼まな差ざしが暗くなる。

「……もしくは、ヘルの父であるロキの意向かもしれないわね」

　俺に神紋ルーンの力を与えたロキ。奴やつはまだ俺をなにか利用するつもりなのか。

　その時だった。

　バン、と部屋の扉が蹴け破やぶられ、巨人達が乱入してきたのは。

「いたぞぁぁぁぁっ！」

　濁にごった喚わめき声が響ひびき渡った。唾つばが飛んで、その飛沫しぶきが俺の頰ほおにかかる。ぴっ、と生温かい感触。

　巨人達は身を屈かがめ、扉を潜くぐり抜けてくる。四よつん這ばいになって入りこむ奴やつもいた。巨人達にとって、ここの扉は少々窮きゆう屈くつだ。

「ち……っ」

　俺おれはレーヴァテインを構える。フュアリーを背にして。と、フュアリーは俺を遮しや蔽へいに使い、衣い装しよう棚だなの奥に隠れたようだ。気配が完全に消える。なにかする気か？

　しかし、やはり時間の問題だったか。虱しらみ潰つぶしにヴィーズブラーイン内を捜そう索さくされれば、いずれ見つかってしまうのは明らかなこと。

　俺は一人、巨人達と対たい峙じした。フュアリー達が見つからないように、俺が注意を引きつけねば。そう思っていると、

「……やっと見つけましたよ」

　巨人達に守られて、アールヴ族の少年が姿を現した。

「そろそろ逃げ回るのも飽あきた頃じゃないですか？　私は飽きました。追いかけるのはね」

　ゲインは俺を楽しげに見つめてくる。

「あなたに逃げ場はありません。どこにもです」

「……お前、どういうつもりだ？」

「なんのことでしょう？」

　俺の問いに首を傾かしげて見せるゲイン。

「お前……スルトの奴ど隷れいだったのをアヴィの奴に救われたとか言っていたくせに、アヴィが倒れたら見捨てるのか。あいつはもういらない、とか言ってたな。お前は恥知らずな小こ僧ぞうだ」

　俺の言葉に、ゲインは笑いだす。

「あははは！　そう、そうですか！」

　実に朗ほがらかだ。

「私の演技はそこまで真しんに迫っていましたか？　ふふ、ふ。なら、今度生まれ変わった世界では役者になるのもいいかもしれませんね。私があの男に感謝していたとかスルトの奴隷だったなど、全て空そら事ごとです」

　あのしおらしい態度は芝しば居いだったのか？　偽いつわりをもってアヴィに仕えていた、と……？

「……お前は何者なんだ？　もしかして、スルトは……」

　こいつは確か、アヴィのことを最後にスルトの紛まがい物ものと呼んでいた。では、本物は？

「……アヴィに倒されたというスルトは、実は生きているのか？」

　だが、ゲインはそんな俺の考えを否定する。

「ああ、あのアールヴ族の男が殺したスルトはちゃんと死んでいますよ」

　そして、にっこり笑う。

「あの、外そと面づらだけ立派な影かげ武む者しやのスルトはね」

「……なに？」

「ふふ、ふ。あのアールヴ族の男、影武者の巨人をスルト本人と思い込んで、それを殺して得意満面でしたからね。私達は笑いだすのを堪こらえるのに必死でした。ねえ、そうでしょう、皆さん？」

　うわっはあっはあっ！　ゲインの周りの巨人達が思いだしたかのように笑いだす。

「その道どう化け振ぶりがあまりに面白かったので、私達は彼に合わせることにしました。スルトを倒した自分にひれ伏す巨人達……よっぽどそれが気に入ったんでしょうかね？　私や巨人達の忠誠を疑いもせず、鼻高々でした。そして、失われたアールヴヘイムを取り戻す方法を囁ささやいてやったら、まんまとそれに引っかかって……あははは！」

　ゲインはまた声を出して笑う。

「気持ちいいくらい私の掌てのひらの上で踊おどってくれましたよ。同族のアールヴ族達同士で殺し合いをして見せてくれました。本当に、アールヴ族という連中の下げ劣れつさや愚おろかさを目の前で見せてくれて大変楽しい時を過ごさせてもらいましたとも」

　アヴィは踊らされていたというのか。本当のスルトが生きていることも知らず、有う頂ちよう天てんになっているのを笑われていた……。なんとも底意地の悪い所しよ業ぎように、俺おれはイラつく。

「……なら、俺のやるべきことはまだ残っていたわけだな」

「はい？」

　ゲインが首を傾かしげる。

「俺がスルトを殺す。言え。スルトはどこだ？　言えば、命だけは助けてやる」

　それを聞いて、ゲインは楽しげに笑う。

「本当に？〝僕達〟の命だけは助けてくださいますか？」

　周りの巨人達も口くち許もとを歪ゆがめて笑いのような物を浮かべていた。ニヤニヤと互いの顔を見合わせ、俺の顔を窺うかがう様子。まったく気にくわない連中だ。

　ゲインは大おお仰ぎように頭を振って見せた。

「では、約束です。どうか、命だけはお助けください。スルトの居場所を話しましょう。おお、これを明かしたら僕はスルトに殺されてしまうかもしれません。けれども、レーヴァテインを持つ古ふる強つわ兵ものであるあなただからこそお話しするのです。どうかスルトを討うち果たしくださいますよう……」

「……いいから、さっさと話せ」

「スルトはここにいます」

　ゲインは親指で自分を指し示す。

「……なに？」

「あなたの目の前にいる〝私〟ですよ。私がスルトなんです。さあ、言いましたよ。命は助けてくださいますよね？　ところであなた、なにをするのでしたっけ？　ええと、確かスルトを殺すんでしたか？」

　俺おれは険けわしい目でゲインを睨にらんだ。

「お前みたいな小こ僧ぞうがスルトだと……？」

「控ひかえよ」

　突然、ゲインから厳おごそかな声が上がる。

「私はこう見えても、あなたより幾いく年とせもの年月を重ねている」

　同時に、周りの巨人達が一斉に跪ひざまずいた。それまで野や獣じゆうのようだった連中が、一いつ糸し乱みだれぬ規き律りつを見せたのだ。まさに王に率ひきいられた軍勢そのもの。

　今のゲインは少女のような美しさの中に、確かに威厳を放っていた。傲ごう岸がんと立っている。周りの者達が膝ひざを屈し、頭こうべを垂れるのを自然に受け止めている。

「…………アヴィの腰こし巾ぎん着ちやくの副官だとばかり思っていたが」

　俺は呟つぶやく。と、ゲインはそれに応えた。

「面白かったですよ。あの男の傍そばで、彼をいいように操あやつるのは」

　と、ゲインは威厳ある表情を改め、再び笑いだした。

「ふふ。そもそも、あのアールヴ族の男はおもちゃに過ぎません。ミーミルの首を身につけるなどという愚おろかな真似をしたあのアールヴ族は、既すでに自分を見失っていたのです。そして、私はそういうおもちゃが大好きでしてね。自分がなにをしたかったのかさえ見失ったようなおもちゃをコントロールして非ひ道どうを行わせ、後悔の海にほうりこんだ後、破は滅めつさせる。その無ぶ様ざまな様を見るのは、私にとってなによりの喜びとなります」

「……なるほど」

　俺は納得した。

「お前は下げ衆す野や郎ろうだ。今までに見てきた下衆野郎と同じ臭においがする」

「そうですか、ふふ」

　ゲインは声を荒げることも無く、ふふふ、と笑う。

「あなた達がホッドミーミルに姿を現した時、いよいよ私のおもちゃに破滅というクライマックスが来たのだと期待しました。きっとあなた達の手により、私のおもちゃは絶望と後悔にのたうちまわりながら、最後には止めを刺されるのだと。……なのに、あの結末はなんです？」

　ゲインはそこで初めて不快そうに顔をしかめた。

「まったく……なぜあのアールヴ族の男を殺さなかったのですか？　画が竜りよう点てん睛せいを欠くというものです。あのアールヴ族の血を引く娘むすめが、憎しみに駆かられてあの男を殺してくれたら最高の喜びだったものを」

　そこで、ゲインは額に手を当て、首を横に振る。

「まあ、もう言わないでおきます。いずれにせよ、おもちゃは壊こわれてしまいました。壊れたおもちゃはもういらない。廃はい人じんとなっては仕方がありません。いよいよ遊びの時間は終わったのです」

「悪あく趣しゆ味みな遊びが終わって、お前はどうするんだ。ガキらしく家に帰ってミルクでも飲むのか」

「当初の予定通りですよ」

　ゲインは笑う。

「人間達の世界、ミズガルズを滅ほろぼすため巨人達を送り込むのです。ありがとうございます。あなたが大たい神しんオーディンの力を弱めてくれたおかげです。船を使って直接乗り込むことができるようになりました。いずれはその他の世界、アースガルズやヴァナヘイムにも攻め込むことになるでしょう。今回のミズガルズ侵攻はその良い演習にもなります」

「……お前がスルトだというなら……お前がアールヴヘイムを滅ぼしたのだな？」

「ええ。私です。疑いなく」

　ゲインは鷹おう揚ように頷うなずいてみせた。

「同じアールヴ族なのに、なぜだ？　なぜアールヴ族のお前がアールヴヘイムを滅ぼす？」

「人間だって、自分達の世界を滅ぼすでしょう？　別に私の生まれた世界だからといって、そこを滅ぼさないなどと考える必然性はありませんよ。特に、その生まれた世界が私を裏切ったのなら、むしろ滅ぼすことこそが大きな喜びとなります」

　ゲインの表情は明るい。気持ちが悪いくらいに。

「……お前とアールヴヘイムになにがあったというのだ？　先程から感じていたことだが、なぜそこまでアールヴ族を憎む？」

「なあに、実に個人的なことですよ。聞きたいですか？」

　ゲインは俺おれに問いかけてきた。

「アールヴ族がどれほど下げ劣れつな種族であるか、あなたにもわかるようにお話ししてあげましょう」

「確かに俺の知っているアールヴ族はお前を筆ひつ頭とうにして下劣な奴が多い。が、だからといってアールヴ族全部がそうだとは思わない」

「ふふ、それは原げん初しよのアールヴ族を知らぬから言えること。アールヴ族は最初から下劣な種族でした。その祖が穢けがれていれば、その子し子し孫そん孫そんまで恥ずべき血は繫つながっているのです。これ以上穢れた血を広めぬためにもアールヴ族は一人残らず駆く除じよされねばなりません。この世から消えさるべき恥ずべき種族なのですから」

　ゲインは笑いながら、憎悪を垂たれる。

「原初のアールヴ族が穢れていた？　まるで見てきたようなことを言うな」

「ええ。その通りです。見てきたんですよ全て！　私は原初のアールヴ族の初代女王の弟にあたります」

「……それは冗談のつもりか？　原初のアールヴ族とやらが生きていたのは何年前の話だ？」

「そのことを理解してもらうために、私の過去を少し開示いたしましょう。昔、ちょっとした事故があったのです」

　ゲインは痛ましそうに顔を伏せる。

「私がまだ未み熟じゆくだった頃の話です。私はとある禁きん術じゆつに触ふれてしまったのです。それがいかなる作用を及ぼしたのか、私には遂ついに理解できませんでしたが、それ以来、私は年を取らなくなってしまいました。それどころか、アールヴ族としても異常に長い時の中で生きることとなったのです」

「禁術だと？　なにに手を出していたんだ、お前は」

「……レーギャルンの箱ですよ」

　そういうゲインの表情は摑つかみどころがない。悔くいているのか、怒っているのか。

「私はレーギャルンの箱こそが世界を救うと信じていました。ラグナロクによって全ての世界を灰かい燼じんと帰きすとされる炎の長おさスルト。あの神をレーギャルンの箱に封じてしまえば、最も早はやラグナロクによって世界が滅ほろぼされることは無くなります」

　俺おれはおかしなことを耳にして、しかめ面になる。

「スルトを封じる？　お前がスルトだろうが」

「私が最初からスルトだったとお思いで？　スルトには後からなったのですよ。いや、ならざるを得ませんでした」

「……スルトになった、だと？　では、元は別のスルトがいたのか？　なら、そのスルトはどうなったのだ」

「そのようなものはおりませんでした。古いにしえの神話に名があるばかりで、実体は無かったのです。私がスルトになるまでは。私はいずれ現れるであろうスルトの脅きよう威いを取り除くために禁術レーギャルンの箱に手を出し、その結果、私こそがスルトになってしまったのです。愚おろかな話でしょう？　私はアールヴ族の愚かな小こ僧ぞうでした。しかし、私をスルトにしたのもまたアールヴ族だったのですから、アールヴ族全体が愚かで救い難い種族だとわかるというものです」

　俺は混乱する。

「どういうことだ？　前のスルトを殺して成り代わったわけではないのか？　ならば、それでどうして自分がスルトになったと言える？　……そもそも、スルトとはなんなのだ？」

「現状の世界を滅ほろぼし、新たな世界を創造することを望む者。神々を滅ぼし、世界を滅ぼし、新たな世界を築こうとする者、それは皆、炎の長スルトの名を冠かんされるのです。そう、誰だれもがスルトになる可能性があるのです」

　俺はミーミルの首がほざいていたことを思い出す。あの首もこいつと同じようなことを言っていた……。

　俺は考えを振り払うように首を振り、それからゲインを睨にらみつけた。

「……お前は最初は世界を救う気でいた……そう言いたいのはわかった。だが、お前は最初から間違っているではないか。レーギャルンの箱にスルトを封じれば世界は滅ぼされずに済む、だと？　しかし、レーギャルンの箱を開いてその中になにかを封印しようとするなら、まず全ての世界を滅ほろぼして箱の鍵かぎを開けなくてはならない。……お前のやろうとしたことは矛む盾じゆんしている」

「最初はそのような鍵がかけられていることなど知らなかったのです。世界を一つ滅ぼすことで一つずつ開く九つの鍵がかけられているなどというカラクリはね。ただ、それを知っていたところでレーギャルンの箱に手を出すのを止めたりはしなかったでしょう。私が注目したのはレーギャルンの箱に施ほどこされた封印術にありました。別にレーギャルンの箱を使わなくとも、それに施されている魔ま術じゆつ──何物をも封じる力──さえ習得できればよかったのですから」

　ゲインは再びふふふと笑う。

「私は密ひそかにレーギャルンの箱を探し求め、遂ついにそれを我が物とすることに成功しました。あとはレーギャルンの箱から封印の技の真しん髄ずいを探りだすだけだったのです。そうすれば、私達はいつか来るとされるラグナロクに怯おびえることなく、心安らかに日々を送ることができるようになったはずなのです。けれど、私の周りには心小さき者達が多過ぎた。心小さき者達はただの影にさえ怯えるもの。彼等は、すなわち私の同どう胞ほうであるアールヴ族達は口々に私を責め立てました。レーギャルンの箱は世界を滅めつ亡ぼうに導みちびく禁術と言われている、と。そのような正体不明の力に手を出すべきではない、と私の真意も知らず好き勝手なことを言ったものです」

　だが、俺おれにはアールヴ族達の気持ちもわかる気がした。

「……世界の滅亡に関わる禁術と言われるレーギャルンの箱。そんなものを誰だれかが手に入れたら、人は思うに決まっている。そいつはそれをなにに使うのだろう、とな。お前を疑う者がいたとしても不思議はない。……そういう疑いの目を向けられることも覚悟の上でレーギャルンの箱を、力を欲したのではないのか？」

「それこそ心小さき者の考え方です。自分なら強い力を手に入れたらこうする、という考えを他人にも当てはめて、そんなことをされてはたまらない、と怯おびえ吠ほえたてる。自らの心が貧しいからこその被ひ害がい妄もう想そうです。私がどのような思いでレーギャルンの箱を手に入れたか、知りもしないし知ろうとも思わない。ただただ、彼等は自分達が抱いた恐怖の幻影に怯え、その怯えを解消するために私を排除しようとしました」

　ゲインの眼差しは遠くを見るようだった。

「……レーギャルンの箱を手に入れるために、私は多くのものを犠ぎ牲せいにしました。それも全て、世界の安あん寧ねいのため。皆の……皆の喜ぶ顔が見たかっただけなのです」

　その時のゲインの顔は誠実そのものに見えた。だが、次の瞬しゆん間かん表情は一変する。

　すっ、と冷たい目に切り替わり、平へい板ばんな口調で淡々と、

「なのに、彼等は口汚く私を罵ののしりました。堕だ落らく者しやだと、力に溺おぼれた者だと……私が私欲で、姉あね君ぎみの地位を簒さん奪だつするためにレーギャルンの箱に手を出したなどと悪意に満ちた憶おく測そくを流しました」

　俺おれはその起き伏ふくのない話し方に、逆に激情を感じる。こいつは抑おさえこんでいる。ふつふつとした怒りを冷静の仮面の下に抑えこみ、今も煮にえたぎらせているのだ。

　ゲインは話を続けた。

「そのような憶測を流した一族こそが、そもそも姉君の権勢を削そごうと画策する者達だったというのに。けれど、姉君も姉君でした。彼等の言葉に信しんを置き、私には会おうともしてくれません。私の真意を聞いてくださることも無く、私が最も打ちひしがれていた時に手を差し伸べてもくれませんでした」

「……姉君……アールヴ族の女王か。お前は姉をも憎んでいるのだな」

「憎む？　いいえ、私はアヴィとは違います。絶望しているだけです。アールヴ族という種そのものに。姉君はなにも知らぬのに知ったようなことを仰おつしやられた。世界の滅ほろびと関わっているレーギャルンの箱はあまりに危険過ぎると。それは手に触ふれてはならぬものだというのです。なんという愚おろかな女王でしょう」

　ゲインは肩を竦すくめてみせた。

「レーギャルンの箱は世界を危機に陥おとしいれる禁断の力だとか……。確かに、私はその研究の途中で先ほど申し上げたように事故を起こしました。私がこのような体に成り果てた事故です。危険なことはわかっていましたし、その被害ならば甘んじて受ける覚悟もありました。ですから、それは些さ細さいな犠ぎ牲せいに過ぎません。なのに、心小さき者達はその程度にも我慢ならなかったのです。レーギャルンの箱による被害はもっと多くの者に及ぶのではないか。そう考えた彼等は、箱を危険だと怖れました。新たな知識を禁きん術じゆつとしてタブー視しました。私を破は滅めつをもたらす者、穢けがれた者として忌いみ嫌いました」

「……実際に、お前のその研究で被害を受けた者がいれば、そう考えるのも不思議なことではないだろう」

　俺の言葉に、ゲインは笑いながら首を振る。

「このような体に成り果てたのは私一人だけです。被害は私一人で食い止められたし、私はその結果も甘んじて受け入れました。なのに、なんの被害も受けなかった者達が、その心小ささ故に私を極ごく悪あく人にんとして口を極めて罵ののしるのです。そうなると不思議なものでしてね」

　ゲインは俺を見て、問いかけるように小首を傾かしげて見せる。

「仲の良かった者や一族も私と関わるのを恐れて避さけました。私の姉である女王も私の味方にはなりませんでした。友や肉親の情じようなどというものは、他人の目によって容た易やすく解消される程度のものでしかないようです。他の大勢の者が私のことを悪く言っているから友人を止める、肉親の縁えんを切る、間違っているのは私の方だと決めつける。ふふ、アールヴ族というのは本当に度どし難がたいものです」

「……なんだ？　友や肉親に見捨てられたから、寂さびしい悲しいと泣きだすつもりか？」

「ふふ、ふ。あなたのそういう人を寄せ付けまいとする態度、私は嫌いではありません。あなたはここまで聞いたのです。最後まで聞いてもあなたが無む駄だにする時間はそれほど変わらないでしょう？　それから私の身になにが起こったか、教えてあげます」

　俺おれは気付かれないように眼を配る。フュアリーとサキの姿は見えないままだ。吊つられて大量に並んでいる衣服の陰かげに潜ひそんでいるのだろう。あいつらがなにかをしでかすまで、俺は少しでも時間を稼かせいだ方が良い。そう判断した。

「……いいだろう、話してみろ」

「お許しくださりありがとうございます。ふふ。私の身に次に起こったこと、それはアールヴ族における裁判でした。アールヴ族のある一族が私を訴うつたえ、弾だん劾がいしたのです。私がレーギャルンの箱を研究することによって、アールヴヘイムに滅ほろびが訪れている、と」

　ゲインの話している最中、巨人達はピタリと口を閉じ、彫ちよう像ぞうのように不動だった。それは忠誠心の表れか、それとも意志無き人形だからなのか。

　ゲインは巨人達などいないかのように言葉を続ける。

「多くのアールヴ族が証言しました。私の研究によって傷付いた、実験台にされて子供を失った、気が触ふれている、奇行が目に余る、姉君への歪ゆがんだ愛情を抱いている人にん非ぴ人にん、畜ちく生しようのような欲望を抱いている、子供じみた自己愛の権ごん化げ、自立できないでいる依存者、まだ他にも多々言われたものです。全て、私を傷付け貶おとしめるための策略でした。彼等はあることないことを針しん小しよう棒ぼう大だいに言い募つのり、私にレッテルを貼はり続けました。私こそが悪の元げん凶きようである、と。私に会ったことも無い者達が、自分達の娘むすめを目の前で生いけ贄にえに捧ささげられたなどと口にしたものです」

　ゲインは首を振る。

「私が一体彼等になにをしたのでしょう。レーギャルンの箱の力を解き明かすことで、彼等になにか害を与えたのでしょうか？　ですが、彼等はただ自分達に理解できない物を気持ちが悪いという理由だけで追いやるのを是ぜとする人々だったのです。まさに心小さき者達でした。彼等は皆、大勢の中に隠れて嘲あざ笑わらい、石を投げ、悪意を曝さらけ出すのです」

　フュアリーとサキは衣服の中に隠れて企たくらんでいるがな、と俺は心の中で思う。

　そんな俺の心の内などゲインにはわかるはずもない。途切れることなく、話は続く。

「私の言葉は大勢から浴びせられる悪あつ口こう雑ぞう言ごんによってかき消され、誰だれも私の言い分を聞こうとはしませんでした。いいえ、中には聞こうとした者もいましたが、他の大勢に白はく眼がん視しされると皆掌てのひらを返し、あるいは素知らぬ顔をして私などそこにいないかのように振る舞い始めたのです。私への非難が不当なものだと知っていたはずなのに、自分に害が及ぶのを怖れて口を閉ざしたのです。正しさや真実を放ほう棄きし、強い力に迎げい合ごうする。アールヴ族がそういう種族なのだとしたら、私もそれに従うべきだとは思いませんか？　こうして、私も道義や良心を捨て、アールヴ族の本質のままに生きることとしたのです」

「……それで、民会におけるお前の裁判の結果はどうなったんだ？」

「永久追放刑となりました。私は何の落ち度もないのに、故こ郷きようを追われたのです」

「……アールヴヘイムというのは随ずい分ぶんとぬるいところなんだな。追放されただけか？　それほど嫌われていたなら、お前は処刑されてもおかしくないだろうに」

「あなたはアールヴ族の追放刑がどのようなものか理解していないようです。追放刑は年限の区切られたものと永久追放の二つに分かれますが、どちらも過か酷こくなものであることに変わりはありません。それまでの権利は全て剝はぎ取られ、仲間だった者は追放者を庇かばうこと、助けることは許されません。逆に誰だれであろうと追放者を殺しても罪には問われないのです。追放者はアールヴヘイムに身の置き所無く、流りゆう離り人にんとなるかのたれ死ぬかしかありません。裁判が終わった時点で、群衆から集団でリンチを受けても不思議はありませんでした。誰からも認められず、人として扱われず、迫はく害がいの対象でしかない。それが永久に続くのです。……しかも、私は普通のアールヴ族よりも遥はるかに長い期間その責め苦を受け続けねばなりませんでした。あなたたちが想像できないほど実に長い期間です」

　そこで、ゲインは晴れ晴れとした表情を見せた。

「事ここに至って、ようやく私は理解したのです。私は皆のために、世界を守るために、この身を犠ぎ牲せいにして研究をしていました。けれど、世界の方でそれを拒絶した。つまり、世界は救われることを望んではいないのだ、と。世界は守るに値あたいしないものだったのです」

　俺を見るその赤い瞳ひとみは透とう徹てつとして澄すんでいる。狂人の清らかさだ。

「こうして、私こそがスルトとなったのです。アールヴ族に対する深い絶望を抱えた私に、神紋ルーンの神々は力を与えました。私はその力を使って、神紋ルーンの神々を滅ほろぼしましょう。このような守る価値なき世界を生みだした神々を。……私をこのようなスルトにしたのはアールヴ族です。私をアールヴヘイムから追放し私の心を絶望でいっぱいにしたアールヴ族こそがスルトの生みの親と言えるのです。その報むくいとして、アールヴ族が滅ぶのは当然だとは思いませんか？」

　俺おれは思わず、唇を舐なめて言葉を探していた。躊躇ためらいがちに言う。

「……お前は……なにをする？　なにをしたら満足だ？」

　ゲインの控ひかえめな笑み。

「私の望むこと。それは、このような守るべき価値のない、世界そのものを封印することです。アヴィはやはりその器うつわではありませんでした。滅ぼすことばかりを考えていた。ふふ、それにしてもおかしいですね。最初はスルトを封じるためにその力を求めていたはずでしたのに、まったく逆のことを今はしているわけです。ふふ。どうです？　私のこの愚おろかさ……アールヴ族の血の愚かさがあなた達でもわかるでしょう？」

「……お前は自ら愚かな行動に走り、それをもってアールヴ族が愚かだと吹ふい聴ちようしたいのか。アールヴ族の名を穢けがすために、わざと愚かなことをしているのか。……なるほど、アールヴの人達がお前に下した評価は正しい。お前のやっていることは子供の腹いせだ」

「ええ、このような見た目ですし、子供じみているのも当然でしょう？　私がレーギャルンの箱の力に取りつかれてしまったのも、アールヴの血の愚かさ故。アールヴ族という下げ劣れつな種族に生まれついてしまったがための仕方のないことと言えるでしょう」

　ゲインの口調や表情に淀よどみはない。開き直りと捉とらえるべきか、それとも俺おれがしたような挑ちよう発はつなど既すでに聞き飽あきたものだからか。

「私は永久追放とされたのちもレーギャルンの箱を調べ続けました。世界を救うのとは逆の目的に使うために。そうして、ようやくレーギャルンの箱にある九つの錠じようとその錠を解く鍵かぎについて知ったのです。錠を開けるためには一度世界を滅ほろぼさねばならず、その後世界は新たなものとして蘇よみがえると。それは私にとって新たな喜びをもたらしました。この守る価値無き世界を、今度は守る価値のある世界に作り変えることができると知ったのですから。そして、まずは最も堕だ落らくして愚おろかな世界、アールヴヘイムを滅ぼしました。ふふ、私が、つまりアールヴヘイムに攻め込んだスルトが、追放された原げん初しよのアールヴ族の王族であることを知ったアールヴ族達は動揺しました。自分達の祖先の行いが、私をスルトにしてしまったことを深く恥じたようです。そのためでしょうか。彼等は、同族として、話し合いや和解を持ちかけてきました。ふふ、そんなことは今いま更さら無益だというのに。それでどうにかなると思っていたのなら、やはりアールヴ族は愚かな種族と言わざるを得ませんね」

　俺はアヴィの話を思い出す。アールヴ族達はスルトと戦おうとせず、話し合いでなんとかしようとしていた、と……。

　それはつまり、スルトの正体を知って、そこまで追いつめてしまったことへの贖しよく罪ざいの意識からだったのか？　石をもって追放した者が絶望と憎しみに駆かられて舞まい戻ってきたことへの罪の意識があったからなのではないか。それも祖先の犯した原げん罪ざいだ。スルトと戦うことに後ろめたさや恥の感情があったのかもしれない。だからこそ、アールヴ族達は奇妙なほど戦うことに消極的だったのでは……。

　しかし、過去の祖先がなにをしていようとも、今現在を生きる自分達や子供達に危険が迫ったら、普通は抵てい抗こうするものではないのか。恥の感情とか贖罪の気持ちとか、そんなものは吹っ飛んでしまうのではないか。俺が妹や家族のことで怒りと絶望に囚とらわれたように、普通なら激情に駆られるはずだ。アールヴ族という種族は俺達人間とそこが違うのだろうか。

　俺は感かん慨がいに耽ふけりつつ、ゲインの言葉に耳を傾かたむけ続ける。

「……そして、私はアールヴヘイムで怨おん敵てきともいうべき者達を討うち滅ぼしました。私を誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようし追い落とした一族、私を永久追放刑に処すことを求めた一族の末まつ裔えいが立ちはだかったのです。彼らだけが私の前に敵として姿を現しました。他の連中は逃げるばかりだったというのに、彼等恥知らずの一族だけが立ち向かってきました。きっと、私の報ほう復ふくを恐れて破れかぶれだったのでしょう。彼等がなんの勝算も無く、ただ無む為いに命を落として行く様を見るのは私の大きな喜びとなりました。それが楽しくて、少しばかり遊びが過ぎてしまいましたが。彼等アールヴの恥知らずの一族にかまけている間に他の多くのアールヴ族達を取り逃がしてしまったのは少々残念でしたね」

「……それは……」

　俺おれは理解する。アヴィの一族こそが、ゲインを貶おとしめた一族の子孫だったのだ。そして、ゲインがスルトとしてアールヴヘイムを滅ほろぼしに来たことを知り、この災さい禍かを招いた責任を取るために盾たてとなったのだ。スルトであるゲインが自分達一族への報ほう復ふくに気を取られ、他のアールヴ族達にまで手を出さなくなることも計算して、無む謀ぼうな戦いを挑んだのだろう。

　アヴィの父親がスルトへの報復などを求めない、と言ったのはこの所せ為いか。彼は恥じていたのだ。それどころか、ゲインに同情的ですらあったのかもしれない……。

「……お前も彼等の真意を知ったなら、少しは違う結末を迎えられたのかもしれないのにな」

　俺は呟つぶやいた。

　だが、ゲインにその呟きは届かなかったようだ。

「……さて、こうしてアールヴヘイムを滅ぼして錠じようの一つを解除したまでは良かったのですが、さすがにアースガルズやヴァナヘイムといった神々のいる世界は中々攻め込めませんで。私としてはより多くの力が必要となっていました。そのためにあらゆる世界から私の元へ力が集まるように働きかけました。スルトの代理人として私のもとへと集うよう、お告げや予言を出しました。そうして集まった選よりすぐりの者達の魂たましいを私の力にしたかったのです。各世界でスルトへの恐怖を広め、信者を作り出し、それに引き寄せられる情報や力持つ者を私の糧かてとする、そのようなことを考えていました」

　そして、ゲインはふふふと笑う。

「……そう考えると、大たい神しんオーディンは実に良い働きをしてくれたと言えるでしょう。彼はミズガルズにあるウルズの泉を封印し、彼なりに世界を守るつもりでした。けれどそこは、逆に力ある者しか通ることができない入り口となってしまったのです。私のためにわざわざ選別用の門を作ってくれたようなもの……。そして、あなたはその入り口を開き、のこのこと私の前にまでやってきてくれました。……ふふ、後は私があなたの力を糧とするだけです。ようこそ、スルトの御ご前ぜんに」

　そういってゲインは両手を広げた。俺を迎え入れるように。そして呟く。

「啄ついばめ、青きくちばし持つ鷲わしよ。貪どん欲よくのフレスヴェルグは貪むさぼり食らうものなれば」

　俺は強い衝しよう動どうに襲おそわれる。このままゲインの懐ふところに飛び込みたいという衝動だ。

　ゲインの赤い目が怪あやしく光っている。俺はそれに目を吸い寄せられたまま、思った。

　なにが起きているのだ？

　俺は踏ふみ止まろうと必死だ。

　もしかして、これは……。

　俺は思い当たる。

　これはスーの使う慈じ愛あいの神紋ルーンに近い。アールヴ族の王族ゆえに、ゲインもまた慈愛の神紋ルーンを使えるというのか。しかし、なにかが違う。スーのように力を発はつ揮きする際に胸が光ることもなかった。今光っているのは奴やつの目……。

「私の神紋ルーンは『貪どん欲よくの神紋ルーン』」

　ゲインは微笑ほほえみながら言った。

「他者の魂たましいを食らい、使し役えきできる神紋ルーンです。私は鷲わしの姿をした貪欲を司つかさどる巨人フレスヴェルグの恩おん寵ちようを受けておりますゆえに。しかも、私に魂を貪られることについては、抗あらがうのにいささか困難が伴います。私の神紋ルーンに影響された者は、自ら私に魂を捧ささげたいと欲するようになるのです。……ふふ、ふ。そして、私の言葉を聞いている時間が長ければ長いほど、その欲求は強まります」

　俺おれは間抜けだったということだ。

　奴がべらべら自分の過去を喋しやべるのをただ疑いも無く聞いていたとは。奴になにか企たくらみがあると察さつして然しかるべきだったのに。

　俺は最も早はや抗うことが難しいほど、奴の言葉に耳を傾かたむけてしまった……。

　そのときだった。

　どん、という腹に響ひびく音。そして、多数の女物の衣服が吹っ飛び、部屋中に舞まい落ちたのは。

「な……!?」

　色とりどりの衣服が蝶ちようの群れのように宙を舞っている。幻げん影えい郷きようのような美しさだ。非現実的という意味で。

　一いつ瞬しゆん、俺の視線はそれらを見ることに集中して、ゲインの赤い目から外はずれる。

　その瞬間、俺は女物の下着を頭から被かぶらされた。視界が真っ暗になる。臭においは無かった。

「……あの目を見ては駄だ目め」

　声が聞こえた。フュアリーの囁ささやき声。

「……こっちへ」

　俺はわけがわからないまま、導みちびかれる。冷たい手が俺の手を握にぎり、強く引っ張るのだ。衣服を踏ふんでいるのか、柔らかな感触に足が取られる。

「ふふ、ふふふ」

　含み笑いが耳に届いてきた。巨人達の喚わめき声が響ひびく中でも、その含み笑いははっきり聞こえた。

「逃げられはしませんよ。このようなもの、目くらましにはなっても、結局あなた達は逃げられはしないのです。逃げ場はありません」

　ゲインの言葉は呪のろいのように俺の中へと入りこんできた。

　そうだ。いくら衣い裳しよう部べ屋やの衣服を舞い散らせて姿を隠そうとも、この部屋の出入り口には巨人達が詰つめかけている。逃げ場はない。俺は結局奴から逃げられず、自ら魂を捧げてしまうしかないのか……。

「……大丈夫」

　フュアリーの囁ささやき声が、こんなにも俺おれを力づけることがあろうとは。

「……視線を遮さえぎったから、あなたがあの者に魅み了りようされることはない。魂たましいを捧ささげたい衝しよう動どうは消えたはず」

　言われて気付く。確かに、俺の中から今すぐゲインの元へ駆かけ寄りたいという欲求が消えている。

「だが」

　俺は真っ暗の中で、フュアリーに言った。

「この部屋からは逃げられない。こうなれば、切り込むしか……」

「……大丈夫」

　フュアリーは俺の肩を押した。俺は突き飛ばされるようになり、とっとっ、と足取りを覚おぼ束つかなくした。

「……彼女は鼻が利きく、と言ったでしょう？」

「こっちだ、皇こう帝てい殺ごろし」

　刺さすような囁き。

「……最低だな。なんだ、あんたのそのご機嫌な仮面は？　本当に今殺してやりたいよ。ほら、こっちだ。爆ばく破はしたばかりだから熱いだろうけど、知ったこっちゃないからね」

　再び強く押され、俺は倒れこむ。だが、そこに床は無かった。あったのは傾けい斜しやのある、つるつるとした樋といのような構造物で……すなわち滑すべり台だ。俺はすごい勢いで下方へと滑り落ちる。

「……隠し通路を探して見つけたんだよ。そういう臭においがしたからね」

　そんなサキの言葉が僅わずかに聞こえたような気がした。

「……この脱出口なら、巨人は大き過ぎて追いかけては来られない……」

　俺は下へ下へと滑り落ちながら、ゲインの言葉がどうしても頭から離れなかった。

　結局逃げられはしない。逃げ場はどこにもない……。




　俺の目の前には重厚なテーブルがある。テーブルの上にはランプが灯ともり、薄暗い明かりを提供していた。その明かりに照らされて、ぼうっと幾いくつもの顔が浮かぶ。その内の一つ、白く長い髭ひげをした皺しわだらけの老人の顔が口を開いた。

「こやつが神を屠ほふる者……スルトを倒す者だというのかね？」

　しわがれた声。俺から見て、テーブルの正面に座っている老人の声だ。そこへ、

「いずれにせよ、これ以上手を拱こまねいているわけにも参りません。スルトはアースガルズへの野心も露あらわにしました」

　その右みぎ隣どなりに座る白面の男が口を出す。

「アースガルズに限らず、我がヴァナヘイムへもその手を伸ばそうとしている由よし。最も早はや、スルトの暴ぼう虐ぎやくを座ざして見過ごす段階は過ぎ去りました。立ち上がるべき時です」

　老人の左ひだり隣どなりに座る神官風の男が言葉をそう継ついだ。そして、俺おれを見つめて、

「ここにスルトへの強力な対抗者が現れたのです。当初、スルトの軍勢に攻め込まれて降伏したときとは状況が違います」

「……これはどういうことだ？」

　俺は傍かたわらのフュアリーに確認する。

「こいつらは何者で、どうして俺をここに連れてきた？」

　俺達はヴィーズブラーインから脱出し、ホッドミーミルの最下層に辿たどり着いていた。例の脱出口を滑すべり降り、ホッドミーミルの港こう湾わん地ち帯たいにある空き倉庫に飛び出たのだ。

「……ここからすぐ近くに、ニヴルヘイムから来た者達が使う隠れ家『氷の宮きゆう殿でん』がある。そこまで行けばしばらくは安全」

　フュアリーはそう言って、俺をそこへ俺を連れて行こうとした。

「安全だと？　俺がそんなものを望むとでも？　それより、今すぐゲインの小こ僧ぞうを斬きりに戻った方が良くはないか」

「……それは……あの子のため？」

　俺は見透かされたようで、内心どきりとした。

「……なんの話だ？」

「……翆すい葉ようのミリア。取り残された彼女を助けるために、一人で斬りこもうというの？」

　ヴィーズブラーインではぐれたままのミリア、ついでにスーもだが、あいつらのことに俺は思い至らせる。だが、口に出しては、

「……いいや、関係ない。俺はあのガキを斬りたいと思ったから斬る。ただ、それだけだ」

　血に飢うえた狼おおかみのように、俺は僅わずかに笑った。口の片端だけをちょっと吊つり上げるような笑み。

　フュアリーは俺の表情をじっと見つめ、それから深く、そう深く溜ため息をついた。

「……そう……わかっていたことだけれど……」

「……ちっ」

　サキが舌打ちするのが聞こえた。

「いつまでだらだらくっちゃべってるんだい？　ここにいたら、すぐに追おつ手てがやってくるよ。臭においでわかる。急いでここを離れなきゃ。それとも、皇こう帝てい殺ごろし、あんたここで巨人達と死ぬまで斬り合いしたい？　それならそれで止めやしないけどね。あんたが死んだら清せい々せいする」

「……ロストを死なせたりはしない」

　フュアリーの声が硬かたくなる。そして、俺を強引に引くのだ。

「……来て。冥めい府ふの女おんな主あるじはあなたをここで殺させるつもりはない……もう準備はできている」

「しかし、俺はゲインを……」

「……彼を倒すための準備が、『氷の宮きゆう殿でん』にあるの」

　そうして連れ出されたのが、このテーブルに座る老人達の前だったというわけだ。

　ニブルヘイムの者達が使うという『氷の宮きゆう殿でん』はありふれた倉庫にしか見えなかった。暗くじめじめとした一角に建つ、レンガ造りの箱。だが、その中身は冷気で満たされ、吐く息は白い。ニヴルヘイムそのものがこの建物内に顕けん現げんしているかのよう。

　その『氷の宮殿』内に設しつらえられた一室に、彼等はいた。薄うす暗くら闇やみの中、黙もく然ぜんと俺おれの到着を待っていたようだ。

「……彼等はここ、ホッドミーミルを取り仕切る者達……」

　フュアリーが俺にテーブル席の男達を紹介してくる。

「……あなたの目の前にいるのが、ホッドミーミル評議会の議長、ドヴェルク族のグロッソ」

　白く長い髭ひげの老人が微かすかに会え釈しやくしてくる。

「……その隣となりの白面の彼は、アースガルズから派は遣けんされている商館長でユピテル。もう一人は同じくヴァナヘイムの利益を代表する大使ソブリン……みんな、あなたの来るのを待っていたの」

「俺を？　なぜだ？」

「本当なら、そちをグラーバ宮きゆうに招くところなのだがな」

　年老いたドヴェルク族はしわがれ声で言った。

「いたしかたない。今や、スルトの軍勢はホッドミーミル中を荒らし回っておる。かの壮そう麗れいなグラーバ宮も略りやく奪だつの憂うき目めにあっておるところよ」

「あなたをお待ちしていたのは、あなたのお力添えがどうしても必要だったからです」

　アースガルズの商館長ユピテルは恭うやうやしい態度で俺に告げてくる。

「どうか、我等の巨人達への蜂ほう起きに協力していただきたい」

　俺は眉まゆを顰ひそめた。

「蜂起だと？　巨人達に反はん旗きを翻ひるがえすというのか。……今になって？」

　俺はドヴェルク族のグロッソに目をやった。

「聞いたぞ。ホッドミーミルはほとんど無む抵てい抗こうで巨人達の軍勢に降くだったと。それを決めたのは、ホッドミーミル評議会の議長グロッソという話だった」

　アールヴ族の密輸船船長サイレンスの言葉が思い返されてきた。

「……しかも、どうやらお前等はアールヴ族を巨人達の生いけ贄にえとして差し出して我が身の安全を図はかったようだな。そんな自己保身に長けたお前等が、今更どうして巨人達に反抗しようなどと考える？　おとなしく略奪されていればどうだ？」

「ホッドミーミルを守るためだったのだ」

　ドヴェルク族の老人のしわがれ声は、だが、淀よどみなかった。

「あの時点では我等に勝ち目はなかった。反抗しても、皆殺しになるだけ。降伏はいたしかたなかったのだ」

「ですが、今ならあなたがいます！」

　ヴァナヘイムの大使とやらが、俺おれを持ち上げるように言う。

「冥めい府ふの女おんな主あるじヘルから、神々を屠ほふる者とまで言われるあなたが！　その力をもってすれば、巨人の軍勢も打ち破れることでしょう。どうか、我々と共に立ってください」

　神々を屠る者……俺はその言葉をどこかで以前に聞いたことがある気がした。しかし、それが俺のことだと？

　俺は首を横に振った。

「わからん。……要は俺に血を流せというのだろう？　スルトと戦って自分達の盾たてになれ、と。……言われずとも、俺はあいつと戦って倒すつもりだ。だが、お前等に利用されるのは愉ゆ快かいじゃあない。そんなに誰だれかに守ってほしいなら」

　と、俺はアースガルズの男とヴァナヘイムの男の双そう方ほうに目をやって、

「……お前等の住む世界にいる、神々にでも直接頼め」

「それは……」

　商館長と大使は顔を見合わせる。

「神々がここホッドミーミルに顕けん現げんすることはできないのです。ここでは拠より代しろとなるべき適合者がいないのか……とにかく、神紋ルーンの神々がここへ現れることは無いのです」

　アースガルズの男がそう言い、

「ですから、今の我々には、ホッドミーミルに住む者にとってはあなただけが頼りなのです。我等と行動を共にしてください。ホッドミーミル中の住人達が救いを求めています。我々ヴァナヘイムやアースガルズに仕える者達も、スルトの暴ぼう虐ぎやくを見過ごすことなくホッドミーミルの反抗に手を貸す所存です」

　ヴァナヘイムの男もそう言い添そえた。

「……ロスト」

　フュアリーが俺の袖そでをついと引っ張る。

「……私達ニヴルヘイムの者達も、ここでスルトを止めるように冥府の女主から言いつけられてきているの。あなたをヴィーズブラーインから救い出したのはこのため……あなたにスルト討とう伐ばつの旗はた頭がしらになってもらうためなのよ」

　アースガルズにヴァナヘイム、ニヴルヘイムという三つの世界が巨人達の侵略に対して手を結んだということか。それにここホッドミーミルを世せ界かい樹じゆユグドラシルの代表と考えれば、四つの世界が纏まとまろうとしているわけだ。

「……それで、俺はさしづめミズガルズの代表とでもいうところか」

　俺は首を振る。こんなことは俺の望んだことではない。それは確かだ。

「……いいさ。俺はさっきも言ったように、お前等がなんだろうと関係無しにスルトを討うつ」

「しかし、一人であの軍勢とスルト本人に立ち向かうなどいくらなんでも無む謀ぼうでしょう。我等にはホッドミーミルの民一万からなる抵てい抗こう組織、さらにアースガルズ・ヴァナヘイム連合の駐ちゆう屯とん兵へい団だん・千人はおります。表だって抵抗運動が始まれば、更さらにホッドミーミルの住人達が抵抗組織に加わるでしょう。そうなれば、巨人達にとっても侮あなどれない勢力となること疑いなしです。しかも、ここは巨人達にとっては不案内な地。略奪によって物資を賄まかなうにしても、早そう晩ばん彼等は補ほ給きゆうに事こと欠かくようになるはず。我々は決して無力ではありません。ですから、どうかここは協力して……」

「お前等が俺おれにどんな協力ができるというのだ？　俺の目の前で為なす術すべも無く巨人達に殺されていくのが協力か？　足手まといになるだけだ」

「た、確かに共に戦うことはできないかもしれませんが……」

　アースガルズの商館長は言い淀よどみつつ、それでも続けた。

「スルトを倒すのに必要な情報や手だてを調べることはできます。どこにスルトや巨人達の軍勢がいて、どこを通ればスルトの不意を討うつことができるかなど……」

「ほう」

　俺は片かた眉まゆを上げた。

「それなら、早速その情報とやらを教えてもらいたいものだな。俺に有益ななにを知っているというのだ？　たとえば……俺と同道していたミリアとスーの居場所はわかるのか？」

　アースガルズ人はヴァナヘイム人と再び顔を見合わせた。真ん中のドヴェルク族はしかめ面になり、髭ひげをさすりだす。

「……今、そちに警けい告こくしておかねばならぬことが一つばかりある。ニヴルヘイムに住む蛇だ人じんの民たみを知っておるか？」

　唐突な質問に、俺おれは首を傾かしげた。

「知らん。なんだそいつらは」

「蛇人の民とは、蛇じや頭とうに人の体を持つ一族だ。呪じゆ竜りゆうニーズホッグに仕えている連中で、毒どく牙がを持つ」

「それがなんだというのだ」

「そちは呪竜ニーズホッグの怒りを買ったようだの。彼かの者達は今、ニーズホッグの命めいを受け、そちの命いのちを狙ねらっておる。そして、ここホッドミーミルは、あらゆる種族が集まる都市だ。……ホッドミーミルに潜もぐり込んだ蛇人達が不ふ審しんな動きをしておるのが確認された。そちにはくれぐれも単独で動かぬよう警告しておく。蛇人の暗殺集団は極めて危険な存在だ」

　俺は鼻で笑った。

「俺が暗殺者ごときに後おくれをとると思っているのか」

「四し六ろく時じ中ちゆう周囲に気を配り、食事のたびに毒を怖れ、眠りは常に浅くなる。そのような状態が続けば、誰だれであろうと体調が万全というわけにはいかぬであろうよ。奴やつ等らはなにも正面から正々堂々襲おそいかかってくるわけではない。常に陰かげから、そちを見張り、そちを弱らせ、弱いところを狙ねらって動く。そのような相手に、そちのレーヴァテインがどれほど役立つか、過信すべきではないぞ」

「そうです。その点、我々があなたの警護につけば、あなたは毒や不意打ちを怖れずともよくなります。あなたに近付こうとする不審者は事前に排除されるでしょう」

　白面の商館長が売り込むように言う。

「どうか我々をあなたの盾たてとして使っていただきたい」

　俺おれは眉み間けんに皺しわを寄せた。

　あの呪竜ニーズホッグが俺に恨うらみを抱いて、配下の者達を送り出していたとしても不思議はない。おそらく汚い手段で俺を狙うだろう。確かに厄やつ介かいな状況だ。俺一人ではなんらかの間違いが起こるかもしれない。だが、

「……俺が尋たずねたのは、ケチくさい蛇へびの暗殺者のことなんかではないぞ、ドヴェルク族。そんな情報はどうでもいい話だ。俺が知りたいのは、ミリアとスーの居場所だ」

　俺の傍かたわらで、フュアリーが身み動じろぎしたようだった。更にその隣となりで、それまでつまらなそうに俺達の話を聞いていたサキが、

「……お姫様方が心配でたまらないってわけかい」

　口許を歪ゆがめて吐き捨てる。

　ドヴェルク族のグロッソは髭ひげを擦さすりながら、口をもごもごさせた。それから、思いきったように口を開く。

「そちが聞きたいというなら、教えても構わぬが……よい話ではないことをあらかじめ断っておこう」

「……なんだと？」

　俺は急に胸が一つどくんと波打った後、静まり返ったように感じる。俺の口からまるで俺ではない誰だれかのような声が飛び出るのを聞いた。

「……もったいつけるな。さっさと言え」

「そちの連れ達は、ヴィーズブラーインで討うち取られた」

　……なに？　と、俺は口を動かしたつもりだったが、声は出ていなかった。

　声を出したのはヴァナヘイムの大使ソブリンだった。

「私の手の者も確認しています。あなたのお連れの女性達の、その……」

　言い淀よどんで、だが結局、残ざん酷こくな事実を告げてくる。

「首を」

「……首？」

　ようやく声が出たかと思ったら、かすれていた。

「斬ざん首しゆされたようです。体の方は確認できていません。おそらくは、ああ……食われてしまったのかと」

　俺おれは首を横に振る。ありえない。

「巨人達を率ひきいる三人の将しようの内の一人、悪あく食じきなる者に討うたれたようです」

　アースガルズのユピテル商館長は努めて事務的に話しているようだ。

「かの者があなたのお連れ達の首を掲かかげて歩く姿が見られています」

「……はははっ！」

　どこか神経質な笑いが俺の横の方から聞こえてきた。赤毛の女が笑っていた。

「そうかい。皇こう帝てい殺ごろしの一員が殺されたかい。ははっ、いい気き味みじゃないか」

　俺は髪かみの毛が逆立つように怒りを感じていた。気付いた時には、低い声で言っていた。

「……おい、黙だまれ」

「はあん？　怒ったってのかい？　皇帝殺しでも、仲間が殺されたら怒るのかい？　悲しいとか感じるわけ？　はっ、笑わせる！　あんた達はそういう目に遭あっても当然の悪行をしてきたんだよ？」

　サキは殺気だった目で俺を睨にらみつけてくる。

「……あたし達だって、あんたらの所せ為いで……」

「……黙って、ヴァルキリー」

　フュアリーが制した。

「……あなたのその態度を見ていると、あなたが冥めい府ふの女おんな主あるじから与えられた使命を覚えているのか不安になる」

「あたしはこの皇帝殺しを守るように言われただけだよ。皇帝殺しの仲間のことまでは知ったことじゃない。……それとも、あのビフレスト達のことも守らなきゃいけなかったっていうの？　ビフレスト達の首が取れたからって、あたしとの約束をなかったことにする気じゃないだろうね？」

「……あなたの妹達にまた会いたいのなら、もう少し態度を考え直した方がいい」

　サキは舌打ちする。そして、

「あんただって、本当は嬉うれしいんじゃないの？」

　腰に手を当て、尊そん大だいに反り返る。そうして見下す先は、フュアリーの顔だ。冷静で感情を押し殺したような無表情に向かって、

「皇帝殺しの仲間達が死んで、内心じゃ喜んでる。違うかい？」

「……あなたは何を言っているの？」

「あんたの男の趣しゆ味みとか、別に口出しする気は無いけどさ。こんな薄はく情じようで人でなしのことなんかに未み練れんを残して迷うなんて……」

　フュアリーの表情にひびが入った。目を見開いて早口に、

「なに言ってるの!?」

「やっぱり死んだら、もう生者には敵かなわないもんね。あんたは忘れられていき、あんたの代わりにあのビフレストが皇こう帝てい殺ごろしと一緒に生きる。同じ時間、同じ場所を過ごしていくんだよ。同じ物を見て、同じ物を聞き、同じ物を感じる……。それは生きている者にしかできないこと。共通の思い出ができ、時間を共有して生きていく。だから……あいつらが死んで、自分と同じになって嬉うれしいんじゃないのかい？」

　サキの言葉は鋭するどかった。

　フュアリーの表情が再び氷のように冷たくなる。

「……私はそんなこと喜んだりしない」

「はっ、どうだか！　あんた、もう少し正直に……」

　そこまで言いかけてから、急に黙だまり込む。眉み間けんに皺しわを寄せ、口をへの字に。そして、鼻を鳴らしはじめる。

　フュアリーは察さつしたようだ。

「……どうしたの、ヴァルキリー？　……まさか……」

「やばい」

　サキの言葉は短かった。が、すぐに切せつ羽ぱ詰つまって、

「いつの間に。なんで気付かなかったんだろう。そこらじゅうから危険な臭においが……なんてことだ！　逃げ場がない！　どこを嗅かいでも危険な臭いしかしない！」

　サキは拳こぶしで自らの額を、ごっ、と打った。

「なんで全く気付かなかった？　あたしの鼻は、どうして!?」

　テーブルについていたドヴェルク達の顔色も変わる。

「いかがいたした？　なにか良からぬことが……？」

「議長、ここはひとまず退散して……」

　フュアリーは最も早はや、彼等に一いつ顧こだもくれない。

「……ロスト、私の傍そばに。なにがあっても、私の命に代えてもあなただけは守る」

　ホッドミーミルの支配階層達など、俺おれに比べればどうでもいいということか。

　そこへ響ひびく、ごんごん、というノックの音。いや、どーんどーん、と乱打か。そして、『氷の宮きゆう殿でん』の壁がガラガラと崩くずれ落ち始めた。

「ご無ぶ沙さ汰ただなぁ、探したんだぜぇ～」

　壁に開いた穴から巨大な顔が、ぬっ、と覗のぞいた。ぶくぶくと太った顔。こいつは確か、悪あく食じきという名の巨人だ。

　悪食は体で壁の穴を押し広げて、遂ついには壁一面を崩ほう落らくさせるに至った。

「ここは寒みぃなぁ～？　もっとあったけぇ場所に来ねぇかぁ？　ここらへんなんだけどよぉ」

　そういって、悪食は自分の腹をパンパンと叩たたく。醜みにくく弛たるんだ、しかし巨大な腹。

「おめぇらはあったまるし、おいらぁ腹がくちくなるし、誰だれも損しねぇなぁ？」

「……寒いのか。なら、今すぐ温めてやる」

　俺おれはレーヴァテインを顕けん現げんさせた。赤い刀身からは既すでに紅ぐ蓮れんの炎が噴きあがっている。俺の怒りの思いを体現していた。

「消けし炭ずみになるまで温めてやるから遠慮するな」

「へっへっへぇ！　怒ってる怒ってるぅ。どしたぁ？　なぁにそんなにトサカに来てんだぁよぉ？」

　悪あく食じきは弛たるんだ頰ほおを震ふるわせながら笑う。

「……これから殺されるのに、心当たりがないというのか？」

　俺は絞しぼり出すように告げる。と、悪食は、ふうむ、と首を傾かしげ、

「なんだろぅなぁ？　ああ、もしかして、これかぁ？」

　と、腰にぶら下げていた布袋を俺の方に向かって放り投げてきた。

　どん、と思ったより重い音がして、袋の中から転がり出てきた物。

　俺はそれを見て、浅く息を吸い込んだ。そして、一いつ瞬しゆん息が吐けなくなった。

　赤く染まった布袋から転がり出てきた物二つ。それは緑みどりの黒くろ髪かみと、金髪の首だった。ごろり、と転がり、そのなにも見えていない目が俺を刺さす。

「ミリア……スー……」

　それはミリアの首だった。それにはしゃぶったあとがある。

　もう一方の首は豊かだったはずの金髪があちこちむしられて、半ば禿はげかかったようになっているが、スーの首だ。白目を剝むき、だらりと舌を垂たらしている。

「へっへっへぇ！　贈おくりもんだぁ！　つまんねぇもんだけど、受け取ってくれるかぁ？」

　遺い体たいをこんな風に辱はずかしめるとは。俺はなぜか目の前が真っ暗になる。激げき情じようで目が眩くらむ。

「ひ、ひどい……」

　息を詰つまらせるような喘あえぎがした。サキが立ち尽つくしている。先程まで、ミリア達の死を喜ぶかのような口ぶりだったのに。

「こんなのってないだろ……死者の首を悪ふざけの道具みたいに……」

　その表情は青い。この女も、ミリア達の実際の死に様を見て思うところがあったらしい。

　だが、悪食はなにも思わないようだ。変わらぬ口調で、

「ああ、悪りぃなぁ。体の方は食っちまったんだぁ。脂あぶらがのっててうまかったぜぇ？」

　頰を震わせて笑う。そして、口から垂れ落ちるは涎よだれの滴しずくだ。

　俺は黙だまりこむ。

「へっへっへぇ！　どうだぁ？　仲間の首ぃ見て小便ちびったかぁ？　……少なくとも、これでこそこそ逃げようだなんて思わなくなっただろぉ？　怒りで震えっちまうよなぁ？　どうしたって復ふく讐しゆうしたくてしょうがねぇだらぁ？」

「……ああ」

　俺おれは呟つぶやく。

「……お前は今ここで死ぬ。だが安心しろ。俺はお前みたいに死体を辱はずかしめたりはしない……なぜなら」

　俺はレーヴァテインの炎をごうっと燃えあがらせた。

「…………死体など残さないからな」

「おおっとぉ！　待て待て。おいらを殺したってなんにもならねえぜぇ？　これをやらせたのぁうちの大将、スルト様なんだからよぉ。お前はスルト様の前に立って、その怒りをぶつけなきゃあいけねぇ」

　悪あく食じきは笑うのだ。笑いやがるのだ。危機感も無く、へらへらと。

「もしなんだったら、おいらぁお前をスルト様の所へ案内してやってもいいんだ……」

　一いつ瞬しゆんにして、悪食は炎に包まれた。

　もう聞くに堪たえない。

　悪食は声も無く、そして灰も残らず燃え尽つきた。

「……愚おろかな巨人……ロストの前に立って、まるで殺されることは無いとでも信じていたかのよう」

　フュアリーが呟つぶやく。

　俺も同意だ。自分が死ぬわけはない、殺されるわけがない、と奴やつは無邪気なまでに信じ込んでいたようだ。俺の怒りはスルトであるゲインにだけ向くと本気で思っていたのだろうか。

「い、今の内にここを離れましょう」

　アースガルズの商館長がそそくさと席を立つ。

「今の悪食が追おつ手てならば、それを倒したことで少しは脱出の時間を得られたはず」

　だが、サキは相変わらずしかめ面で鼻をクンクンさせている。

「……おかしい」

　ぽつりと一言。

「あのデブのでかぶつ、焼け死んだのに臭においが……それに、全然危険な臭いが消えない。むしろ、さっきよりどんどん濃厚に……」

　その時だった。

　閃せん光こうが走った。視界が真っ白になるような光。悪食が入り込んできた、崩ほう落らくした壁面。そこから光が差し込んできたのだ。

　なんだ？　と思う間もなく次にやってきたのは、地鳴りのような、腹に響ひびく重い音だった。更さらに激しい揺れ。

　更に、目を眩くらませる閃光が連続し、それに伴い再び轟ごう音おんと震しん動どう。

「……港だ！」

　ヴァナヘイムの大使が指差す。

「港の方角から、何度も光が放たれて……ああ、ああ、見ろ、なんてことだ……」

　ぽかん、と見上げている。俺おれ達たちも上を見た。

　ホッドミーミルは階かい層そう状じようになった巨大な建造物だ。そして、俺達の今いる最下層部の一つ上の層、下層部分が火に包まれ、黒こく煙えんを噴ふき上げていた。俺達からすると、遥はるか上にある天井部分に大穴が幾いくつも開き、そこから赤い炎がいくつも見えているのだ。ぽっかりと開いた大穴は、だが、下層だけに開いたわけではない。更にその上の層、そのまた上の層にまで穴は穿うがたれているようだ。あの閃せん光こうはホッドミーミル内部を次々に貫かん通つうして焼いたに違いない。

　ばらばらと、その大穴周辺部から落ちてくる物がある。俺は気付いた。人だ。何人、何百人、という上層部分に住む連中がばらばらと落ちてきているのだ。

「なにが起こっておるのだ、なにが……」

　ドヴェルク族の老人は呆ぼう然ぜんと突っ立ったまま、そんな言葉を繰り返すのみ。

　また閃光が走った。次の瞬しゆん間かん、天井の別の部分にまた大穴が開いていた。俺は視線を上から下に戻す。そして、見た。閃光の発射元を。

　港に浮かぶ巨大な船。死し人びと船ぶねナグルファルだった。その船体から、ぱっ、と光線が放たれると、轟ごう音おんと共にホッドミーミルに穴が開き、炎が噴き上がっていく……。

「撃うっている。ホッドミーミルを撃っているのか……」

　アースガルズの商館長は震ふるえ声で呟いた。

「そんなバカな……こんなことをしたらホッドミーミル自体がもたない……ホッドミーミル自体が燃えてしまうじゃないか。そんなことをしてなんの意味が……ここは各世界へ赴おもむく中ちゆう継けい地ちとして重要な拠きよ点てんであり補給経路でもある……それをこんな……破は壊かいしてどうする……」

　だが、俺にはゲインの声が聞こえるようだった。

　言ったでしょう？　どこにも逃げ場は無い、と。

　逃げたネズミを殺すなら、逃げこんだ巣穴ごと皆殺しにしてしまえばいいのですよ。

　そこで俺は耳を疑う。幻げん聴ちようだろうか。確かに聞こえた気がしたのだ。ゲインの高笑いが。

　そもそも全ての滅めつ亡ぼうを望む小こ僧ぞうが、このホッドミーミルを今まで滅ほろぼさないでいたこと自体が気き紛まぐれだったのだ。

　ホッドミーミルの諸勢力を糾きゆう合ごうして巨人達に対抗する？　俺はその旗はた頭がしらとなって、人々を導みちびく？　お笑いだ。ゲインはそんなもの丸ごと消し去るつもりだったというのに。

「……ロスト！」

　フュアリーが俺に手を差し伸べてきた。俺はそれを強く握にぎる。握り返される。

　燃えあがり、破壊され、構造物を支える力が失われたのだろう。ホッドミーミルの崩ほう落らくが始まった。俺の頭上めがけて大量の質量が落下してくるのを、俺はじっと見つめ続けた。

　悲鳴。破は砕さい音おん。走る閃光。熱せられた空気の臭におい。それらが全部混じり合って、いっしょくたになり、俺の意識はプツリと途切れた。













　　第五章　虚海死船ナグルフアル







「へっへっへぇ」

　暗くら闇やみの中、下げ卑びた笑いが聞こえてくる。俺おれはそれを聞いて不快になった。嫌けん悪おの念で肌はだが粟あわ立だつ。

「いたいたぁ。この辺りにいるたぁ思ってたんだぁ」

　俺は右腕をぐいと引っ張られた。ガラガラと俺の体から瓦が礫れきが滑すべり落ちて行く。瓦礫に埋うもれた体を引きだされても、俺はまだ脱力したままだ。それでも、ようやく目を開ける。

　ぶくぶくと太った巨大な顔が俺を覗のぞきこんでいた。

「まぁだ死んでねぇよなぁ？　お前はスルト様に魂たましいを食わせなきゃならねぇんだからよぉ」

　弛たるんだ頰ほおに突き出た腹。

「……なぜだ」

　俺は薄ぼんやりとした頭で問うた。

「なぜ、生きている？」

　俺は、俺の右腕を摑つかんで持ち上げている巨人、悪あく食じきにそう聞いた。この巨人は、確かに骨も残さず燃やし尽つくしたはず……。

「へっへっへぇ。なぁぜだろぉうなぁ？」

　悪食は涎よだれを垂たらしながら笑う。

「お前が生きているのだって不思議なもんだぜぇ？　あぁんな崩ほう落らくに巻き込まれたってぇのに。……それにしても、お前うまそうだなぁ？　スルト様に献けん上じようするのぁもったいねぇ。なぁ、右腕だけでも食っていいかぁ？」

　俺は必死で頭を働かせようと奮ふん起きする。どこかぼうっとしているのは強い衝しよう撃げきで脳のうが揺さぶられたかなにかした所せ為いで……。

　強い衝撃なんてものではなかった。

　俺は思い返す。

　ホッドミーミルそれ自体が俺の頭の上に落ちてくるあの光景を。上から人や物がバラバラと降ってくる中、上の階層の底が抜けたのだ。炎に包まれた上階層全体がぐんぐん俺目がけて迫ってくるあの感覚。俺の手にあった冷たい感触、フュアリーの手……。

「……フュアリーは？　どうなったんだ……？」

　俺は思ったことをそのまま口にしてしまったようだ。悪食がいやらしく、顔を笑いの形に歪ゆがめる。

「ああぁ、あの死人の娘かぁ？　あいつならぁ……ほれぇ」

　悪あく食じきはごそごそと手探りして、ひょいと摑つかんだ物を俺に突き付けてきた。

　それはフュアリーの首だ。目をかっと見開き、血と埃ほこりによごれた首。茶色く変色していた。捩ねじ切られたようになっている首からはまだ血が滴したたっている。

「お前と同じように瓦が礫れきの下敷きになってたんでよぉ、せっかくだから、記念に取っといたんだぁ」

　俺は血を滴らせるその首をじっと見つめる。生気のない顔。

「……どういうことなんだ」

　俺は呟つぶやいた。悪食はそれに対して得意気だ。

「へっへっへぇ！　なにが起こったかわかんねぇって面だなぁ？　スルト様はよぉ、いよいよこのちんけなホッドミーミルをぶっ壊こわして、ミズガルズへ進軍なさったんだよぉ。死し人びと船ぶねナグルファルを中心とした大船団が、今頃ぁミズガルズめがけて航海中だぁ」

「ミズガルズへ、だと？　だが、ミズガルズへと至るユグドラシルの根は大たい神しんオーディンによって封じられている……」

「お前、馬鹿かぁ？　だぁから船で行くんだろぉが。世せ界かい樹じゆユグドラシルの外に広がる虚きよ海かいを進めば、直接ミズガルズへ乗りつけられるだろぉよ」

　そういえば、船を使えば世界樹ユグドラシルを辿たどらなくてもミズガルズへ行きつける、という話だった。ただ、その際船が進まねばならない虚海なる空間は危険極まりない所だということではなかったか。

「……でぇ、おいらぁ瓦礫の山ん中から宝さがしよぉ。見なぁ」

　俺は悪食にぐるりと周囲を示された。

　燃え盛る廃はい墟きよしかなかった。ホッドミーミルが聳そびえていたのは洞ほらの海に浮かぶ島の上だ。その島に、今は残骸が積み重なっているばかり。ホッドミーミルに住んでいた人々ごと、建物ごと、街ごと、全てが落下し押し潰されていた。そして、あの死人船ナグルファルから放たれた閃せん光こうにより生じた炎は、ここを灼しやく熱ねつ地じ獄ごくのように熱し、照らしている。

　残骸以外で目につく物と言えば、遠くで淡あわく輝かがやき続けている『光の道』くらいか。世界樹ユグドラシルの上部へと流れる水柱。それだけはホッドミーミルの崩壊の後でも、変わらずに聳えている。

　うわんうわんと音がこもって反はん響きようしているように感じた。その音の元は炎の燃え盛る音か、あるいは運悪くまだ生きている者の呻うめき声か。

「こぉんな状況で、どうしてお前、生き残れたんだと思う？　へっへっへぇ！　お前、よぉっぽど大事にされてたんだなぁ？　お前の周り、凍こおってシェルターみてぇになってやがったぁ。この死人の娘の仕し業わざだろぉ？」

　そういって、悪食はフュアリーの首を掌てのひらで転がした。

「丁ちよう度ど、瓦が礫れきの山ん中で氷が盛り上がってやがったから、そこにいるんじゃねぇかと思ったらどんぴしゃだったぜぇ！　へっへっへぇ！　スルト様の言いつけぁ守ったぁ。あとはお前を船に乗せてスルト様の下もとへ連れてくだけだぁ」

「お前……」

　俺おれは悪あく食じきの手の中のフュアリーの首をじっと見つめながら、再び問いかけた。

「これはどういうことだ？」

「どうもこうもねぇだろぉがぁ。ホッドミーミルは潰つぶれて、お前はおいらに捕まり、これからスルト様のところへ連れてかれる。まぁ、スルト様はもう虚きよ海かいに乗りだしてるだろぉから、お前を引き渡すのはミズガルズについてからになるだろぉがなぁ。虚海の中じゃぁどこに死し人びと船ぶねナグルファルがいるか見ることもできねぇんだ。となるとぉ、へっへっへぇ、仲良くしよぉぜぇ？　虚海を行く船の中は長ぇんだぁ。ちょっとくれぇ齧かじってもスルト様もお目こぼしくださるだろぉよぉ」

　俺は悪食の顔を見上げる。

「……俺がどういうことだと聞いたのはそういうことじゃない。俺が聞きたいのは、どうしてフュアリーの首から血が流れているんだ、ということだ」

「はぁ？　なぁにいってんだぁお前？」

「……フュアリーは死んでいる。その体は、土くれでできていた……」

　俺は、フュアリーと同じく死人だったアヴィの父親が、光の矢に貫つらぬかれた時のことを思い返す。ぼつりぼつりと光の矢で穴を開けられ、それから形を失って土に返った。一滴の血も流さずに。さらさらと塵ちりを流しながら。

　俺は悪食の表情を読むように、じっと見つめながら言った。

「どうして、死人の首が血を流す？」

「ふうん、そうかい、そりゃぁ、なんでなんだろぉなぁ？」

　悪食は、ぽい、とフュアリーの首を捨て、その手でもって鼻をほじりだした。

「おいらが知るわきゃぁねぇだろぉ？」

　その一連の仕し草ぐさで、俺は確信する。こいつは俺から目を逸そらした。俺に問われたくないことを問われたからだ。ならば……、

「偽にせ物ものだ」

　俺は言った。

「まるで本物のフュアリーの首みたいに見えたが、本物じゃない。どうやって細工した？」

　と、それまで素そ知しらぬ風に横を向いていた悪食が、ぐるりと振りむいた。そして、

「……へっへっへぇ！　ちょぉいと悪戯いたずらが過ぎちまったよぉだなぁ？　ばれちまったかぁ」

　小汚い三日月状に口を歪ゆがめる。

「おいらは曙しよ光こうの巨人デリングの加か護ごを受けててよぉ、なんでも光によって本物そっくりの幻覚を作り出せる、幻げん命めいの神紋ルーンを使えるんだなぁ」

「幻命の神紋ルーンだと？　……では、あの首は幻覚……？」

「すげぇもんだろぉ？　なにしろ、おいらの幻覚は実体を持った幻覚だぁ。触さわれるし、重さだってあるんだぜぇ？」

「……なぜ、わざわざそんな偽にせ物ものを作って俺おれに見せた？」

「ばぁか！　そんなもん、楽しいからに決まってんだろぉ？」

　悪あく食じきは歯を剝むきだしてせせら笑う。

「仲間が死んだと信じて、泣いたり慌あわてふためいたりする様ほどおもしれぇもんはねぇ～からよォ！　それを、ちっ、よぉく見抜いたなぁ？」

「……底の浅い偽物だったからな」

「へっへっへぇ！　言うじゃぁねぇか。でもよぉ？　お前、そんなこと気にしてる場合じゃぁねぇだろぉ？　お前はこれからおいらの捕ほ虜りよ兼けんおやつになるんだから……」

　その時、空気を切り裂き、飛ぶ尖とがり声。

「ロストを……！」

　緑がきらめいた。

「放せええええっ！」

　俺は見る。悪食の正面から、剣を振りかざした少女が飛び込んでくるのを。それは流星のような速度で、瞬しゆん時じに俺の視界から過ぎ去った。そして、なにかが擦すれるような静かな音。

「あぁ？　なぁんだぁ……ぁ……ぁ……？」

　ずるり。

　悪食の顔が縦たてに割れて行く。そして、噴ふき上がる血。

　どっ、と膝ひざをつく悪食は、ぐらぐらと揺れてから前のめりに倒れた。悪食の手の中に摑つかまれていた俺も一緒に倒れ込む。悪食の最も早はや動かぬ体が、俺を押し潰そうとするかのようにのしかかってきていた。

「ロストさん！」

　豊かな髪かみの小さな少女が俺の名を叫さけびながら、駆かけ寄ってくる。そして、悪食の体をどかせようとその非力な体を一いつ生しよう懸けん命めいに突っ張らせる。

「……なるほど」

　ミリアとスーの姿を確認し、俺は自分の考えの正しさを知る。あれらの首はみんな偽物だったというわけだ。悪食が俺の前に転がした首達は。

「……元気そうで何よりだ」

　俺は悪食の体で潰されそうになりながら、そうスーに告げた。

「なにを吞のん気きなことを！　スー、わたしが支えるから、ロストを引きだしてくれ」

　ミリアが言いながら、悪食の死体を押し上げる。

　そうして、俺おれはようやく圧あつ死しの危機から解放された。

　ふらふらと立ち上がった俺に向かって、ミリアが問いかけてくる。

「どうしたんだ、貴き様さま？　あのように容た易やすく巨人に捕ほ縛ばくされるなど、どこか怪け我がでもしているのか？」

「いいや、ホッドミーミル崩ほう落らくの時の衝しよう撃げきで少し頭がふらついていただけだ。……だから、別にお前等に助けてもらう必要など無かったのだがな。いつでも自力で脱出できたんだ。勘かん違ちがいするんじゃないぞ」

　俺は途中から強い口調でそう言って、それよりもっと気にするべき点があると気付く。

「それより、今までどうしていたんだ？　その、ヴィーズブラーインではぐれてから、お前等はなにをしていたんだ？　心配……していたわけじゃないが」

　ミリアは、やれやれと肩を竦すくめる。

「心配していなかったというなら、それはもうそれでいい。いつもいつも貴様は心配などしないと言うからな。……そんな心配してもいないのなら、わたし達のことに興味も無いんじゃないか？　わたし達がどんな目に遭あっていようが気になるまい？　でも、なぜか貴様は聞きたいんだものな」

「……別に、そんなにどうしても聞きたいというわけじゃない。……お前らが必要だと思うなら、俺に経けい緯いを話してもいいと言っているだけだ」

「わかったわかった。わたし達はヴィーズブラーインで巨人の軍勢に囲まれた後、血けつ路ろを開いて脱出した。潰つぶれ顔という巨人の将しようと何度も斬きり合ったが勝負がつかなくてな」

「あの巨人の人は他の巨人達に手を出さないように命令してからミリアちゃんに挑んできたんです。でも結局、途中で興こう奮ふんした巨人達が乱入してきて混戦になって……」

　スーが言い添そえてきた。

「その隙すきに、スーを連れてあの場を去った。スーの安全を優先した結果だ」

「……だが、お前等、あの崩落は？　ホッドミーミルが崩れ落ちたのに、お前等はどうして無事だった……？」

「それは私が彼女達レディをエスコートしたからだよ、我が最上にして最良の友よ」

　芝しば居いがかった声がした。俺は片かた眉まゆを上げる。

「お前……巨人達に殺されたのではなかったのか」

　瓦が礫れきの陰かげからひょっこりと現れたその男。アールヴ族の密輸船船長サイレンスが恭うやうやしく俺に礼をしていた。

「おお、どうか以前の私の浅知恵を寛かん大だいな心をもって許してくれまいか、我が最上にして最も広き心持つ友よ。君を巨人達に引き渡すような物言い、あれはもちろん当然全て芝居だったのだ。我が従妹いとこ殿どのにして女王である彼女を守るための苦く渋じゆうの選択だったのだよ」

　そう言って、サイレンスはスーに礼をする。

　俺おれは思い返した。サイレンスが俺を悪あく食じきの奴やつに引き渡そうとした時のことを。思い返して、やはりいい気持ちにはならなかった。

「……俺を友達呼ばわりするのは止めろ」

「おお、怒りはもっともだ。我が最も心猛たけ々だけしき友よ。だが、私にも償つぐないの機会を与えてはくれないだろうか？　君ほどに心広き男ならばきっと、私がこれから諸君らへ捧ささげる助力を見て、我が友情の真実を信じてくれるだろう」

「助力、だと？　お前が俺達の助けになるというのか」

　俺は疑わしげに眉まゆを寄せた。と、横からスーがそれを肯こう定ていしてくる。

「サイレンスさんは、私達の助けになってくれますよ。私達が今無事でいるのも、サイレンスさんのおかげなんですから」

　俺はアールヴ族の男にじろりと目をやり、

「お前がミリア達を助けたというのか？　どうやって？」

「ふむ、正確なところをいうと、私は彼女達に助けてもらった後、彼女達を助けたのだ」

　それからサイレンスは話しだした。

　俺を取引材料にしようとして失敗した後、アヴィの命令で悪食に連れて行かれた先はヴィーズブラーイン内にある牢ろう獄ごくだったそうだ。

「思うに、私を処しよ刑けいして埋うめるのに簡かん単たんな場所を選んだということなのだろうね」

　俺はヴィーズブラーインの中庭に死し人びと花ばなが咲さき誇ほこっていたことを思い出す。確かに、ヴィーズブラーイン内に拘こう束そくしておけば、処刑した後の死体の処理は楽だろう。

「私はあの汚い裏切り者、我が友情を踏ふみにじった悪食への怒りと、あのような者を友としていた我が身の不明さを嘆き、牢獄内で絶望するばかりだった」

　この男が、友情を踏みにじった怒り、とか言うのを聞くと、真顔で冗談を言うのは止めろ、と言いたくなった。が、黙だまって先を促うながす。

「だが、その絶望の牢獄に救いの主が現れた。それが彼女達、気け高だかきビフレストの少女達だったのだよ」

　つまり、ミリア達はヴィーズブラーイン内の混乱に乗じようじて、わざわざサイレンスを救いに行ったということになる。自分達も追われる身であったというのに。

「そう、約束したからな」

　ミリアはこともなげに言った。

「この男が悪食に連れて行かれた時、わたしはスーに囁ささやいてやったんだ。きっとあのアールヴ族の男は後で救いだしてやるから心配するな、と。スーがこの男を助けたがっていて、その場で無茶なことをしでかすんじゃないかと心配だったからな」

「だって、そんなに悪い人じゃないと思ったから……」

　そう言うスーに、サイレンスは最大限の礼をする。

「おお、我が女王陛へい下かはなんと心優しく慈じ愛あいに満ちておられることか！　我等アールヴの女王に相応ふさわしき振ふる舞まい、私は感かん涙るいを禁じ得ません」

　その後、今度はサイレンスがミリア達の助けになったという訳だ。ホッドミーミル内の抜け道や隠し通路に通じているサイレンスは、難なくミリア達を導みちびいて、巨人達の手から逃れた。

　ホッドミーミルの最下層へと下り、そこからホッドミーミルの外へ。そして、自分の船友情号へと辿たどり着いたのだという。

「あの密輸人しか知らぬ入り江、そこに隠された我が友情号まで逃れれば、まずは一安心。それで次に、君とどう合流すべきか思案していたところで、あの巨人達のホッドミーミルへの攻こう撃げきが始まったのだ」

　サイレンスはそう言って、表情を暗くした。

「……まさか、ホッドミーミルを丸ごと破は壊かいし尽つくすとは……生き残った者は十分の一にも満たないだろう。いや、もっともっと少ないかもしれぬ……。私達は運良く友情号でそのまま洞ほらの海に漕こぎ出いでて難を逃れたが、他の者はどうしたことやら……。ホッドミーミルの最さい期ごを私は目の当たりにしてしまったのだ、友よ。あんな風にぽっきりと折れてしまうとは……。ホッドミーミルの中層から上の部分は、そのまま丸ごと洞の海に沈んでしまった。眠らぬ街と謳うたわれた歓かん楽らく街がいイザヴェルも壮そう麗れいなグラーバ宮も、最も早はや失われた……そこに住まう人々諸共、洞の海の底なのだよ。私達はそれを船から見ているしかなかった……。それどころかホッドミーミルの上層部分が海に雪崩なだれ落おちた時、凄すさまじい波が起こって、我が友情号も転てん覆ぷくしかけた……」

　つまり、ミリア達はあの崩落に巻き込まれることなく済んだということだ。これもサイレンスのお陰かげ、と言えなくもない。

　そうしてホッドミーミルの崩落のあと、未いまだ炎の消え去らぬこの瓦が礫れきの山に、俺おれの姿を求めて上陸してきたのだという。

「貴き様さまのことだから、きっと無事だと信じていた」

　ミリアは言った。

「貴様にはまだやるべきことがある。だから、きっと冥めい府ふの方で貴様を受け入れまいと思っていたぞ」

「私も、ロストさんは死んでいないとわかっていました。感じたんです」

　スーも微笑ほほえんで言う。

　俺はなんだか落ち着かない気分になる。俺の無事を喜んでくれている、というのがなんとも……おかしな具合なのだ。

　俺はその内心のどぎまぎを誤ご魔ま化かすように、サイレンスに目をやった。内心を隠すように鋭するどい目つきをしてやる。そして、告げる。

「……お前がミリア達の助けになった、というのはわかった。だが……これから、どう俺の助けになるというんだ？　俺はお前などいなくてもホッドミーミルの崩落から生き残ったぞ」
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　フュアリーのお陰かげで……。

　その時、近くの瓦が礫れきの山が瞬しゆん時じに凍こおりつき、朽くち果てた。塵ちりになって霧む散さんする。これは氷ひよう霜そうの神紋ルーン……。

「……彼の船は、今の私達にとって唯ゆい一いつの希望かもしれないわ、ロスト……」

　フュアリーがその塵の中から、すっ、と立ち上がるのが見えた。その傍かたわらに、塵を吸いこんだのか咳せき込みながらしかめ面のサキもいる。

「お前も無事だったか」

　当然、俺おれを氷のシェルターに包んで保護したのがフュアリーなら、自らの身も守れるだろう。

　フュアリーは僅わずかに頷うなずいてみせると、ミリアに向かって囁ささやいた。

「……お礼を言うべきなのでしょうね。ロストを助けてくれて」

「貴き様さまは血誓兄弟フオースブレーズの一人、だったな」

　ミリアは真まっ直すぐにフュアリーを見つめる。

「……蘇よみがえったのか」

「……いいえ、死んでいるわ。あなたと違って」

　俺はフュアリーに問いかける。

「こいつの船が俺達の希望、だと？　どういう意味だ？」

　フュアリーは俺に向き直った。

「……今や、スルトの船団は既すでにミズガルズへ向かって出航してしまった。彼等がミズガルズに辿たどり着きミズガルズを滅ほろぼす前に、彼等を止めなくては……そのために、彼等に追いつくための船が必要だわ」

　サイレンスはフュアリーのことを俺おれの仲間だと察さつしたらしい。

「ふむ。友のためなら船などいくらでも差し出そう。だが、こちらのお嬢じようさんは虚きよ海かいのことをしらないようだ」

　そう言って、首を横に振る。

「虚海は霧きり深ふかき海のようなもの。なにも見えず、方角もわからない。そのような海を行くには相当の注意が必要だ。虚海の中で方角を間違い、目的地に辿り着けぬまま消えてしまった船は多い。更さらに虚海の中では、その見通せなさ故ゆえに隣となりを行く船すら定かではないのだよ。海を行くだけでも大変なのに、そこを渡る船を追いかけて見つけるなど最も早はや至し難なんの業わざだ」

「……あなたは有能な密輸人なのでしょう？　その技量をもってしても、虚海でスルトの船団を捕えることは難しいというの？」

　フュアリーのそんな問いにも、サイレンスはやはり首を振るばかり。

「虚海に詳しいと自負するからこそ、その不可能性を指し摘てきせざるを得ないのだよ。虚海の恐ろしいところは、方角を間違ったとしてもそれが間違いであるかどうかわからないところにある。間違いに気付ければ船の方向を正すこともできよう。星でも見えるのならば、それを元に自分の位置を割り出せる。修正して、船を正しい地へ向かわせることもできる。だが、虚海は……。なにも位置を測はかるものがないのだ。最初に虚海へ乗り出した時に定めた方向が間違っていないことを信じて、ただただ進む他ない。そのような薄はく氷ひようを踏ふむような思いで虚海を行かねばならぬのに、更にその上スルトの船団に追いつくのは……」

　サイレンスは大きな溜ため息と共に、

「……無理だ」

　首を振る。

「……では、どうするのだ？　どうすれば巨人達のミズガルズ侵攻を食い止められる？」

　そう言って、ミリアが下唇を嚙かむ。

「巨人達がミズガルズを襲おそうのを黙だまって見ているしかないのか？　それはもうラグナロクの始まりに等しい。わたし達はラグナロクを止めるために旅をしてきたのに、それは叶かなわないのか？」

「……もはや巨人達を止めることはできない。ミズガルズで戦うしかないでしょうね」

　フュアリーの声も抑よく揚ようが無い。

「……巨人達の大軍を相手にした絶望的な戦いを」

「ちょっと、冗談じゃないよ」

　サキが声を荒あらげる。

「それじゃあ、あたし達の世界は巨人達に焼かれるってことかい？　あの胸くそ悪い人でなしの巨人どもに？　ミズガルズには妹達が……こうしちゃいられない！　約束だろ？　あたしを今すぐミズガルズへ戻してくれよ。あたしが妹達を守らなきゃ……」

「……ナグルファルに乗った巨人達はスルトに率ひきいられてラグナロクを引き起こす……」

　スーは項垂うなだれた。

「まさに古いにしえの神話の通りのことが……ラグナロクが始まろうとしているみたい……」

　俺おれは考えつつ、口を開く。

「……虚きよ海かいでは近くを行く船でさえ見ることは難しい。そういうことだな？」

「まさにその通りだよ、我が最上にして最良の友よ」

　サイレンスが勿もつ体たいぶって頷うなずく。

「船同士がぶつかったり、ましてや戦うことなど不可能、か？」

「それもその通りだ。一度虚海に出てしまえば、捕えることは不可能と考えていい。私のような自由な船乗りは、その利点を十分に理解して特殊な交こう易えきを行っていたものだよ」

「……そいつはよかった」

　俺はそう独りごちる。成せい算さんが出てきたからだ。

　俺は顔を巡めぐらし、仲間達に言った。

「さあ、巨人どもを一人残らず虚海の藻も屑くずにするぞ」

　虚海は捉とらえどころのない空間だった。なにも無い、がいっぱいある場所だ。虚きよ無むで満みち満ちている。

　俺は友情号の外に立ち、虚海内を眺めていた。確かになにも見えない。白い靄もやがかかっているかのよう。こうして船外にいると、自分の手足すら霞かすんでいるように感じる。

「……気をつけたまえよ」

　サイレンスの言葉が思い返される。

「虚海に身を晒さらすことは虚無に浸ひたるも同じこと。己が存在を虚無だと感じて、虚海に溶け消えてしまった者の話は枚まい挙きよにいとまがないのだからね、我が最上にして最も無む鉄てつ砲ぽうな友よ」

「……なんであたしが……」

　俺の横でへたり込むようにしているサキがぶつくさと言った。それから、俺の方を嚙かみつきそうな目つきで睨にらみ上げてくる。

「……皇こう帝てい殺ごろしと組まなきゃならないのさ」

「お前もミズガルズを救いたいのだろう？」

「あたしは別にそんな御ご大たい層そうなことは望んじゃいないよ」

「だが、妹達を助けたい。それは間違いないな？　なら、ミズガルズに住む妹達を救うためだ。俺に協力してもらう」

「……くっそ、不本意だ。最初から不本意だったけど、あんたに手を貸すのは本当に不本意だ」

　そう言いつつ、サキは鼻を上げ、臭においを嗅かぎ取りだした。

「……まったく危険な臭いばかり……皇こう帝てい殺ごろし、あたし達は今、巨人達の大船団のど真ん中にいるよ」

「……ようやく追いついたか」

　サキは鼻が利きく。それが俺おれ達たちの切り札となった。

　俺はサキに巨人達の臭いを追うように言ったのだ。その探知能力は遺い憾かんなく発はつ揮きされ、俺達は虚きよ海かいに乗りだしてからすぐに巨人達の大船団の進む方向を捕えていた。

　視界の利かない虚無の海でも、このヴァルキリーがその特異な力を発揮するのに問題はない。となれば、あとは巨人達に追いつくため、友情号を走らせるだけ。

　こうして、何度もサキに臭いを確認させつつスルトの船団を追い続け、遂ついに望みの位置につけることができたというわけだ。

「けど、どうする気だい？　追いついたのはいいけど、この後……」

「戦うに決まっている」

　俺はレーヴァテインを顕けん現げんさせて言った。

「奴やつ等らは夢にも思っていないだろう。虚海の中で戦いを挑まれるなどとは」

「……そりゃそうだろうね。戦おうにも、相手の姿も見えないんだから。襲おそわれるわけがない、襲えるわけがないと思ってるだろうさ」

　位置も摑つかめない虚きよ無むの海での艦かん隊たい戦せんなど不可能のはず、そう思いこんでいるからこそ、つけこむ隙すきがあるというものだ。

「……奴等はなんの防備もしていないだろう。だから、こういうことになる」

　俺はレーヴァテインの炎を燃え上がらせ、構えた。

「……巨人どもの船の位置を」

　サキは、ふん、と鼻で返事をするようにしてから、

「今、丁ちよう度ど真正面に一いつ隻せき。でかいよ」

「なら、当たる」

　俺はレーヴァテインの炎を放った。

　虚無の海を切り裂いて、紅ぐ蓮れんの炎が鞭むちのように伸びる。赤々と照らされて、虚無の中に浮かぶ船体が複数、ちらりと目に入った。そして、かっ、と閃せん光こう。俺の炎が巨人の船の一隻に直ちよく撃げきしたらしい。真っ赤に燃え上がりつつ、中央からへし折れる船の姿が見えた。レーヴァテインの炎の明かりの所せ為いで、虚無の海でもその姿が見える。

　べきべきと破は砕さいされていく船の音。それは虚無に吸収されてしまうのか、どこか遠く聞こえた。

「俺の炎は虚無すらも食らう。虚無を糧かてとし、その虚無を照らす」

　普通の炎では不可能なことも、レーヴァテインから放たれる炎には容た易やすいこと。燃えあがる船の明かりで、その周辺にいた他の船の姿も目に見えるようになる。そうなれば簡かん単たんだ。

　次々と放たれる俺おれのレーヴァテインの炎により、一いつ隻せき、また一隻と炎上していく。

「船に乗せたまま焼く方が、一人一人相手にするよりずっと簡単だな」

　俺は大勢の巨人達を運んでいる船を沈めることで、巨人の軍勢を戦う前に壊かい滅めつさせるつもりだ。

　どこか遠くに聞こえる爆ばく発はつ音おんと共に、巨人の船が四散していく。投げ出された巨人達が虚きよ無むの海の奥へと消えて行った。

　その頃になると、ようやく事態を把は握あくし出した巨人の船も出てくる。

　中には回かい避ひ行動を取ろうとする船もいた。が、大船団ゆえの弊へい害がいか。小回りが利きかず、むしろ味方と接せつ触しよくして船せん首しゆが千切れ、その場でグルグルと回りだしてしまう。

　だが、それよりも多くの巨人船は回避とは別の道を選ぶ。俺達の船、友情号へと向かってくるという道を。俺はその突進してくる船の群れを見る。レーヴァテインの炎により、虚無の海でも最も早はや視界は良好だ。そして、それは相手にとっても同じこと。

　奴やつ等らからは、先程から炎を放って僚りよう船せんを沈めまくっているこの小舟を押し潰つぶしてやろうという意図が見て取れた。

　それに、巨人の船からわらわらと巨人達が姿を現し始めるではないか。船に鈴すずなりになり、奇声を発し始める。こちらに乗り込んで近接戦に持ち込む腹はら積づもりだろう。

　その中に、俺は醜みにくい巨人の姿を見る。顔の半分が潰つぶれたようになっている巨人。その手には大きな剣を抱えている。

「……潰れ顔、だったか」

　スルトであるゲインに仕える巨人の将しようの一人。

　ミリアと斬きり合って勝負がつかなかったところをみると、相当に腕は立つようだ。

　と、

「あれはわたしの相手だ」

　ずい、といつのまにか俺の横にきていたミリアが言った。

「お前、船の中にいたんじゃないのか」

「船の中にいて、どうして貴き様さまを守ることができる？」

　俺の前に立つ。俺を背にして庇かばうように。

「貴様は船を沈めることに集中しろ、その間はわたしがあの巨人の群れから貴様を守る」

「……私達が、よ」

　すっ、とフュアリーが割り込んできた。灰色のマントではなく、黒衣を纏まとっている。

「乗り込んでこようとする巨人達は私達で相手する。ロストはその間に巨人達の船を沈めて」

「……いいだろう。だが、あえてお前等が戦う必要もない」

　俺はミリア達の更さらに前へ出た。レーヴァテインを後ろに引き、腰をぐっと捻ひねって、溜ためる。そして、

「……っ！」

　裂れつ帛ぱくの気合と共にレーヴァテインを横よこ薙なぎに振り切った。それに合わせて、レーヴァテインから放射状に炎が伸びていく。まるで無数の紅あかい蛇へびが巣から放たれたかのよう。

　そうして、それらの炎は友情号に迫っていた無数の艦かん船せんに襲おそいかかった。船の外部にしがみついて威い嚇かくの奇声を発していた巨人達が、今度は苦痛の悲鳴を発し始める。燃えあがり、たちまち虚きよ無むの海へと投げ出される巨人達。たとえ、炎にその身を焼かれずとも、その乗っている船が燃えあがる。船は爆ばく発はつ四し散さんし、乗組員諸共に虚きよ海かいの奥へと沈んでしまう。

　だが、それでも巨人達の船は数多く残っていた。それに、

「……なんて奴やつだ！」

　サキが呟つぶやくのが聞こえた。見れば、多くの巨人達が炎にまかれる前に船から飛び出し、こちらへと飛びかかってきていた。この虚海に命いのち綱づなも無しで飛び込んでいるのだ。そして、その先頭に立つのは。

「……決着をつけるぞ、戦士の女！」

　潰つぶれ顔が大剣を突き出し、まるで槍やりの一突きのように、俺おれ達たちの船に突つき刺ささってきた。大剣を俺達の船に突き刺すことで見事に着地。その後から後から、潰れ顔に続けとばかりに巨人達が乗り込んでこようとする。

　ミリアは緑の刃やいばのグラムを既すでに構え、万全の態たい勢せいで臨のぞむ。

「来るがいい、巨人の将しようよ。帝国の誉ほまれ高きビフレスト、翆すい葉ようのミリアが貴き様さまの最後の相手を務めてやろう」

　ミリアと潰れ顔が対たい峙じしている一方、フュアリーはその他の巨人達を相手に氷ひよう霜そうの神紋ルーンを駆く使しする。

「……朽くちさせよ、氷霜の神紋ルーン……」

　フュアリーが神しん言ごんを唱えると、巨人達の浮かぶ虚海の中心部分に黒いモノが浮かぶ。その黒いモノは、ざーっ、と周囲にその黒さを広げていき、その中に入った巨人達を凍こごえさせていった。萎しなびて朽ちていく巨人達。それでも、まだ巨人達が群れを為なして飛びかかってくるのが見えた。

　これではきりが無い。

　俺は傍かたわらでミリア達と巨人達の戦いを呆ぼう然ぜんと見守るサキを見やった。

「……こんな戦い……あたしじゃとても敵かないっこないじゃないか……。グリームニルはみんな化け物か……」

　つま先で蹴けってやる。

「痛っ!?　いったいなあ！　なにすんだよ!?」

　食ってかかってくるサキに対して、俺は告げた。

「お前はお前の仕事をしろ。お前にはあいつらとは別の役割があるだろう」

「……ふん、言われなくてもわかってるよ」

　サキはそっぽを向いた。

「そうか。ならいい。では、教えろ。お前が今一番行きたくない方向はどっちだ？」

「はあ？　なにを言って……」

「お前の鼻が頼りだ。つまり、お前が今一番危険を感じる源みなもとはどこだ？　そこに今回の元げん凶きよう、ゲインがいるはずだ」

　そして、ゲインを潰つぶせば巨人達は統とう率そつ者しやを失う。俺おれのやるべきことはそれしかない。

　言われて、サキはしかめ面をした。

「……一番嫌な臭においのもとを教えてやろうか、皇こう帝てい殺ごろし？　それはあんただよ。あんたからすごく危険な臭いがしてる。……このままにしておいたら、きっと全ての人に禍わざわいをもたらすような、そんな嫌な臭いだ」

「……それは今は置いておけ。いずれ俺が全ての人々を殺すことがあるとしても、それは今じゃない。もっと切迫した危険があるはずだ」

　サキは肩を竦すくめ、だが、大人しく空気を嗅かぎ始めた。そして、唇を嚙かむ。

「……ああ、あるね。とびきり危険な臭いがするよ」

　そうして、指でその方向を指し示す。

「あたしは近付きたくないけど……あんたがそこへ突っ込むんなら止めないね。むしろ、さっさと行ってくれって言いたいよ。ただしあんた一人で行ってくれるなら、だけど」

　俺は、サキが示した方向へ友情号を向かわせるよう、船内のサイレンスに合図した。

　過あやまたず、すぐに黒い巨船が見えてきた。

「……最初に見たあの船か」

　死し人びと船ぶねナグルファル。黒々とした船体は死人の爪を張り合わせて作られた物と言われている。

　ナグルファルは辺りの地じ獄ごく絵え図ずにも悠ゆう然ぜんと、まるで他ひ人と事ごとのように虚きよ海かいをかき分けて進んでいた。

「……あれが巨人の船の中じゃ一番にヤバい。近付かない方がいい、ってあたしの鼻が言ってるよ」

　サキは眉み間けんに皺しわを寄せ、くんくんと空気を嗅いでは、まずいものでも食べたかのような顔をした。

「……いいだろう。お前のその懸け念ねんを燃やし尽つくしてやる」

　俺はただちにレーヴァテインの炎を燃え上がらせた。あれほどの巨船なら、最大限の火力が必要だろう。俺は想おもいの力をレーヴァテインに注ぎ込み続け、遂ついには火ひ柱ばしらと見み紛まがうまでに燃え盛らせた。

　その巨大さに周囲の巨人達も息を吞のみ、圧倒されているのがわかる。

「……ぬ」

　潰つぶれ顔も呻うめくように呟つぶやき、俺おれの方へ向かってこようとした。が、それをミリアが阻はばむ。

「貴き様さまの相手はわたしだと言ったはずだ！」

　緑の刃やいばのグラムで潰れ顔の大剣を打つ。潰れ顔は大剣をまるで盾たてのように扱いながら、その合間に斬ざん撃げきを繰り出していた。大人と子供以上の身長差がありながら、潰れ顔はミリアの素早く連続した攻めに後ご手てに回っているようだ。

　俺はミリアによる潰れ顔の足止めを確認すると、後こう顧この憂うれい無くレーヴァテインの火ひ柱ばしらに意識を注ぐ。ただ轟ごう々ごうと燃え盛るばかりだった火柱が、次第に収束していく。それは一本の槍やりのように伸び尖とがり、鋭えい利りな先端は何物をも貫き通すかのよう。

　俺はそれを大きく上段に振りかぶり、そして、振り下ろすと同時に一気に解放した。

　ごうっ、という空気震ふるわす音。

　火線が一直線にナグルファルに向けて伸びていく。

　それは悠ゆう然ぜんと航行するナグルファルの横腹を直ちよく撃げきした。

　ぱっ、と閃せん光こうが走り、瞬しゆん間かん周囲が照らされる。虚きよ海かい内ないに浮かぶ船や巨人達が黒いシルエットになって浮かび上がった。

　それから遅れて、微かすかな爆発音。

　ナグルファルが傾かしいでいた。船体の横腹から炎を上げている。周囲を煌こう々こうと照らすキャンドルのようだ。

　近くを航行していた巨人達の小型船が、その噴ふき上がる炎に巻かれて誘ゆう爆ばくした。

　狙ねらい通りだ。狙い通りの着弾に火力。

　俺はそこで眉まゆを顰ひそめる。

　確かに燃えている。なのに。

　ナグルファルは一瞬傾いだだけで、今や再び悠然と虚無の海を進み始めていた。

　炎は轟々と燃えている。がしかし、その炎が急にナグルファルから分離したではないか。

　炎だけが虚海に取り残された風に見えた。そして、炎は燃え尽つきる。

　どういうことだ？　と、俺は目を凝こらす。

　ナグルファルは俺の炎を浴びても燃え尽きず、未いまだ航行している。まるで無む傷きずででもあるかのように。

　……いや。と、俺は目を細めて、ナグルファルの船体をよく見た。

　ナグルファルの横腹部分は大きく抉えぐれていた。無傷ではない。重大な損そん傷しようを与えたはずだ。ぼこりと凹へこんでいる。まるで、匙さじでその部分だけくり抜いたよう。だが、その窪くぼみが次第に小さくなっていくのも、またわかる。

「……修復されている？」

　そして、俺はようやく理解する。

　修復されているのではない。正しくは、生はえ変わっている、だ。

　死し人びと船ぶねナグルファルは無数の死者の爪でできている。そして、船が傷付いてもその分を新たに生えてきた爪が埋うめていくのだ。これまでに死んだ者の爪などいくらでもあるのだろう。いや、今まさに死んでいく巨人達の爪でもはぎ取っているのか。

「……だが、死者の爪とて俺おれの炎で燃やせぬはずはない。なぜ、ナグルファルは燃え尽つきなかった……？」

　俺の呟つぶやきに、傍かたわらのサキが鼻を鳴らす。

「ふん、ご自慢の炎もあの船には通用しないようだね。まあ、そりゃそうだろうさ。あんたの炎だって、船から切り離されちまえばそれ以上焼くことはできないだろうしね」

「……切り離された、だと？」

「そうだよ。見ててわからなかったの？　あの嫌な臭においのする船は、自ら燃えている部分を切り離して、それ以上燃え広がるのを防いだのさ。……まったく、生きているみたいに気持ちの悪い船だ」

　つまり、俺の炎は確かにナグルファルに取りつき轟ごう々ごうと燃え盛ったが、ナグルファルはその燃えている部分を自らの意思で廃はい棄きした、ということだ。あの船体の凹へこみは、延えん焼しようを防ぐために自らを抉えぐったゆえにできたのだ。そうして大穴を開けても、ナグルファルは死者の爪を生やしていくらでも自己修復できる……。

　これでは沈められない。ただ漫まん然ぜんとレーヴァテインの炎を撃うちつけても、あの船は延焼部分を切り捨てていくだけだ。あれだけの巨船だから、表面部分などいくらでも切り捨てられるだろう。そして、切り捨てた端はしからどんどん再生していく。

　なら、方法は一つか。

　俺は心を決めた。友情号の中に向かって合図する。

「あの船に……ナグルファルに近付けろ」

「……どうする気？」

　サキが心底嫌そうな顔で俺に問いかける。

「ナグルファルにこの船ごと突っ込む。その後ナグルファル内部に乗り込んで、内部から焼く。あの船も、腹の中で燃えている炎を切り捨てることは出来まい？」

　その後のサキの言葉はまるで吐き捨てるかのようだ。

「そうだろうと思ったけど！　わかってんの、あんた!?　あの船に乗り込むほど近付くってことは、巨人達もこっちに乗り込んでくるほど近付くってことなんだよ！　しかもあの船の中に入り込むとなったら、中に満まん載さいされてる巨人達との戦いは避さけられない。あんたが死んでニヴルヘイムへ行くなり、どこぞのエインヘリアルになるなりは好きにすればいいけどね。あたしをそんなのに巻き込んでほしくないね！」

「お前は俺が守る」

「……はぁ!?」

「とでも言えば安心するか？」

「気持ちの悪いこと言うのは止めな！」

「そうか、なら安心しろ。そんな気はさらさらないから。お前もミズガルズの妹達を救いたいなら、覚悟を決めろ。そして、自分の身は自分でなんとかするんだな」

　俺おれは刻こく一いつ刻こくと近づいてくる死し人びと船ぶねナグルファルに注意を戻した。黒い船体が間近に迫ってくる。甲かん板ぱん上じように巨人達が蠢うごめいているのが見えた。

　俺は友情号から身を乗り出す。そして、一気に跳とんだ。

「……ロスト!?」

　俺の跳ちよう躍やくに気付いたフュアリーが叫さけぶのが聞こえる。

「……あいつ、一人で乗り込む気……」

　ミリアの声も。

　ナグルファルに乗り込むのは俺一人でいい。ナグルファルを沈めることができるのは俺一人なのだから、他の連中がついてきても無む駄だなことだ。

　俺は死人船ナグルファルの甲板にもんどりうつようにして降り立った。体を転がし、すっくと立ちはだかる。周囲にいた巨人達の呆あつ気けにとられた顔。すぐに、突然の来客へ唸うなり声を発し出す。

「……お前等は引き返せ！」

　俺は背後の友情号へあらん限りの大声で怒ど鳴なった。ナグルファルから離れれば、それだけ巨人達に乗り移られることも少なくなるはずだ。が、伝わったかどうか。虚きよ海かいでは音も飲み込まれてしまう。

「うぉぉあぁぁっ！」

　早速摑つかみかかってきた巨人の顔を焼き裂いて、戦いの口火が切られた。

　わらわらと寄ってくる異い形ぎようの巨人達。それを斬きって捨ててはまた斬っていく。後に残るは切断されて燃えあがる巨人達の腕や体だ。

　ひゅっ、と風切る音がして、俺は反射的に仰のけ反ぞる。俺の顔があったところを巨大な石いし礫つぶてがかすめていった。

　鈍にぶい音立てて、石礫は甲板にぶつかり跳はねる。

　見上げれば、林立するマストの上に巨人達が何人かぶら下がり、投石弓を構えて俺を狙ねらっていた。

　続けざまに石の雨が降り始め、俺は身を低くする。そのまま、近くで両りよう手て斧おのを構えていた巨人に肉にく薄はく。大きく両手斧を振りかぶった巨人の一いち撃げきを避よけ、俺はその股また下したをざっと滑すべって潜り抜けた。

　ごっ、と鈍い音がして両手斧の巨人の後頭部が石礫に潰つぶされるのが見てとれる。マストの上の巨人達は仲間を巻き込むのになんの躊躇ためらいもないようだ。

　俺おれは素早く身を起こし、同時にレーヴァテインの炎を燃え上がらせる。それから目の前のマストめがけて一いつ閃せん。千年の巨木と見み紛まがうほどの黒いマストは粉ふん砕さいされた。

　めきめきと音を立てて、そのマストは他のマストも巻き込み倒れ伏して行く。ぶら下がっていた巨人が喚わめきながら、虚きよ海かいへと放り出されていった。

　更さらにマストに放たれた炎が周囲に燃え広がり始める。索さく具ぐが燃え、炎が綱つなを渡って無事なマストにも伝わっていった。

　巨人達に混乱が広がる。炎に焙あぶられ、船から虚海へ身を躍おどらせる者。火を消し止めようと滑すべり止めの砂を振りかける者。自分の体に着いた火を転げ回って消そうとしている者。この状況でもとにかく俺めがけて襲おそいかかってくる者。巨人達それぞれが統とう率そつされることなく、バラバラだ。指揮する者がいないのだろう。俺にとっては都合のいいことだ。

　俺はその混乱に乗じて、ナグルファルの中へと続く甲板上の出入り口へ走る。俺にとっては城門のように聳そびえる巨大な扉とびら。そこは今開け放たれ、中の巨人達が出たり入ったりを繰り返していた。

「そいつを止めろぉ！」

　巨人の一人がそう叫さけぶのが聞こえる。だが、その声の届いた者が何人いたことか。甲板の出入り口にいた巨人達は、燃え落ちるマストの方に注意を向けていた。

　いける。

　俺は確信し、速度を緩ゆるめることなく突っ込んだ。

　そこからは一いつ瞬しゆんの判断だった。

　俺は身を屈かがめ、そのまま前転するように転がってかわす。俺の髪かみを半透明のなにかが掠かすめていく感触。髪が幾本か切り取られた。背中が嫌な汗でじっとりする。

　危なかった。

　今、確かに殺意あるなにかが目の前に現れた。そして、俺の首を搔かき斬きるように薙ないでいったのだ。

「……はっはー！　チビすけぇ、そんなに急いでどうしたぁ？」

　扉から、どっしりと現れたのは髭ひげ面づらの巨人だった。分厚い胸板に、毛皮を纏まとった巨人。その髭面に、にっ、と笑いが浮かぶ。

「あんまり慌あわてると首を忘れることになるぞぉ？」

　こいつは確か……。

「……首くび攫さらい、だったな」

「おほぉ？　覚えててくれたとは嬉うれしいねぇ」

「……今のはお前の仕し業わざか？」

「なんのことだぁ？　わからねぇなぁ」

　巨人はとぼける。

「……わからないか。なら、それでいい。お前にはわからないまま退場してもらう」

　俺おれはレーヴァテインを構える。炎を前に吹き出させる姿勢。そして、一気に解放。の直前だった。

「おっとぉ、そいつぁ食らうわけにゃぁいかねぇなぁ」

　首くび攫さらいは言うと同時に右手を突き出し、

「溺でき神しんラーンは溺おぼれし衆しゆ生じようを救いたもう。その手の投と網あみはあらゆるもの掬すくうなれば。炎！」

　叫さけんだ。なにか半透明の帯のような物が奴やつの右手から放たれた。それは空中でぱっと広がり、ネットとなって俺の周囲に被かぶさってくる。

「……！」

　俺は背筋に冷たいものを感じて、飛び退すさった。これに触ふれるとまずい。そんな直感。そうやって、引きながら炎を放つ。だが、レーヴァテインの炎はその半透明のネットに触れるとそれに纏まとわりついてしまい、それ以上先へと伸びない。

「はっはー！　どうだぁ？　俺の神具はぁ？」

　首攫いは腹を揺すりながら笑ってみせる。

「この魔法の投網にゃぁ掬い取れねぇ物はねぇのさぁ！」

「お前、グリームニルだったのか」

　俺の問いに首攫いは、にっ、と笑った。

「その通りぃ。この俺は海神エーギルの妻である溺神ラーンのグリームニルよぉ。その神具である投網は中の物ならなんだって掬い取ることができるんだぜぇ？　おめぇさんの炎だって、これ、この通りぃ！」

　首攫いの投網の中で、炎は行き場を失って燃え盛っている。それが、首攫いが投網をぐいっと引き戻すと、まるで投網の中に吸い取られるようにして消えてしまった。

「いくらでも炎を投げつけていいぜぇ？　ぜぇんぶ掬い取って消してやっからよぉ」

「……なるほど。それがお前の神紋ルーンか」

　俺は呟つぶやく。

「神具である投網の中の物ならなんでも無効化してしまう。それがお前の力か」

「無効化、ってぇのとは違うなぁ？　この投網はなんでも掬い取っちまうんだぜぇ？　つまりぃ……」

　首攫いはぐっと身を引き、今度は更に勢い付けて右手を突き出してきた。

「溺神ラーンは溺れし衆生を救いたもう。その手の投網はあらゆるもの掬うなれば。首ぃ！」

　先程とは比べ物にならない広範囲に渡ってネットが覆おおい被さってくる。

「……ちっ！」

　俺は咄とつ嗟さに身を屈かがめ、横っ跳びに甲かん板ぱんを蹴けった。間かん一いつ髪ぱつ、投網に捕まらずに済む。ごろりと転がるが、その勢いですぐ立ち上がった。そして、素早く首くび攫さらいに注意を戻す。

　首攫いは熟じゆく練れんの漁りよう師しのように素早く投と網あみを引き戻していた。

「……あ？」

「……お、え？」

　そう言いながら、首攫いの足もとにゴロゴロと転がった巨人の首は五つほどか。投げつけられた投網の中にいた巨人達。その体は今や首を掬すくい取られてうろうろし、どさりと倒れて血を吹きあげていた。

「こぉんな風にも使えるんだぜぇ？　てぇか、悪りぃなおめぇら。つい、攫っちまったぁ」

　首攫いは足元の首達に謝ると、俺おれに向き直ってきた。

「さぁて、じゃぁ今度こそ、チビすけの首ぃ攫って、この俺のコレクションに加えるとすっかぁ」

　にっ、と笑い俺の前に立ちはだかる首攫い。じりじりと距離が詰つまってくる。奴やつにとって必殺の間合い、獲え物ものが投網から絶対に逃れられない距離を測はかっているのだ。

　俺もじりじりと後退する。下手に近付けばあの投網の餌え食じきだ。といって、この距離からレーヴァテインの炎を放っても投網に攫われてしまう。

　それから俺は、

「……くそ、なんで……」

　と呟つぶやきつつ、とっ、と後ろに跳とんで更さらに距離を取った。

「はっはー！　どぉしたぁ？　手も足も出ねぇかぁ？」

　勘かん違ちがいして勝ち誇ほこる首攫い。その後方に、高速で友情号が突っ込んで来た。破は砕さい音おん。ナグルファルの甲かん板ぱんがめくれ上がってバラバラになっていく。

「うおわぁ!?」

　首攫いはその衝しよう突とつに巻き込まれ、甲板やら索さく具ぐやらの瓦が礫れきと共に吹き飛ばされていく。俺がさっきまでいた場所も友情号の下敷きになっていた。

「その投網、一対一ならそれなりに使えるだろうが、こんな混戦では背後にまで気を配らないと足を掬われる……と、聞こえてはいないか」

　俺は独りごち、そして、厳しい目を友情号に向ける。

「どうして乗り込んできたりした。これでは巨人達のいい的だ」

　事実、ナグルファルに乗り組んでいる巨人達は、ぞろぞろと友情号に群がらんとしている。さらに、他の船の巨人達も虚きよ海かいをかき分けるようにして友情号へと向かってくるようだ。

　と、友情号の船腹に開口部が開き、中からサイレンスがまろびでてきた。

「おお、友よ！　我が最上にして最良の友よ！　どうして君だけを危機のただ中に打ち捨てておけるだろうか？　君があの巨人に炎を止められるのを目にした時、私の体は気付けば友情号の舵かじを切っていたのだ！　僅わずかばかりでも君の助力となるならば、友情号を突入させることになんの躊躇ためらいがあろう！　友とは共に危難に立ち向かうからこそ友なのだ！」

　そして、にこやかに言った。

「というわけで、この友情号の危難に対して共に立ち向かってくれるだろうね？　我が最上にして最も友ゆう誼ぎ溢あふれる友よ！」

　友情号へと迫る巨人達の輪はどんどん狭くなってきている。

「……助けに来ておいて、助けを求めるとはどういうことだ。大体、わざわざナグルファルにぶつかって船の動きを止めてしまっては自殺行為だぞ」

「……自殺行為はどっちだ！」

　友情号の船上から、ミリアが飛び降りてくる。

「貴き様さま、一人でナグルファルに乗り込んでどうする気だった!?」

「……俺おれ一人で十分だ」

　俺は目を逸そらしながら答えた。死ぬのは俺一人で十分だ。

　ミリアの眼まな差ざしが俺を射抜く。そして、深い溜ため息。見み透すかしたように、

「……貴様一人にだけ行かせるものか。わたしも共に行くぞ」

　と、脇からサイレンスが割り込んできて、

「あれ？　友よ？　我が最上にして我が友情号の守り手たる友たちよ？　……もしかして、この船を、私を守らないで行ってしまう……？　いや、まさか君よ、貴き人じんを守るという大変な栄えい誉よを得る機会をわざわざ捨てるはずはなかろうね？　なにしろ我が友情号には高貴にして至し尊そんたるアールヴの女王陛へい下かも……」

「わ、私も行きます！」

　そう言って、友情号の開口部からスーも姿を現した。

「ロストさんだけを行かせるわけにはいきません！」

「しかし、お前が来ても……」

「私だって、止めたいんです！　……あんなことを繰り返させたらいけないって……あの人を、スルトを止めてあげないと！」

　俺は努めて表情を押し殺し、

「だが、お前等は足あし手でまといだ。お前等の世話を焼いている余裕はない」

　冷たい声を装った。なのに、スーは引き下がらない。

「……大丈夫……ミリアちゃんも私も、ロストさんに守ってもらってばかりじゃないんですよ？　だから……だから、みんなで全てを終わらせたら一緒に……私達みんなで一緒にミズガルズへ帰りましょう！」

　そして、こんな場面で笑って見せるのだ。

「さあ、置いてけぼりは無しですよ？」

　そう聞いて、サイレンスはどぎまぎと、

「お、おお！　流石さすがは女王陛へい下か！　ご、ご立派な御お覚かく悟ごで……そ、それほどの御覚悟であるならば、私は敢あえてお止めしますまい！　ここで友情号を防衛することこそが最も理性的で正しいことと知っていても、私からは、お止めしませぬぞ！　私からは！　……というわけだから、我が友よ！　最上にして最も我が真意を読み取ることに長たけた友よ！　君は自分がどうするべきかもうわかっているだろうね……？　本当に、わかっているだろう……ね？」

　なんだか、サイレンスがばちばちウィンクしてくる。気き色しよく悪わるいので無視した。

　俺おれはミリアとスーの真しん摯しな眼まな差ざしに心揺らされる。……そこまでの覚悟なら……いいのではないか？　こいつらを信頼して背中を預けても……。

　そこへ、大だい音おん声じようが降ってきた。

「戦士の娘むすめ！　まだ勝負はついていない！」

　巨体が舞まった。ミリアの後を追って、潰つぶれ顔が飛び降りてきたのだ。どん、と響ひびくようにしながら着地。そして、吠ほえる。

「今度は俺の斬ざん撃げきをその身で知れ！」

　あの大剣をまるで短剣のように素早く繰り出していた。ミリアは緑の刃やいばのグラムでそれを打ち払う。だが、守勢に回るとどうしてもウェイトの差が表れてしまう。ミリアがグラムで受け流しても、その強力な斬撃の勢い全てを殺せるわけでもない。潰れ顔の一撃ごとに後退していくようだ。

「……くっ！」

「ああ！　ミリアちゃん！」

　ミリアの呻うめきに、スーの叫さけび。

「……ちっ」

　俺は舌打ちし、ミリアの加勢に向かおうとした。と、俺の袖そでを摑つかむ者がいる。

「……ロスト、あなたの目的を忘れては駄だ目め」

　フュアリーだった。落ち着いた声のトーンで、言い含めるように、

「……あなたはラグナロクの到とう来らいを止めたい……あなたの世界ミズガルズを守りたい……だから今ここにいる。なら、そのことだけを考えて。……あなたのすべきことは彼女を救うことではないはずよ」

「フュアリー、お前……」

「……私達が巨人達の目を引いている内に、あなたはナグルファルの内部へ……スルトを討うって」

「スルトを？」

「……スルトはナグルファル内部で全てを見ているはず……ナグルファルを内部から焼こうとするなら、スルトはそこで待ち受けている。ぶつかることは避さけられない……」

　つまり、ナグルファルを沈めるために炎を放つべき場所、そこはスルトに守られているということか。逆に言えば、スルトの元へ行けばそここそがナグルファルを沈めるに最適の場所ということ。

「……さあ、行って……大丈夫、あなたの大事な……仲間、は私が守るから……」

　ミリアの方を見つつ、フュアリーが俺おれを促うながした。

「……それに、たとえナグルファルを沈めることができたとしても、あなたはどうやってここから逃れるつもり……？　……私は絶対にこの船を守ってみせる……あなたを無事にここから逃がすために……」

「フュアリー……」

　と、フュアリーは俺に向き直り、

「……サキがあなたを導みちびいてくれるはずよ。彼女の鼻がナグルファルの中にいるスルトの居場所まで連れて行ってくれるでしょう」

　と、赤毛の少女を指差した。すると、それまで友情号の上で頭を抱えていたサキが、ばっ、と頭を上げる。

「……嫌だ！　あたしは行かないよ！」

　激しく頭を振った。

「ここは駄だ目めだ！　危険の臭においしかしない！　逃げ道がない！　今すぐ離れないと！」

「……あなたが蘇よみがえった理由を忘れたの……？　あなたはロストの助力となるために……」

「ここで死んだら妹達に会えないじゃないか！　冗談じゃない！　皇こう帝てい殺ごろしに付き合ってまた死ぬなんて真まっ平ぴらだよ！」

　一度死を得た者ほど、生に執しゆう着ちやくするのかもしれない。サキは髪かみを振り乱して俺を睨にらみつけてきた。

　フュアリーが溜ため息を、とても冷たい溜め息を吐く。

「……残念だわ……あなたの魂たましいは仮かり初そめの肉体に入れられているだけ……冥めい府ふの女おんな主あるじの使命を果たせないというなら……ロストを助けないというなら私がその容いれ物ものを破は壊かいす……」

　俺は覚悟を決めた。サキに語りかける。

「俺にはお前がいないとダメなんだ」

「はあ!?」

「お前の鼻が頼りだ。一刻も早くスルトの下へ辿たどり着いて奴やつを討うつ、そうしないと……」

　俺は周囲の巨人達に目を向けた。どいつも殺気に溢あふれている。友情号などすぐにバラバラにされてしまうだろう。

「お前はミズガルズの妹達を助けたいんだろう？　なら、俺が約束してやる。ミズガルズは滅ほろぼさせない。もしこれが果たされなかったら……俺の命はお前にくれてやる。だから頼む。俺を憎んでいるお前には面白くないだろうが、それでもお前のその力を貸してくれ。命を貸してくれ。俺のためじゃなく、お前の妹達のために」

　サキは歯を食いしばっているようだった。と、その体から、ふ、と力が抜ける。

「……くそ……あたしには結局これしかない……」

　サキはふらりとした足取りで、友情号から降り立った。俺おれの横に立つ。

「……わかったよ。ミズガルズを救うためだ。あたしが抱える一番の未み練れんは……再会することじゃなく幸せになって欲しいってことだもの……嫌でも協力するさ……」

　そして、顔を上げた。厳しく引き締しまった表情。

「あたしが先導してやる。ついてきな。一番危険な臭においのする所へ……スルトの所へ連れてってやるから」

　そうして駆かけだしたサキに従って、俺も走る。

　ナグルファルの内部へと入り込むための出入り口。そこからは巨人が湧わいて出てきている。サキはそちらには向かわず、友情号が突っ込んできた時できた甲かん板ぱん上じようの大穴の縁ふちに辿たどり着いていた。早くも、ナグルファルを構成する死人の爪がじわじわと生はえ揃そろい、穴を塞ふさごうとしているようだ。

「ここから中へ飛び込むよ！　……あんた先に行って、皇こう帝てい殺ごろし！」

　俺は肩を竦すくめて、先に飛び込んだ。

　曲がりくねった迷路のような道を進んで行く。

「こっちだ」

　サキの言葉に従って、ナグルファルの奥へ奥へと。巨人達が乗り込むだけあって、船内は至るところがでかかった。それはつまり身を潜ひそめる場所にも困らないということだ。

「……一いつ旦たん隠れて！」

　鼻をクンクン鳴らしながら、サキは的確に指示してきた。何度も巨人達をやり過ごす。もしサキの指示が無ければ、戦いになっていただろう。そして、この船内で一度でも戦いになれば、周囲から大勢の巨人達が増ぞう援えんに駆かけつけてくることも想像に難かたくない。そうなれば、どれほどの時間を浪ろう費ひしていたことか。

「……もうナグルファルの大分奥まで入り込んでるはず。そろそろあんたお得意の火ひ付つけ強ごう盗とうの技を使って攪かく乱らんしてやったら？　巨人達の目も逸そらせるし、延えん焼しようさせればより大きな損そん害がいをナグルファルに与えられると思うよ」

「……嫌なことを言うな」

　そう言いつつ、俺はレーヴァテインの炎を振りまいていく。烈れつ火かに焙あぶられ、ナグルファル内部に火が燃え広がっていった。

　巨人達の動きが慌あわただしくなる。煙と熱気に煽あおられ、巨人達は罵ば声せいや舌打ちを繰り返しているようだ。消火に気を取られ、俺達への注意は疎おそろかになっていた。

　そうして俺達はついに辿り着く。両開きの扉の前だ。

「……ここが一番危険な場所……」

　サキが呟つぶやいた。

「あたしの鼻に臭におうんだ……絶対に……入っちゃダメだって」

　サキは震ふるえていた……。

　俺おれ達たちは扉を押し開いて中へと入り込む。扉を開閉する際に、音はしない。思ったより軽い扉だった。

　巨大な部屋だった。俺達のような人の身には天井が遥はるか上に見えた。

　室内には僅わずかな明かりが投げかけられている。巨大な柱が林立し、どうもこの部屋を頑がん丈じように支えているようだ。まるで、この部屋だけで独立した一個の箱のようにも感じる。

　パン、パン、パン、と乾かわいた拍手が響ひびいた。

「ようこそいらっしゃいました」

　馬鹿にしたような、ゆっくりとした拍手。林立する柱の陰かげから、ゆっくりと人影が現れた。それは小柄で、目が赤く光っていた。

「あなた方が求めていたのは私でしょう？　まさに、今あなた方は私の前に立っているのです。讃たたえましょう。その……愚おろかさを」

　スルト、いやアールヴ族の小こ僧ぞうゲインは端たん正せいな顔に微笑ほほえみを浮かべている。

「ふふ、ふ。死人のお嬢じようさん、あなたが今回、色々と私の目論もくろ見みの妨さまたげになってくれていたようですね」

　まるで世間話でもするかのように軽い口調だった。

　サキは、俺の方を向いた。強い視線で俺を見る。訴うつたえかけるような目。

「……約束だぞ」

　呟いた。

「ミズガルズを救うと……あたしの妹達を助けると、そう約束したな？　……絶対に果たせよ」

「なんだ、急に？」

　一方、ゲインは歌でも歌うかのように朗ろう々ろうと唱となえていた。

「……あなた方がヴィーズブラーインから逃げおおせたのもお嬢さんがいたからこそ。私の船団を虚きよ海かいの中で襲おそえたのもお嬢さんがいたからこそ。そして、ナグルファルの奥深く、私の元まで辿たどり着けたのもお嬢さんがいたからこそ、です。おやおや。私はお嬢さんに三度も借りがあるようですね。まったく、鼻が利きくというのは、こうしてみると大した能力だとは思いませんか？」

　サキはゲインなど見ていなかった。俺を見ていた。必死に訴えかけていた。

「……デイシーは馬鹿で自分勝手ですぐになにかしでかすどうしようもない奴やつだけど……すごく寂さびしがり屋なんだ。……キリは自分の気持ちを表に出すのが下手くそだけど、本当は素直な子で……素直すぎて他人のいうことにすぐ従って騙だまされやすい……あの二人だけで生きていくなんて、あたしは心配で心配で堪たまらないんだよ……」

「死人のお嬢じようさん。あなたの魂たましい、私の糧かてにしてもいいのですが、少し脆ぜい弱じやくに過ぎますね。無理に貪むさぼるほどでもありません」

　ゲインは反応があろうがなかろうが関係ないのか、話を止めない。

　そこで俺おれは思い出す。

　まずい。確か、こいつの話は聞けば聞くほど術じゆつに嵌はまりやすくなるはず。魂を捧ささげたくなってしまうという罠わな。

「仕掛けるぞ。お前はどこかに隠れて……」

　言いかけながら、俺はレーヴァテインを顕けん現げんさせる。そして、即座に斬きりかかろうとしたところで、ぐい、と引かれた。俺はバランスを崩くずし、そこに足をひっかけられた。そのまま倒される。

　俺を転倒させながら、サキは言った。

「……だから、あいつらの面倒をあんたに頼む……」

「おい、なにをする!?」

　一いつ瞬しゆん、サキが泣き笑いのような表情を見せる。

「あたしにできることは、もうこれくらい……あいつらを助けて……もう一度会……」

　ぱっと、閃せん光こうが走った。

　俺の視界が白く染まる。眩くらんだのは一瞬だったと思う。その一瞬の後。俺が再び目を開いた時、サキはいなくなっていた。それどころか、部屋の壁の一面も消えていた。ナグルファル内部から外へ向けて大きな穴が開いている。

「ふふ、ふ。あなたはうまく避よけましたね」

　ナグルファルの心臓部を背にして立つゲインは、そう含み笑いを漏もらした。

「もっとも、これで消えてしまわれては私も困りますけれども」

「……なにをした？」

「私がフレスヴェルグのグリームニルであることはご存知でしょう？　これまでに貪むさぼり食った魂の力を少しだけ解放したのですよ」

　ゲインは壁に開いた大穴を指し示した。穴の縁ふちが溶けているのがわかる。凄すさまじい熱量が発生したのだ。

「魂のエネルギー、それとも死し霊りようのエネルギーとでも言い換えましょうか？　私は貪り食ったそれを蓄たくわえ、自在に引き出すことができるのです。純じゆん粋すいな破は壊かい力りよくにも変換できますし、このように」

　と、ゲインの周りに黒い瘴しよう気きが凝こり固まっていく。それは意志ある物のように纏まとわりつき、ゲインを覆おおいつつその姿を変えていった。

「な……に……？」

　俺は次し第だいに顔を上に向けざるを得ない。ゲインがむくむくと巨大化していくからだ。いや、ゲインの纏まとった瘴しよう気きが、という方が正確か。ゲインは今やどす黒い巨像と化していた。そこらの巨人よりでかい。

「私を守る鎧よろいとして纏うこともできるのです。……ふふ、ふ。古いにしえの神話には、モックルカールヴィという粘土でできたゴーレムの名が記されていますが……これは差さし詰づめ死し霊りようの怨おん念ねんでできたゴーレム、死霊のモックルカールヴィとでもいったところですか」

　ゲインの声がその巨像の中から虚うつろに響ひびいた。

「魂たましいのエネルギーは大きなものですよ。運命をも変える力になります。様々な形に変換して使用できる、使い勝手のいいものです。ふふふ、もっとも、それで使い過ぎてしまうのですけれどね」

　ゲインは思いだしたかのように笑った。

「少し前にも使い過ぎてしまいました。ホッドミーミルを破壊するのに、大おお盤ばん振ぶる舞まいしすぎましてね。あれほど使う必要はなかったのですが」

　ホッドミーミルを何度も貫つらぬいて崩ほう壊かいさせたあの閃せん光こう。あれはこいつ一人がやったことだったのか。あの城じよう砦さいにも等しい都市を一人で滅ほろぼすほどの力……。

　サキは嗅かぎつけていたのだ。こんな力を持つ相手と相あい対たいすることは死を意味する、と。ここに来れば死ぬと理解していた。それなのに、それでも俺おれを導みちびいてくれた……。いずれにせよ、自分の死は免まぬかれないとあの鼻で嗅ぎ取っていたのだろう。あいつにとって、この船はどこにも逃げ道がないデッドエンドの袋ふくろ小こう路じだった。だからこそのあの表情か。……死を覚悟していたのだ。俺に妹達を託たくすために。俺がミズガルズを救うと信じて。

　先程、俺を引き倒したのもそうだ。俺があのまま飛び込んでいれば、ひとたまりもなく閃光に焼かれていただろう。ゲインの危険さを察さつ知ちしていたのだから、あの場面で自分が伏せていれば助かったはずなのに……あえて、俺を救う方を選んだ……。それが奴やつの嗅ぎとった、より良い未来への道だったというのか。

「……くそ……！」

　俺は罵ののしった。ゲインに対してなのか、自らを犠ぎ牲せいにしたサキに対してなのか、サキを失ってしまった自分に対してなのか、それら全部に対してなのか。俺自身にもよくわからない。

　ゲインは相変わらず話し続けている。

「ホッドミーミルは破は壊かいされました。ふ、ふふ、私の力でです。ですが、それでも世界を焼き尽つくすには火力が足りないのは明白でしてね。私はもっと魂を必要としています。強い魂を欲しているのです。ふふふ、少々使い過ぎたばかりでもありますし。そう考えますと、あなたの魂は良さそうですね」

「俺の魂、だと？」

「……あなたはロキ神のエインヘリアルなのでしょう？　とても良い糧かてになりますとも。ふふ、というわけで、是ぜ非ひ私の糧となって欲しいのですが如何いかがですか？」

「……ふざけるなよ。誰だれがお前に食われるものかよ」

　俺おれは俺の中の怒りをレーヴァテインの炎として燃え上がらせる。

「そうですか。同意を得られないのは残念です」

　ゲインの慇いん懃ぎんな口調。そのゲインの乗り込む死し霊りようのモックルカールヴィは今や俺の真ん前に、山の如ごとく聳そびえ立っていた。そして、その巨大な手が俺を摑つかむかのように、覆おおい被かぶさってくる。

「……たとえ、死霊だろうとレーヴァテインで焼けぬことは無い」

　俺は炎を絡からめた刃を振るった。紅ぐ蓮れんの炎がモックルカールヴィの手を切り裂く。次ついで、劫ごう火かに包まれるモックルカールヴィ。だが……。

「……くそ、またか……！」

　俺は唇を嚙かんだ。炎に包まれた巨像の手が抜け落ちたのだ。そして、俺の炎は手を燃やし尽つくすと消えてしまう。

　死霊のゴーレムには、すでに新たな手が生はえてきていた。

　これはこの船、ナグルファルにレーヴァテインの炎を叩たたきつけた時と同じだ。燃えている部分を自ら切り離し、再生する……。

「ふふ」

　モックルカールヴィの中から、虚うつろな笑い声が漏もれてくる。

「魂たましいのエネルギーで包まれた私に、神紋ルーンの力は最も早はや通じません。あのアールヴの男程度のこと、私にとっては造ぞう作さもないことなのですよ。神紋ルーンに対する絶対防御など、児じ戯ぎに等しい」

　黒い瘴しよう気きが渦巻き、モックルカールヴィの新たに生えた手に纏まとわりついていく。

「更さらに、この巨体ゆえにたとえ直接攻こう撃げきを食らおうと蚊かに刺さされたようなもの。私はあのアールヴの男以上に無敵、無む尽じん蔵ぞうなまでの無敵なのです」

　纏わりついていた黒い瘴気は今や黒々とした剣を形作っていた。巨像が持つに相応ふさわしい、巨大極まりない剣を。その重量感といい、禍まが々まがしさといい、見ただけで意気を挫くじかれそうになる。

「さて……あなたは剣術がお得意なのでしょう？　一つ手合わせ願いましょうか？　ふふ、ふ」

　見ればわかる。あれがただの剣のはずがない。

「……その剣でなにを企たくらむ？」

「そんなに警けい戒かいしないでください。ただ、私は時間を稼かせぎたいだけなのですから」

「……なに？」

「ふふ、ふ。大分お話ししましたし、そろそろ頃合いかと思うのですが」

　ゲインは含み笑いを言葉ににじませる。

　モックルカールヴィの深しん奥おうが、赤く怪あやしく輝かがやいた。

「啄ついばめ、青きくちばし持つ鷲わしよ。貪どん欲よくのフレスヴェルグは貪むさぼり食らうものなれば」

　神しん言ごんと共に、俺は強い衝しよう動どうに囚とらわれる。ゲインに身も心も、文字通り魂をも捧ささげたいという衝動。

　俺おれは内心で自分を罵ののしる。

　間抜けめ！　また同じ手にやられるとは……！

「ふふ、終わりです」

　死し霊りようのゴーレムは俺を迎え入れるように両手を広げる。

「さあ、私にあなたの魂たましいを。ここにはあなたの目を覆おおい隠して術を解いてくれる者は最も早はやいませんから」

　くそ。俺はこいつやスーのような、意志を攻撃してきて支配下に置くタイプの神紋ルーンに弱過ぎる……。

　俺は一歩、踏ふみ出した。

「……まったく、なにやってんだ、君は？」

　溜ため息混じりの声が俺の背後でした。

「簡かん単たんに敵の神紋ルーンに操あやつられるとか、新手のドジっ子のつもりかい？　困るなー……そんなのに僕が負けたって言われたら恥ずかしくて切腹しちゃうよ」

　突然の声。この気配を感じさせず急に現れる感じは。

「……アヴィ……なのか？」

　そう言いつつ、俺はもう一歩ゲインに向けて踏み出していた。早くゲインに魂を貪むさぼって欲しい。そう感じていたからだ。

「おや？」

　死霊ゴーレムが動きを止める。そして、喜びに溢あふれたような声がその中から投ぜられた。

「おお！　ご無事でしたか、アヴィ様！　お喜びください！　アヴィ様の敵は既すでに私の手の中でございます。どうかごゆるりとこの男の敗北をご照しよう覧らんくださいますよう……」

「……馬鹿にするの、いい加減にしてくれる？」

　背後からのアヴィの声。くぐもってはいたが、それでも冷たい怒りは十分に感じられた。

「もう猿さる芝し居ばいはいいよ。……今まで僕を虚こ仮けにしてくれてたんだね」

「なにを仰おつしやいます、アヴィ様！　私はアヴィ様の下げ僕ぼく、アヴィ様を侮ぶ辱じよくするなど……ふふ、ふ……ははは、申し訳ありません、アヴィ様の得意顔を思い出したら、私、もう、ふ、ふふ！　笑えてきて仕方がありません。ははは、どうかご容よう赦しやを、アヴィ様」

　途中まで真面目くさった声をしていたが、一転吹き出していた。

「アヴィ様は本当に面白いおもちゃでしたよ。私の思い通りに踊おどってくださって……ふ、ふふ、アールヴの連中を殺してくれた時など、本当にその愚おろかさに笑ってしまいそうでした。巨人達も笑いを堪こらえるのに必死だったはずですよ。元来、巨人は我慢強い方ではないのに、そんなことを強しいるなんてまったく悪いアヴィ様ですね」

「……僕は借りは返す男なんだ。僕をいいように扱ってくれたね？　こりゃ、お仕置きしてあげないと」

「ふふ、ふ。思い上がりも甚はなはだしいですよ、アヴィ様。愚かなアールヴ族の分ぶん際ざいで。そもそも、アヴィ様はもう終わった存在です。粉々に爆ばく破はして差し上げたつもりでしたが……」

「……ああ。でも、生きている。鎧よろいのお陰かげでね」

「その満まん身しん創そう痍いの無様なお姿で？　まだ私を笑わせに来てくださるとは……。結構、大変結構です」

　ゲインの虚うつろな声が響ひびく。

「もう十分楽しませていただきました。ですから……消えてよろしいですよ。アヴィ様」

　死し霊りようゴーレムはゴミでも払うかのように手を振ってみせる。

「僕のことを様付けで呼ぶの、止めてもらえる？　心にもないこと言われるとムカつくんだけど」

「ふふ、ふ。アヴィ様が御気分を害されるのでしたら、なおさらアヴィ様とお呼びしなければなりませんね、アヴィ様」

　その間に、俺おれは更さらに一歩ゲインへ近付いた。あと少しで、死霊ゴーレムの中に吞のみこんでもらえる……。

　そう思いつつ、俺は背後のアヴィに問いかけていた。

「……どうやってここまで来たんだ？」

「アールヴ族は色々と独自に技を使えるんだよねー」

　アヴィの声はくぐもって聞こえる。

「転移の技とか。もっとも、ここまで使いこなせるのは僕くらいだろうけど」

「それでアヴィ様？　もうよろしいですか？」

　死霊ゴーレムからかしこまった声がする。

「なにが？」

「ふふ、ふ。いえ、あなたも私と十分話した頃合いですから」

　ゲインは笑い、素早く神しん言ごんを唱となえ始めた。

「啄ついばめ、青きくちばし持つ鷲わしよ……」

「無む駄だだよ」

　アヴィの声。

「僕には神紋ルーンは通じない。見てただろ？　だから、こういうこともできる」

　俺の肩に手が置かれた。その途端、なにかが弾はじけた。俺の中でぱちんと音がしたような気がする。

　俺は立ち止まっていた。もう全然、ゲインに貪むさぼり食われたいなんて思っていない。むしろ、レーヴァテインで斬きり倒してやりたいという気持ちでいっぱいだ。

「これはどういう……」

　俺は振り返る。鉄仮面の人物が俺の肩に手を載のせて立っていた。

　ミーミルの首だった。ひびが入り、割れた兜かぶと。その割れ目から見える目は、確かにアヴィのもの、赤い目だった。ミーミルの首から伸びていたはずの全身を覆おおう板ばん金きん鎧よろいは今や見るも無む残ざん。焦こげ、砕くだけ、アヴィの体のあちこちが剝むき出しになっている。そこから覗のぞく肌は焼け爛ただれていた。今ここに立っているのが不思議なくらいだ。

「……お前、その首……まだ被かぶっているのか!?」

　俺おれは叫さけんでいた。

「その首こそがお前の目を曇くもらせた元げん凶きようなんだぞ。お前がアールヴ族達を殺したのも、この小こ僧ぞうの思い通りに動かされたのも、元はと言えばその首を被った所せ為いだ。その首を身につけている限り、お前はこれからも間違え続けて多くの悲劇をもたらす。そういう呪のろわれた首だと、わかったはず……なのになぜ、まだそんなものをつけている!?」

　やはり力に溺おぼれた者は最も早はやその力を捨てることなどできないのか。スーは、アヴィが自らミーミルの首を外はずしてくれると信じていた。信じていたからこそ、あの場面でアヴィの命いのち乞ごいをしたのだ。それをこいつは踏ふみにじっている……。

「そうは言うけどね。君を今救ったのはこの首のお陰かげだけど？」

　アヴィはくぐもった声で言ってきた。

「ミーミルの首のもたらす神紋ルーンを無効化する力……僕が君に触ふれたからこそ、君にもその効果は及んだ。だから君は助かったんだよー？」
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　そんなこともできるのか。しかし……。

「……それに、僕がこいつの所せ為いで狂ってるっていうなら……君か、あの女王の血を引く小こ娘むすめが僕を殺してくれればいーじゃん。それで済む話さ」

　……そんな風に思うこと自体が、既すでに正しく物事を見る目を失っている証しよう拠こだ。アヴィは今もミーミルの首に目を奪うばわれたままなのだ。

　ゲインはまだ笑っている。

「ふふ。私の貪どん欲よくの神紋ルーンの力を打ち消しますか。その壊こわれかけた兜かぶとに、まだそのような効力が残っているとは。ですが……」

　死し霊りようゴーレムが雪崩なだれのように襲おそいかかってきた。その手にするは、黒々とした巨大な剣。それが世界を切り裂くかのように、重く、空間を震ふるわす。

「……はっ！」

　そのゴーレムの巨剣が俺おれの目の前で弾はじけ飛んだ。黒い瘴しよう気きの渦うずとなって雲うん散さん霧む消しようする。

「お前……」

　驚いたことに、アヴィが俺の前に立っていた。ゴーレムの巨剣を気合いと共に打ち消したのだ。まるで、俺を庇かばうかのよう。

「……勘かん違ちがいしないで欲しいんだけど……君を助けたわけじゃないからね。ミーミルの首があいつの神紋ルーンの力を打ち消した、ただそれだけの現象に過ぎないんだからね？」

　アヴィが背中越しにそう告げてきた。

「ふふ、ふ。これも防ぎますか。この死霊で形作られた剣、魂たましい喰くらいを」

「それが神紋ルーンの力で作られた物なら、僕の絶対防御で防げない物は無いのさ」

「確かに、これは貪欲の神紋ルーンの力を有す剣……斬きられれば、貪欲の神紋ルーンの力が及びます。すなわち……その魂は私の糧かてとなる」

「……うっ!?」

　アヴィが呻うめき、膝ひざをついた。そして、ミーミルの首から伸びる鎧よろいの一部が弾け飛ぶ。

「ですが、その防御、いつまで続きますかね？　私の力は無む尽じん蔵ぞう……打ち消されても、いくらでも作り出すことができるのですよ？」

　死霊ゴーレムは、もう巨剣を再生していた。それも両手に持っている。

「私の斬ざん撃げきをいつまで受け続けられるでしょうか？」

「……少し持てば、それで十分さ」

　膝を着きながら、アヴィが不敵に笑った。

「ふふ、ふ。……戯ざれ言ごとを！」

　今度は二刀が雪崩かかってくる。それらはアヴィの体に届く前に弾け飛び、黒い瘴気の渦と化した。だが、ゴーレムに纏まとわりつく黒い瘴気は、すぐに凝こり固まって元の巨剣を形作るのだ。そうして繰り返される連撃。

「……ぐっ！」

　アヴィが喘あえぎ、その度に鎧よろいが破は損そんしていく。ミーミルの首に亀き裂れつが走る。

「ふふ、ふ。もう限界ですか？　少しも持ちませんでしたね」

　ゲインの虚うつろな声が笑う。絶え間ない連れん撃げきを加えながら、

「では、終わりにしましょう！」

　死し霊りようゴーレムから、それぞれが巨剣を持った腕が生はえる。全部で九本の巨剣。それらが一斉に、あらゆる角度から打ち下ろされ、

「……甘いんだよ！」

　俺おれがそれらを全て、レーヴァテインの炎で燃やした。

　ゲインの虚ろな声が、

「ほう？」

　と、感心したように漏もれてきて、俺は言葉を叩たたきつける。

「俺の炎を忘れてたのか？　間抜けめ！」

「よくやった！　褒ほめてあげるよ、ロストくん」

　一いつ瞬しゆんの間を得たアヴィが叫さけんだ。

「この隙すきを待っていた！　きざはしを知る者は幸いなり。番人ヘイムダルは秩ちつ序じよを担になう者なれば！　分ぶん際ざいを示せ、貴き賤せんの神紋ルーン！」

　アヴィは自分が本来持っている神紋ルーン、貴賤の神紋ルーンの神しん言ごんを唱となえた、そして、その貴賤の神紋ルーンの力は、

「君の全てを奪うばってあげるよ！　ゲイン！　君は第三階級奴ぬ婢ひだ！　その力は全部僕のものだ！」

　相手の持つ力を自分の物とできるのだ。そして、力を奪われた相手は無力化してしまう……。

「はははっ！　僕を虚こ仮けにした代だい償しようは高くついたねえ？　君にはもう立ち上がる力さえ残っては……」

　アヴィの言葉が途中で消えた。

　俺の炎で焼き尽つくされた死霊ゴーレムの腕。それらがまた生え伸びてきていた。九本の腕それぞれに巨剣を持って。黒い瘴しよう気きは相変わらず、ゴーレムの体を覆おおっている。

　つまり、ゲインは未いまだに魂たましいの力、死霊の力をコントロールしている。死霊を己おのが糧かてとする貪どん欲よくの神紋ルーンを未だ保持しているということか。

「……これは……？」

　アヴィの声に、初めて戸惑いが見えた。

「ふふ……」

　死霊ゴーレムから虚ろな笑いが響ひびく。

「言ったでしょう？　私にとっては、神紋ルーンに対する絶対防御など児じ戯ぎのように容た易やすいことだと」

「どういうことなんだ？　どうして……？」

　弱弱しく呻うめくアヴィ。対するゲインの声は慇いん懃ぎんだ。

「私を覆おおい包む死し霊りようが、私の代わりになってくれるのです。すなわち、私の代わりとなった死霊からその全てを奪うばったに過ぎません。如何いかがでしょう？　その死霊はあなたのお役に立つような力を持ち合わせた魂たましいでしたか？」

「う……」

　アヴィは立ち尽つくしている。ゲインの虚うつろな笑いが響ひびく中、そこへ九つの巨剣が殺さつ到とうした。俺おれは再びレーヴァテインの薙なぎ払いによって、その幾いくつかを焼き払う。それ以外はミーミルの首の絶対防御によって弾はじけ飛んだ。だが、ミーミルの首がその負担に耐え切れなくなるのは目に見えている。

「おい！　呆ほうけている場合か！」

　俺はどやしつけた。

「神紋ルーンの力を使え！」

「……見てなかったのかい？　僕の神紋ルーンは通じない……死霊に阻はばまれてしまうんだ……」

「貴き賤せんの神紋ルーンじゃない！　奴やつと同じ神紋ルーン……貪どん欲よくの神紋ルーンを使えと言ってるんだ！」

「貪欲の……？」

「そうだ。奴やつと同じ神紋ルーンを使え！　ミーミルの首を纏まとったものは全ての神紋ルーンを扱えるようになる……そうだろう？　なら、それで五ご分ぶにはできるんじゃないのか？」

　アヴィの反応は鈍い。アヴィよりも先に反応したのはゲインだった。その反応とは虚うつろな笑い声。

「ふふ、ふ……貪欲の神紋ルーンを使ったとて無む駄だですよ」

「なに？」

「貪欲の神紋ルーンは人の魂たましいを食らい続け、それを使役する神紋ルーン……。今から貪欲の神紋ルーンを使ったとして、その食らうべき魂はどこから手に入れるのですか？　あなたがその糧かてとなってその身を捧ささげるおつもりで？」

　死霊でできたゴーレムから、黒い瘴しよう気きが噴出されるように立ち上る。

「ふふ、ふ……私は無限に死霊のエネルギーを使うことができますが、アヴィ様はそうではない。今の私に匹ひつ敵てきするほどの死霊を纏うには、相当の数の、しかも強力な魂を食らわねばなりませんね。……ふふ、そのような食事の時間が取れますでしょうか？」

　九つの腕を振り上げ、まるで全天を覆うかのよう。死霊ゴーレムは仁に王おう立だちしていた。

　……どうしようもないのか？　俺がいくらレーヴァテインの炎で焼いても、奴は死霊のエネルギーを使って後から後から再生してくる。なのに、こちらはもうアヴィの絶対防御も破は綻たん寸前……。守り合うなら、こちらがじり貧ひんになるだけだ。どうにかして、奴に打撃を与えねば……だが、無限の再生能力を持つ奴にどう立ち向かえばいいのか……。

　その時、この部屋の扉、巨人用の大きな両開きの扉に亀き裂れつが入った。そして、微み塵じんに千切れ飛ぶ。

「……そんなのおかしいです！」

　扉の残ざん骸がいが降り注ぐ中、場違いなほど甲かん高だかい声がする。

「人の魂たましいをなんの制限も無く無む尽じん蔵ぞうに操あやつれるなんて……無限に力を振るえるわけがありません！」

　そこにいたのは緑の刃やいばのグラムを構えたミリアと、その後ろに隠れるようにして立つスーだった。

「お前等、どうしてここに……」

「わたし達も共に行くと言ったぞ、ロスト！」

　ミリアがまるで怒っているかのように声を荒げた。

「船は……友情号はどうしたんだ？　まさか破は壊かいされてしまったのか？　なぜそうなる前に逃げなかった!?」

　俺の方こそ声を荒げたい。だが、ミリアの後ろでスーが首を横に振っている。

「私達の船は大丈夫です。フュアリーさんが、船の周囲を氷ひよう霜そうの神紋ルーンで完全に覆おおっていますから、巨人達が船に取りつくには時間がかかるって言ってました。て、それより、問題はこっちです！」

　スーは死し霊りようのゴーレムを見上げる。

「こんなものを無限に使えるわけがないんです。どこかから、その、死霊のエネルギーを供給されてないと……」

　ミリアがスーの言葉を引き取るように、

「なぜ、奴やつがこの部屋にいたのかを考えればいい。それは、ここが奴にとって重要な、守らねばならない場所だからだ」

「なに？」

「つまり……この部屋のどこかに、奴に死霊の力を供給するなにかがあるに違いない」

「ふふ、ふ。なにを言い出すのかと思えば……」

　死霊ゴーレムの奥からの声が虚うつろに響ひびく。

　俺はまじまじとミリア達を見直していた。よく見ると、二人の周囲を黒い瘴しよう気きのようなものが漂っている。ただ、俺はその瘴気に嫌なものを感じない。

「……どうして、そんなことがわかるんだ？」

「なにかが囁ささやくんです。ここだって」

　スーが俺の問いに応こたえた。

「わたし達がこの部屋まで辿たどり着けたのも、その囁きのお陰かげだ」

　ミリアも同調する。その二人の周りを漂う黒い瘴気……。

「……サキ、なのか？　そこにいるのか？」

　俺おれは、直感的に尋たずねていた。あいつは今も死し霊りようとなって、ミリア達をここまで導みちびいてくれた……。

　その瘴しよう気きは、まるで案内するかのように部屋の奥まで漂っていき、途中に林立する柱の一本に纏まとわりついた。

「……そこか？　そこなのか？」

　俺が呟つぶやくと、確かにその瘴気から囁ささやきが聞こえたのだ。

『……約束を守りなよ、皇こう帝てい殺ごろし……』

　そして、力尽つきたように霧む散さんした。消えてしまった。

「お前……」

　俺の呟きに、もう囁き返すものはなかった。

「……またですか」

　ゲインのうんざりしたような声が響ひびく。

「また、死人のお嬢じようさんが余計な真似を……」

　よく見ればその柱には他の柱と違う特徴があった。

　その中央部にはなにか赤黒い物が光っている。俺はそれを見て、なぜか寒さを感じてしまう。

　それは球形だった。多数の管に繫つながれている。球から放たれる光はまるで溶岩のように暗く、赤い。鬱うつ々うつとした生命力。そんなものを感じる。弾はじけるような生の喜び、といったものではない。もっと密やかな、負の生命。

「……あれが、サキの知らせたかったもの、か」

　スーが覚おぼ束つかなげに呟いた。

「たぶん……あの赤黒い球が重要な機関なんだと思います。……恐らくはこのゴーレムやナグルファルの再生能力を司つかさどる心臓みたいな……魂たましいの供給機関とでもいうのでしょうか……」

「どうしてそう思う？」

「なんだか、あれを見た時にとても寒くなったんです。……まるで死の国ニヴルヘイムを思わせるような。あれは死に関係するなにかだと思います。そして、この船は死者の爪でできていていくらでも生はえ変わる……」

「ならば、あれを破は壊かいすれば……」

　サキは危険を嗅かぎつけるだけでなく、敵の弱みも嗅ぎつけることができたのだろう。俺達の話を聞いていたゲインが、ひび割れたような声を上げた。

「それがわかったところで……私がそんなことを許すとお思いですか？」

　死霊ゴーレムがのそりと動き始めた。俺は瞬しゆん時じに判断する。

「アヴィ！　あいつの動きを止めるぞ！」

　俺はレーヴァテインの炎で死霊ゴーレムの足を焼く。アヴィも、その表情に理解の瞬またたきを示し、

「やってやろうじゃないか……！」

　神紋ルーンを無効化する力で、死し霊りようゴーレムを形作っている貪どん欲よくの神紋ルーンを打ち消した。それで、死霊ゴーレムは削けずられていく。

　俺おれ達たち二人に、赤黒い柱の守しゆ護ごへ向かうことを妨さまたげられたゲインが虚うつろに喚わめいた。

「……この虫けら……！」

「今の内に、その柱を破は壊かいしろ！」

　俺は背後のミリア達に叫さけぶ。叫びながら、少しでも死霊ゴーレムの進行を止めようとレーヴァテインを振るい続けた。

「小こ賢ざかしい……」

　ゲインの呟つぶやきが漏もれ、そして、

「……ひゃ!?」

　スーの悲鳴が響いた。見れば、部屋の床という床から黒い瘴しよう気きが噴き上がり始めている。そして、それらは人型を為なし、小刻みに震えながら実体化した。それは黒い影の死者達だ。

「……亡もう者じやか」

　ミリアが呟き、緑の刃やいばのグラムで構えを取る。

「ふふ、ふ。亡者の群れに吞のまれてしまいなさい」

　死霊を操あやつるゲインにとって、この程度のことは容た易やすいことなのだろう。そもそも、この船自体が死霊の塊たましいのようなものなのだ。

「たとえ亡者の群れだろうと、我が緑の刃のグラムの前では無人の広野も等しい……！」

「待って！　ミリアちゃん！」

　剣を振るおうとしたミリアをスーが止めた。

「なんの真似だ、スー？」

「……聞こえる、聞こえるんだよ……」

　スーは目を閉じ、耳を澄すませているように見える。

「……この人達……みんな無理にスルトに吸い寄せられて……ニヴルヘイムに行くことも叶かなわずに迷わされている人達……」

「死霊の声が聞こえているのか!?」

　ミリアが眉まゆを跳ね上げる。

「……みんな救いを求めてる……そう、使役されることを強しいられて……いいんだよ、もう……安息を求めても」

　スーは今やミリアのことさえ目に入っていないのか。呟き、それから、涙を流した。

「……こんなに多くのアールヴの人達も……わかったよ、私が……頸くび木きから解いてあげる」

　スーは目を開け、背筋を伸ばした。

「……愛を喜びとする者は幸いなれ、女神フレイヤは決して愛を忘れずの神なれば。もう……休んでいいよ、みんな。お願い……」

　スーの胸元から光が発せられる。その光を浴びた黒い影の亡もう者じや達が、次々に薄うすれて消えていった。慈じ愛あいの神紋ルーンは愛で人を支配するだけではなく、どんな者でも愛で包んで許すのかもしれない。慈愛の神紋ルーンを使うグリームニルだからこそ死霊を浄化できたというのか。それとも、浄化というより迷っていた死霊達に行くべき道を指し示してやったというべきなのか。

　いずれにせよ、スーの前に黒い影の亡者達はいない。一本の道が拓ひらかれたかのように続いている。その先は、例の赤黒い光を放つ柱……。

「スーが開いてくれた道……決して無む駄だにはしない！」

　既すでにミリアはその道の上にいた。風のように駆かけ抜けていく。そして、今や赤黒い柱に一気に跳びかかり、

「……止められないとは……」

　死し霊りようゴーレムの奥から呻うめき声が漏もれた。

「……これで終わりだ！」

　緑の刃やいばがきらめいた。金属が弾はじかれたような、乾かわいて甲かん高だかい音。続いて、僅わずかな衣きぬ擦ずれのような音を立てて、ミリアが着地した。

「ふふ、ふ……」

　虚うつろな笑いが響ひびきだす。

「止められなくとも、どうということはないのですけれどね……」

「……なんだ？　なぜ斬きれない？」

　ミリアが振り向いて赤黒い柱を見ていた。柱は依い然ぜんとしてそこにあった。何物をも切り裂けるはずの、竜の鱗うろこで覆おおわれた剣。それが確かに柱を捉とらえていたはずだ。俺おれも見ていたからわかる。なのに、

「なんという硬かたさだ……」

　ミリアの呟きに、死霊ゴーレムから声が上がる。

「その柱も死霊に守られているのですよ。死霊達は柱を覆い、刃など通さぬ強度を柱に与えるのです」

　これもまた貪どん欲よくの神紋ルーンで支配・使役された死霊の力か。だとしたら、スーの慈愛で浄化してしまえる……。

　そんな俺の考えを読んだかのように、ゲインの虚ろな笑いが響く。

「ふ、ふふ……。柱を守る死霊は特に未み練れんの強い亡者ばかりでしてね。安らかに眠ることなど少しも望んではいません……」

　ミリアが大声で呼びかけた。

「スー！　この柱に纏まとわりついている死霊にも、ニヴルヘイムへの道を指し示してやってくれ！　もう使役されずともいいと伝えてくれ！」

　目を瞑つむって、光放つ胸元に両手を重ねていたスー。その口から悲ひ嘆たんの叫さけびが漏もれた。

「……だめ、ミリアちゃん！　この人達、妄もう執しゆうに凝こり固まっている……言うことを聞いてくれない……！」

　死し霊りようゴーレムから響ひびいてくる笑い声が大きくなった。

「ふふ、ふふ、ふ。おわかりですか？　慈じ愛あいなどというぬるい気持ちでほだされるような亡もう者じや達ではないのですよ、その柱に練ねり込まれた死霊は」

「練り込んだ、だと？」

「ええ。未み練れんの強い死霊を選びだして、その柱と混じるようにしたのです。そうやって縛しばりつけられた死霊は消え去ることはありません……。ふふ、未練を捨てることができないので、いつまでも柱に憑つき続けるのです」

　それは永遠に未練に苦しむということ。こいつは死者の魂たましいを苦しめることで己の力を得ている……。

「未練のもとを断たぬ限り、その死霊達はいつまでもこの世に残ろうとする……永遠に呪じゆ縛ばくされた守護壁となります。ふふ、実に魂の力というのは便利なものでしょう？」

　勝ち誇るゲインの声に、俺おれは舌打ちする。下げ衆す野や郎ろうめ。

　その時、ミリアが戸と惑まどったような声を上げた。

「え……？　スー、なにか言ったか？」

「ふぇ？　な、なんのことミリアちゃん？」

「……違う……誰だ？　わたしに囁ささやくのは……？」

　見れば、ミリアの周りに黒い瘴しよう気きが纏まとわりついている。その瘴気は柱から滲にじみだしているようだ。今や、ミリアを覆おおうばかりに広がっている。

「ミリア！　それは死霊の囁きだ！　気をつけろ！」

　なにか害を為なそうとしているのかもしれない。そう思った俺は、思わず叫んでいた。しかし、ミリアの口から漏れた一言に、それ以上の言葉を吞のみこんでしまう。

「……！　母さん？　お母さんなの？」

　ミリアは雷にでも打たれたかのよう。棒ぼう立だちになり、瘴気の中で身み動じろぎもしない。

　母親、だと？　あの死霊は、今柱から漏れ出てミリアを覆っている黒い瘴気は、ミリアの母親の魂だというのか？　ミリアの竜りゆう鱗りん病びようの所せ為いで街を追われ、最さい期ごにはミリアを恨うらみながら死んだという、あの……。

　ミリアが急に首を振り、俺を見つめてきた。救いを求めるように。

「……ここにあるのはわたしの母だ。母の……母さんの魂が、ここに……わたしという未練に縛られてずっとここで苦しんでいた……」

　そして、喘あえぐ。

「……そんな……ロスト！　母の……母さんの魂たましいが、刺させって！　自分を刺せって言うんだ！」

　ミリアの周囲の黒い瘴しよう気きは、緑の刃やいばのグラムを引っ張っているように見えた。柱の一角へと導みちびいていく。

「母さんはここに……自分がいる、ここを刺せば柱を破は壊かいできるって……そんなことわたしには……！」

「やるんだ！」

　俺おれは叫さけんでいた。

「お前の母親をそのくそったれの柱から解放してやれ！　永遠に続く苦しみから……救ってやれ！」

「でも……でも、わたしの母さんなんだ！　わたしの手で……母さんをなんてできない……」

「お前にしかできないんだ！」

　俺はレーヴァテインで死し霊りようゴーレムを食い止めながら叫び続ける。

「母親を救ってやれるのは、母親の未み練れんだったお前だけだ……！　家族だけが、死霊の苦しみを救ってやることができる……！」

「……そんなことは許されません」

　死霊ゴーレムから空むなしく声が響ひびく。

「尊とうとい母の魂を刺し貫くというのですか？　あなたは？　もう会えないのですよ？」

　ゲインの揺さぶりにミリアは呻うめく。

「わたしは……わたしは……」

「……お前だって母親の苦しみを長引かせたいたいわけじゃないだろう？　母親の心を無む駄だにするな……！」

「……母さん……っ！」

「や、やめろ────」

　緑の刃が弧こを描えがいた。ガラスとガラスが触ふれ合った時のような、硬こう質しつの響き。

　一瞬の静せい寂じやく。

　そして、柱が割れた。直線状のひびが入り、そこからズレ落ち始める。柱のあちこちから黒い瘴気が吹き出し始める。

「ああ、あああ……」

　死霊ゴーレムから虚ろな呻きが漏もれ始めた。

「あああああああああああ、私が食らい続けてきた魂が……失われてしまう……何千年と蓄ちく積せきしてきた恨うらみ、憎しみが……」

　死霊ゴーレムは動きを止め、天を仰あおぐかのよう。

　最も早はや崩れ落ちた柱の前で、ミリアは俺達に背を向けて立っていた。背中越しにミリアが呟つぶやくのが聞こえる。

「……母さん……そうだよ……わたしは母さんのこと嫌いだったことなんか一度もない……母さんを恨うらんでなんかいなかった……だから後悔しないで……安心して逝いって……」

　それから、ミリアは俺おれに振り返り、

「……母はわたしに礼を言っていた。ありがとうって……」

　微かすかに微笑ほほえむミリア。

　俺は頷うなずいてやる。ミリアが見せた決断に、今度は俺が応こたえてやる番だ。

「……後は任せろ」

　俺はレーヴァテインに想おもいを込める。それは今、目の前で繰り広げられた死し霊りよう達へのやるせない想い。死んだ者を縛しばって苦しめ続けるなど、もうそんな悲しいことはあってはならない。

　レーヴァテインが青い炎を纏まとい始めた。

「……お前はこれでも再生できるのか？」

　死霊ゴーレムに向かって静かに問いかけてやる。

「この炎で焼かれても、まだ不死身を誇ほこれるか？」

「……そんな、私が、私がそんな……」

　虚うつろな声が、無む為いに零こぼれてくる。

「お前は消えろ！」

　俺はレーヴァテインに全ての想いを込めた。青白い炎が一いつ瞬しゆん、赤い刃の中に吸い込まれる。
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「……たとえ再生できなくとも……あなたを捻ひねり潰つぶすことは可能……！」

　死し霊りようゴーレムがその巨体を揺らした。のしかかるように、九本全ての腕を俺おれに振り下ろしてくる。だが、

「この一いち撃げきで……燃え尽つきろっ！」

　走る青白い炎。俺が横よこ薙なぎに払ったレーヴァテインから放たれたそれは、死霊ゴーレム全体を包み込むほどの巨大さだ。

「ああああああああああああああああああああああああああああ……」

　炎を前にして、それはゲインの呻うめき声だった。

「この私が……なぜ、こんなところで……ああああ！」

　青白い炎が呻き声ごと死霊ゴーレムを吞のみこむ。振り下ろされた九本の腕は俺へ届く前に、塵ちりと化した。死霊ゴーレムから、逃れるように黒い瘴しよう気きが立ちこめ、焼かれていく。

「あああああ！　……あああ！　……再生が……！　ああああああああ……」

　死霊ゴーレムから漏れる声はあっという間に小さくなり、後には炎の燃え盛る音だけが空気を震ふるわした。最も早はや死霊ゴーレムは燃えている部分を切り離すことも再生することもなく、ただ燃え尽きていく。それは死霊達を弔とむらう送り火のよう。

「……これで終わりだ」

　俺はレーヴァテインを構えたまま、呟つぶやく。

　スルトが倒れ、もうラグナロクを起こす者はいない。世界を救われたのだ。

「……約束は守ったぞ」

　その時、大きな揺れが俺達を襲おそった。壁や床、天井までひしゃげ始める。

「これは……？」

『ふ……ふふ……ふふ、ふ！』

　俺は耳を疑う。この笑い声はゲインのものだ。奴やつはまさに今、俺の炎の中で燃え尽きたのではなかったのか。

『……素晴らしい。素晴らしいです』

　ゲインの声は虚うつろに響ひびいた。

『まったく、楽しませてくださいますね。このような予想外の事態が起こって、私が何千年も夢見てきたラグナロクへの足がかりが簡かん単たんに瓦が解かいしてしまうとは……ふふ、けれど、どうするおつもりですか？　ナグルファルは沈みます』

「なに？」

『当然でしょう？　魂たましいを制御していた柱が破は壊かいされたのです……ナグルファルもその姿を保ってはいられません。あなた達は船と一緒に虚きよ海かいに沈み、虚無に飲み込まれることになるのですよ……。ふふ。自らの身を犠ぎ牲せいにして目的を達成する……なんと美しくも愚おろかしいことではないですか！』

　俺おれは気付いた。燃え尽つきようとしている死し霊りようゴーレムの上に、一際どす黒い瘴しよう気きの雲がかかっていることを。そして、ゲインの声はそこから響ひびいてくる。

「お前……魂たましいとなって、まだ……」

『私にはまだ未み練れんが残っておりますからね。……この世の全てがラグナロクで滅ほろぼし尽くされるのを目にしなければ死に切れませんよ！』

「……なら、お前は永遠に彷徨さまようことになる……」

　俺は冷たく告げてやった。

「スルトが滅びた以上、もう永遠にラグナロクは来ない」

『ふふ。ふ……果たしてそうでしょうか？』

　ゲインのどす黒い瘴気が凝ぎよう縮しゆくしていく。小さな丸い球となった。

『スルトは誰だれでもなれるのです。そして……今やあなたこそがそのスルトに最も近い存在になった！　私が消えてもスルトは消えない！』

　哄こう笑しようする。

『ふふ、ははは、はははは！　楽しみにしていますよ……あなたがスルトとなって世界を滅ぼす日が来るのを……！』

　ゲインの魂はそれだけ呟つぶやくと、消えてしまった。ナグルファルの外壁をすり抜けていってしまったようだ。

「ロスト……まさか奴やつはまだ……」

　ミリアが表情を曇くもらせて、ゲインの消えた辺りを見つめていた。

「わからない……魂だけの存在となって彷徨い……それでもなお、ラグナロクを夢見るのか」

　しかし、俺達がそんなことを心配する必要はなさそうだった。

　これから虚きよ海かいに飲まれることになる俺達が、どう心配しようが世界はもう救えない。

　ナグルファルが崩ほう壊かいし始める。

　船内の奥深くにいる俺達に、もう逃げる術すべはなかった。













　　エピローグ







　俺おれは、呆あつ気けにとられているサイレンスを尻しり目めに顔を左右に巡めぐらした。

　いた。

　フュアリーが氷ひよう霜そうの神紋ルーンで、友情号の周囲に極ごつ寒かんのニヴルヘイムを顕けん現げんしていた。群がる巨人達はニヴルヘイムで凍こごえて倒れ、それ以上進むことができないでいる。

「もういい！」

　俺は叫さけんだ。

「戻れ！　ナグルファルは沈む！　巻き込まれるぞ！」

　フュアリーは俺の方を振り向いた。その表情が僅わずかに曇くもったように見える。

　と、脇で目を白黒させていたサイレンスが口を開いた。

「お、おお、友よ。我が最上にして最良の友よ、これは一体どういう……」

「おい！　今すぐ船を出せ！　ナグルファル崩ほう壊かいに巻き込まれたいか？」

　俺はサイレンスの尻を叩たたく。ナグルファルの崩壊・分解は急速に広まっており、最も早はや巨人達も俺達と戦っている場合ではなくなっていた。

　それまで甲かん板ぱん上じようにいた巨人達が、足場を失って虚きよ海かいへと落ち込んでいく。その中には大剣を抱えた潰つぶれ顔の姿も見えた。なにか吠ほえているようだが、聞こえない。

　フュアリーが友情号へと駆かけ戻ってくる。

「……やったのね……？」

　フュアリーはアメジスト色の瞳ひとみを巡らして、巡らして、それで察したようだ。

「……彼女は……ヴァルキリーは……」

「……あいつのお陰かげだ」

「……彼女は約束を果たしたのね……その盗ぬすまれた魂たましいは今、元の持ち主の元へと戻った……」

「準備できたそうです！　皆さん、早く船に！」

　友情号の開口部から、いち早く船内に戻っていたスーが手を振って俺達に呼びかけてくる。

　俺はアヴィに目をやった。

「おい、お前も早く……」

「……なに勘かん違ちがいしてるの？　僕は君の仲間でもなんでもないんだけど？」

「なに？」

　ミーミルの首を未いまだ身につけ、満まん身しん創そう痍い。そんなアールヴの男は言い放つ。

「今度僕に遭あう時、僕はまだ目を奪うばわれたままだろうから……きっと敵同士だねー」

　軽い口調。

「なら、なぜ俺おれ達たちを救った？　どうしてお前は俺達を一緒にここまで転移してくれたんだ？」

　俺達はナグルファルの深しん奥おうから、みんな揃そろって一飛びで、友情号の傍かたわらに転移していた。アヴィお得意のアールヴ族の術とやらで。本当なら、俺達は虚きよ海かいの藻も屑くずと消えるところだったのに。

「俺達が敵だというなら、お前一人で転移すればよかったのに、そうしなかった。……なぜだ？」

「それはもちろん、僕は正しい目を失っているからさ」

　アヴィは自分の被かぶっているミーミルの首を指先で数度突いてみせた。最も早はやヒビが入り破は損そんしている鋼鉄の兜かぶと。

　アヴィは世間話でもするみたいに告げてきた。

「今回はあの胸くそ悪い子供を倒すために手を貸したけど、今度はちゃんと殺し合おうよ」

「お前……やっぱりその首の所せ為いでおかしくなってるんだ。今すぐ脱げ。それに、この虚海の真ん中で俺達の船に乗らずにどうする気だ？」

「……ミーミルの首を身につけた僕なら、虚海の中からでも転移できるさ。ミーミルの首が正しい方角も示してくれるしね。……ここに来るのだってそうして来たんだから、帰るのがそれより難しいってことは無いと思わない？」

　アヴィはそれだけ言うと、虚海へと身を躍おどらせた。止める暇ひまもない。あっという間のことだ。

「おい！　待て！」

　だが、俺の声は奴やつには届かない。虚海では音も飲み込まれてしまう……。




「そうですか……あの人は結局ミーミルの首を……」

　スーが項垂うなだれながら言った。

　ナグルファル崩ほう壊かい後ご、俺達は友情号に乗り込んで辛からくも脱出している。その船内で、俺はアヴィが虚海に身を躍らせた顚てん末まつを語ったところだ。

　アヴィのことが気がかりなのだろう。俺の話を聞いた後のスーの第一声がそれだった。だが、スーはすぐに頭を上げ、

「……でも、それはロストさんを……私達を助けるために選んだこと、だったんだと思います……」

　そう言った。まだ信じるかのように。

「しかし、あいつを止めないとまた独善と思いこみでなにかまずいことを引き起こすだろう」

　ミリアは難しい顔だ。

「そんなことより友よ！　それどころではない」

　友情号の中で操そう舵だしているサイレンスは青い顔をしていた。

「ナグルファルの崩壊から逃れたのはいいが、この虚きよ海かいの中で我々はどちらへ向かえばいいか、全く見当もつかないのだぞ。あの死人の娘むすめがいなくては、進むべき方向がわからない……」

　それに対して、落ち着いた声でフュアリーが呟つぶやく。

「……大丈夫……冥めい府ふの女おんな主あるじはまだロストをニヴルヘイムに呼ぶ気はないはず……ヘルの加か護ごがあれば、きっと虚海から抜け出る道が示されるわ……」

「……そうだといいがな」

　俺おれは肩を竦すくめるしかない。

「神々が俺のことをもう用済みだと判断したら、このまま使い捨てられてもおかしくはないのではないか？」

　フュアリーは微笑ほほえんだ。

「……もしあなたが用済みだと判断されたのだとしたら……それはもうラグナロクの危険が去ったことを意味する。それは喜ぶべきことなのかもしれないわ」

　俺は苦い満足を感じる。

　それでもいいのかもしれない。俺は確かにラグナロクを、世界の滅ほろびを食い止めたのだ。これまでなにも守れなかった俺が、妹やノルンの民が生きたあの世界を守った。今度こそなにかを守ることができたのだ。ならば、たとえこの虚海の中で永遠の彷徨さまよい人となろうとも……。

　……本当にそうか？

　俺の心の中でなにかがざわめく。

　本当にラグナロクの危機は去ったのか？

　その危機はもっと身近に……俺の中に……。

「……俺はスルトにはならないさ……お前らがいる限り」

「うん？　なにか言ったか？」

　ミリアが俺の呟きを聞きつけ、首を傾かしげてきた。俺はそれを見る。その背後のスーやフュアリーの姿も、ついでにサイレンスも見る。

　俺がスルトにはならない理由。

　俺は首を振り振り、

「……なんでもない。ただの戯ざれ言ごとだ……」

　友情号は虚海の中を滑すべるように先へと進み続けた。どこへ辿たどり着くのか、それともどこにも辿り着くことなく終わるのか、わからぬままに。




　俺は一人船外に出る。すぐに、白い虚きよ無むがまとわりついてきた。虚きよ海かいを見つめるが、相変わらずなにも見通せない。

『──このままどこにも辿り着けず、虚無に飲み込まれて果はてるのか──』

　そう思うと、俺はそれまで感じたことのなかったものを感じる。

『──生きていたい』

　あいつらと共に、この世界で生きていたい。ミリア達と一緒にミズガルズへ戻るのだ。

　以前の俺おれなら、こんな感情は持たなかったはずだ。そう、皇こう帝ていを殺すという目的さえ果はたしたのなら死んでもいいと思っていた。

　だが、現実は違っていた。以前にミリアが言っていたが、どうやら今の俺はあいつらと出会ったことで変わったようだ。温ぬるくなったのかもしれない、が……この感情に不思議と怒りを感じることはなく、悪くないとさえ思っていた。

　だが、生きていたいと思うからこそ、いくつもの不安が俺の胸を過よぎる。




　フーリン──お前が守ろうとした世界、俺はこれからも守り続けられるだろうか。

　ハミンギャ──お前が守ろうとしていたあいつは、俺が守る。もう二度と失うのは嫌いやだ。だから……俺は死ぬわけにはいかない。




　そんなことを考えている自分に対して、ふと心の声が口をついて漏もれた。

「……本当に弱くなったな、俺は」

「そうか？　今の貴き様さまは……初めて会った時と比べて悪くないと思うぞ」

　背後から声をかけられ、俺は振り返る。白い虚きよ無むの中からミリアが現れた。

「すまない……貴様が一人で外へ出たのが見えたからな。その……なにか心配になって、な」

　その顔は優しさと困こん惑わくが混ざり合った、複ふく雑ざつな感情を浮かべていた。

「もしかしたら……どこかへ行ってしまうのではないかと思ったんだ」

「……俺がスルトになって世界を滅ほろぼすということか？」

「違う、そうじゃない……。ただ心配だったんだ。だから、その、なんだ……、傍そばにいたいというか……貴様と話をしたくなった。そういうことだ」

　ミリアは途中でもごもごと言葉を吞のみこむ。

　そして、気を取り直したように俺に言う。

「ともかく、だ。急にどうしたんだ？　心配ごとでもあるのか？」

「……」

　俺は、心に迷まよいを感じていた……。俺はこの後もずっとミリア達を守り、世界を守っていく覚悟だ。だが、もしも守り切れなかったら……もしかしたら、またフーリン達のように失ってしまったら……。その時、俺はなんと言うのだろう……俺はなんのために生きるのだろう。

　……また、復ふく讐しゆうか？

　ミリアが虚きよ海かいへと視線をずらす。その目は、虚海に満ち溢あふれた白い靄もやの奥を見つめていた。

「心配はない。……ラグナロクは食い止められ、世界の危き機きは去った。わたし達は、目的を果たしたんだ。だから……もう、恐れるものはない。そうだろう？」

　そう言って、俺おれへと視線を戻すミリア。だが、俺はすぐに答えられなかった。なぜなら、ゲインが言っていた言葉を思い出していたからだ。

『──スルトは誰だれでもなれるのです』

　俺は、ミリア達がいればスルトになどならないだろう。だが、こいつらを、失うことがあったのなら……。

「貴き様さまと出会ってから、わたしは変わったんだ。……きっと、わたしとスーだけではここまで来られなかっただろう。皇こう帝ていに仕つかえていた日のこと、ハミンギャのこと、母上のこと……わたしの中で憎にくしみや怒いかりが増え続け、世界を滅ほろぼす側に回っていたとしてもおかしくはなかった。だけど、そうならなかった。それは、貴様が傍そばにいてくれたお陰かげだと思う……」

　と、再び口を噤つぐんで、それから、意を決したように俺を見み据すえてきた。

「だから、わたし達と一緒に……これからもいて欲しい」

「……まるで俺がいなくなるような口ぶりだな？」

「貴様のことだから、な。『これ以上はお前達と一緒にいる理由はない』とか言って、どこかへ行ってしまうんじゃないか？」

「さあ、どうだろうな……」

「わ、わたしの顔はどうだ？　貴様は前に言っていただろ？　『望んでいた答えが見つけられずに落らく胆たんする顔が見たい』と。わたし達はウルズに行き、スルトを倒して、今こうしてここにいる。今のわたしの顔はどうだ？　まだ、わたしが落胆するのを見ていないだろう？」

「……」

「だから、落胆する顔を見るまで貴様は離れられないはずだ。それは、もしかしたら…………一生見られないかもしれないな……だ、だから……」

　俺はミリアの言葉を遮さえぎり、本心を告つげる。

「そうだな。……まだお前らと別れるわけにはいかない」

「え!?　あ……あ……、そ、そうか。……それはつまり、その……」

「……まだ本当に目的を果はたしたとは言えないからだ」

「どういうことだ？」

　予想外の答えが返ってきたという顔でミリアがそう言った。

「誰もがスルトになりうる──ゲインはそう言い残して消えた。もちろん、俺はそうはならないつもりだ」

　本心だ。今の俺ならそう思える。

「だが……俺はまた仲間を……家族を失ったらと思うと、どうなるのかわからない。……人の憎しみは、世界をも滅ぼしかねないものなんだ。俺も、アヴィもスルトに成なり得えた。それに、また『レーギャルンの箱』を求める者が現れるかもしれない。そして、それは未来の俺なのかもしれない……。もしかしたら……ゲインの奴やつだって何もなければ、スルトにはならなかったのかもしれない」

　レーギャルンの箱には何物をも封ふうじる力が込められているという話だった。では……今、レーギャルンの箱の中に封じられているのはなんだろう？　それは過か去こになぜ封じられることになったのだろうか。そこに込められたものが、もしも希望ではなく憎にくしみだったとしたら……。




『……神々を屠ほふる者よ』




　俺は背せ筋すじに冷れい水すいを浴あびせられたように感じる。俺の内側から聞こえてきたその声は心の芯しんに響ひびくような声で訴うつたえてきた。




『……お前の役割はまだ終わってはいないだろう？　その力を使い、我がエインヘリアルとして務つとめを果はたせ。──神々の存在しない、狂くるうほど退たい屈くつな世界を……』




「……ロキ!?」

「どうした？」

　ミリアの怪け訝げんな表情。俺は平へい板ばんな声を出し、感情を押し殺した。

「いや、なんでもない」

「そうか貴き様さまの悩なやみはそれだったんだな……。だが、心配するな。貴様はゲインのようにはならない」

「なぜだ？　そう言いきれる根こん拠きよがどこにある？」

「根拠などいらない。わたしが、そう思うからだ。それに……貴様は強い。だから貴様がわたしたちを守ればいいことだろう？」

　俺は、その言葉に一瞬啞あ然ぜんとしたが、「つくづくミリアらしい言葉だな」と感じていた。

「ああ、そうだな」

「だから大丈夫だ。一人で出来ないことだって二人でなら出来る。今の貴様には、わたし達がいる……頼たよりにならないと思っているかもしれないが、共に歩あゆむ仲間がいるんだ。仲間が困れば誰だれかが支えになる。これは……貴様の行動が教えてくれたことなんだぞ？」

　ミリアのその言葉で、俺の不安が和やわらいでいくのがわかった。悩むことはない。もし一人で出来ないと思うのなら、仲間に頼ればいい。共に強くなればいい。俺は一人ではないのだから。

「だから、これからもよろしく頼むぞ、ロスト」

　貴様呼ばわりではなく、ミリアから改めて呼ばれた名前──。その違い和わ感かんに多少のむず痒がゆさを覚おぼえながらも、俺は心から感じていたことがあった。

　これからも、ミリアが落胆する顔を見られる日は来ないのかもしれない……だが、それでいい。代わりにこの笑顔を守っていこうと思う。これからもずっと──。










　あとがき




　こんにちは、ハワイでお酒を買おうとしたらパスポート見せろと言われた相あい原はらあきらです。

　そうかそうか、そんなにナウなヤングに見えちゃうか、おいらもまだまだいけるでぇ！　と一いつ瞬しゆんテンションが上がりましたが、本屋で本を買おうとした時も（Ｈな本じゃないです）パスポート見せねえとカードで買えねえよ的なことを言われたので、単に自分の身み形なりが怪しくて警戒されてただけだと結論付けられました。確かにキョドキョドしてた。英語怖いし。

　というわけで、ハワイに行ってきたのです。

　ハワイのことを告げた時、こっちは貴様の原稿の所せ為いで大変なことになっているのにいい御身分だな、という担当のＫさんの想おもいが言外に漂ってきました。が、私、単に遊びに行ったわけではございません。向こうの文化を肌で感じて吸収し、自分の肥こやしとするために行ったのです。言ってみれば、研究目的です。アメコミとかゲームとかあちこち探し回ったものでした。ハワイで。きらきら健康的な日差しのハワイで。

　で、行ってきたのが丁ちよう度どハロウィンの時期でして、子供達が仮か装そうしてお菓子などを貰もらって歩いておりました。子供だけでなく、大人もみんな仮装して、街全体がコスプレ会場みたい。しかし、私はそんな喧けん騒そうとは無む縁えんです。ストイックなまでに無縁。みんなが楽しそうに仮装してイエーイしてる横を、目線を合わせぬよう俯うつむきながら歩いたりするくらい無縁でした。英語怖い。

　ともかく、ようやく見つけたアメコミの専門店へと乗り込みまして、なにか面白そうなものはないかと物色しておりました。

　と、ふと見れば、店内のテーブル上に小しよう冊さつ子しがずらりと並べられているではないですか。マイ○トルポニーとかパワー○フガールズなんかの各種アメコミの同人誌みたいな作りの小冊子類で、特に注目すべきは全部フリー、つまりタダだと書いてあったわけですよ。おお、タダか。タダで貰えるなら貰っておかな損やで！　とばかりに手に取りまくりです。そこへスパ○ダーマンのコスプレをした幼女がやってきました。どうも菓子を貰いに来た様子。ハロウィンだから、普通に営業中の店からも菓子が貰えるのか、さすがアメリカだなーとか思っていると、店の人がイイヨイイヨ、ソッチノモッテケー、みたいなことを言うわけです。するとスパ○ダーっ子は嬉うれしそうにこちらの方へ向かってきます。そして、テーブルに並べられていた小冊子類を吟ぎん味みし始めるのでした。

　……ほほう、なるほど。

　つまり、これら小冊子はハロウィンの子供用に用意されてた物で……だから、フリーで配られてて……道理で中身が健全な内容の本ばかりだったのですね！　そして、先程から感じるお店の人達の眼まな差ざしは、あ、こいつわかってないんだな、どう言ってあげようかな的なそんな生温かい優しさに包まれたならきっと目に映る全てのことはメッセージ。

　もちろん鋭えい敏びんな私はそんなメッセージを肌で感じ取り、それまでかき集めていたそれらを一冊ずつそっと戻し、店を後にしました。

　結論として旅の恥はかき捨てってことで許してほしい。




　最後にお礼を。イラストを担当してくださったnyoroさん、今回も素敵なイラストをありがとうございました。担当様をはじめとした編集部の方々や校こう閲えつ様、その他関係者の皆様方、ありがとうございます。

　そして、この本を読んでくださったあなたに心からの謝しや辞じを。


相あい原はらあきら
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相あい原はらあきら

「RAT QUEENS」というアメコミを購入したのですが、続きが読みたくて仕方ありません。ファンタジーＲＰＧっぽい世界で女の子パーティーが酒飲んでゲロ吐いてすごく楽しそう。あとルール無用の残虐ファイト。トロルは女の子に両目くり抜かれると死ぬ。
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イラスト／nyoro

イラストレーターです。

絵を描いたり、モンスターを狩ったりしています。

そろそろ神を狩りにいきたいです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「相原あきら先生」係

「nyoro先生」係











本書は書き下ろしです。
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